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01．新しい騎士団






「……ひどい人」

　ディアナの心は、ばらばらに砕けてしまっていた。

　叶わなかった恋と、捨て鉢になって好きでもない──軽蔑すらしている──男に身体を開いてしまった後に残ったものは、透明で綺麗だったはずの、心の残滓だった。

　四散した欠片を集めて、なんとか元に戻そうとしてみるけれど、ちっとも上手くいかない。







＊＊＊








　ディアナ・ウォレスは黒い、真新しい制服に身を包み、王城の広間に立っていた。自分の出世が未だに信じられない気持ちだ。

　フローヴェリア王国の王太子ヴィクターが壇上に立ち、彼が新しい騎士団「レイヴン黒い鳥近衛騎士団」の創設を高らかに宣言すると、広間に集められた団員たちは大きな拍手をした。

　その後、騎士団長を務めるルシール公爵セオドア・アーネスト・イームズがこの騎士団の概要や方針を改めて説明する。

　レイヴン近衛騎士団はヴィクター専属の近衛騎士団である。王族の身辺警護を担う騎士団はすでにあったが、ここ数年は膝の悪い国王ハロルドに代わってヴィクターが公務を請け負うことが増えていた。そこでヴィクターは、まったく新しい騎士団──常に行動を共にする、自分だけの近衛騎士団──を創ろうと思い立ったらしい。彼はまず、旧知の仲である側近のセオドアを騎士団長に指名し、それから二人でメンバーの選定にあたったようだ。

　フローヴェリア王国軍は数多の騎士団から構成されているが、王城を拠点として動く騎士団の団員は大多数が貴族の子女だった。特にレイヴン近衛騎士団は「王太子の護衛」という重要な役割がある。それにも関わらず、ディアナは自分が選ばれたことが不思議でならなかった。






　ディアナは、商人の娘である。実家が裕福なため、貴族や富豪の娘が通う全寮制のフリックス女学校へ入ることができた。その学校の卒業も近づく頃、ディアナは母親のパメラから実家へ呼びつけられる回数が増えた。そのまま着替えを命じられ、どこかのパーティーや歌劇場に連れ出されると、決まって知らない男性に引き合わされる。パメラは女学校の卒業と同時に、ディアナを嫁がせるつもりだったようだ。

　女学校を出た娘たちの多くは親が決めた相手に嫁いでいくわけだが、パメラが連れてくる男性と言ったら──実業家や地主であったりするものの、大抵はずっと年上の中年男性で、ディアナの心を動かすような人たちではなかった。そして八十を超えた老男爵との縁談を持ち込まれた時、ディアナは騎士になることを決意した。

　亡き祖父が興したウォレス海運は、船や倉庫をいくつも所有しており、今はディアナの父と二人の兄が切り盛りしている。ディアナが金持ちの男性を捕まえる必要はまったくない。ディアナは結婚から──というより、パメラが連れてくる花婿候補から──逃げるために騎士になったのである。

　ディアナが入っていた女学校は、卒業後に侍女やメイドとして城へ仕える者も多くいたから、城へあがって騎士になるというディアナの希望はそこそこ容易に叶えられた。

　ただ、騎士と言ってもしょせんは平民あがりである。ディアナは出世コースからは大きく外れた城下警備隊に所属し、街を巡回して詰所に戻るという一日を過ごしていた。迷子の世話をしたり、暴れる酔っ払いを取り押さえたり、スリを追いかけたりする仕事を選んだ娘を、パメラは嘆いた。

　休暇の際に実家に戻れば「いつまで騎士の真似事なんてしているの。女の子なんだから、早く結婚しなさい」とせっつかれる。ディアナは一応本物の騎士であって、決してそれは真似事ではないのだが、パメラはそうは考えていないらしい。

　そんな時、王太子が新しく創設する騎士団に入らないかと声がかかった。もちろんパメラは猛反対した。出世などしてはディアナの結婚が遠のいてしまうからだ。そして、さすがに父と兄たちも複雑そうな表情を見せた。王太子の警護ともなれば、自分の命を捨てる覚悟が必要な時がやって来るかもしれないからだ。

　平民出身の自分になぜ声がかかったのか訝しむ気持ちはあったし、この話を受けるか否かで人生が大きく変わるであろうこともわかっていた。騎士になった理由は決して高尚なものとは言えなかったが、突然自分の目の前に開かれた新しい世界に、思い切って飛び込んでみたいとディアナは考えたのだ。






「──……話は以上だ。解散」

　セオドアがそう告げると、集まっていた騎士たちは身体の緊張を解いた。ディアナがざっと確かめた感じでは、レイヴン近衛騎士団のメンバーは十数名ほどで、女騎士は自分ともう一人……短い髪の毛の女性だ。ディアナよりも少しだけ年下に見える。仲良くできるだろうか。でも、お高くとまった貴族の娘かもしれない。

「それから。ディアナ・ウォレスはここに残ってもらえるかな」

　もう一人の女性に話しかけてみようかと迷っているところに、セオドアの声がかかる。ディアナが顔を上げると、皆が一斉にこちらを見た。ただでさえ女騎士は数が少ないから目立つ。加えて自分は平民あがりだ。快く思わない者もいるのだろう。ディアナは身を竦すくめたくなった。

　遠目に見ても豪奢な雰囲気は認識できたが、間近で見ると、セオドアはさらに威厳と優しさを兼ね備えた風貌の、魅力的な男性だった。彼はヴィクターの幼馴染で、二十三歳にして公爵家の当主でもある──ということだけはディアナも知っている。

「気後れしているみたいだね」

　ほかの団員たちが広間から退出して二人きりになると、セオドアはずばりと言った。ディアナが出自に関して気にしていることを、彼はとっくにお見通しのようだ。

「団員のダラス・ローガンは地主の息子で、貴族ではない。君と同じようなものだ。それからアーヴィン・バクスターも準男爵の息子だ。後は……女騎士のマーテル・フィンドレイ。彼女は貴族の血筋だけれど、気さくな娘だから仲良くできると思うよ」

「は、はい。ありがとうございます」

　あの髪の短い女の子はマーテルという名前らしい。ダラスとアーヴィンについては誰なのかまだわからないが、準男爵の息子ということは、お金で爵位を買った家出身なのかもしれない。ディアナが考えていたよりも団員たちの出自は多岐にわたっているようで、少しだけ安心した。

「それから……なぜ、君をこの騎士団の団員に選んだか、だけれど」

　セオドアは、ディアナが知りたかったことを聞かせてくれた。

　まったく新しい騎士団を発足させるにあたって、よその騎士団からメンバーを引き抜くのは避けたかったとセオドアは言った。騎士団によって方針が違うし、団員が団長に心酔している場合もある。所属が異なっていた騎士たちを、レイヴン近衛騎士団に纏めるのは危険だと判断したのだ。したがって警備隊にいた下級貴族や平民出身の騎士、或いは学校を出て騎士になったばかりの若い者たちに声をかけることになったらしい。自分に声がかかった理由に、ようやく納得がいったディアナだ。

「女性の騎士は少ないからね。大抵はすでに王妃付きや王女付きになっているし。だから警備隊にいた君や、女学校を出たばかりのマーテルを選んだんだ」

　警備隊とは勝手が違うから、初めは戸惑うことも多いかもしれないけれど、君の働きに期待しているよ。と、セオドアは微笑んだ。彼はレイヴン近衛騎士団の団長でもあり、王太子の側近でもあり、公爵家の当主でもあり……ディアナにとっては雲の上の存在と言ってもいい。騎士団を取り纏める人間として、肩身が狭そうにしているディアナを気遣ってくれたのだろう。

　ディアナが騎士になったのは、決して褒められる理由からではない。しかしディアナはこの時、心の底から思ったのだ。この人の……セオドアの役に立ちたい、と。










02．次期伯爵






　所属が変わったので、ディアナが使う宿舎も変わった。兵士や位の低い騎士たちが使うものよりも、もちろん立派なものになる。王城とは渡り廊下や地下通路で繋がっていて、有事の際に駆けつけやすい構造となっていた。

　ディアナが宿舎の食堂へ入っていくと、微妙に食事時が過ぎていたために、人はまばらだった。その一角を女騎士たちが陣取っている。女性がいることにホッとしたディアナは、トレイに食事を乗せると、彼女らの近くの席に着こうとした。女騎士は本当に少ない。所属は違っても、知り合いになれたらいい。そう思ってのことだった。

「ねえ、知ってる？　……商人の娘なんですって」

「聞いた聞いた。あそこの団長って、ルシール公爵でしょ」

「やだ、平民を殿下の近衛騎士にするなんて、何考えてるのかしら」

　ディアナはどきりとする。自分の話をされている。しかも、わざと聞こえるように。背中に冷たい汗が滲むのがわかったけれど、ディアナはなんとか平静を装って彼女たちがいる席を通り過ぎた。

　思えば、女学校時代からディアナは身分制度の最下層にいた。ディアナが通っていたフリックス女学校において、一番上にいるのは何代か遡ればフローヴェリア王家の血筋に辿り着く、国王の親類縁者たちであった。その次が爵位のある家の娘。次に祖父や曾祖父が貴族だという者。その下が地主の娘で、最下層が商人の娘だ。同じ平民でも地主か商家かで違いがあるのは、労働でお金を稼ぐ行為を卑しいと感じる王侯貴族が多くいるからだ。ディアナの噂をしている女騎士たちも、きっとそういう考えなのだろう。

　以前所属していた城下警備隊では、出自による差別は殆どなかった。王城仕えからの左遷というかたちで警備隊に回された貴族出身の騎士は、ディアナのことを「平民あがりの下級騎士」と悪し様に呼んだが、警備隊は大多数が平民あがりの騎士と兵士で構成されていたので、肩身の狭い思いをすることはなかったのだ。

「商人の娘が殿下のお側に仕えるなんて、笑っちゃう」

「私だったら恥ずかしくて生きていられないわ」

「生まれが生まれだから、私たちとは恥の概念が違うのよ、きっと」

　彼女らの意地悪なお喋りはまだ続いている。ただでさえ女騎士は少ないのに、これはちょっときついかも。これから同じ騎士団の所属となる、あのマーテル・フィンドレイとは仲良くできるといいのだけれど……。ディアナはそんなことを考えながら、人のいない方へ向かって歩く。

「ディアナさん、こっちへ来ませんか」

　その時柔らかな男性の声がして、ディアナは顔を上げた。前方のテーブルに着いた、金髪の騎士がひらひらと手を振っている。同じ制服を着ているし、レイヴン近衛騎士団の発足式で見た顔ということは覚えているが、名前まではわからない。向こうが一方的にディアナを知っているのは、セオドアがディアナの名を呼んだからだろう。あれで注目を浴びてしまったのだ。

　ディアナが返事をする前に金髪の騎士は立ち上がり、そのまま自分の隣の椅子を引いた。

「さあ、どうぞ。ディアナさん」

　ディアナは驚いた。まず、目の前の騎士の足の長さに。それから、宿舎の食堂という殺伐とした場所で、紳士的な振る舞いを受けたことに。

「あ、ありがとう。あの……？」

「失礼。自己紹介がまだでしたね。俺、ジェフリーって言います。ジェフリー・オレルス・クライアー。さあ、お掛けください」

　テーブルにトレイを置いて、ジェフリーに促されるまま腰掛けると、彼は洗練された優雅な動きで自分の椅子に座る。親しみやすい印象ではあるが、貴族か、それに次ぐ階級の出身ではないだろうか。

「これから俺たち、同じ騎士団の仲間ですね」

「ええ」

　ディアナが頷くと、ジェフリーはにっこり笑って身を乗り出してくる。綺麗な顔だと思った。優男と表現してもよさそうだが、男性的な力強さも見え隠れしている。ふさふさとした金色の髪はほんの少しだけ波打っていて、長めの前髪は彼の頬にかかっていた。青い瞳を縁取る睫毛も羨ましいぐらいに長い。

「俺、さっき、広間であなたを見た時から、綺麗な人だなって思ってたんです」

「え……？　は、はあ……」

「今度、食事を一緒にどうですか」

「今、してるじゃないですか」

　ジェフリーは目の前のトレイに視線を落とし、すぐに顔を上げた。

「ええと、そういうことじゃなくて。城下に、美味しい店があるんですけど」

「……いえ。結構です」

　この展開は想定外だ。軽い娘だと思われているのだろうか。或いは平民だからどう扱っても構わないと。彼を美男子だと思っていたが、その柔らかな微笑みは、よくよく観察してみれば愛嬌と軽薄さの狭間で危うく揺れているようにも思える。

「じゃ、この後お茶なんかどうですか」

「いえ、それも結構です」

　ディアナはすげなく断ったが、ジェフリーが気を悪くした様子はなかった。先ほどと変わらぬ柔らかな口調で彼は続ける。

「でも俺、これからのこととか、語り合った方がいいと思うんですよね」

「これからのこと……」

　ディアナはジェフリーが口にした言葉を繰り返した。

　騎士団は発足したばかりだし、他の団員たちについてはまだ何も知らない。正式な仕事は来週からで、それまでに何度か皆で集まる予定になっている。おそらくはそこで団員同士の紹介があるはずだ。でも、個人でそれぞれ親睦を深めておくことも大事かもしれない。

「それも、そうね」

　頷くと、ジェフリーはディアナの手を取った。

「ええ。俺たち二人の、これからについて」

　彼は真剣な眼差しでディアナを見つめ、手に力を込めた。

　この人、何なの？　馬鹿なんじゃないの？　こんな場所でナンパ行為に励んでいるとしたらアタマがおかしいし、真面目に言っているとしたら、やっぱりアタマがおかしい。

　これから、こんな人と一緒に仕事しなくちゃいけないの……？

　苛立ちと呆れの混じった感情がふつふつと湧いてくる。

「結構です！」

　ディアナはきつめに言葉を放ち、ジェフリーの手を振り払った。






　新しい自室へと向かうと、廊下の前方から髪の短い女の子がこちらへ駆けてくる。

「ディアナさぁん！」

　それはレイヴン近衛騎士団のもう一人の女性、マーテル・フィンドレイであった。

「よかった。あたし、ディアナさんの部屋探してたんです。女騎士が少ないのは知ってましたけど、でも、まさか二人だけだなんて、びっくりしませんでした？　あたしなんだか不安になっちゃって、それでディアナさんのこと探してたんですよう」

　マーテルはディアナの両手をぎゅっと握る。今日はよく人から手を握られる日だ。だが今回は振り払うつもりなどない。マーテルは驚くほど人懐こかったので、ディアナは安心した。

「あっ、すみません。自己紹介まだでした！　あたし、マーテルって言います。フリックス女学校でディアナさんの後輩だったんですよ。たまにディアナさんのこと見かけて、綺麗な人だなって思ってたんです。でも、ディアナさんが騎士になってたなんて知らなかったから、さっき広間で見かけてびっくりしちゃいました！」

　セオドアから、マーテルは気さくな娘だと聞いていたが、ここまでよく喋るとは思わなかった。

　──え？　あたしが貴族の血筋？　団長がそう言ってたんですか。でも、男爵家の妾腹……愛人の子ってやつなんです。それで、あたしが女学校を卒業する前に父さん死んじゃって。あ、幸い、学費は払ってあったんですけど、他には何も残してもらえなかったんですよね。結婚するにしても、愛人の子で持参金も無いんじゃあ良い条件の男は見込めないって、後見人さんに言われて。それじゃ母さんと弟が路頭に迷っちゃうから、働くことにしたんですよ。騎士って、衣食住の心配がないからいいですよね、あはは──と、マーテルは己の過酷な半生を朗らかに語った。ディアナの実家は裕福で、使用人もたくさん抱えている。やたらと結婚を勧めてくる母親に辟易していたことや、出自について嫌味を言われたくらいでへこんでいた自分が恥ずかしくなるくらいに、マーテルは前向きで明るい娘だった。

　セオドアによると、他にも出自が微妙な者──地主の息子や、準男爵の息子。王太子の近衛騎士としては微妙な者──がいるという話であったし、それに先ほど食堂で会ったジェフリー──立ち居振る舞いから貴族であると感じたが、一体、何者なのだろう？　──のこともある。新しく発足したレイヴン近衛騎士団のメンバーは、ディアナが思っていた以上に多様性に富んでいるようだ。

　準男爵の息子、アーヴィン・バクスターについて知る機会はすぐにやってきた。新しい宿舎は中心部にホールや食堂、医務室、図書室に浴場などの施設が位置し、そこから騎士たちの居住エリアが東西に広がっている。アーヴィンはホールで新しく支給された武器防具を広げ、それらを丁寧に磨き上げているところだった。磨き油の臭いが周囲に広がり顔を顰しかめる者もいたが、彼はお構いなしに、うっとりとした眼差しで鎧を眺めている。

「やだ、アーヴィンさん。こんなところで何やってるんですか。油臭いですよう」

　マーテルの突っ込みに、アーヴィンはようやく顔を上げた。

「いやあ、僕の部屋、西日がやたらと眩しくてさ。今の時間帯は特にものが見辛いんだ」

　そして鎧を掲げ、角度を変え、くもった部分を見つけたのか、丹念にそこを磨き出した。

「あたしはバッセル工房の磨き油をお勧めしますね。あれ、安いうえにあんまり臭いが気にならないんですよ。ディアナさんは普段、何を使ってるんですか？」

　マーテルはディアナを振り返る。ディアナは武具の扱いにあまり拘っておらず、磨き油は宿舎や詰所に置いてある備品をそのまま使っていた。そう答えると、アーヴィンは嘆かわしいといった風にため息を吐き、大げさに首を振る。

「それはいけない。僕はこれまで西地区の城下警備隊に所属していたけれど、あそこに置いてある油は粗悪品だった。それに、マーテル。バッセル工房のものも、安いだけあって質は良くない。アトリエ・フェルマーの油の方が絶対にいいよ。ほら」

　脇に置いていた油の入れ物をアーヴィンが持ち上げ、マーテルはそこに貼られたラベルを読もうとして顔を近づける。

「臭い！　やっぱり臭いですよ、これ。女の子に勧めるものじゃありません」

「港湾警備隊の人たちは皆これを使ってるって話だよ。長時間海風に晒されても継ぎ目はスムーズに動くし、何より錆び難いんだってさ」

「あたしが重要視してるのは、臭いか臭くないか、それだけですね。鎧を外しても身体に油の臭いが染みついてるなんて、ぞっとしちゃう」

　マーテルとアーヴィンは磨き油についてあれこれと議論を続けている。初めはマーテルの甲高い声が響き渡って、周囲の人間たちはこちらを遠巻きに見ていたようだが、今はそうでもない。そこに、ふと男女の笑い声が聞こえ、ディアナはそちらに顔を向けた。

　足の長い金髪の騎士、ジェフリーが宿舎付きのメイド二人と談笑している。メイドはどちらも洗濯物の入ったカゴを抱えており、仕事の最中と見える。話の内容までは聞こえてこなかった。ジェフリーが何かを問いかけるように首を傾げると、メイドたちは「きゃあっ」「やだあ！」と楽しそうな悲鳴をあげた。彼から馴れ馴れしく食事に誘われたことを思い出し、ディアナは思わず半目になる。もっとも、メイドたちはまんざらでもなさそうだったが。

「あ、あの人。ジェフリーさん」

　メイドたちの騒ぎ声に、マーテルも顔を上げる。

「知っているの？」

「ええ、発足式が終わってから、宿舎まで一緒に帰ったんです。話しやすくて、面白い人でしたよ」

　マーテルの性格であれば、誰とでも話しやすいのではないのだろうか。

「次期伯爵様なのに、気さくで、いい人だなって思ったんです」

「は？」

　ディアナは眉を顰ひそめ、マーテルと、ジェフリーのいる方を見比べた。良家の子息だろうと予想はしていたが、彼が次期伯爵？

「ああ、彼はアンバーリッジ伯爵の長男だよ。次期伯爵の、ジェフリー・オレルス・クライアー」

　アーヴィンも彼を知っているようだった。

「将来は伯爵様だっていうのに、なんだか親しみやすいですよねえ。団長も優しそうだし。他の人たちとも仲良くなれるといいなあ」

「君なら大丈夫だろ」

「あっ、何ですか。その投げやりな口調は」

　ジェフリーは未だにメイドたちとお喋りに興じている。だがディアナの刺すような視線を感じたのか、こちらを振り返った。逆に、ディアナはぱっと顔を背ける。

　彼──ジェフリー・オレルス・クライアー──は、ディアナとは相容れぬ性質の人間だ。同じ騎士団に所属しているのだから、今後も接触する機会はあるだろう。けれども私生活においては絶対に近づきたくないタイプだ。マーテルが言うように、彼を感じのいい人だとは、ディアナにはとても思えなかった。










03．硝子の夢






　──二年後──

　レイヴン近衛騎士団の詰所で、ディアナは手元にランプを引き寄せて地図を眺めていた。机の上に積まれた本や書類の向こう側から声がする。

「私はそろそろ帰るが……ディアナ、君はまだ残るのか」

　机の向こう側にいるのはダラス・ローガンだ。彼は報告書の作成を終えたところらしい。

　この騎士団が発足して二年経ち、ヴィクターの護衛という仕事以外にもそれぞれの役割が生まれつつあった。ダラスはいつも何かの本を持ち歩いていて、暇さえあればそれを読み耽っている。彼が書類仕事を多く任されるようになるのも自然な成り行きだった。

「ええ。今はちょうどキリが悪いから、もうちょっとだけ」

「『ちょうどキリが悪い』って、なんだよ」

　ディアナの妙な言い回しにダラスは笑いながら立ち上がり、上着を羽織ると部屋を出て行った。これで居残りはディアナ一人だけになった。特に急ぎの仕事ではないが、今やれることを後回しにする、というのがディアナにはできない。後回しにした仕事についてずっと考えてしまって、とにかく落ち着かなくなるのだ。

　現在フローヴェリア王国では大規模な治水工事が行われており、来週ヴィクターが視察に向かう予定になっている。ディアナは地図を広げて、彼が通るルートの確認をしている最中だった。

　視察の予定が入った時点で地図の確認はもちろん済ませているが、少し前に最新版の地図が出た。だから建物や道路が増減していないか、過去の地図と最新版の違いを見比べてチェックしている。それから、過去の水害の記録にも目を通しておこうと思い立った。書庫まで資料を漁りに出かけ、それらを机の上に積み上げる。こうしていつも、自分一人で勝手に仕事を増やしてしまうのだ。勝手に調べ上げたデータは役に立つこともあるし、まったく意味のない作業で終わってしまうこともある。

「あれ。まだ残っていたのかい」

「……団長！」

　詰所にセオドアがやってきたので、ディアナは咄嗟に立ち上がった。

　勝手に仕事を増やしてしまう性分だからこそ、思いがけぬ幸運に見舞われる機会もある。たとえば、今みたいに。

　セオドアはヴィクターの執務室と自分の執務室、そして騎士団の詰所を行き来している。身体が二つあっても足りないのでは？　と心配になるくらい働いていて、いつ休暇を取っているのかもよくわからない。彼の負担を少しでも減らすことができればいいとディアナは思う。

「これは……過去の水害の資料？」

　セオドアがディアナの机を覗き込んだ。ランプの灯りにセオドアの優しげな顔が照らされ、壁には彼の影が大きく浮かび上がる。

「えっ、あ、はい」

　思わぬ接近にディアナが姿勢を正そうとすると、腕が机にあたって積み上げた書類が揺れる。

「あっ」

「あっ」

　二人は同時に声を上げて、書類を押さえようと手を伸ばした。崩れかけた紙の束を共同作業で元に戻して顔を見合わせ、セオドアは笑う。

「よかった、間に合った」

　書類を押さえるディアナの手に、セオドアのものが重ねられている。間近で微笑まれたことも相まって、ディアナはあたふたとした。

「驚かせて悪かったね。まだ人が残っているなんて思わなかったから」

「い、いえ」

　セオドアは机の上とディアナを見比べた。

「これは、来週視察に行く場所の地図だね……こっちの、水害の資料はどうしたの？」

「ええ。殿下が現場で作業している方に声をかけられる時、役に立つこともあるかと思いまして」

　現場で働く者たちは、ヴィクターが二、三言葉をかけてやれば更に張り切るかもしれない。ディアナがセオドアから労いの言葉をもらって、舞い上がってしまうように。






　ディアナは宿舎に向かって歩きながら、火照った頬を押さえた。

　この騎士団が発足して二年。仕事にもだいぶ慣れた。だが、セオドアの存在はディアナの中で輝きを増す一方である。セオドアに愛されたいなどと、大それたことを望んでいるわけではない。彼は公爵であり、王太子の側近であり、商家の娘のディアナとは本来口をきく機会すらないような人なのだ。

　書類を支える時に、手が触れ合ったことを思い返した。あんな風に接する機会があるのならば、居残り作業も苦ではない。こうして時折降りかかる僥倖ぎょうこうを噛み締める、それだけでいい。いずれはセオドアも、然るべき家柄の女性を妻として迎えるのだろう。ディアナにはわかっていた。ただ、もう少し夢を見ていられたら。夢見る時間を引き延ばせたらと、そう思う。

「きゃ」

「おっと」

　宿舎の玄関ホールに入ってすぐの所で、ディアナは誰かに激突した。大きくて固い身体に弾き飛ばされそうになったが、腰に腕が回されてディアナが尻もちをつく事態は免れた。

「ごめんなさい……」

　支えてくれた相手を見上げると、それは──。

「これはこれは。ディアナさんじゃありませんか」

　胡散臭い笑みを貼りつけたジェフリーだ。途端に、セオドアと共有した淡く甘い時間の余韻が吹き飛んでしまう。

　ジェフリーは制服姿のディアナを失礼なくらい眺め回す。

「こんな時間まで仕事してたんですか」

　浴場を使った後なのだろうか、彼からは石鹸の香りがした。

　ディアナは、騎士団の団員たちとは思ったよりも上手くやれている。初めのうちは、平民と貴族にまったく同じ条件でまったく同じ仕事を与えるセオドアのやり方に、戸惑う者も多かった。だがセオドアは団員たちの間に軋轢が生じないよう上手く舵を取ってくれたので、やがて騎士団内での隔たりは見られなくなった。

　それでもディアナは、この男とだけは仲良くしたいと思えなかった。二年間、ずっとそうだった。

　ジェフリー・オレルス・クライアーは、それはそれは気さくな人柄をしている。女性に対しては特に。

　彼は大抵メイドの娘たちに囲まれて談笑している。時に相手は王女付きの侍女たちであったりもする。女騎士も例外ではない。相手にされないことも多いようだが、彼がめげる様子はなかった。

「ディアナさん、もしかして一人で居残ってたんですか」

「いえ……団長も、残ってたけど」

　ここは「ええ、一人よ」と答えてもよかったが、そうしたらジェフリーは「一人で？　次からは俺も手伝いますよ」とか「俺が送り迎えしましょうか」とか、しつこく絡んでくるのではないだろうか。だからディアナは正直に答えることにしたわけだが、口にした瞬間、セオドアと共有した時間は自分だけのものではなくなってしまった。しかもジェフリーなんかにそれを分け与えてしまうなんて、と苦々しく思う。

「へえ。団長も……」

　ディアナの言葉に、彼は含みのある口調と視線でそう返した。なんだか心を見透かされているようでぎくりとする。けれど、セオドアへの気持ちを表に出したことはないはずだ。ジェフリーが気づいているとは思えない。

　ディアナは話題を変えようとして慌てたが、ジェフリーはすぐにいつもの軽薄そうな笑みを取り戻した。

「これから部屋に戻って色々やってたら夜中になりますよ。睡眠時間、大丈夫ですか」

「……いいのよ。明日の仕事は午後からだから」

「へえ。じゃあ、今から俺と街へ飲みに行きませんか」

「お断りします」

　腕が腰に回されたままだったので、ディアナは身を捩よじってジェフリーから離れた。

「じゃあ、宿舎の食堂でお茶でも……なんだったら、俺の部屋に来ませんか」

「嫌よ」

　うっかりと明日の予定まで話してしまったことを後悔した。ジェフリーはマーテルにもちょっかいをかけているが、マーテルはその度に「ああ、ハイハイ」と笑って受け流している。「あれは、ジェフリーさんの挨拶みたいなものですよ。何も真面目に考える必要はないんです」と彼女は言うけれど、この男に笑顔を見せようとは露ほども思わないし、ディアナの性格上、受け流すことも難しかった。

「うーん、つれないですね。つい先週は、俺と丸一日、肩を並べて殿下の護衛をしたというのに」

「……あれは！」

　先週、ヴィクターは王立博物館の創立五十周年記念式典に参加した。彼はその時のことを言っているのだ。護衛メンバーが決められた時、ジェフリーと一緒だったことにこっそりため息を吐いたものだが、仕事であれば仕方がない。だが今は仕事中ではなかった。これ以上この男の相手をする必要はないと考えたディアナは、ジェフリーの脇を素早く通り過ぎる。

「あっ。ディアナさん、待ってくださいよ。荷物お持ちします」

　荷物とはディアナが小脇に抱えている、詰所で読み切れなかった資料の束だ。他人に手伝ってもらうほどの重さではない。

「結構よ」

「じゃあ、部屋まで送りますよ」

「ついてこないで！」

　マーテルは「挨拶みたいなもの」と言う。彼は、自分の周囲にいる女性には万遍なく声をかけているのだろう。だが、なんとなく底意地の悪さのようなものが感じられるのだ。他の女性はそれがわからないのだろうか？　きっと、わからないのだろう。

　彼の態度に棘を感じるのは、ディアナが彼を毛嫌いしているせいだ。ジェフリーは、ディアナが彼に対する嫌悪を露わにすればするほど、面白がっているようにも思えた。実際、彼はディアナに対してやたらと、嫌味ったらしいほどに遜へりくだる。

　ジェフリーとディアナは同い年だ。「騎士としてはディアナさんの方が先輩でしょう」と彼は言うが、ディアナが十八歳で騎士になって警備隊に所属していた頃、ジェフリーはアカデミー──いわゆる士官学校──に通い、騎士になると同時にレイヴン近衛騎士団に配属された。騎士として、また軍人としてはディアナよりもずっと上の位にいる。そして彼は貴族で、将来は伯爵になる。ディアナに対して遜る必要はどこにもない。したがって、彼の態度は嫌味としか思えないのだ。

「ねえ。ディアナさあん」

　背後で自分を呼びとめる甘ったるい声がしたが、ディアナは振り返りもせずに早歩きで自室へ向かった。






　その日は朝から浮かれた様子の騎士たちが多かった。昼を過ぎて夕刻になると、宿舎の中がざわつき始める。ディアナたちも例外ではなかった。

　今夜は王城でパーティーが催される。表向きには「王家が主催する、王城で働く騎士たちのための慰労パーティー」とされているが、何か発表があるのではないかと噂されていた。たとえば、ハロルド国王が王太子のヴィクターに王位を譲るのではないか、とか。

「息を吐いて」

　マーテルは机の上に手をついて、ディアナの言うとおりにしている。彼女のお腹がへこんだ瞬間を見計らって、ディアナはコルセットの紐を思い切り引いた。

「うっ……」

「もう少し、我慢して」

「く、苦し……」

「我慢、我慢よ。お洒落は苦しいものなの」

　コルセットの紐を結び終えると、マーテルは眉間に皺を寄せていた。

「あたし、コルセットがこんなに苦しいなんて、知りませんでしたあ。これじゃ、パーティーではあまり食べられませんね……」

「そうね。シャンパンを少しと、クラッカーくらいなら入ると思うけど」

「ええ？　だって、普段は食べられないようなぶ厚いステーキとか、高級なお酒とか出るんですよね？　あたし、意地でもたくさん飲み食いしてやるって決めてたんです！」

　マーテルの意気込みに、ディアナはくすくすと笑った。それから彼女の髪を梳かし、逆毛立ててボリュームを出した後に髪飾りをつけてやる。

「こんなに素敵なドレス、ほんとに借りちゃってよかったんですか？」

「ええ。ちょっと古いものだけど」

　マーテルの家に、新しいドレスを仕立てる余裕はない。だから、今回はディアナの実家にあったものを貸すことにした。鮮やかなオレンジ色のドレスはディアナにはあまり似合わなかったけれど、マーテルが身に着けると彼女の短い髪と、小動物のような可愛らしい風貌が引き立って見えた。マーテルの方がディアナよりも背が低いので、丈を詰めるだけでそのまま使うことができたが、数年前に仕立てたドレスだから、もしかしたらデザインは流行遅れかもしれない。

　しかしマーテルが気になっているのはデザインではないようだ。

「ああ、もうっ。あたし、ディアナさんが憎いっ」

　マーテルはディアナの全身を舐めるように見つめる。

「ドレスの丈は詰めなくちゃいけなかったのに、どうして横幅はコルセットを締めなきゃ入らないんでしょう？　あたし、自分が太ってるなんて思ったことなかったのに」

「マーテル、あなたが太っているわけじゃないわ。私が貧相なのよ」

「ええ、でも、でも」

　マーテルは姿見に自分を映し、ディアナに向き直る。

「ディアナさんはすらっとしてる割に胸もあるじゃないですか。いいなあ」

「私はあなたの髪の毛が羨ましいわ」

　ディアナは自分の薄茶色の、嫌になるほど真っ直ぐな髪の毛を摘まんだ。どれだけ時間をかけてコテで巻いても、すぐ元に戻ってしまう。髪質はぱらぱらとしていて結い難い。それなのに、仕事中邪魔にならないように纏めると妙な癖がついてしまって、今度は髪を洗うまで元に戻らない厄介ぶりだ。

　パーティーでは髪の毛を巻いてゴージャスに結い上げたい──と、考えていたが、どれだけ練習しても想像したようにはならなかった。どう頑張ってもボリュームが出ないため、ゴージャスにはほど遠く、かえってみすぼらしい感じになってしまう。結局は艶が出るまで梳かした後に控え目な髪飾りだけをつけて、そのまま下ろすことにした。

　だが、女らしく着飾るのは実に久しぶりだ。ディアナは柄にもなく張り切っていた。今夜は楽団も待機しているらしいから、ダンスイベントもあるのだろう。もしかしたら、セオドアと踊れるかもしれない。

　ディアナもマーテルの傍へ行って、姿見に自分を映す。瞳の色に合わせて用意した渋めのグリーンのドレス。胸元や袖は黒いレースで飾られている。露出は少ないが、それでも大人っぽい雰囲気は出ているだろう。

「そろそろ行きましょうか」

　ディアナはダンスホールの雰囲気を思い描いた。それから、セオドアと踊る自分の姿を。






　王城内の広間には多くの人間がひしめいていた。所属する騎士団の制服を着た男性たちも目立つ。

「男の人は、着るものに迷ったら制服を着ればいいんですもん。楽でいいですよねえ」

　ディアナの横でマーテルがぼやいた。

「でも、お洒落ができるぶん、女の子の方が楽しめるってもんです」

　彼女は借り物のドレスを見下ろして「あたし、絶対ハンサムなお金持ちを捕まえて、それで将来はお洒落三昧に食道楽するんです！」と拳を握る。案外、マーテルならば実現できるのではないかとディアナは思う。お喋りだけれど、飾らなくて素直で可愛らしい。周りの皆はディアナを真面目で実直だと評価してくれるが、単に融通が利かないだけだし、セオドアへの想いをひた隠し、肩肘を張って窮屈に生きている……マーテルと並ぶと、自分はなんだかつまらない生き物のような気がしてくる。ふいに暗い気持ちになりそうだった時、マーテルが広間の前方に目をやった。

「あっ。見てください。王女様ですよ」

　フローヴェリア王国の王女セレストが清楚なドレスに身を包み、国王と王妃の間に立っている。ヴィクターの近衛をしていると、彼女とも顔を合わせる機会が何度かあった。個人的に口をきいた経験はもちろん無いが、兄の公務についてきたことが数度あったのだ。

　セレストは、普段は孤児院や教会、診療所といった福祉施設の訪問を多くしているようだ。彼女はディアナと同じ二十二歳だというのに、結婚はおろか婚約の話も出ていないらしい。一介の騎士であるディアナはともかくとして、一国の王女としてはゆゆしき事態である──と捉えている者も多い。そこでディアナは気がついた。マーテルも気づいたようで、二人で顔を見合わせる。

「ディアナさん。今夜、何か発表があるっていう噂……もしかして」

「ええ」

　セレストの結婚のことではないだろうか。周囲に集まっていた騎士たちも同じような考えに至ったらしく、辺りはざわついた。






　ヴィクターが妹の手を取り壇上へと導くと、広間は一転してしんと静まり返る。

　そしてセレストと、ルシール公爵セオドア・アーネスト・イームズが婚約したことをヴィクターが発表すると、広間は歓声に包まれた。










04．夢のおわり






　ディアナは、何もない、真っ白い空間へ放り出されていた。ただ耳鳴りだけがひどい。

　優しく微笑むセオドア。騎士団発足の日、ディアナを気遣ってくれた。崩れそうな書類を二人でなんとか押さえたのは、ついこの前の出来事だ。

　セオドアに愛されたいなんて、大それたことを考えていたわけではない。

　ただ、もう少し夢を見ていたかっただけなのだ。

　本当に耳鳴りがひどい。堪えきれずにディアナは両の耳を押さえる。

「──……さん、ディアナさん！　聞きました？　うちの団長とですって！」

「なんだあ。王女様、結婚しちゃうのかあ」

「よその国の知らない奴に嫁ぐよりはいいんじゃないか？　何と言っても、相手は公爵なんだし」

「大貴族だもんな。釣り合いは取れてるし、年齢的にもお似合いじゃないか？　案外、恋愛結婚だったりしてな」

「そうそう。どっちにしろ、おめでたい話だ！」

「ディアナさんっ。ディアナさんってば！」

　マーテルに腕を揺すられて、ディアナは残酷な現実へと引き戻された。耳鳴りだと思っていたものは周囲の騎士たちの声だ。新しいカップルの誕生を祝う声、或いは好き勝手に噂する騎士たちの声だった。

　セオドアがセレストの手を取ってダンスホールへ誘うと、二人のダンスを見ようとする者たちも挙こぞって移動を始める。

「あたしたちも行きましょ！　団長にお祝いを言うチャンス、ありますかねえ」

　ディアナは呆然としながらマーテルに腕を引かれていた。






　人ごみの間を通り抜け、ダンスホールまで来ると、中心ではセオドアとセレストが踊っている。彼女の濃い栗色の髪は、ディアナがやってみたいと思っていた髪型のように緩く結い上げられていた。自然なウェーブのかかった艶のある髪は、ステップの度に軽やかに揺れる。セレストが回ると、淡い水色のドレスが花のように広がった。

　天上界から降りてきた、美しい二人のダンス──ディアナにはそう思えた。

　セオドアがディアナのものになることは無い。それは初めからわかっていた。いずれはイームズ家に匹敵する家柄の娘を迎えるであろうことも、容易く予想できた。ただそれが王国の姫だとまでは思わなかった。予想をはるかに上回る家柄である。ディアナなど相手にならない。

　ディアナは近くにいた給仕のトレイからシャンパングラスをくすねると、ひと息に呷あおった。

「ヒューゴ、踊りましょ」

「えっ」

　そして最初に目についた同じ騎士団の男性の腕を掴み、ホールへと誘った。ヒューゴ・オーティスは代々王家に仕える騎士の家系出身で、恵まれた体格をしており、他の男性よりも頭一つ背が高い。だから真っ先に目についたのだ。厳つい顔をしているので最初は怖い人だと思っていたけれど、実際のヒューゴはそんなことはまるでなかった。しかし、アーヴィンが暇さえあれば武器防具を磨いているのと同じように、彼はしょっちゅう筋肉を鍛えている。

「まさか、今日の衣装にまで錘おもりを仕込んでいるわけじゃないわよね？」

「いや、さすがにそれはない。けど、踊りは苦手で……君の足を踏んづけるかもしれないぞ」

　セオドアたちがホールの中心で踊る一方、遠慮がちに端の方で踊る者たちもいた。そもそも女騎士が極端に少ないから、男女のペアができにくいのだ。ディアナは曲の途中からそこへ加わると、瞼の裏に焼きついた二人の姿をかき消すように、夢中で踊った。

　普段であれば、ディアナは目立つような行為──この場合、ギャラリーの方が多いダンスホールで踊ることだ──は決してしない。気づく術も無かったが、思えば、この時からディアナの心の箍たがは外れ、自分の意思では制御できないところまで来てしまっていたのだろう。

　ディアナはダンスを終えると、今度はワインの入ったグラスを空にする。曲が始まると同時にアーヴィンの腕を引っ張り、再びダンスに興じた。

「ディアナさん、すごい。張り切ってますねえ」

　マーテルがはしゃいだように言った。彼女はダンスよりも食べ物に夢中になっており、マーテルが手にしている皿には厚切りのローストビーフや、珍味の乗ったクラッカーが盛られている。コルセットの具合を確かめているのか、時折お腹を撫でて首を傾げていた。

　ディアナは今日、軽い朝食の後は昼にスープを飲んだだけで、碌ろくに食事をとっていない。夜はマーテルのように、コルセットの様子を見ながら何かをつまむつもりでいた。しかし、その予定は婚約発表の衝撃で見事に吹き飛んだ。今は、すきっ腹をお酒で満たし、ダンスホールを駆け回っている。心に開いた冥くらい穴を埋めようとして、ディアナは必死になっていた。

「これ、すっごく美味しいんですよォ！　ディアナさんも食べてみませんか？　あ、こっちはだめです。見栄えはいいけど、あんまり美味しくなかったです」

　料理の盛られた大きなトレイが長いテーブルに並べられている場所で、マーテルのレポートを聞きながら、ディアナはまた新しいグラスを手に取った。そしてグラスの中身を飲み干した瞬間、テーブルの向こう側にいた男──ジェフリー──と目が合った。

　身体にぴったりと合わせて作られた上質なベルベットの上着に、揃いのベスト。クラバットにはお洒落な留め具がついている。豊富な金の髪には櫛目が入っていて、彼はいつもとやや違う雰囲気を纏っていた。ジェフリーはディアナと目が合うと、ゆっくりと口の端を持ち上げる。彼が皮肉な笑みを作る前に、ディアナは目を逸らしてマーテルの手を取った。

「え、ちょっと、ディアナさん？」

　マーテルをダンスホールに連れ込み、男性パートをディアナが受け持つ。女同士でのダンスは、初めは好奇の視線を浴びていたが、やがて男性同士でダンスホールに乗り込む人たちも現れる。ギャラリーにはそれが大うけで、パーティーは今夜一番の盛り上がりをみせた。

　曲が終わり、近衛騎士団のメンバーが何となく集まっている場所へ戻ると、そこにはセオドアがいて、笑顔でディアナを迎えてくれた。

「団長。ご婚約、おめでとうございます」

　だいぶ酔っていたせいもあるのだろう。彼に対しての祝いの言葉は、意外にもすんなりと飛び出した。セオドアは優しい笑みを湛えたまま礼を言う。

「ディアナ。パーティーを盛り上げてくれてありがとう。あまり格式ばらない感じで発表したいと考えていたんだけど……予想していたよりも堅苦しい雰囲気になってしまって、どうしようかと思っていたところなんだよ、実は」

　今夜のパーティーの名目は、一応のところ、騎士のための催しであったのだ。なんだか自分の婚約パーティーのようになってしまって、気を揉んでいたとセオドアは言う。

「ディアナ。次は、私と踊ってもらえるかな」

　祝いの言葉を述べることはできた。だがセオドアに手を差し出され、ディアナの心は大きく波打った。

「そのドレス、素敵だね。よく似合ってるよ」

　踊りながらセオドアが言う。

　街で評判の仕立て屋へ生地を見に行った時に、思い描いていた未来。彼と踊ってドレス姿を褒められたなら、どんなに嬉しいだろうと、パーティーが始まる前に思っていた。

　そして今、それが現実となっている。でもディアナの胸が満たされることはなかった。満たされるどころか、ひどく虚しい。

　セオドアのリードでくるりとターンした時、お酒のせいで目が回った。足が縺れそうになったが、彼は上手にディアナを支えた。優しい口調で「大丈夫？」と問われ、ディアナは泣きたくなる。

　張り切って注文した、深いグリーンのドレス。自分を良く見せようなんて、馬鹿なことを考えたものだ。望みどおりの言葉をもらったはずなのに、自嘲気味な感情が胸に広がっていく。

　私は馬鹿だ。

　夢から醒めた後がどれだけ虚しいかを、先に想像するべきだったのだ。それなのに、もう少し夢を見ていたいなんて──。

　私は本当に馬鹿だ。






　セオドアとのダンスを終えたディアナは、ふらふらとした足取りでホールを後にしようとした。

「あれ、ディアナさん？」

　自分を呼び止めるマーテルの声に振り返り、なんとか笑顔を作ってみせる。

「なんだか暑くて。少し、夜風にあたって来るわね」

「ああ、ディアナさん、たくさん踊りましたもんねえ」

　でも早く戻って来ないと、お料理無くなっちゃいますよ。と、マーテルはディアナに手を振った。ディアナも手を振り返したが、ホールを出ると急ぎ足で宿舎の自室へ向かった。

　こんなドレス、早く脱いでしまいたかったのだ。

　階段を下りる途中で足が縺れ、転びそうになって、慌てて手すりに掴まった。だいぶ酔いが回っているようだ。手すりはひんやりとして気持ちがよかったので、そのまま縋るように伏せて顔をくっつけた。

　背後で、微かな足音が聞こえた。

「大丈夫ですか、ディアナさん」

　声の主が誰なのかすぐにわかったが、顔を上げる気力も、いつものように噛みつく気力も今のディアナにはない。何の反応も見せずにいると、肩に手を置かれる。

「飲みすぎなんじゃないかとは思ってたんですけど……もしかして、気分が悪いですか」

「……ええ、むかむかするわ」

　自分の愚かさ加減に。

「医務室に行きますか」

　ディアナは小さく首を振り、顔を上げると、今度は注意深く階段を下りた。

「じゃ、部屋まで送りますよ」

「いいの。放っておいて……あっ」

　階段を下りきって油断したせいか、ドレスの裾を踏んづけてしまう。

「おっと。ほら、危ないですよ」

　ジェフリーはディアナの身体を支えると、そのまま背中に手を当てながら、宿舎のある方へ誘導した。ダンスホールの喧騒が遠ざかっていく。

「もう、ここでいいわ」

　音楽も人の声も聞こえなくなったところで、ディアナは言った。

「いえ、部屋まで送りますよ。ディアナさん、具合が悪いんでしょう」

「……貴方に向かって、胃の中のものを、吐くかもしれないわよ」

　早く一人になりたくてそう言ってみたが、ジェフリーは笑っただけだった。

「そうなったら、俺がきちんと介抱して差し上げますよ。俺の両手は、女性に仕えるためにあるのですからね」

　よく恥ずかしげもなく、そんな科白せりふが出てくるものだ。頭の片隅でそう思ったが、お酒が回っていてぼんやりとする。彼を追い払うための都合のいい理由が出てこない。胸の中が、砂でも飲み込んだかのようにざらついていた。

「ディアナさん、鍵は」

　自室の扉に手をかけようとした時、ジェフリーが言った。

「か、鍵……？」

　おぼろげに呟きながら、取っ手を掴んで押したり引いたりしてみるが、扉は開かない。

「あなたの部屋の鍵ですよ。どこにやったんですか」

　彼はそう問うが、ディアナの頭は麻痺したようにぼうっとしていて、何を言われているのかよくわからない。

「鍵……？」

「ええ、あなたの部屋の鍵」

　ジェフリーが扉についている鍵穴を指さしたので、ようやくディアナにもわかってきた。扉を開けるには、鍵が必要なのだ。ディアナはそれを、普段はネックレスに通して首にかけている。

「く、鎖に掛けて、首に」

　首元を探って鎖を手に取ったが、それはカメオのペンダントであった。ドレスに合わせて身に着けた装飾品だ。そうだ。パーティーに出席するのに、首に鍵をぶら下げるわけがない。ポケットの中を探そうとしてみたが、このドレスにポケットは無かった。

「……鍵が、無いわ」

「ディアナさん、よく思い出してみてください。どこかに隠しましたか？　それとも、誰かに預けました？」

　横でジェフリーが何かを言っていたが、ディアナはもう一度取っ手に手をかけて扉を開けようとした。ガタガタと音がするだけで、やはり扉は開かない。

「あ、あかない」

「そりゃそうですよ。あの、ディアナさん……大丈夫ですか？」

　ディアナの酩酊ぶりを目の当たりにしたせいか、ジェフリーの声に剣呑けんのんな響きが宿る。

「ドアが、開かないのよ」

　ディアナはジェフリーを振り返り、それからうわっと泣き出した。






　どこかに冷静な自分は存在していて、扉が開かないくらいで泣くことないでしょう、と言っていた。その冷静な自分を引っ張り出してみようとするけれど、セオドアとセレストの踊る場面がちらついて邪魔をする。

　ディアナは開かない扉と、たった今失った恋を重ねてしまったのだ。気分はまるで締め出された子供のように、惨めで不安で心細かった。

「ちょ、ちょっと、ディアナさん……」

　ジェフリーはぎょっとして一歩退いたが、すぐに衝撃から立ち直ったようだった。

「ディアナさん、泣かないで」

　目の前に、上品な香りのするハンカチが差し出される。ディアナはそれを受け取って目元を拭ったが、一度崩壊してしまった堤防は、すぐには元に戻らなかった。加えて、どうしてジェフリーに──一番見られたくない人に──こんな場面を見られてしまったのだろうと、悔しさやら情けなさやらが募る。ディアナはしゃくりあげて泣いた。

「大丈夫、大丈夫ですから」

　背中をさするように撫でられ、ディアナは目の前にあった胸に顔を埋めた。

「どうか、泣かないでください」

　ジェフリーの声は落ち着いていて、耳に心地よかった。










05．熱と氷と






　俯くディアナの唇に、グラスが近づけられる。

「ディアナさん、水です」

　ディアナがそれを受け取ると、ジェフリーは上着を脱いだ。彼はそれを長椅子の背もたれに無造作に引っ掛け、ディアナの隣に座った。

　机の上にはランプが小さく灯されている。薄暗い中でも、部屋の間取りはディアナの居室と同じだとわかる。元から備えつけられている家具は、こちらの方が若干良いものであるように思えた。たとえば今二人が掛けている長椅子などは、ディアナの部屋のものよりも幅が広くてバネが効いていた。

　自分の部屋との更なる違いを見つけようとして視線を動かしたが、途中でどうでもよくなって、結局は手元のグラスに目を落とす。

　あの後、背中に手を添えられて、気がつけば彼の部屋まで誘導されるように来てしまっていた。

　ジェフリーが静かに問う。

「そんなに好きだったんですか、団長のこと」

「な、何を……」

　いきなり核心をつかれ、ディアナはどきりとした。自分はそんなにわかりやすかっただろうか。ひょっとして、他の団員たちにも気づかれているのだろうか。

「他の皆は、ディアナさんの団長へのそれを憧れとか尊敬とか……敬慕けいぼの念だと思っているみたいですけれど」

　ジェフリーは長椅子の背に凭もたれ、ランプの炎を見つめている。

「でも、それだけではないんですよね」

「……馬鹿だったのよ、私が」

　さっさと諦めてしまえばいいものを、夢と称した器の中に入れて、大事に大事に取っておいたのだから。

　それにしても、どうしてジェフリーとこんな話をしているのだろう。いつもはどうしようもない誘いばかりをかけてくる人なのに、今はなんだかまともな話をしている気がする。

　ディアナのよく知る男性──と言っても、父親と二人の兄だけであるが──というものは、女性が泣いていると瞬く間に逃げ出してしまう存在であった。たとえその涙の責任が自分に無かったとしても、目の前で女性が泣いていると気まずそうに、そそくさと去って行ってしまう。

　だが、ジェフリーはそうではなかった。普段は飄々としているジェフリーが一瞬だけ狼狽の色を見せた時は──自分が動転している状態であるにもかかわらず──いい気味だと、仄暗い満足感がディアナの心を過っていったが、彼はすぐに持ち直した。きっと、女性の扱いに慣れているのだろう。自身が女性を泣かせたことも多いのかもしれない。

　ランプの灯りだけにしては、部屋の中がよく見えると思った。今夜は満月なのだろうか。確かめようと窓を振り返ろうとした時、ジェフリーの顔が近づいてきた。

　サイドの髪がひと房持ち上げられて、こめかみに唇を受け、ディアナは目を見開く。

「あ、あの……？」

「俺も、ディアナさんは馬鹿だと思います」

　彼の身体が妙に近い距離にある。ディアナは仰け反って身を離そうとしたが、肩にはすでにジェフリーの腕が回されていた。

「俺、あなたが自分の部屋へ入るところを見たら、広間に戻るつもりだったんですよ」

　肩を引き寄せられて顎に手を添えられ、今度は口づけられる。慌ててもがくと、ジェフリーの手に力がこもってディアナは動けなくなった。

　思わぬ展開にディアナの思考は停止したが、ジェフリーから良い香りが漂っていることはわかる。先ほど渡されたハンカチと同じ香りだ。彼が顔の角度を変え、ディアナの唇を舐めた。

「……！」

　身体に甘い痺れが走り、ディアナは声をあげそうになった。その隙を突くようにして、彼の舌が侵入してくる。それはディアナの舌を絡め取って誘うように蠢いたが、ディアナは驚きのあまり目を見開いたまま固まっていた。ジェフリーは口づけにディアナが応えないと知ると、今度は好き勝手にその口の中を蹂躙し始めた。

「ん、んんっ」

「それなのに、あなたは部屋の鍵を失くした挙句、俺の部屋までのこのことついて来た。ディアナさん、あなた、何やってるんですか」

　彼は一度顔を離したが、またすぐにキスを続ける。ディアナの感じていた甘い痺れは、いつの間にか身体中に広がっていた。

「俺の部屋なんかに入ったら、どんなことになるか想像つくでしょう」

「ん……」

「だから、あなたは馬鹿だと言ったんです」

　本当だ。私、何やってるんだろう……ディアナは思った。突然恋を失って、傷心を周囲に悟られぬように酒を呷りダンスに興じたものの、結局は自分で制御できないほどに酩酊し、一番見られたくない相手に醜態を晒してしまった。あんな風に子供みたいに泣きわめいてしまうなんて、自分はどれほど傷つき、酔っていたのだろうか。

「ディアナさん、もっと、口を開けてください」

　唇をつけたままジェフリーが囁く。執拗に舌を舐ねぶられ、思わず彼のシャツを掴んだ。

　この男には、もうすでに最悪なところを見られてしまっている。

　……だったら、これ以上悪くなりようがないんじゃない？

　そんな風に思った瞬間、身体から力が抜けていった。もう、なんでもいい。ディアナはおずおずと自分の舌を動かし、彼の口づけに応え始めた。

　口づけは次第に激しさを増し、ジェフリーの手はディアナの身体をまさぐっている。

「んっ、んぅっ……」

　彼の舌で歯列を辿られ、ディアナは小さく呻いて身体を震わせた。

「ディアナさん……」

　ジェフリーは身体を離してディアナを見つめる。彼の呼吸は少し乱れていて、真剣、というよりは切羽詰まったような表情に見えた。彼は一度大きく息をつくと、ディアナの身体を抱きかかえて寝台へと向かった。

　ディアナを寝台の縁に座らせると、ジェフリーは跪いた。そしてディアナの靴を脱がせ始める。

「あ、あの」

　貴族である彼に従僕じゅうぼくのような真似をされて、ディアナは気後れした。

「俺の両手は女性に仕えるためにあると、言ったでしょう。今夜はあなたに仕えているんです」

　ジェフリーの手は、絹の靴下越しにふくらはぎを辿っていく。やたらと艶めかしい動きに、すでに行為は始まっているとディアナは気がついた。彼は今夜までに、どれだけの女性に仕えてきたのだろう。その仕草はあまりに自然で手慣れているように見える。

　ゆっくりと、とてもゆっくりとジェフリーの指はディアナの足を這い登り、靴下留めのところでまた引き返していく。ジェフリーのキスを受けながら、ディアナは再び身を震わせた。

　ドレスの身ごろを剥がされ、コルセットの紐が緩められたところで、ディアナは後ろへ押し倒されていく。息はすっかり上がっていたが、ジェフリーがディアナの身体に跨った時、寝台が軋んでふと我に返った。

　ドレスの裾は膝上まで捲れあがっているようで、足がすうすうする。コルセットは取り払われており、薄手のシュミーズはまだ身につけてはいるものの、ドレスはかろうじて胴体に引っかかっている状態だ。そんなひどい有様の自分の上にジェフリーが乗っている。

　寝台には月の光が差し込んでいるから、彼にも今のディアナの姿はよく見えていることだろう。赤く燃えるような月が、ジェフリーの肩越しに浮かんでいる。急に羞恥を覚え、両手を胸の前に持ってくると、そこにジェフリーの手が重ねられた。

「ディアナさん。ひょっとしてこういうことは、初めてですか」

「……だったら、どうだって言うの……？」

　ジェフリーにはわかっているのだろう。ディアナにはまったく経験が無いことが。

　ディアナくらいの年齢の女性であれば、もうすでに結婚している場合が多い。でもディアナは片恋を抱え、密かに一喜一憂するだけで精一杯の日々を過ごすことしかできなかった。

　セオドアへの想いを本人に伝えるつもりはまるで無かったし、自分の片恋は誰にも知られぬまま、やがてひっそりと闇に葬られる日が来るのだろうと、そう思っていた。

「だったら、できるだけ優しくしますよ。できるだけ、ね」

　だが、ジェフリーには知られてしまっていた。しかも、酔って泣きわめく恥ずかしい姿まで見られてしまった。

　……ならば、一緒に葬ってしまえばいい。叶わなかった恋も、これから起こることも、すべて一緒に。

「ディアナさんは、何もしないで、ただ感じていればいいんです」

　胸の上から手を引き剥がされる。頬にかかった縺もつれた髪を梳かれ、ジェフリーの顔が下りてきて、ディアナは目を閉じた。






　深い口づけが繰り返されている。舌を絡め、出し入れし、唇を吸われる。ジェフリーの指がシュミーズの胸元の紐を解き、直接肌に触れてくる。彼は乳房の形を確かめるように撫でていたかと思うと、そっと包みこんで柔らかく揉みしだいた。

「……！」

　胸の先端を擦られた時、ディアナの身体はぴくんと跳ね上がった。

「大丈夫ですよ。優しくすると、言ったでしょう……？」

　ジェフリーは硬くなったディアナの胸の先を指でつまみ、細かく刺激した。時折優しく引っ張ったりもする。唇は首筋から鎖骨の辺りを往復していたが、やがて胸元に舌を這わせ、片方の乳首をぺろりと舐める。

「ああっ」

　弄ぶように舌先で刺激され、ディアナは思わずジェフリーの頭を抱えて悲鳴を上げた。

「ディアナさん……感じてくれてますか？」

「ん、わ、わかんな……」

「じゃあ、これはどうですか？」

　ジェフリーはディアナの胸を口に含むと、その先端を吸った。

　心地よい刺激が、びりびりとディアナの全身を駆け抜けていく。

「ふ、うっ」

　彼は音を立てて乳首を吸ったかと思えば、その周りを唾液で潤わせ、息を吹きかけ、舌の先で転がすようにした。

　信じられない。あの、ジェフリーとこんなことをしている。こんなことをされている。

「あ、ああ、ん……」

　身体を愛撫されて、艶めかしい声が出た。こんな声が自分から出るなんて知らなかった。

　ディアナは足の間が熱くなってくる感覚を覚え、もじもじと膝を合わせる。

「ああ。そういえばドレス、皺になってしまいますね」

　ジェフリーはディアナの腰を掴んで持ち上げると、いとも簡単にドレスとシュミーズを取り去ってしまう。ジェフリーの手はするするとディアナのお腹に下りていき、下穿きの縁のところで止まった。

「全部脱がせますけど、構いませんよね」

　ディアナが駄目と言っても聞くつもりは無かったのだろう。彼は返事を待たずに下穿きを下ろしていった。

「や、ま、まって……」

　他人に下着を脱がされるなんて。あまりの恥ずかしさにディアナは身を起こそうとしたが、ジェフリーの方が早かった。彼はディアナの足の間に指を滑り込ませる。

「でもディアナさん濡れてます。感じてくれてるんですよね……ほら」

「あ！」

　濡れた襞の間をジェフリーの指が滑らかに行き来し、真ん中の蕾を優しく擦る。起き上がろうとしていたディアナの肘は、かくんと折れた。身体の力が抜けていく。だが、指を入れられた時、ディアナは再び身を固くした。

「う」

「……痛いですか」

「いえ、でも……なんだか」

　異物感は拭えない。自分の身体の中に他人の……ジェフリーの指が入っているのだ。

「そうですね、ディアナさんの中、すごくきつい。もっと慣らした方がいいかな」

　ジェフリーはディアナの胸の間に口づけると、顔をお腹の方へ動かしていく。彼の唇がどこに向かっているのかを悟った時、ディアナは抗議の悲鳴を上げた。

「や、やだ！　何してるのっ」

「言ったでしょう、俺の両手と唇は女性に仕えるためにあるって」

「うそ、や、ああっ」

　両手のことは聞いた。でも唇まで仕えるなんて聞いてない。膝の裏にジェフリーの手が添えられて、彼の眼前にディアナの秘所が暴かれるかたちになった。

「や、やだぁ……」

　羞恥に頬が熱くなり、思わずディアナは両手で顔を隠す。

　ジェフリーの舌が秘裂を舐め上げ、花芯をつつく。ディアナの中を彼の指が往復するたびに、卑猥な音がした。

「や、だめ、」

「指、二本入るようになりましたよ。ほら」

　自分の中で、ジェフリーの指が広げられたのがわかった。彼はそうしてディアナの中を擦りながら、溢れた蜜を音を立てて吸いあげている。

「あ、ああ……だめ、だめ……」

　ディアナはうわ言のように呟く。やや強く花芯を舐られた時、うわ言は悲鳴に変わってディアナは達した。一瞬息が止まって、頭の中が真っ白になる。今夜起こったたくさんの出来事──衝撃と哀しみと困惑と羞恥と……とにかく、様々なもの──が快楽と混じって、いっぺんに弾けたみたいだった。

　なんとか呼吸を整えようとしていると、ジェフリーは身体を起こして自分が着ているものを脱ぎ、ディアナに覆いかぶさってきた。

「最初は、痛みがあるかもしれません」

　彼はそう言って自分の強張りを持ち、ディアナにあてがう。月明かりだけでは詳しい形まではわからない。だが、ディアナの想像よりもずっと大きいものだということは、はっきりとわかった。

　そんなの、入るわけがない。

　ディアナは急に恐ろしくなった。

「ちょ、ちょっと待って」

　身体を捩ってジェフリーから距離をとろうとしたが、腰を捕まえられてしまった。

「俺は、もう待てません……」

　そう囁く彼の表情には、ずいぶんと切羽詰まったものがある。寝台へ運ばれる前に目にしたものと同じだ。いつもは余裕綽々としている彼だが、やはり肉欲には抗えない、そういうことなのだろうか。

　彼はもう一度言った。

「もう、待てません」

「あ……」

　唇を奪われて、ディアナの声は飲み込まれた。熱くて硬いものがディアナの中を押し広げながら入ってくる。彼は一度小さく腰を引き、それから体重をかけて自分を押しつけた。

「ああ！」

「……ディアナさん」

「や。い、痛……」

「すみません。少しだけ、我慢して」

　ちゅっと唇を吸われた。ジェフリーはディアナの頬に、瞼にキスを続ける。そして胸を吸われた時、ディアナは痛みを忘れそうになった。一度、ジェフリーが腰を揺らす。

「まだ痛いですか」

　少し、と答えると彼は動くのを止めて再びディアナに覆いかぶさり、唇で丹念に胸を愛撫し、指では足の間の蕾を弄んだ。

「んっ……」

「ああ。ディアナさんの中、また濡れてきました」

　そしてゆっくりとした抽送ちゅうそうが始まった。ジェフリーが身体を動かすたびに自分が濡れて、動きが滑らかになっていくのがわかる。奥まで突かれると息が止まりそうになるが、もう痛いわけではなかった。

「ディアナさん。今、どんな気分ですか」

　寝台が軋み、濡れた身体のぶつかる音が響いている。自分の両足が、ジェフリーの動きに合わせて揺れていた。

　ジェフリーは優しかった。「今夜だけ」と捨て鉢になって身を任せたものの、この人は本当に女性の扱いに慣れている。こうしてディアナが蕩けさせられるほどに。

　ディアナは徐々にのぼり詰めていた。さっきみたいに、すべてが真っ白になって弾ける感覚が近づいている気がした。

「んっ、ふ……ど、どんな、って……あっ……」

　喘ぎながら呟くと、ジェフリーは自分の背中に回っていたディアナの手を解き、シーツの上に縫いつけるように押さえ込む。一度身体の動きを止めて、腰を深く押しつけたままディアナを見下ろした。

　彼の顔が近づいてくる。口づけられるのだと思った。すでにジェフリーに身を任せ切っていたディアナは瞳を閉じる。

　だがジェフリーはディアナの耳元で熱っぽく、すべてを台無しにするような、下劣な言葉を囁いた。

「だから……嫌いな男に犯されて、今どんな気分かって聞いてるんです」

「え……？」

「大嫌いな俺に犯されて、今、どういう気分でよがってるんですか？」

　冷水を浴びせられたような気がした。

「教えてくださいよ。ねえ、ディアナさん」










06．澱んだ夢の残滓






「団長のこと、よほどショックだったんでしょうね。俺みたいな男に簡単に身体を開くなんて」

「や。は、離れて」

　ディアナは逃れようとしてもがいたが、ジェフリーはびくともしなかった。彼はディアナを組み敷いて、ゆっくりと、だが力強く楔を穿ち始める。

「本当は、団長とこういうことがしたかったんでしょう」

　彼は繋がっている部分から蜜を掬い取ると、花芯に塗りたくった。

「ち、違、あっ……」

「上に乗ってるのが俺で、残念でしたね……でも、こういうのは惚れた方が負けなんです」

　ジェフリーはディアナの身体を折り曲げるようにして腰を持ち上げた。

「ほら。繋がってるところ、見えますか？　毛嫌いしている男と、こんな風に接触してるって、どんな気分ですか」

「ひ、い、嫌……」

　粘つく音を立てている場所を見ると、ジェフリーが動くたびに、彼自身に纏わりついているディアナの体液が光る。

　ディアナは顔を背けたが、ジェフリーは腰を動かしながら花芯に触れ続けていた。

「嫌ですか？　でもディアナさんの中、さっきよりも俺に吸いついてきてますよ。案外、興奮してるんじゃないですか。ああ、ほら、また濡れてきた」

「嘘、嘘よ。離れて……、あっ、やだっ」

　すでに痛みや違和感はなく、結合部が擦れるたびに、奥を突かれるたびに自分の中がぎゅっと締まるのがわかる。

「ディアナさん、もしかして、いきそうなんじゃないですか？」

「や、いや、アッ……あああっ」

　ひどい言葉を投げかけられながら達した自分が信じられなかった。ディアナが身体を震わせてぐったりした直後、ジェフリーは腰を引いて小さく呻く。お腹の上に生暖かいものがかかった。

　ディアナは呆然と上方を見上げていたが、お腹を布で拭われた時、唐突に思い出した。

「鍵」

　むくりと起き上がる。鍵の在処、どうして今まで思い出せなかったのだろう。

「……ディアナさん？」

「鍵」

　ディアナは辺りに散らばった衣服をかき集め、身につけようとして途方に暮れた。コルセットの紐は後ろ側にあるから一人では締められない。コルセットを締めなければ、ドレスも入らないだろう。

「もう、戻るんですか？　身体、平気なんですか」

　肩にジェフリーの手が置かれた。

　何を、ぬけぬけと──そんな感情が湧き起こり、ディアナは振り返ると思い切りジェフリーの頬を打った。薄闇に、ばちんと大きな音が響き渡る。

「……力、結構強いですね」

　ジェフリーは怒る様子も驚く様子もなく、毒づくわけでもなく、

「一人で着られますか。手伝いましょうか」

　そう淡々と喋る。ジェフリーに手伝ってもらうくらいならば、裸で廊下を駆け抜けた方がずっとましだと思いながら、ディアナはなんとかドレスを着ようと試みた。

「じゃあ、俺の外套、貸しますよ」

　目の前に外套を差し出され、ディアナはひったくるようにそれを受け取って身体を包む。そして一目散にジェフリーの部屋から飛び出した。






　自室までの道のりで、誰にも会わなかったのは運が良かった。ディアナは自室の少し手前に飾られている花瓶──花が活けてあることは殆どない──のところで立ち止まり、中に手を入れて鍵を取り出した。パーティーへ向かう際、部屋の鍵を閉めた後でこれを持ち歩けないことに気づき、苦し紛れに放り込んでおいたのだ。すっかり忘れていた。こんなことなら、カメオのペンダントと一緒に首にぶら下げておけばよかったと後悔した。

　部屋に入ると視界に見慣れた光景が広がって、ようやく日常に戻ってきた気がした。

　日常？　……いや、違う。ディアナは下腹部の鈍い痛みを意識した。自分はもう、さっきまでの自分ではなくなってしまったのだ。馴染んだはずの部屋の中で、自分だけが異質な存在として浮いている。そんな風に思えた。

　ディアナはおざなりに着込んでいたドレスから部屋着に着替えると、水場へ行って盥たらいに水を汲んで戻ってきた。布を浸して身体を拭きながら、本当に馬鹿なことをしたと思った。失恋して、酔っぱらって、泣き顔まで見せて、甘い言葉をかけられて、ころりと参ってしまったのだ。単純にもほどがある。

　これまでのディアナに対して嫌味かと思うほどの遜る態度、軽く飄々とした笑顔の陰にちらつく底意地の悪さ──ディアナがジェフリーを毛嫌いしていたように、おそらくは彼もディアナのことが嫌いだったのではないだろうか。だからディアナを奪ったタイミングでひどい言葉を投げつけたに違いないと、そう思う。

　今頃ジェフリーは、うわべだけの優しさにころっと騙されて、流されるように身を任せたディアナを馬鹿な女だと笑っているのかもしれない。

　太腿の内側に、赤い点々が散っていた。破瓜はかの血かと思ったが、拭っても取れない。よく見てみれば、鬱血の痕だった。ジェフリーに、口づけの痕をつけられたのだ。「やられた」と思った。あんな男に印をつけられたことを悔しく思ったし、それにまったく気づかなかった自分に腹が立って仕方がなかった。

「やだ……。何よ、これ……」

　こんなことをしても取れるわけがない。わかっていたが、ディアナはごしごしと拭い続けた。






「あっ。ディアナさあん！　夕べはどこ行っちゃってたんですかっ」

　翌朝、近衛騎士団の詰所へ入ると、途端にマーテルの抗議の声が飛んでくる。

「あのまま消えちゃって、部屋に行ってもいないし！　あたし、一人でコルセット外すの大変だったんですよ、もう！」

「ご、ごめんなさいね、マーテル。あの……」

　パーティーが終わった後、マーテルはディアナの部屋を訪ねていたらしい。でもディアナは、ジェフリーの部屋にいた。マーテルには悪いが、すれ違ったのは幸運だった。あんな状態で──ジェフリーの部屋から戻った時の状態で、誰かに対応できたとはとても思えない。

　結局、ディアナは一睡もせずに朝を迎えた。朝食も取っていない。ジェフリーがいたらと思うと、とてもではないが食堂へ向かう気にはなれなかったのだ。

　でも、マーテルに会うのもきつかった。

「あの、私……思っていたより酔っぱらってたみたいで、外のベンチで寝ちゃったの」

　マーテルは大きな瞳をますます見開く。ディアナが本当は何をしていたかを知ったら、彼女はどんな反応をするのだろう。

「ええっ。ディアナさんでもそんなことあるんですか？」

　彼女はきらきらとしていた。ディアナとは違って。

「そんなことって……」

「だってディアナさん、すごくしっかりしてるじゃないですか。酔っぱらってその辺で眠ったなんて、普段のディアナさんからしたら考えられませんよォ」

　マーテルに指摘され、昨夜は普段の自分からしたら考えられないほどに最悪なことをしてしまったと、改めて痛感する。もちろん本当のことなど言えるわけがなかった。

「ああ、それで寝不足みたいな顔してるんですね。ベンチじゃ熟睡できませんもん」

「ディアナが酔っぱらってベンチで寝たって？　珍しいこともあるね」

　そこにセオドアがやって来て口を挟む。

「わ、団長。おはようございます！」

「……おはようございます」

　ディアナは何とか声を絞り出した。できることなら今すぐ消えてしまいたいとさえ思う。

　セオドアの視界に入るのが辛い。居た堪れない。

　自分がもう清らかな身体ではないという事実が、露呈してしまっているのではないか。そんな気がした。自室の風景の中で、自分だけが異質なものに感じられたように、今、この中で自分だけが澱んでいる。

「そういえば、君たちは見たかい」

「見たって、何をですか？」

　セオドアは爽やかな笑みを湛えながら自分の頬を指さし、マーテルの問いに答えた。

「ジェフリーの顔だよ。引っ叩かれたみたいに赤くなってた」

「ええー！」

　死にたい。ほんとに。

　目眩を覚え、ディアナは机の端に手を置いて身体を支えた。

　ディアナの気持ちなど知るはずもない二人は、ジェフリーについての会話を続けている。

「本人は酔って扉にぶつかったって言ってたけど、私にはそうは思えなかったな」

「ちょ、ちょっと、ディアナさん、聞きました？　いったい、誰に引っ叩かれたんでしょうね？」

「え、ええ……」

「彼はヒューゴと訓練場にいたよ。ジェフリーが朝稽古しているのも珍しいよね」

「それは！　ホラ！　誰かと何かあったから、その苛立ちを訓練で発散してるってヤツなんじゃないですかね！」

　拳を握って力説しているマーテルの口を塞いでしまいたかった。だがジェフリーにしてみれば落とした女が一人増えただけの話だ。苛立ちなど感じていないのではないだろうか。

　最悪なことに、ジェフリーに会う機会はすぐにやって来た。マーテルと一緒に昼食を取った後、食堂の入り口でばったりと会ってしまったのだ。セオドアが言っていたように、彼の左の頬は真っ赤になっていた。ぶつかった痕にはとても見えない。誰がどう見ても、平手打ちの痕だった。

「え、あ、えーと。こんにちは、ジェフリーさん」

　話で聞いた以上にあからさまな状態に、さすがのマーテルも動揺を見せた。食堂を行き来する騎士たちも、ジェフリーの顔をじろじろと眺めては、好き勝手に囁き合っているのがわかる。だがジェフリーは堂々としたもので、マーテルに笑顔で答えた。

「こんにちは、マーテル」

　それからディアナに視線を移し、皮肉げに口の端を上げた。

「身体、大丈夫ですか。痛くありませんか」

「な、な……！」

　なんてデリカシーの無い男だろう。ここにはマーテルだっている。それに、自分たちの会話に聞き耳を立てている者だっているかもしれない。何かを仄めかすようなジェフリーの言葉に、ディアナは絶句した。

「……ディアナさん、外のベンチで眠ったんですって？　よく風邪をひきませんでしたね。でも、そんな場所で眠ったんじゃあ、身体が痛いんじゃないですか？　そう思っただけですよ、俺は」

　他に何があるって言うんです？　とでも言いたげにジェフリーは嫌味ったらしく微笑んでいる。この男の、右の頬にも同じ痕をつけてやりたい。ディアナはその衝動を堪えるのに精一杯だった。

　食堂は、基本的にビュッフェ形式となっている。ジェフリーは料理が並んだテーブルの方を眺めた。

「マーテル。今日のメニューで何かおすすめはあるかい」

「それなら、カボチャとレーズンのサラダが美味しかったですよ」

「……サラダにレーズンだって？」

　ジェフリーは信じられないとでも言いたげに首を振り、それはやめておこう、と呟きながら食堂の奥へ消えた。彼を見送りながらマーテルが呟く。

「……ひえぇ。想像以上に凄い痕でしたねェ」

　本当に腹が立つ。それに、大の男がレーズンくらいでみっともない。

「私はサラダにリンゴが入っていても平気だっていうのに」

「……何言ってるんですか、ディアナさん？」

　ジェフリーの頬についた真っ赤な痕は、数日ほど人々の噂になっていたが、彼はメイドや侍女たちに囲まれてよく談笑している。その中の誰かを怒らせたのだろうと思う者が多かったようだ。

　ディアナは、あの夜の出来事をジェフリーが誰かに話したのではないか、そして自分を好奇の目で──ジェフリーの手管に引っかかった女だと──見る者がいるのではないかと気を揉んだが、そのようなことは起こらなかった。少なくとも、自分のわかる範囲では。






　訓練場に、武器のぶつかる音が響いていた。セオドアとジェフリーが刃を交えているのだ。

　近衛騎士は、普段は騎士剣を腰に佩はいている。だが二人が使っている武器は、大型のハルバードだった。槍と斧が一体化した形状の武器で、馬上から振り下ろすととてつもない破壊力を発揮する。重心が不安定だから、扱うにはかなりの腕力が必要だった。小型のものや、軽量化されたものであればディアナでも扱えるが、できることなら遠慮したい代物だ。

　ディアナが近衛騎士になってから二年ほど経つが、護衛任務において剣を抜いた──抜きかけた──のは三度だけだ。一度目は、ヴィクターが乗る馬の前に犬を追いかけて子供が飛び出して来た時。二度目は、盲目の老人がふらふらと現れた時。どちらも反射的に抜きかけただけで、剣を振るうことはなかった。三度目は麻薬中毒者が飛び出して来た時だ。やはり斬ることはなかったが、意味のわからぬことを喚き散らすのでさすがに野放しにはしておけないと、取り押さえて縛いましめた。

　つまり、表立って王族を襲おうとする輩はまずいない、と言える程度にこの国は平和であった。今のところは、ヴィクターと自分の身を守るための剣術を習得していればじゅうぶんである。

　しかし近年、北の隣国レウスタとの小競り合いが度々起こっていた。北方の砦に駐留している騎士団がその都度応戦しているが、本格的な戦に発展することがあれば、ヴィクターは争いを収めるべくフローヴェリア王国軍の元帥として戦場へ向かうことになる。もちろん近衛騎士団も同行する。そんな事態になれば、騎士団員がいつも腰に佩いている騎士剣では心許ない。あらゆる武器を扱えるように、先を見越しての稽古は頻繁に行われていた。

「ひゃあ。あんなの振り回せるの、ヒューゴさんくらいかと思ってたら。あの二人、やりますねえ」

　マーテルは馬上から槍で標的を貫く訓練をしていたが、激しい金属音に手を止めて、向こう側を見ている。稽古中に武器で抉ってしまった地面の穴を踏み固める作業をしていたディアナだったが、マーテルの声にちらりと顔を上げた。セオドアの姿と一緒にジェフリーの姿も目に入り、すぐにまた下を向く。少し前の自分であれば、もっと頻繁にセオドアの勇姿を盗み見ていただろう。今は彼を見ていても辛くなる一方だし、余計な男まで目に入る。

「ジェフリーさんって、優男っぽいのに結構逞しいですよね」

「ふ、ふうん？」

　ディアナは女にしては身長がある方だ。それなりに筋肉もついていると思う。だが、ジェフリーは軽々とディアナを抱き上げたのだから、まあ、逞しいのかもしれない。

　持っていた槍でザクザクと地面をつついてしまい、慌てて足で均ならした。

　内腿に刻まれていた赤い印は、ちょうど今朝、綺麗に消えたところだった。ディアナはジェフリーの痕跡が無くなったことにほっとしていた。

　稽古の後で馬の世話をし、厩舎きゅうしゃの脇に設えられた棚に、木桶を置こうとした時のことだ。ディアナの周囲がふっと暗くなった。背後に誰か来たのだろう。そう思って振り返ると、ジェフリーだったので木桶を取り落としそうになる。彼は壁に手をつき、ディアナの進路を阻んだ。

「今夜。部屋の鍵、開けておいてください」

「な、何……？」

　最初は、何を言われているのかわからなかった。

「また、抱かせてくださいよ」

　ディアナは鋭く息を吸い込んだ。この男は、悪びれる様子もなくとんでもないことを言っている。

「な、な、何を……言っているの」

「何って。また、あなたと寝たいって言ってるんです」

「じょ、冗談じゃないわ」

「どうして。ディアナさん、感じまくってたじゃないですか。悪くはなかったでしょう？」

　ジェフリーに翻弄された夜を思い出し、頬が熱くなった。だが、あれは──。

「あれは……酔っていたのよ。あの日のことは、忘れてちょうだい。私は忘れるわ。私たちには、何もなかったの。そういうこと。もう、仕事以外のことでは話しかけないで」

　ディアナはジェフリーの腕を押し退けた。数歩進んだところで、

「……ばらしますよ」

　ひどく陰湿な声が低く響き、ディアナは振り返る。ジェフリーは厩舎の壁に寄り掛かり、例の皮肉な笑みを浮かべていた。

「ディアナさんが片想いしていた団長がセレスト姫と婚約して、それで捨て鉢になって俺を相手に処女を捨てたんだって、言いふらしますよ」

「な、んですって？」

　怒りの炎が血流に乗って、身体中を駆け巡っていく気がした。

「それ、脅すつもり……？」

　この男はそこまでしてディアナと寝たいのだろうか。いや、彼はディアナを貶めたいだけなのだろう。弱みを握って言うことを聞かせ、それでいい気になっている。そうに違いない。

「誰にばらしましょうか。やっぱり団長かな。それとも、マーテルにしますか。アーヴィンも驚くでしょうね」

「……最低」

「なんとでも仰ってください」

　ジェフリーは恭うやうやしくお辞儀をしてみせる。

「でも、ディアナさん。鍵は開けておいてくれるんでしょう？」

　どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　ディアナは、おそらく初動を誤ったのだ。

　──綺麗な人だなって思ってたんです。

　──今度、食事を一緒にどうですか。

　ジェフリーの軽薄な言動にディアナはいちいち目くじらを立て、嫌悪感を露わにして煙たがっていた。マーテルや他の女性たちのようにそれを挨拶と受け止め、流すことができなかった。ジェフリーはディアナにとってどんどん目障りな存在となっていき……それなのに傷ついている時に、ちょっと優しくされて、あっさりと陥落してしまった。

　ディアナは声を絞り出した。

「……部屋には来ないで。私が、そっちに行くから」

　私は本当に馬鹿だ。そう思いながら。










07．不器用






　ジェフリーの部屋の扉を、聞こえるか聞こえないか程度の音で静かにノックした。彼はすぐに扉を開けてディアナを見下ろし、にこやかに言う。

「可愛い格好ですね」

　ディアナは非番の時に身に着けるような、普段使いのドレスを着ていた。

　初めは、近衛騎士団の制服を着て行こうかと考えた。それならば夜更けにジェフリーの部屋を訪ねるところを誰かに見られても「仕事に関係する用事があった」と言い訳ができるかもしれない。だがジェフリーの部屋で何が起こるか、何をされるのかわかっているのに、近衛騎士団の制服を身に纏うのは不謹慎である気がしたのだ。

「何か、飲みますか」

　ジェフリーの言葉をよそに、ディアナは一人で寝台の近くまで歩いて行き、ドレスの胸元の紐を解く。

　彼は意外そうに、でも面白そうに片方の眉を上げた。

「もう始めるんですか」

「私はさっさと済ませたいの」

　他人に見られるかもしれない危険を差し置いてディアナがこちらへ出向いたのには理由がある。自分の部屋にジェフリーを入れたくなかったし、何より用事が済んだらさっさと離れてしまいたかったからだ。自室に彼を入れて、それで長々と居座られでもしたら堪らない。

　紐を解き終えてドレスの袖から腕を抜くと、布の塊がストンと足元に落ちる。

「おっと」

　ジェフリーがディアナの前に回った。

「ここからは、俺が脱がせますよ」

　彼はディアナのシュミーズの肩紐に手をかけ、勿体ぶるようにそれをちりちりと弄ぶ。

「プレゼントをもらった時の、包みを開ける作業が好きなんですよね、俺」

　そのまま指は鎖骨を辿り、胸の膨らみに触れるか触れないかのところで再び首筋を這い登る。彼は贈り物を受け取った時、こんな風にじれったく包みを解いていくのだろうか。

「……私は、さっさと済ませて欲しいの」

　もう一度ディアナは言った。

「入れて、出せば、それで終わるんでしょう？」

　その言葉にジェフリーは瞳を丸くする。一拍置いて、彼は肩を揺らして笑い出した。

「ずいぶん、身も蓋もない言い方をしますね」

　彼はディアナの髪の毛に指を差し込む。

「準備のできていない女性に突っ込んでも、男だってそれほど気持ちよくはないですよ。それに、せっかくディアナさんを抱けるんだ。すぐに終わらせるなんて勿体無いです」

　指でディアナの髪の毛を梳きながら、ジェフリーもまた、身も蓋もない言い方をした。

「ディアナさん。何を意地になっているんですか。一度してしまったら、後は何度やったって同じです。あなたも楽しんだらいい……違いますか？」

　唇をこじ開けられ、舌で舌を絡め取られてもディアナは反応せず、ジェフリーのしたいようにさせていた。

「……ディアナさんも、舌、出してください。あなたが協力的でいてくれないと、いつまで経っても終わりませんよ」

　ジェフリーはそう囁いて、再びキスを繰り返す。

「俺はそれでも構いませんが」

　確かにディアナは意地になっているのだろう。彼の言うとおりにするのは癪だった。だがこちらの反応を引きだすためならば、たとえ朝になろうとこの男は口づけを繰り返すのかもしれない。いやいやながらジェフリーの言葉に従うと、互いの舌の表面が擦れ合う。

「……っ」

　ぞくりとしたものを感じ、ディアナは息をのんだ。

「そうそう、その調子です」

　彼はディアナの後頭部を抱える。噛みつくようにディアナの口の中を貪り、だが、時折優しく唇を触れ合わせる。口を閉じる暇も、満足に呼吸をする余裕もなく、こぼれ出た唾液がディアナの顎を伝って胸元を濡らした。

　ジェフリーはディアナのシュミーズを引き下げて乳房を露わにすると、手のひらでそっと包みこみ、形を確かめるようにやんわりと撫でた。指で絡めとった唾液を胸の先に塗られた時、

「ふっ、んん……」

　ディアナは思わずジェフリーの腕にしがみついた。彼の声音が愉快そうなものになる。

「おや。立っていられないですか」

「ち、ちが」

　ジェフリーはディアナを寝台に押しころがして覆いかぶさると、今度は音を立てて胸を吸った。もう一方の乳房はリズミカルに揉まれ、時折先端を押しつぶすように刺激される。
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「ふ、ぅう……」

　望んでこんなことをしているわけじゃない。そう思うのに──いや、本意ではないと思えば思うほどに──どうしようもなく感じてしまって、だが翻弄されるままに声を上げるのも悔しくて、ディアナは唇を引き結んだ。乳首を食まれ、舌先で弄ばれ、喘ぐのを堪えながらジェフリーのシャツをぎゅっと掴む。

「ディアナさん、めちゃくちゃ濡れてるじゃないですか」

　下穿きを脱がせ、ディアナの足の間に触れたジェフリーが、面白がるように囁いた。

「ずいぶん静かだから、てっきり、感じてないんじゃないかと……ひょっとして、声、我慢してるんですか」

　ディアナは顔を背けた。

「ああ、ディアナさんのここ、熱いし柔らかくなってます。指、いっぺんに二本入りましたよ」

　ジェフリーが指を動かすと、辺りに粘つく水音が響き渡る。

「ほら」

「や、やだっ、音が……」

「ディアナさんがもっと声を出せば、聞こえなくなるんじゃないですか？　ほら、ほら」

「やっ、あ、ああんっ……」

　ジェフリーはわざと音が大きくなるように指を出し入れしている。彼はどうしたらディアナが感じるかを、すべて把握しているみたいだった。そんな気はないのに、彼に煽られて大きな声で喘いでしまう。

「ああーっ」

　自分の中にジェフリーの指を収めたまま、胸を吸われて花芯を擦られ、ディアナは悲鳴を上げて達した。

「ディアナさん、すごく感じやすいですね。ほんとにこの前まで処女だったんですか」

　ジェフリーは身体を起こすと、手早く自分の服を脱いでいく。そしてディアナの膝を割り、そのまま自分を押しつけてきた。達したばかりで力の抜けていたディアナは、あっさりと侵入を許してしまう。

「ん、うっ……」

「まだちょっときついですね、痛いですか」

　彼はディアナの腰を押さえ、慎重な動きで自身を根元まで収めていった。

「痛くは、ない、けど……」

　初めての時ほど痛くはない。けれど自分の身体を内側から押し広げられて、息苦しい。

「そのうちディアナさんの中が、俺の形を覚えてくれるようになりますよ」

「そのうちって……」

　彼はこの逢瀬を繰り返そうとしているのだ。

　冗談じゃない。そう訴えたくて身体を起こそうとしたが、ジェフリーは腰にぐっと力を入れ、自分の楔でディアナをシーツに押しつけるようにした。

「あっ……」

「言ったでしょう。一度してしまったら、後は何度やっても同じだって」

　ジェフリーはそのまま動かずに、ディアナの花芯を優しく撫でては時折刺激するように捏ねる。

「あ、は……」

「こうするとディアナさんの中が……すごく締まる。本当に感じやすいんですね」

　ジェフリーはディアナの脇に手をつき、腰を揺らし始めた。

　そしてまた、心無いことを言った。

「やっぱり、自分が団長と情交しているところを想像して、一人で慰めたりしていたんですか」

「な……！」

「あなたの想像の中では、何回くらい団長とやったんですか」

　この前もそうだった。ジェフリーはディアナを貫き、逃げられないようにした後でひどい言葉を投げつける。受け入れる前にこんなことを言われていたら、ディアナはジェフリーを蹴り飛ばして寝台を下りていただろう。

「そういえば、こないだの質問の答え、まだ聞いてませんでした。嫌いな男に犯されてどんな気持ちですか？　悪くはないんでしょう？　ほら、こうしている間にもディアナさん濡れてきてる」

「や、やだ、うそ……」

「嘘じゃありませんよ。音、聞こえるでしょう」

　ジェフリーはそこで言葉を切る。濡れた肌がぶつかる音と、ぐちゅぐちゅと、ジェフリーがディアナの中をかき回す音が聞こえる。彼が動くたびに、身体中に甘い痺れが広がった。

「あっ、や、やだぁ……」

「もしかして、意地悪言われて興奮する性質たちですか」

「ちが、あっ」

「可哀想に、ディアナさん。長いこと、団長に片想いしてたのに」

　長いこと──そうだ。騎士団が発足した時に抱いた淡い憧れは、月日とともにどんどん募っていった。ジェフリーは、ディアナの気持ちをいつから知っていたのだろう。

「さっさと告白していれば、今頃あなたを抱いているのは、団長だったかもしれませんよ」

　あり得ない。そんなわけはない。セオドアは手の届かない存在だ。だから誰にも知られないように、彼に対する想いをひっそりとひっそりと隠して育てていたのだ。

「初めから叶わないと知っていたのなら、早いうちに諦めればよかったんです」

　ジェフリーがディアナの足を自分の肩にかけて、激しく穿うがち出した。最も深い場所を突かれ、ディアナは喉を仰け反らせる。

「あ、ああっ」

「好きだと告げることも、諦めることもしないで、ディアナさん……あなた、二年も何やってたんですか」

　だったらどうすればよかったのだろう──ジェフリーの言葉に、頭の中で反論しようとしたが、何も考えられなくなった。

「不器用な人ですね」






　ディアナのお腹の上から、ジェフリーが情交の痕跡を拭い取った。彼はそのままディアナの肩を抱いて額に口づける。まるで恋人を慈しむような行動にムカムカとしてきて、ディアナはジェフリーを押し退けた。

「この……」

「ディアナさん？」

「こ、の……サディスト！」

　ディアナは枕を掴みとり、思い切りジェフリーの顔を叩いた。辺りに羽毛が舞い散る。

　腹立たしいことにディアナの罵倒は何の効果ももたらさなかった。ジェフリーはただ肩を揺らして笑っている。彼にくるりと背を向けて靴下を身に着けた時、また内腿の赤い点々が目に入った。

「な、こ、これ」

　いつの間につけられたのだろう。訊ねたところで「ディアナさんがよがって感じまくってうわ言を言ってる隙につけたんですよ」なんて返事が返ってきたら──この男なら本当に言いそうだ──、自分はジェフリーを殺してしまうに違いない。ああ、でも、それもいいかもしれない。さて、どうやって彼を殺そうか。そんな衝動と戦っていると、ジェフリーが言った。

「ディアナさんだって、俺に痕つけたでしょう。ほら」

　ジェフリーの背中には爪痕がついていた。たった今作った傷のようで、それは赤く腫れあがり始めている。それから、以前つけてしまったものだろうか……？　ほぼ治りかけたひっかき傷まであった。

「あと、ここも」

　ジェフリーが二の腕を指すと、そこには食い込んだ爪の痕が残っている。

「浴場に行く時間も考えなくちゃいけないし、訓練の後、裸になって水をかぶることもできません。でもディアナさんの場所なら、簡単には他人の目につきませんよ。それこそ、情交しようと思わなければね」

　ジェフリーの傷は、自分がよがって感じまくってうわ言を言いながらつけてしまったらしい。目の前に示され、衝撃と羞恥でディアナは何も言えなくなった。

「ディアナさん。その印が消える前に、また俺の部屋に来てくださいよ。誘う度に、厩舎の横でしたようなやり取りをするよりは、わかりやすくて簡単でいいでしょう」

　ジェフリーは厩舎の脇でディアナを脅した。セオドアを好きだったこと、自分と寝たことを皆にばらすと言って。

「……本当に、見下げ果てた男ね」

「そんなの、わかりきっていたことじゃないですか。だから俺を毛嫌いしてたんでしょう？」

　ジェフリーの言うとおりだ。弱っていたところに、ちょっと優しくされてふらついてしまったのは自分なのだ。ディアナは無言で下着をつけ、ドレスに袖を通す。

「ディアナさん」

　部屋を出る時にジェフリーが言った。

「また、こうして会ってくれるんですよね」

　その印が消える前に──。

　先ほど彼に言われた科白が蘇る。ディアナには選択肢が無いのだから、そうするしかない。わかり切った質問に答える必要はないだろう。ディアナは廊下を見渡して人の気配が無いことを確かめると、彼を振り返りもせずにその部屋を後にした。










08．嘘つき






「……だからあたし、それから彼とは口きいてないんです！」

「なるほど、それはひどい話だ」

「でしょう？　ほんとはぶん殴ってやりたいくらいなんですけど！」

「ははは、そうされても、君の彼は文句を言えないと思うね」

「ちょっと、ジェフリー様。あたしの話も聞いてくださぁい。あのね、城に出入りしてる庭師がいるんですけどォ、その人、あたしにね……」

　宿舎の入り口の近くで、ジェフリーはメイドの娘たちに取り囲まれている。彼はいつも女の子たちと楽しそうに喋っているが、何を話しているのかと思えば、どうやらメイドたちの恋の相談に乗っているようだ。

　女性と一緒になって色恋沙汰で騒ぐなど、男らしくない、とディアナは思う。いつもこんな話をしているのだろうか。彼は……あの中の誰かと寝たことがあるのだろうか。

　身体を繋げる行為は、夫婦か、結婚を約束した恋人たちがするものだとディアナは認識している。少なくとも、ジェフリーと関係してしまうまではそう思っていた。

　しかし男性の方は相手に対する愛情が無くてもできるらしい。きっと、快く思っていない相手を貶めるためだとしても、行為に及べるのだろう。ジェフリーが、ディアナにしているように。

　だが、他の女性とはどのようにしているのだろう。もっと甘い言葉を囁くのだろうか。彼の腕の中がどんな風なのか、知っている女性はどれくらいいるのだろうか。

　そこまで考えて、ディアナは首を振った。ジェフリーの情事の相手など、自分には関係のないことだ。それに、今は仕事の話をするために彼を探していたのである。

「……ジェフリー殿」

「でも、いきなり二人で夜の食事って、ちょっと警戒するべきですよねえ？」

「うーん、そうだね。こっちから、ランチにしないかって提案してみたらどうかな。それで、相手の反応を見てさ……」

「やっぱり、そう思いますぅ？」

「ジェフリー・オレルス・クライアー殿！」

　ディアナは、メイドに囲まれてへらへらと笑っているジェフリーの名を、区切りながらフルネームで呼んだ。メイドたちはあっと顔色を変え、蜘蛛の子を散らすように去っていく。ジェフリーは気怠そうにこちらを振り返ったが、ディアナの姿を認めると例の皮肉な笑みを浮かべた。

「ディアナさん。俺に、何か用ですか」

　──ディアナさん。

　熱い吐息とともに、耳元で囁かれる声。認めるのは悔しいが、あんな風に求められたら、蕩けてしまう女性は多いのだろう。ディアナのように。

「……ディアナさん？」

　だがこの男にとっては、自分に籠絡ろうらくされた愚かな女が一人増えただけに過ぎない。きっと、そうなのだ──……。

「殿下が」

「……ええ、殿下が？」

　ディアナの口から「殿下」という言葉が出た瞬間、彼の纏う雰囲気が変わった。こんな風に、途端に騎士の顔になるからますます憎たらしい。

　仮にジェフリーが仕事のできない男であれば、ディアナは彼をもっと見下していただろう。休憩時には女性に囲まれて締まりのない顔で喋っていることが多いが、だからと言って彼は職務を放棄しているわけではなかった。遅刻はないし病欠もない。重たい武器を振り回せるし、騎士団内の誰かと揉め事を起こすことも無く、人間関係は非常に良好だと窺える。もちろんディアナ以外とは、だが。

「殿下が急に出かけることになったの。だから、護衛について」

「今日は殿下の公務はないって聞いてますけど、ひょっとして、風華園ふうげえんですか」

「多分ね」

　風華園とは、いわゆる高級娼館だ。ヴィクターがそういった場所へ赴くことに初めは驚いたし、嫌悪感に似たものを覚えた。しかしよくよく考えてみれば、ヴィクターには現在のところ正妃も寵姫ちょうきもいない。国王に代わり公務をこなし、城の中では常に誰かが傍にいる。ヴィクターのような者にこそ、こういった息抜きは必要なのかもしれないと、そのうちディアナも思うようになった。

「今からだと、泊まりになりますかね」

　ジェフリーが空を見上げる。陽は傾き始めていた。






　ヴィクターの馬車が出立するのを見送り、ディアナは詰所へ向かった。扉を開けるなり、大口を開けてアップルパイを食べようとしているマーテルと目が合った。

「あ。ディアナさんも食べませんか？」

　そう言って彼女はアップルパイの入った箱を、ディアナの前に広げる。

「さっき城下に出た時に、買ってきたんです。ジェフリーさんが、ここのお店のが美味しいって教えてくれたんですよ」

　彼は、マーテルとは城下町にあるお店についてよく話しているようだった。新しい菓子屋ができたとか、雑貨店が改装して綺麗になっていたとか、そういった話題だ。美味しい店だの色恋の話だの、本当に女みたいだと思う。まあ、あれだけ女性と喋っている時間が多ければ、詳しくもなるのだろう。

　ディアナは黒板にヴィクターが出掛けた先と、護衛についたメンバーをチョークで書き込んだ。すると、黒板を確認したマーテルが言った。

「あっ。殿下、風華園に行ったんですか？　あたしも行ってみたいなあ」

　ヴィクターの行き先が娼館や酒場である場合、ディアナとマーテルが護衛につくことは無い。どうやら「女性だから」という理由で配慮されているようなのだ。

「ダラスさんは行ったことありますよね。どんな所なんですか？」

　マーテルは本や書類の山の向こうにいるダラスを振り返った。彼は本の隙間からこちらを見やる。

「特に変わった場所ではないよ。高級な宿みたいなものだ。私たちは殿下を待つ間、空いている客間に通される。下働きの娘の出入りはあるが『その手の女性』とは顔を合わせる機会も無いな」

「ふうん……あたし、まず、高級な宿がどんなものかを知らないんですよねえ」

「では今度、私の代わりに護衛につくかい？　しかし、君は物好きだな」

「え？　だって殿下の私用での護衛につくと、ほら。特別なお手当てが出るじゃないですか」

　マーテルの言うとおり、給金にはちょっと色がつく。そもそもヴィクターの私用の外出は大抵が風華園か高級酒場だから、ディアナもそのお手当てとやらを受け取ったことはない。

「あたし、弟に靴買ってあげるって約束しちゃったんですよぅ」

「なるほど、君の目的はそっちか」

「もちろん、風華園がどんな所か見てみたいってのもありますけどね。そろそろダラスさんも休憩にして、一緒にアップルパイ食べましょうよ」

「うむ」

　ダラスは窓の外を見た。陽は落ちていて、星が瞬き始めている。

「この分だと、殿下の帰りは明朝になるだろうな」

　殿下について行った者たちは午前休になって、朝稽古には出てこないだろう、と明朝の予定についてダラスはぶつぶつと言いながら、ようやく腰を上げ、本の山の向こうからこちらへ這い出てくる。

「そうだ。あたし、厨房に行って生クリームもらってきましょうか？　アップルパイにつけて食べたら、絶対に美味しいですよね！」

「……君はまだ食べるつもりなのか。それで四つ目じゃないのか？」

「ぎゃっ。ダラスさん、数えてたんですか？　もうっ、人が悪い。本に埋もれててこっち見てないかと思ってたのに」

　二人の会話を聞きながら、ディアナは内腿についた赤い印のことを思った。

　ジェフリーの部屋へ行くのを先延ばしにしていたら、今朝見た時、印は消えかけていた。今夜辺り、彼の元へ行かなくてはならない。そう考えると気が重かったが、どうやらジェフリーは不在らしい。彼を訪ねるのは明日になるだろう。

　彼はまた、ディアナをさんざん蕩けさせて奪った後に、意地の悪い言葉を投げかけてくるに違いない。

　──好きだと告げることも、諦めることもしないで、ディアナさん……あなた、二年も何やってたんですか。

　──不器用な人ですね。

　ほんとに嫌な男。

　……でも、彼の言うとおりだ。






「貴方は私のこと、いい気味だと思っているんでしょうね」

　次の日の夜、ジェフリーにドレスの紐を解かれながら、ディアナは言った。

「いい気味？　何言ってるんですか、ディアナさん」

「だって私のこと、嫌いなんでしょう。言いなりにできて、気分がいい？」

「…………。」

　彼はぴたりと止まってディアナを見つめ、二度ほど大きく呼吸した。妙な間だったが、図星を突かれたせいに違いないとディアナは思った。

　だがジェフリーはすぐに柔らかな微笑みを取り戻し、ディアナを脱がせる作業の続きに入る。

「俺がディアナさんを嫌い？　そんなことありませんよ、好きですよ」

　ドレスが足元に落ちて、ディアナは下着だけの姿になる。

「俺ずっとディアナさんとやりたいなって思ってたんです。俺のアレであなたの襞を捲り上げてヒィヒィ啼かせて、えずくまで咥えさせて、それから俺が出したものでべとべとに汚してやりたいって、前から思ってましたよ」

「な、そ……！」

　そんなのは好きと言わない。好きな人に言う科白でもない。

「ああ。でも、咥えるのはいいです。なんだか、噛まれそうだし」

　絶句しているうちに肩を掴まれて下着越しに乳首を吸われ、ディアナは喘いだ。

「ひゃ、あっ……」

「ディアナさん、自分が男からどんな風に見られてるか、考えたことありますか」

　彼はそう問い、硬くなったディアナの乳首を軽く食む。

「どうって、あっ……」

「清楚で、透明感があって、凛としてる。生真面目な性格も、濃いグリーンの瞳も、シナモン色の真っ直ぐな髪もいいですね。形のいい額も、すごく魅力的ですよ」

　ジェフリーはディアナの髪を掬すくい取ると、今度は首筋に舌を這わせた。

「男は、あなたみたいな……まっさらな雪みたいに穢れない人が乱れる姿を想像するのが大好きなんです。ディアナさんの痴態を想像して、手淫する野郎は多いんじゃないかな」

「やだ、そんな……」

　考えたことも無かった。ディアナは男の生理について詳しいわけではない。だからジェフリーの言っていることが本当なのか、ディアナを不愉快にするための方便なのか、わからなかった。

「俺は想像の中で、数えきれないくらいあなたを穢しましたよ。アーヴィンだってダラスだって、手淫のお供にあなたを使ったこと、あるんじゃないかな。もしかしたら、団長だって」

「やめてよ、そんなこと言わないで」

　ディアナはなんとかジェフリーから身を離した。悔しいことに息は上がっている。

「そんなこと言われて、私の気分が良くなるとでも思っているの？」

「違うんですか。ディアナさん、実際、俺にいかがわしい言葉を投げつけられて、興奮してたじゃないですか」

「それが、嫌なの」

　どうしてあんなことを言われながら感じてしまったのだろうと、自分の正気を疑いたくなるし、悔しいし、傷ついている。

「じゃあ、もっと甘い言葉を囁きましょうか」

　ジェフリーはひょいとディアナを抱え上げ、寝台に横たわらせた。

「俺、ディアナさんのこと、好きですよ」

　そこへ覆いかぶさるようにすると、ディアナの髪をさらさらとかき上げ、額に、瞼に唇を落としていく。

「ディアナさんとこんなことできるなんて、夢みたいだ」

　口づけながらシュミーズをたくし上げ、乳房を愛撫する。

「好きです」

　耳元で吐息とともにそう囁かれた時、ディアナの身体中の産毛が逆立ったような気がした。足の間が濡れてくるのがわかる。

　だが、同時にディアナはひどく失望していた。

「好きですよ、ディアナさん」

　嘘つき。と、そう思う。

　たとえ相手がジェフリーでも、心が伴っていない言葉を囁かれるのはとても虚しかった。ひどい言葉を言わないで欲しいと言ったのは自分だ。しかし今彼が口にしている科白も、同じくらい心無くてひどい言葉だと思った。

　女性と寝るためならば、思ってもいないことを平気で口にする男がいるのは知っている。ジェフリーもその類の男というだけの話だ。それなのに、どうしてこんなに虚しいんだろうとディアナは思う。

「可愛いですね、もうこんなに濡れてる」

「あ、ああっ」

　襞から愛液を絡め取られ、花芯を擦られてディアナは呻き声をあげながらジェフリーの首にしがみついた。彼はそのまま顔を落とし、ディアナの唇を塞ぐ。そして指でディアナを弄るのをやめて、自分の強張りをあてがったようだった。だが、まだ挿入はせずにぬるぬると溝に沿って滑らせる。

「もう欲しいですか？」

「ん……」

　とても虚しい行為をしていると頭ではわかっているはずなのに、ディアナの身体はジェフリーを欲していた。彼にしがみついたまま腰を浮かせて迎え入れようとすると、ジェフリーはくすくすと笑いながらディアナの動きを阻んだ。

「可愛いな、ディアナさん。でも、まだ、だめですよ」

　彼は自分のものの先端で、ディアナの蕾を小刻みに突き続ける。それからディアナの耳に唇をくっつけて囁いた。

「俺の名前、呼んでみてください」

「あ、ふ……」

　この責め苦から早く解放されたくて、繋がりそうで繋がらない場所にディアナの意識が向いた。

「聞いてますか、ディアナさん。俺の名前ですよ」

「じぇ、ふ」

「惜しいな」

　ジェフリーは先端だけをディアナの中に入れ、すぐに引っ込める。ディアナの腰は自然と彼を追いかけようとしたが、ジェフリーは同じように腰を引いた。ディアナの額に自分の額をくっつけて、「俺の名前です」ともう一度言う。

「ジェフ、ジェフリー……！」

　うわ言のようになんとか声を絞り出すと、

「良くできました。じゃあ、入れてあげます」

　額への口づけとともにジェフリーが入ってくる。さんざん焦らされた後だったせいか、受け入れると同時にディアナの中は軽く痙攣した。

「あれ、ディアナさん。もういっちゃいましたか」

　ジェフリーは腰を押しつけ、ぴったりと二人の身体をくっつけるとディアナを揺するように動く。

「ふっ、ああ……」

「いいですよ、何度いっても。また、俺の名前呼んでください。気持ちよくしてあげますから」

「ん……ジェ、ジェフ……ジェフリー」

「はい。なんですか、ディアナさん。どうして欲しいですか」

　今夜もまたいいように翻弄されている。だが、ジェフリーはいつものようにディアナの心を抉るような言葉は言わなかった。代わりに彼は、可愛いですね、ディアナさんのこと好きですよ、と心にもない言葉を囁き、優しくディアナを穿ち続ける。

　ジェフリーは捉えどころがない。彼に抱かれる前であったならば、ディアナにとってジェフリーの印象は最悪で、彼の評価など、これ以上は下がりようがないほどであった。濃密な時間を共有するうちに、まずは身体が、そして心が勘違いを始めてしまったのだろうか。

　重たい武器を振り回すジェフリー、メイドに囲まれてへらへらと談笑するジェフリー、意地悪を言いながらディアナを抱くジェフリー。いったい、どれが本当の彼なのだろうと、ディアナはぼんやりと思った。

　……違う。彼がどんな人間だろうと私には関係ない。関係ない。関係ない。

「こうすると、ディアナさん、もっと好いんじゃないですか」

　ジェフリーはディアナの身体をくるりと返して四つん這いにさせ、後ろから突いた。

「あっ、あっ……」

　ディアナの両腕はジェフリーによって後方へ引っ張られ、縛められる形になった。ジェフリーが往復するたびに、ディアナの中の好いところが擦られる。

「ディアナさんの中、またビクビクしてきましたよ」

　ディアナの絶頂が近いと踏んだジェフリーは、焦らすように穿つ速度を変えた。

「あ、」

　反射的に腰を捩じらせて快楽を逃すまいとするディアナの背中に、ジェフリーの静かな笑い声が降ってくる。

「ディアナさん」

　促すように名前を呼ばれ、ディアナは叫んだ。

「ジェ、ジェフリー！　お願いっ……」

「はい、ディアナさん」

　ジェフリーはそう返事をして、再びディアナを誘うように腰を使う。

「あ、ああっ……ああああ！」

　両手を後ろで縛められたまま、ディアナは仰け反って達した。身体を大きく痙攣させた後、がくりと力が抜けて、ディアナは枕へ顔を埋めるように倒れ込む。

　ディアナの中には未だ昂ったジェフリーがいて、彼はディアナの腕を放す代わりに、腰を支えて結合が解けぬようにする。

　肩甲骨の辺りに彼の唇を感じた。

「俺、好きですよ、ディアナさんのこと」

　嘘つき。嘘つき。嘘つき。

　関係ない。

　嘘つき。










09．不可解な焦燥






「あっ。王女様だあ」

　マーテルの声にディアナは顔を上げた。

　訓練場の柵の外に、セレストが取り巻きの侍女たちを連れてやって来ている。騎士団の練習を見に来たのだろうか。婚約者の姿に気づいたセオドアが手を止め、彼女のいる方へ向かった。

　彼らの様子を見守りつつ、マーテルが呟く。

「あたし、思ってたんですけど。あの二人って、恋愛結婚になるんでしょうか。それとも……？」

　セオドアとヴィクターは幼馴染だと聞いている。当然、ヴィクターの妹であるセレストとも、幼い頃から面識があるはずだ。成長するにつれて、彼らの間に愛情が芽生えるようになったのだとしても不思議ではない。

　しかしセオドアは公爵家の当主でもある。加えてヴィクターの側近だ。セレストの嫁ぎ先としては申し分のない家柄と地位である。何らかの取引がなされた、いわゆる政略結婚だとしてもおかしい話ではなかった。

「そうね。どちらであっても不思議はないと思うわ」

　妙なことに、セレストと並ぶセオドアの姿を見ても、ディアナの心は痛まなかった。セオドアを前にした時──清らかでは無くなった自分を彼の眼前に晒しても、後ろめたいと感じる気持ちは無くなっていた。

　そもそも彼に貞節を誓わされていたわけではない。後ろめたいと感じること自体が、おかしな話である。

　その時後ろで、金属音に続いてアーヴィンの叫び声が聞こえた。振り返ると、どうやらジェフリーとの競り合いで打ち負け、剣を吹っ飛ばされたところらしかった。

「ジェフリー、まったく。君は本当に馬鹿力だな」

　アーヴィンは手首を振りながら、落ちた剣を拾いに行く。

「アーヴィン。君はもうちょっと、握力を鍛えた方がいいぞ。俺がアカデミーでやってた握力の特訓を教えてやろうか」

「何か特別な訓練をしていたのかい？」

　ジェフリーは、高い塔のてっぺんからロープをぶら下げて、それを登ると言った。

「無茶だ。途中で疲れて、止めたくなったらどうするんだよ」

「途中で止めて落下死したくないから、皆必死になるんじゃないかな」

　ジェフリーは自分の肘から手首までを辿って示した。

「要は、ここの筋肉を鍛えるわけだから……剣の柄を、握ったり離したりするのを繰り返すことでも、ある程度は鍛えられるぞ」

「それは地味だなあ」

　二人の会話を聞いていたマーテルが身震いした。

「うひゃあ。あたし、アカデミーって貴族のお坊ちゃんたちが行くところだから、無茶な訓練なんてないと思ってました。結構、やりますねえ」

　彼女は感心したようにそう言って、自分の剣の柄を握ったり離したりしている。

　ディアナはもう一度セオドアを見やる。王女付きの侍女たちは気を利かせたのか少し離れたところにおり、今は柵越しにセオドアとセレストが二人だけで話していた。

　それからマーテルに向き直ろうとして、ジェフリーと視線がぶつかった。

　彼はこちらを見ていたのだ。セオドアを見つめるディアナを。一体いつから？　未練がましい女だと彼は思っているのだろうか。そう思われたことがなんだか悔しかった。

　そこでディアナは気づいてしまった。セオドアとセレストを見ても心が痛まない理由に。

　セオドアを恋い慕う気持ちや失恋した自分を憐れむ気持ちは、いつの間にか他の感情に占拠されていたのだ。そう、ジェフリーに対する様々な感情に。

　彼を憎いと思う。女性に囲まれてへらへらしているジェフリーに妙な苛立ちを覚える。一方、男らしくないと見せかけて、アカデミーで厳しい訓練に耐えてきたことには尊敬の念も覚える。そして意地悪を言ったり、熱っぽく甘い言葉を囁いて自分を抱いた彼を思えば、悔しいことに身体が疼いてしまう。

　いつも浮かべている、あの、皮肉で薄っぺらな笑みを引っぺがしてやりたいとも思う。実際にそうしてやったら、一体どんなジェフリーが現れるのだろうか。……そして自分は、本当にそれを見たいと思っているのだろうか？






　ある日の朝、ディアナは寝台から起き上がることができなかった。

　身体の調子は夕べから少しおかしかったのだ。寒気がするから温かくして眠ったはずなのに、今朝の体調はさらに悪化していた。

　頬が痛い。怠くて動けない。

　顔を洗って、着替えて、仕事に行かなくてはとわかっているのに、瞼がとろんと落ちてきてしまう。

「ディアナさん。ディアナさあん！」

　自室の扉をノックする音に、ディアナははっと目を覚ました。マーテルの声だ。カーテンの隙間から入り込む陽射しの明るさからして、とっくに朝ではなくなっていることがわかる。

　二度寝して、遅刻してしまったのだ。それでマーテルが呼びに来たようだ。

　なんたる失態。がばりと起き上がったが、頭がくらくらして再び枕に突っ伏す羽目に陥った。

「ディアナさん、いますか？」

「う、うう……」

「ディアナさん？　具合悪いんですか！」

　なんとか寝台から這い出て、よろめきながら部屋の中を歩き、鍵を開けた。

「ま、マーテル……ごめんね、あの、なんか、具合が」

「ぎゃあっ。ディアナさん、顔色悪いけど大丈夫ですか？　……うわあ、ひどい熱ですよ！」

　マーテルはディアナの頬に触れて飛び上がる。妙に頬が痛いと思っていたが、熱のせいだったようだ。マーテルの甲高い声が頭に響く。だが彼女は熱冷ましの薬湯を持ってきてくれ、皆には説明しておくから寝ているようにとディアナに言って、仕事に戻っていった。

　寝台に入り直したディアナはあっという間に眠りに落ちる。次に目を覚ました時には、辺りは薄暗くなっていた。何をする気にもなれず、また眠り込む。






　次にノックが聞こえた時、部屋の中はすっかり闇に飲まれていた。マーテルは夜も薬湯を持ってくると言っていた──気がする──から、鍵は開けてある。

「どうぞ、開いてるから」

「ディアナさん」

　てっきりマーテルかと思い、ぼんやりと返事をしたものの、入ってきたのはジェフリーだった。「え？」と意外に思ったが、今のディアナに驚いてみせる気力や体力は無い。

　彼はナイトテーブルの上のランプを灯すと、ディアナにどろりとした液体の入ったマグを差し出した。

「薬湯、持ってきました……起き上がれますか」

　ジェフリーが言うには、マーテルはヴィクターの急な外出の護衛について出掛けたらしい。おそらくは風華園だろう。

「彼女、薬湯のことを気にしていたので俺が引き受けたんです」

　薬湯を飲むために起き上がろうとすると、ジェフリーは背中に手を添えてディアナの動きを手助けした。

　薬湯は今朝飲んだものよりもずっと苦く感じられた。ディアナは飲み干した後に顔を顰める。ジェフリーは水差しからグラスに水を注ぎ、ディアナの手にそれを持たせてくれた。

「食欲はありますか。何か食べられるようでしたら、食堂に行ってスープとか持ってきますけど」

「いえ……」

　何も食べたくはない。だが水を一口飲んだ瞬間、自分はひどく喉が渇いていることに気づいて、ひと息にグラスを空にした。

　ジェフリーがもう一度水を注ぐ。彼は今、甲斐甲斐しくディアナの世話を焼いている。まめな男だと思った。

「他に、必要なものはありますか」

「いえ……何も」

　ディアナは二杯目のグラスも空にして、それからゆっくりと身を横たえた。

「見舞いに、花でも持ってこようかと思ったんですけど、具合が悪い時って、いつもと感覚が違うでしょうから」

「ええ、わかるわ」

　普段は良い香りだと思っている花や香水でも、体調が悪い時は煩わしく感じたりもする。

　ジェフリーは盥の水に布を浸して絞ると、ディアナの額を拭った。冷たくて気持ちがよかった。

「ディアナさんの具合、朝よりもひどいんですか」

「……わからない」

　起床時の具合は本当に最悪だった。たっぷりと睡眠をとったぶん回復していると思いたいが、それほど変化はないような気もする。だがそれ以上深く考えることができず、ディアナはそう答えた。

　彼は慎重に、ディアナの頬や首筋も拭っていく。優しく艶めかしい手の動きに、情交の後、彼に身体を拭われたことをぼんやりと思い出した。

「今日は……いえ、しばらくは無理よ」

　ジェフリーは手の動きを止めた。

　そして、ディアナが何を言っているのかに思い当たったようで、表情を強張らせる。

　ディアナの言葉は彼の虚を衝いたのだろうか。ジェフリーにしては珍しい表情だった。

「俺は、そんなつもりは」

「具合が悪いの」

「ディアナさん、俺は、何も……」

　自分は今、とても可愛げのないことを言っている。そんな自覚はあった。だが、体調を崩したまま一日中微睡んだ後の、後ろ向きで刺々しい考えをいったん言葉にしてしまうと、もう止まらなかった。

「したいなら、他をあたって。貴方には、相手をしてくれる女性がたくさんいるのでしょう？」

　いっぺんに吐き出すと、ディアナはジェフリーの返事も待たずに毛布にもぐり込んだ。一瞬の静寂ののち、ぼそりとジェフリーが呟いた。

「……じゃあ、そうさせてもらいます」

　足音が遠ざかり、扉の閉まる音がした。






　売り言葉に、買い言葉というやつだったのかもしれない。

　でも、彼は本当にそうするのかもしれない。

　あの指で他の女性に触れるのだろうか。その人にはどんな風に囁くのだろう。

　いいえ、こんなこと考えるなんて間違っている。

　ジェフリーとはなんでもないもの。

　そうよ、私のことを面倒な女だと思って、このまま忘れてくれればいい。

　……ディアナ、本当にそう思っているの？

　思ってる。そうよ、思ってる。

　もし、一瞬前に時を戻せるのだとしても、私は再び同じことを言うわ。言うんだから。

　後悔なんて、してない。

　でも、どうしてだろう、苦しい。嫌だ。醜い。こんな気持ちは。

　頭が痛い。






　翌朝はマーテルがやって来て食事や着替えの世話をしてくれた。

　彼女は護衛の仕事で初めて行った、高級娼館の内装を興奮気味に教えてくれたが、申し訳ないことにディアナの頭にはあまり内容が入ってこなかった。

　まだ具合が悪かったし、心の中では澱んだ水がどろどろと揺れている。

　夕方になると、ディアナは起き上がって食事を取ることができるようになった。仕事に戻るまでにはもう一日休まなければならなかったが、その間、ジェフリーがディアナの部屋を訪れることはなかった。

　ディアナが復帰しても、ジェフリーとは挨拶と必要最低限の会話をするくらいで、内腿についた印が完全に消えても、彼はディアナに何かを仄めかすような言動は取らなかった。

　そのうちにディアナの月の障りが始まって、ジェフリーの誘いを断る理由ができたが、その間も彼との接触はなかった。

　彼は、他の女性のところに行ったのだ。

　ディアナはそう確信した。

　ジェフリーは一人の女性に執着するようなタイプには見えない。きっと、ディアナの可愛げのなさに呆れて、面倒になったのだろう。

　それに他をあたれと言って、彼を促したのは自分だ。

　──じゃあ、そうさせてもらいます。

　本当にそうしたんだ……。

　一瞬、落ち込みそうになって、ディアナは首を振った。

　だから、何？　彼がいい加減な人間だということは知っていたし、これでよかったじゃない。そうでしょう？

　ジェフリーの方から離れてくれたのならば、ディアナにとっては願ってもない話、のはずである。彼が握っているディアナの秘密は、意味をなさなくなるのだから。秘密を盾に取って情交を迫ってくるようなことも、もうなくなるのだろう。

　ジェフリーは言っていた。どうせなら楽しめと。

　自分は不本意を装いながら、あの濃密なひと時を、きっと、楽しんでいたのだ。

　彼は意地悪を──或いは、甘い言葉を──囁きながらも、どうすれば女性が好くなるのかを熟知していて、ディアナはまんまとそれに乗せられた。

　いとも簡単に高みに放り上げられて、男女の色事に疎い自分は情欲と愛情を切り離すことができずに戸惑っているだけだ。それだけのことなのだ。










10．ひどい人






　その日、宿舎の食堂は混雑していた。

　朝から雨が降っていたせいで、城下町へ繰り出して昼食を済ませる予定だった者たちが、こちらの食堂へとやって来ているのだ。

「混んでますねえ。空いてる席、あるといいんですけど」

「それとも、持ち帰りにする？」

「あ、そうしましょうか」

　ディアナは、マーテルと一緒に人ごみの中を縫うように歩く。

　パンやベーグルを手に取り、チーズや惣菜を挟んで他の場所で食べるために持ち帰る者も多いようだ。二人並んで座れる席を探すよりも、そうした方が良さそうだとディアナは思った。

「君、ねえ、君」

「ちょっと待ってよ」

　人で溢れているから、他人の会話も自然と耳に入ってくる。

「君だってば。レイヴン近衛騎士団の、ディアナちゃん」

　でも、まさか自分のことだとは思わなかった。ディアナは足を止めた。

「そうそう。君だよ」

「へえ、この娘が？」

「綺麗な娘じゃん」

　ディアナを呼んだ騎士たちは団体でテーブルを陣取っている。顔を見たことはあるが、名前までは知らない人たちだった。

「へーえ……」

　彼らはにやにやと、物言いたそうにディアナを眺め回す。印象はかなり悪い。

「ディ、ディアナさん。行きましょ！」

「え、ええ」

　マーテルは「相手にしない方がいい」といち早く悟ったらしく、ディアナの腕を引っ張った。ディアナはマーテルと寄り添うようにその場を離れようとしたが、

「君、宿舎の男部屋の辺り、夜な夜な歩き回ってるみたいじゃん」

　背中に向かって投げかけられた言葉に、ぎくりとして振り返った。これほど人がいるというのに、その男の一言で辺りは静まり返ってしまった。

「で、誰と熱い夜を過ごしてるわけ？」

「ひょっとして、君、遊んでるの？　相手は不特定多数？」

「ディアナちゃあん、俺とも仲良くしてよー」

　周囲の注目など構わないといった様子で、男たちはディアナをからかい、そしてげらげらと笑っている。

「な……」

　何かを言い返そうと思ったが、頼りないため息のようなものが出ただけだった。

　皆がこちらを見ている。早く立ち去った方がいいとわかっているのに、ディアナの足は床に張りついたように動かなかった。近くのテーブルから「ヤダァ」という声が聞こえる。女騎士たちがくすくす笑っていた。あれは確か、近衛騎士になったばかりの時、ディアナを成り上がりの商人の娘だとか、恥知らずだとか言っていた人たちだ。こんな時にそれを思い出すなんて、自分は案外根に持つ方だなと思った。

「ねえねえ、今度は俺の部屋にも来てくれないかな？」

「俺とも遊ぼうよ。いい思いさせてあげるからさあ」

　いや、ディアナの思考は、真正面に立ちはだかった問題から逃避したのだ。

　自分は、どこかで誰かに見られていた。それも、一度ではないようだ。訪ねた先が知られていないだけでも幸運と言うべきだろう。

「ディ、ディアナさん……」

　マーテルは不安げにディアナを見つめている。彼女も、このガラの悪い騎士たちの言い分を信じているのだろうか。だが、嘘ではないのだ。ディアナは確かに、男騎士の居住エリアを夜中にうろついたことがあるのだから。

　ふいに、ディアナと騎士たちの間に割って入る影があった。

　ジェフリーだ。

　彼は、中心となってディアナをからかっていた騎士の肩を掴み、自分の方を向かせた。

「取り消せよ」

「ああ？」

「今の発言を、取り消せと言っているんだ」

「なんだよ、お前は」

　肩を掴まれた騎士は、ジェフリーがディアナと同じ近衛の制服を纏っていることに気づくと、にやりと笑った。

「何？　彼女のナイト気取っちゃってるわけ？」

「ひょっとして、こいつが彼女の相手なんじゃねえの」

「いや、自分も彼女と遊んでもらいたくて必死なんだろ」

　ジェフリーは静かに言った。

「ディアナさんは……違う」

　ディアナにはこの場をどう切り抜けたらいいのか、見当もつかなかった。さっきマーテルが自分にしたように「相手にしちゃだめ。好きに言わせておけばいいから」とジェフリーを宥め、食堂から引っ張り出してしまうべきなのだろう。

　ディアナは視線だけで周囲の様子を窺う。これ以上騒ぎが長引いたら、自分が訪ねていたのは彼の部屋だと、皆に知られてしまうかもしれない。

　周囲の人間は好奇の眼差しを注いでいる。次に何が起こるのか、その出来事が自分たちを楽しませてくれるものであれば、なおよし、といった期待と興奮が彼らの視線から滲みだしていた。

　そして、ガラの悪い騎士たちとジェフリーは、その期待に応えてしまった。

　肩を掴まれていた騎士がひょいとこちらを覗いて、親指でジェフリーを指して言ったのだ。

「ねえ、ディアナちゃあん。こいつとは、もうやったの？」

　ジェフリーの拳が炸裂したのはその直後だ。それはディアナをからかった騎士の顎に命中する。拳を食らった騎士と一緒に椅子は弾き飛ばされ、テーブルはひっくり返った。女騎士や使用人の悲鳴が所々であがったものの、面白がって見ていた男たちの歓声にかき消される。

「ケンカだケンカだ！」

「王太子の近衛の奴と、王城巡警団だぜ」

「どっちに賭ける？」

　向こうのテーブルでは賭けが始まっている。ジェフリーが巡警団の騎士を何人倒せるか、一人も倒せずにボコボコにされてしまうのか、或いは全員倒すのか──賭けはそういう内容だ。

「よし、そこを右だ！」

「今のは深く入ったな」

「おいおい、足にきてるんじゃねえの？」

　賭けに参加していない騎士たちも、好き勝手に野次を飛ばしている。

　互いの騎士団の団長が騒ぎを聞きつけてやって来るまで、激しい殴り合いは続いていた。






　セオドアの執務室の窓を、雨がぱらぱらと叩いている。彼は目の前に立っている騎士二人──ディアナと、ジェフリーだ──を見やり、大きくため息を吐いた。

「他の騎士団との揉め事は困るね」

「申し訳ありません！」

　ディアナは深々と頭を下げた。

「団長、ディアナさんは被害者です。何もしてません。騒いだのは、自分です」

　ジェフリーは親指で唇の端を拭った。指の腹には血がついている。彼は、巡警団の騎士を三人殴り倒したところで後ろから羽交い絞めにされ、お腹と顔に何発かお見舞いされていた。だが「特に治療の必要は無し」と医務室で判断されたらしく、大した手当ても無いままにセオドアの執務室にやって来ている。

「問題になったことの真偽を、今ここで問うつもりはないけれど」

　セオドアの言葉に、ディアナはぎくりとした。こんなことになってしまっては、ディアナの相手がジェフリーだと思った者は多いだろう。ディアナはジェフリーに抱かれるために、男騎士の居住区を夜な夜な歩き回っていたのだと。セオドアもそう思っているのだろうか。

「ジェフリー。君の行動は、仲間の名誉を守るためのものだった……多少、行き過ぎてしまったようだが。向こうの騎士団長には、私からそう説明しておくよ」

　セオドアはいったん言葉を切って、ディアナとジェフリーを見比べた。

「とにかく、ジェフリー。君には三日間の謹慎を言い渡す。それから、ディアナ」

「は、はい」

「謂いわれ無きそしりだったのならば、君は堂々としていればいい」

「は、はい……」

　まったく身に覚えがないわけではない。二度目からは自分の本意ではなかったにしても、ディアナは、実際には楽しんだことになる……きっと。






「あの、ディアナさん」

　セオドアの執務室を出た後、ジェフリーが何かを言いかけたがディアナは構わずに先へ進んだ。目的の場所があるわけではない。ただジェフリーから離れた場所へ行きたかった。でも忌々しいことに、彼はディアナの後をついてくる。

「待ってください」

　ジェフリーに腹が立って仕方が無かった。

　ディアナとの関係に飽きたのならば、そのまま放っておいてくれればよかったのだ。

　食堂で巡警団の騎士たちに絡まれた時だって、多分、そのうちディアナの足が動いて、彼らをやり過ごせたはずだ。なのにジェフリーは、呼んでもいないのにどこからかやって来て、騒ぎを大きくした。

　以前は、ディアナの世界はもっと単純でもっと平和だった。ジェフリーと関わってから碌なことが無い。

「待って、俺じゃないです」

　渡り廊下に差し掛かった時、ジェフリーに腕を掴まれる。ディアナは立ち止まるしかなかった。柱と屋根だけで構成された吹きさらしの渡り廊下では、風が吹くたびに霧のような雨が頬に当たる。

「放して」

「言ったの、俺じゃないです。俺、誰にも喋ってません……あなたのことは」

　彼に言われて、ディアナは「ジェフリーが他人に喋った可能性」について思い当たった。

「もともと俺は、誰にも言うつもりはなかったんです……だって、そうでしょう？　あなたは好奇の視線に晒されて、俺はあなたを抱けなくなる。暴露したって何の意味もないじゃないですか」

「な……じゃ、じゃあ、私は……」

　形だけの脅迫を本気にして、それに屈していたということなのだろうか。ディアナは考えた。きっと、このすぐ後にかつてないほどの怒りが自分を襲うだろうと。

「わ、私は……」

　だが実際は、怒りよりも、諦めに似た感情に襲われた。

　ジェフリーを見上げる。口の端は切れて血が滲んでいる。目の周りは赤黒く腫れあがり始めていた。ひどい顔。いい気味。そう思おうとしたが、無理だった。

「私は、身体どころか心までもいいように弄ばれたということね……楽しかった？　貴方に振り回されてる私を見て、満足した？」

「ディアナさん、俺は……」

「もう、嫌なの」

「ディアナさん」

「嫌なの。全部。貴方に関わるのは嫌なの。私のことは放っておいて。それにもう、貴方とはしない、絶対に」

　ジェフリーにくるりと背を向けたと同時に、彼が言った。

「ディアナさん。俺、あなたが好きなんです」

「貴方は女の子なら皆好きなんでしょう！」

　彼の手を振り払い、ディアナは再び早歩きを始める。

「ディアナさん、聞いてください」

「ついてこないで！」

　前方ではメイドたちが笑いながら、だらだらと歩いている。彼女らに追いついたり追い越したりしたくはなくて、ディアナはすぐ脇にあった部屋へ入った。

　誰かが使った後なのか、中央の長い机には資料や本が山積みになっている。こんなものは身を守る道具にならないとわかっていたが、ディアナは机を回り込んでジェフリーと対峙した。

　分厚い本を投げつけてやろうと手に取り、振りかぶってみせたが、彼が逃げたり怯んだりすることはなかった。

「そのままでいいんで……聞いてくれますか？　俺、ずっとディアナさんのことが好きでした。けど、ディアナさんが俺を嫌ってることは知っていたし、それに、あなたには想いを寄せる相手がいた。だから、身体だけでも欲しかったんです」

「……何を言い出すの？」

　身体だけでも欲しかった？　セオドアの婚約を知って、酔って取り乱した自分を慰めるジェフリーを思い出す。彼は本当に優しかった。「案外、いいところもあるんじゃない？」と騙されてしまうくらいに。その後は意地悪を言ったり脅迫したりと、騎士の風上にも置けぬような言動ばかりとった。

「信じられるわけないじゃない……貴方のあれは、好意を寄せる相手に対するものではないわ」

「ディアナさんは、あのパーティーの夜のこと……『一時の気の迷い』として忘れ去るつもりだったんじゃないですか？　俺は、そうされたくなかったんです。俺は、あなたの一部が手に入るなら、嫌われても構わないと思った」

　こんないい加減な男の言葉に、耳を傾けてはいけない。ここで絆ほだされたらまた振り回される。そう思うが、ジェフリーはひどく寂しげに微笑んでいる。いつもは笑顔と一緒に貼りつけている、軽薄さや皮肉な色は見えないような気がした。

「けど、あなたに他をあたれと言われた時……ディアナさんの具合が悪かった時です。あの時、俺が欲しいのはあなたの身体だけじゃないんだと、そう、思い知りました」

　ディアナがそう告げた後、ジェフリーとの接触はぷつりと途絶えた。ディアナはジェフリーが実際に他をあたって、そちらへ行ったと思っていたが、あれは……。ディアナがぴくりと動くと、ジェフリーは静かに首を振った。

「わかってます。今は、告白するには最悪のタイミングだ。……俺、あなたを不器用だと揶揄したことがありました。気持ちを告げもせず、諦めもせず、何をやっていたのかと──俺のことです。不器用なのは、俺です」

　ジェフリーはディアナに背中を向け、出口の方へ歩いて行った。そしていったん止まり、戸口に手をかける。

「あなたは覚えていないでしょうけれど、俺はあなたに、色恋沙汰は惚れた方が負けだと言ったことがあります。あれも、俺のことですよ」

　そしてジェフリーの姿は消えた。






　彼に関わるまで、ディアナの世界はもっと単純でもっと平和で、もっともっと透明で綺麗だった。

　ジェフリーはその世界に土足で、まるで嵐のように踏み込んできて、滅茶苦茶にしてしまった。

　ふわふわと甘やかな気持ちでセオドアを想っていたかっただけなのに、失恋の傷を静かに癒したかっただけなのに、彼はそうさせてくれなかった。彼が他の女性を抱いたのではないかと……あんな風に澱んだ醜い気持ちが自分の中にあるなんて、知りたくはなかった。

　そして今、ジェフリーはまたディアナの気持ちを散々かき乱して去って行った。






「……ひどい人」

　ディアナの心は、ばらばらに砕けてしまっていた。

　叶わなかった恋と、捨て鉢になって好きでもない──軽蔑すらしている──男に身体を開いてしまった後に残ったものは、透明で綺麗だったはずの、心の残滓ざんしだった。

　四散した欠片を集めて、なんとか元に戻そうとしてみるけれど、ちっとも上手くいかない。
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01．ジェフリー・オレルス・クライアーの事情






　女とは、なんて理不尽な生き物なのだろう。

　ジェフリー・オレルス・クライアーは、クライアー家の領地であるアンバーリッジで子供時代を過ごした。家族は両親と姉のイングリッド、弟のジャスティンがいる。

　二つ年上のイングリッドは──今になって思えば──ジェフリーの女性観を確立させた人物であった。金の巻き毛に大きな青い瞳を持つイングリッド。大人たちは彼女を「可愛いおしゃまな女の子」と呼んでいたが……。







＊＊＊








『姉さん、待ってよ』

『なによ、のろまね。これ以上もたもたしていたら、本当に置いていくわよ』

　イングリッドは唇を尖らせ、髪をかき上げる。彼女の隣には幼馴染のイアンがいた。彼は昼食の入ったバスケットをイングリッドに持たされている。

　子供たちだけでピクニックに出かけたのには理由があった。ジェフリーの弟──のちに、ジャスティンと名づけられる弟だ──が生まれる間際で、屋敷はいつもとは違う物々しい雰囲気に包まれていた。母親は子供たちの相手ができず、父親も妻にかかりきりで、使用人たちも忙しく走り回っている。要は「皆でお外で遊んでいらっしゃい」と言われたわけだ。この時八歳だったイングリッドは、自分よりも身体能力が劣るくせにやたらとついて回るジェフリーを心底うざったく思っていたようだ。

　大人になってからは「どうしてわざわざ、あんな悪魔のような女の後をついて回っていたのだろう。一人で遊んだ方がよっぽどマシだったんじゃないか？」と考えるようになったが、子供の世界は狭い。きっと、仕方がなかったことなのだ。

『イングリッド、ジェフリーは君の弟だろう。ちゃんと、待ってあげなくちゃ』

　姉と同じ年のイアンは銀行家の息子で、普段は王都で暮らしている。この時は父親の休暇に合わせて別荘のあるアンバーリッジを訪れ、クライアー姉弟と行動をともにしていた。

『あら、イアン。私に意見する気？』

『え、そ、そういうわけじゃないけど……』

『ま、いいわ。この辺でごはんにしましょう』

　いつもであればイングリッドの雑言はここからが長いのだが、今日の彼女は機嫌が良かった。これまで外に出かける時は、いつも母親や使用人が一緒であった。子供たちだけで出かけるのが、よほど誇らしかったのだろう。

『はい、あなた。ごはんよ』

　イングリッドはままごとを始めた。

　芝生にブランケットを敷いて、木製の食器を取り出し、そこに使用人が詰めてくれたサンドイッチや冷製チキン、チーズを盛りつける。彼女が「あなた」と呼んだのはイアンのことで、ジェフリーの役はというと……。

『ジェフリー。あんたは、私とイアンが飼っている犬よ。ほら、エサ』

　食器やメニューこそ姉たちと同じものだが、それはぞんざいにブランケットの外側に置かれる。幼心に屈辱のようなものを感じたが、六歳のジェフリーに異論を唱えることはできなかった。

　皿の上のサンドイッチに手を伸ばすと、イングリッドがジェフリーの手の甲をぴしゃりとやった。

『痛っ。なにするんだよ、姉さん』

『ジェフリー。犬はそんな風に食べないわ』

『え。え……？』

『あんたは犬だって言ったでしょう？　這いつくばって、食べなさい』

　イングリッドはジェフリーを見下ろし、彼がそうするのを待っている。

　姉は幼いながらに横暴な人間だった。家族揃って食事をする時も、両親が見ていない隙を見計らって、ジェフリーの皿に自分の人参を入れたりする。大人の目がない今、イングリッドは本領を発揮し始めたのだ。

『這いつくばってなんて、やだよ。そんなの、そんなの……犬みたいじゃないか！』

『だから、あんたは犬だって言ってるでしょう』

『イ、イングリッド……それは、さすがに可哀想だよ』

　有難いことにイアンが味方をしてくれた。

『犬の役は……僕がやるからさ。ジェフリーが君の旦那様をやればいいよ』

『あら、だめよ。弟と夫婦なんて気持ち悪いじゃない』

　イングリッドはジェフリーとイアンを見比べる。

『仕方ないわね、ジェフリー。あんたは私とイアンの赤ちゃんにしてあげる』

　自分がイングリッドの赤ん坊というのも、じゅうぶん気持ちが悪いのだが……？　そう思ったが、子供のジェフリーにこの時抱いた胸の不快感を的確に表す語彙は備わっていなかった。剰あまつさえ、ヒト型である分、さっきよりもマシだと思ってしまったのである。

　イングリッドは腰に手を当て、尊大な口調で言った。

『じゃあ、ジェフリー。おむつを替えてあげるわ。さあ、仰向けになって股を開きなさい』

　ジェフリーは、六歳にして絶望を知った。

『い、犬で……いい、です……』






　あの時のことは、今でもたまに夢に見る。大人たちはイングリッドを「可愛いおしゃまな女の子」と呼んでいたが……ジェフリーにとっては目の前に立ち塞がる暴君、或いはどこまでも後を追ってくる悪鬼のような存在であった。






　年月が経ち、ジェフリーが王都の寄宿学校へ入る頃になると、イングリッドは年頃の娘らしく着飾って夜会などに出席するようになったが、暴君ぶりはやや形を変えて存在し続けていた。

　ジェフリーが休暇を過ごすために生家へ戻った、十四歳の時のことである。イングリッドは外出先から戻ってくるなりジェフリーを相手にがなり立てた。

『ちょっと！　聞いてよ！　イアンったらねえ！』

　どうやらイアンもアンバーリッジに滞在しているようで、二人は近くの町まで芝居を観に行ったらしい。この日は雨上がりで、イングリッドのおろしたての靴はかなり汚れてしまっていた。さすがに町までの移動は馬車であったが、それでも地面を歩く機会はある。ぬかるんだ場所を避けても歩いているうちに泥がはね、水色のサテンの靴は哀れな色に染まっていたようだ。イングリッドの機嫌は急降下し、芝居小屋に到着した辺りから彼女はイアンを無視していたと言った。

『イアンったら、謝りもしないのよ！　そもそも、なぜ私が怒っているのかもわからないみたいなの！　あの鈍感！』

『……でも姉さんの靴がだめになったのは、イアンのせいじゃないだろう？』

　それに、家を出る前に道の状態は予測できていたはずだ。雨上がりにわざわざ新しい靴を履いて行かなくたって、というようなことをジェフリーが言い足すと、イングリッドは大きな目をますます見開いた。

『まあ！　私はイアンのために新しい靴を履いて行ったのよ！　それなのに、イアンったら気づきもしない！　私、イアンが反省して謝ってくるまでは、絶対に口をきいてやらないんだから』

『姉さん。イアンは姉さんがなぜ怒っているのかわからないんだから、謝りようがないよ』

　そもそも、イアンが謝ることなのだろうか？　ジェフリーからすれば、イアンは悪くはない。彼に落ち度があるとしたら、イングリッドのような女につき合って芝居に行ったということくらいだ……それは確かに致命的な失態である。

『勝手に新しい靴を履いていって、勝手に機嫌が悪くなったのは姉さんだろ。むしろ、姉さんの方がイアンに謝──うっ』

『なによ！』

　イングリッドは持っていたレティキュールを振り回す。それはジェフリーの顔に直撃した。

『可愛い女の子が自分のために新しい靴を履いて来たのよ！　紳士ならば普通、そこで気づいて、色々と配慮すべきでしょう！　それなのにあんたってば、私が悪いみたいに言って！』

　いや、悪いのは姉さんだろう。それに、可愛い女の子だって？　いやいや、まずは雨上がりにわざわざ新しい靴を履いてくるなんて普通は思わない。そこまで察してやらなくちゃいけないのか？　無茶言うなよ。

　もうどこから突っ込んでいいのかわからない。

　彼女に言いたい文句は山ほどあったが、百倍になった罵声が返ってくることを思うと、ジェフリーは口を噤むしかない。肩をいからせて部屋を出て行くイングリッドを、ジェフリーは唖然として見送った。

『兄さん……』

　二人のやり取りを聞いていたらしい弟のジャスティンが、ぼそりと言った。

『あのさ。あんまり、姉さんを怒らせないでよ。家の中の空気が、悪くなるからさ』

『え、う、うん。ごめん』

　この時のジャスティンは八歳だったが、イングリッドとは八つも離れているから一緒に遊ぶ機会はあまりなさそうだ。ジェフリーのように虐げられるということはないにしても、完全に委縮してしまっている。弟の将来に不安を覚えた。

　それから朝方になって、再び雨が降り出した。バケツをひっくり返した、と形容してもいいくらいの激しい雨で、おまけに雷も鳴っていた。雷鳴のせいで、朝食には早すぎる時間にジェフリーは目を覚ました。

　階下へ降りると、ちょうどイングリッドが玄関に入ってきたところだった。外套を羽織ってはいるものの、彼女はずぶ濡れだったのでジェフリーは驚く。こんなに朝早くに、彼女はどこへ行っていたというのだろうか。

『……姉さん？』

　訝しげに訊ねると、イングリッドは外套のフードを払い、雨水を滴らせながらこちらへやって来る。その有様とは裏腹に、彼女の瞳はいきいきと輝いていた。

『あのね。私、昨日、あんたに言われたでしょ』

　イングリッドは胸の前で指を組み、うっとりとした表情で続けた。

『それで、イアンに悪いことしたかなって、思ったの』

『う、うん？』

『私、どうしてもイアンに謝りたくて……』

『イアンの家まで行って来たのかい？』

　こんな朝早くに？　こんな天気なのに？　そう訊ねたが、イングリッドの行動はジェフリーの予想の遥か斜め上をいっていた。イングリッドは夜中に目を覚まして、どうしても今謝らなくてはという呪縛にかかり、イアンの家に使いをやって、彼を呼び出したらしい。領地の外れにある、昔の城の跡地に。

『ね、姉さん……』

『私、それでイアンに、昨日はごめんなさい、って』

『何もこんな天気の日に、夜も明けないうちから呼び出さなくたって……』

『でも、イアンは来てくれたわ』

　イアンがやって来たのは、自分の命が惜しいからではないのだろうか。イアンを含め、イングリッドの気まぐれに巻き込まれた人たちのことが気になった。

『叩き起こされて、土砂降りの中、使いに走らされる人間のことも考えなよ』

　向こうの使用人だって、眠っていただろうに対応する羽目になる。ジェフリーは、すごくまっとうなことを言っているはずだった。

『姉さんは自分が謝ってすっきりしたかっただけだろ。だから他人の迷惑も考えずにそんな無茶ができるんだ』

　途端、イングリッドは目をつり上げて怒鳴った。

『なによ！　私は自分が悪いかもって考え直して、それで謝ろうと思ったのよ。じゅうぶんじゃない！　どうしてあんたは私を非難するわけ？　ひどい！』

　ひどいのは姉さんだろう。そう言いたかったが、イングリッドはぎゃんぎゃんと泣き喚き、その騒ぎで両親が起き出してきた。彼らは涙を流す娘を見て、ジェフリーが悪いと言った。ただし、姉弟間の揉め事に対する善悪の判断ではない。「お前は紳士なのだから、女の子をこんな風に泣かせてはいけないよ」と、彼らは言いたいらしかった。

　もう、言い訳をする気にもなれなかった。

　それからも似たような衝突が多々起こり、やがて、ジェフリーは真理に辿り着いた。
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　ジェフリーの辿り着いた真理。それは──。

　まともに女性の相手をしてはいけない。

「相談があるの」なんて持ちかけてくる場合は、絶対に自分の思ったことを言うべきではない。こちらがいくら建設的な意見を述べても、それが相手の望んでいた答えでなければ途端に感情的になって噛みついてくる。どんどん論点がずれていき、終いには「わかってくれないあんたが悪い」という事態に陥ってしまう。相談だろうと報告だろうと、結局は自分に同調してほしくて持ち掛けてくるだけなのだ。

　だが、男が唯一勝てる腕力でねじ伏せようとすれば、たちまち人でなしの烙印を押されてしまうだろう。なんだか腑に落ちない。一時はこの葛藤と戦った。そして、まともに相手をするだけ無駄だと、そう考えるようになった。割り切ってしまえば楽だった。

　そうだね、君の言うとおりだよ、それはひどいねえ……そうは思っていなくても、上辺だけでも同調してやれば、女性の相手は意外に簡単だった。これで自分も相手も、嫌な思いをすることは無い。

　今ならば、あの時のイングリッドの行動──イアンを城跡に呼び出した時のことだ──は「土砂降りの中、謝りに行った健気な私」を称賛し、労って欲しかったのだろうと分析できる。とても理解する気にはなれないが。

　あの強烈な姉と一緒に育ち、よく女嫌いにならなかったものだとしみじみ考えたが、女性に対して一線を引いて接するようになった以上、ある意味では女性不信に陥っていたのかもしれない。

　そして、女性は男に快楽を与えてくれる存在だと識しってから──身を以って識ったのは十六歳の頃だっただろうか──は、一応、敬意のようなものも抱くようになった。

　こうして、上っ面だけの微笑みを浮かべ、思ってもいないことを平気で口にする男、ジェフリー・オレルス・クライアーが出来上がった。

　ちなみに、イングリッドは十九歳でイアンと結婚した。二人が婚約したと聞いた時、姉はイアンの胸にナイフを突きつけて結婚を迫ったに違いないと思った。

　その時ジェフリーは十七歳で寄宿学校の卒業を前にしていたが、イングリッドはそう遠くない未来に離縁されて、実家へ戻ってくるのではないかと予想した。ジェフリーは、そのまま王都にあるアカデミーへ進むことを決意した。

　この年頃になると姉に対しても上手く対処できるようになっていたが、同じ家で暮らすのはさすがに無理だ。ジャスティンは十一歳であったが「十二歳になったら、兄さんと同じ寄宿学校に入るんだ」と息巻いていた。クライアー兄弟なりの、戦略的撤退であったことは言うまでもない。

　だが予想に反して、イングリッドとイアンは仲睦まじく暮らしているようだった。やがてジェフリーは、性的嗜好は人それぞれだということを知った。虐げられて悦ぶ人間もいるのだと。

　イングリッドの傍若無人ぶりに、根気よくつき合っていたイアンが思い起こされる。そこでジェフリーは「あっ……」と、ピンときたのだが、イアンはなじられるのが好きなのだろうか？　犬のように這いつくばるのがいいのだろうか？　それとも赤んぼ……ジェフリーの脳はそれ以上の想像を拒否した。

　真相を確かめることは、この先も恐ろしくてできそうにない。






「ジェフリー様！」

　宿舎の自室近くの廊下で、自分を呼ぶ声にジェフリーは顔を上げた。彼女はジェフリーの顔を見るなり飛び上がる。

「ぎゃっ、ケンカしたって、ほんとだったんですね」

　メイドのドナだ。ジェフリーとよく会話をしている娘のうちの一人だった。

「ちょっとぉ、ヒッドイ顔～」

「うん。謹慎になってかえって助かったよ。これじゃ、殿下と一緒に出歩けないからね」

「謹慎なんですか？　あたし、ジェフリー様は仲間の名誉のために拳を振るったって聞いてますけど」

「……かっこいい言い方をするとそうなるのかな。でも、先に手を出したのは俺だしね」

「相手はあの不良騎士たちでしょ？　メイドのあたしらにもね、いつもちょっかいかけてきて、いい加減、腹が立ってたんです！　ジェフリー様が殴ってくれて、もう、スカッとしましたよ！」

「役に立てたなら嬉しいよ」

　切れた唇が痛んだが、ジェフリーは笑顔を作って答える。そこでドナはぽんと手を打った。

「あ、そうそう。あたし、彼と仲直りしたんです。ジェフリー様に話聞いてもらったからですかね。なんか、憑き物が落ちたみたいにスッキリした気分になって、それで」

「へえ、よかったじゃないか。俺も、あれからどうなったのか気になっていたんだ」

　ドナはジェフリーに礼を言うと、手を振りながら仕事へと戻っていった。

　女性が、女性にするように黙って話を合わせることに慣れてしまえば、彼女たちとの会話は楽しかった。オチの無い、取りとめのないだらだらとした話や、美味しい菓子を売っている城下の店、流行の服の型などの話題は、ジェフリーにとって苦になるものではない。むしろ「男じゃこうはいかないだろうな」と男女の違いが浮き彫りになることが多くて、興味深くもあった。ドナたちも、ジェフリーのことは「女友達とそう変わらない存在」として位置づけているようだ。

　ディアナが「他をあたれ」と言ったのは、ひょっとして、彼女たちのことなのだろうか。どうやら彼女はジェフリーを、女性であれば誰でも構わず手を出す男だと考えているらしい。しかしそんなことはまるでない。大抵は「女性の立場になって、女性同士のお喋り」に興じているだけである。

　今になって思えば、ジェフリーはおそらく初動を誤ったのだろう。

　二年前の騎士団の発足式で、ジェフリーはディアナのことを綺麗な女性だな、と思った。とは言っても、絶世の美女とか、目を瞠みはるようなとか、そういった派手な類の美しさではない。清楚で可憐で透明な、そんな静かな美しさだった。彼女は髪の毛を真ん中で分けて形のいい額を出していたから、表情もよくわかる。グリーンの瞳に期待と不安を孕ませながら佇むその姿に、ジェフリーは文字どおり目を奪われた。

　彼女にも言ったように、多くの男はそんな女性の痴態を想像するのが大好きだ。

　どんな女性なのかもっと知りたくて、食堂で彼女を見かけた時にさっそく話しかけてみた。

　軽い口説き文句は、今後のつき合い方を決める目安にもなるとジェフリーは思っている。「あはは、面白い人ね」と笑って返してくれる人とは「女友達」になれる。ドナたちもマーテルもそうだった。ジェフリーの軽口を真に受け、顔を真っ赤にして俯いてしまう初心な女性には、必要以上に近寄らないようにしている。面倒なことになりそうだからだ。

　どこでどのようなジェフリーの噂を耳にしたのか、こちらが話しかける前に「貴方とはお話できません！」と、気位の高そうなご令嬢にぴしゃりと言われたこともある。しかしジェフリーは温和で楽観的な性格で、これを他人事のように笑って済ませる余裕があった──ディアナに出会うまでは。

　ジェフリーの、いわゆるナンパ行為にディアナは眉を顰めた。見かけどおり、彼女は冗談の通じないタイプだった。「女友達」にもなれそうにない。そこで態度を改めればよかったものを、ジェフリーにはなぜかそれができなかったのだ。

　からかい半分に話しかければ、彼女は綺麗なグリーンの瞳に怒りを宿らせてジェフリーを睨み上げる。自分の薄っぺらな戯言など適当に流しておけばいいものを、ディアナはそうしなかった。
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　女性にこんなことを言っては失礼だとわかっているから告げるつもりはないが、ディアナの怒った顔はとりわけ美しいとジェフリーは思っている。自分の行動は好きな女の子に意地の悪いちょっかいを出す少年と、少しも変わらないものだった。

　余裕のある笑みでからかっているように見せかけて、その実、彼女の瞳に映っていたかったのだ。たとえ向けられるのが怒りの視線だったとしても。

　なんとなく目で追っているうちに──というか、いつの間にかジェフリーは彼女を目で追うようになっていて──ディアナがセオドアに想いを寄せている様子が見てとれた。

　生真面目な彼女のことである。身分やら立場やらに縛られて、告白するどころか好意を示す態度すらも取れないんだろうな、とジェフリーは考えていた。そして本当にそうだった。

　ジェフリーのディアナのイメージは、清楚で可憐で透明で、尖っていて鋭いのに、ほんの少し力を込めると、あっけなくパリンと割れてしまいそうな、ガラスのような女性ひと。だからセオドアが他に相手を見つけた場合、彼女はどうなってしまうのだろうと、ジェフリーは思っていた。

　でも心のどこかで、その日がやって来るのを期待していた節がある。

　あのパーティーの夜の、ディアナの取り乱しっぷりは今でもよく覚えている。この先、忘れることも無いだろう。

　ディアナは、ジェフリーの前でガラスのように砕け散った。彼女の涙を止めてあげなければと思う一方で「これはチャンスだ」と、もう一人の自分が囁いていた。

　ディアナがあっさりとジェフリーの部屋までついて来たのは意外であった。あれほど自分のことを毛嫌いしていたのだ。どこかで我に返るだろうと思っていたが……彼女の心は、ジェフリーが想像していたよりもずっとボロボロだったのだ。自分がどこにいるのか、どうしてこんな状況に陥っているのか、そしてジェフリーの下心にさえ直前まで気づいていないようだった。

　慎重にいこうと計画しながらも、直前で彼女の気が変わってしまうのが怖くて──実際、ディアナはジェフリーの昂りを目にして、焦りの表情を見せた気がする──彼女の中に入る時は急いでしまった。もう少し、痛がらせないようにゆっくりとできればよかったのだが。

　とうとうディアナと結ばれた時は「ようやく彼女の中に入ることができた」と悦びに酔いしれる一方で、これから先のことを思い、不安になった。いったん冷静さを取り戻してしまえば、ディアナは自分と関係を持ったことを恥じるだろう。そして、無かったことにしてしまうに違いない、と。

　あのような形で結ばれた以上、ジェフリーが愛を告げてもディアナが聞き入れることはない……ジェフリーの言葉を信じてもくれないだろう。

　だったら、嫌われてしまえばいい。

　どうせどこかで破綻する関係ならば、思い切りディアナを抱いて、思い切り嫌われてしまえばいいのだ。それでいいと思っていた。

　──私のこと、嫌いなんでしょう。言いなりにできて、気分がいい？

　ある夜の逢瀬で、彼女はジェフリーにそう言ったことがあった。ディアナとの結びつきが歪いびつなものになるよう仕向けたのは自分だ。だが彼女のどこか投げやりな物言いに、心が痛んだ。「違う」と言ってディアナを思い切り抱きしめたかったが、脅迫して身体の関係を結んだ手前、それもできない。ジェフリーが望んだとおりになったのに、気分はちっとも良くなかった。

　──したいなら、他をあたって。

　──嫌なの。全部。貴方に関わるのは嫌なの。

　そして予想していたとおり、二人の関係は脆くも崩れ去った。






　ジェフリーの女性経験は、乏しい方ではない。多くはアカデミー時代に培ったものであるが、相手は高級娼婦だったり未亡人だったり、時には美しい若妻だったこともあった。相手もジェフリーと同じように、うわべだけの微笑みを湛え、駆け引きやスリルを楽しんだはずだ。

　そこに、誠意や約束は存在しなかった。相手に貞節を誓うわけでもなく、何かを求めたり求められたりすることもなかった。恋愛ではなく、恋愛の真似事である。

　ディアナが欲しいと思っても、駆け引きのできない真面目な彼女に、どう接していいのかジェフリーにはわからなかった。自分の本質を知ってもらうための会話をし、関係を築いていく過程をすっ飛ばして無理やり身体の関係を結んでしまったのだから、二人の間には絆も土台も何もなかった。どう修復していいのか見当もつかない。

　外面だけで理不尽な生き物に対応してきたツケが、今やって来たのだろう。

　ジェフリーは、心から欲する女性が現れて、どうしたらいいのかわからなかったのである。










02．ディアナ・ウォレスの事情






　ジェフリーから告白を受けた後、ディアナは午後の仕事に戻ることができなかった。なぜならば──。

　ディアナはウォレス家の馬車に乗り込み、実家へと向かっている最中だ。使用人が使いにやって来て「奥様が、大変なんです」と言うのである。事故なのか、病気なのかと訊ねても、使用人はとにかく急いでくださいの一点張りで、ディアナは仕事を切り上げ、母の状態によっては明日も休みを取るかもしれないと言い残し、屋敷へと急いでいる。途中、何度も事の次第を訊ねたが、使用人は首を振るばかりだった。

「ディアナちゃん！　待っていたのよォ！」

　玄関ホールでディアナを迎えたのは、派手に着飾った、それはそれは元気なパメラの姿であった。

「お、お母様……？」

「もう！　ちっとも帰ってきてくれないんだもの。おかあさん、寂しかったのよ」

　パメラは両手を広げてディアナを抱きしめ、それからディアナの両手を取ってぶんぶんと上下に振った。ディアナは状況が掴めない。

「私、お母様が、大変だって聞いて……」

　使用人を振り返ると、彼女は「すみませんすみません」と呟いて縮こまった。

「あらあ！　大変なのよ、本当に！」

　あのね、とパメラは続ける。

「おかあさん、今夜ね、一人ぼっちなの」

「え、ええ……？　お父様とお兄様たちは？」

「今ね、おとうさんとオスカーさんは、お船に乗って、よその国へ行っているの」

　オスカーとは長兄のことだ。ウォレス海運は港に事務所を構えている。一応、父は社長を務めているのだが、机に座っているよりも海に出る方が性に合っているらしく、これは珍しいことではない。今回は長兄も一緒に行ったらしい。

　そこでディアナは次兄について訊ねる。

「じゃあ、フィリップ兄さんは？」

「二人ともよその国に出かけちゃったでしょう？　だからね、フィリップさんが忙しくなっちゃったの。事務所に、泊まり込みなんですって！」

　パメラは信じられないとでもいう風に、両の頬を押さえて首を振った。

「……それで？」

「それでって……。だって、おかあさん一人ぼっちよ。淋しいじゃない」

「うちには、マックスがいるじゃない」

　ディアナは黒くて大きな牧羊犬を指した。久しぶりの再会に喜んでのことだろう、興奮気味にディアナの足元をうろちょろと走り回っている。

「でも、マックスちゃんはお喋りできないでしょう？　おかあさん、お喋りできないとつまんないわぁ」

　一人になるとわかっていたら友人と出かける約束を取りつけることもできたが、フィリップが事務所に泊まり込むのは急な話だったので、それは無理だったとパメラは言う。

　ディアナはしゃがみ込んでマックスを撫で、そして小さくため息を吐いた。

　パメラは、いつもこんな感じだ。いつまでたっても少女のようで、自分の無茶のせいで娘が仕事に穴をあけることになっても、罪の意識はまったく無いらしい。だが彼女のことは好きだし、この性格を少し羨ましいとも思う。

　取り敢えず今夜は実家に泊まり、明日の朝一番で宿舎に帰ろう。騎士団の皆にはどう説明しようか。言い訳をあれこれ考えながら、ホール上方のシャンデリアを見上げる。

　前に来た時と、内装が少し変わっただろうか。二階へ続く階段に敷かれた、真っ赤な絨毯。もう少し、色のトーンを落とせばもっと上品な感じになるのに。ディアナはそう考えながら、孔雀のように着飾ったパメラを見やった。それも無理な話か、と再びため息を吐き、晩餐用のドレスに着替えるために、階上へ向かった。






「ディアナちゃん、あなた、まだお城で働くつもりなの？」

　晩餐の席でパメラがそう訊ねてきた。

「あのね、ディアナちゃん？　おかあさんね、女の子が剣を振り回したりするの、良くないと思うのよねえ」

「お母様。剣を振り回す機会なんて、そんなにないのよ」

　稽古でならば良くやっているが、王太子の護衛で狼藉者ろうぜきもの相手に……という機会はまずない。むしろ、城下警備隊でスリや酔っ払いを相手にしていた頃の方が、女らしさとはほど遠かった気がする。

「でも、刃物でしょう？　当たったら痛いじゃない」

「まあ、そうでしょうね」

「血もいっぱい出るわ」

「それは、そうだけれど」

「おかあさん、ディアナちゃんには早く素敵な男の子のお嫁さんになって欲しいわぁ」

「……でも、お母様の連れてくる方って、私はあまり結婚したいとは思えなかったのよ」

　ディアナが女学校の卒業を控えていた頃、パメラは熱心に結婚を勧めてきた。いずれもディアナが乗り気になれるような相手ではなく、パメラの熱意に辟易したディアナは結婚から逃げるために騎士になったのだ。

　現在、パメラは四十八歳だ。ディアナにやたらと結婚させたがっていた頃は四十三、四歳であっただろうか。それなのに「とっても素敵な男の子なのよ」と言って中年や初老の男性を紹介してくるのだから、たまったものではない。

　ただ、パメラはディアナに嫌がらせをしているわけでは決してない。彼女は肩書や容姿に囚われることなく他人を見て、自分が気に入った男性をディアナにも勧めているだけなのだ。それはパメラの美徳でもあるのだが、ディアナ的にはもうちょっと囚われて欲しいものである。特に相手の年齢に関しては。

「おかあさん、ディアナちゃんの花嫁姿、早く見たいのよねえ。……もしかして、お城にディアナちゃんのいい男性ひとがいるのかしら？」

　ディアナは肉を切り分ける手を止めた。本当に、自分が結婚するなんて考えたことが無い。ついこの間までセオドアに焦がれていたはずなのに、彼は、何というか……ディアナにとっては綺麗すぎて、夢のような存在で、畏れ多くて、とても結婚の対象としては考えられなかった。

　それから、ふと嫌味な笑顔の男が思い浮かんで、思わずグラスを手に取った。中身のワインをひと息に飲み干す。

「まあま。ディアナちゃん、どうしたの？　お肉が喉に詰まったの？」

「え、ええ」

　給仕がやってきてワインのお代わりを注ぐ。

「それで？　どういった方なの？　ディアナちゃんのいい男性ひとは」

「お母様の考えているようなことではないわ」

　あの男……ジェフリーのことは考えたくない。今はまだ。

　だがジェフリーの謹慎が解けたら、嫌でも顔を合わせなくてはならない。次に会った時どんな態度を取ったらいいのか、ディアナにはさっぱりわからなかった。あれこれ想像して勝手に気を重くしていると、パメラが言った。

「だったら……あのね、ワイアット夫人の甥御さんが、お嫁さんを探しているのですって。ディアナちゃん、一度お会いしてみない？」

「え。だって、」

「毛織物工場を運営している方よ。三十歳くらいと言っていたかしら。ね、今度はお年もそれほど離れていないでしょ？　きっと、ディアナちゃんも気に入ると思うの。どうかしら」

　ディアナはナイフとフォークを置き、ナプキンで口を拭った。まだ、結婚する気はない。いつか結婚したいと思える男性が現れるかもしれないが、自分はもう疵物きずものだ。パメラが紹介したがる男性はしっかりした家柄の人が多いから、娶めとる相手の処女性を重要視するだろう。

　あのね、お母様。私、もう処女じゃないの。

　しかも、自棄になって好きでもない相手に捧げてしまったのよ。あれは気の迷いだったと忘れ去るつもりだったんだけど、そういうわけにもいかなくって。それからも何度か関係を持ってしまったの。しかも、気持ちよくさせられてしまったのよね。相手が上手だったのかしら。それとも私が淫乱なのかしら。

　それでね、宿舎の食堂で、いろんな人がいる所で、私が娼婦みたいな真似をしてるって不良騎士たちに絡まれて、騒ぎになっちゃったの。

　お母様。なんだかもう、私、ボロボロだわ。

　ディアナは心の中でそう呟いてみた。声に出してしまったら、きっとパメラは卒倒してしまう。悪ければ心臓発作を起こして帰らぬ人となってしまうだろう。今後、結婚を勧めてくることは無くなるだろうが「女の子がお外で働いているからそういうことになるんです」と無理やり修道院に入れられてしまうかもしれない。そして、ウォレス家の娘は世間から忘れ去られるのだ。なんとなく、そういうシナリオが頭に浮かんだ。

　ディアナの心はかつてないほどに、千々ちぢに乱れていた。ジェフリーに会いたくない。この際、本当に修道院に入ってしまおうか。そう考えるほどに。

　でも、それでどうするの？　母親の勧める結婚から逃げるために騎士になったのに、自分はまた逃げるというの？　あんな、ふざけた腹の立つ男から逃げるために仕事を辞めるっていうの？　ディアナ、そんなの癪でしょう？

　かつてジェフリーに抱いていた反発心を呼び起こそうとしたが、それはなかなか戻って来てくれなかった。

　──ディアナさん。俺、あなたが好きなんです。

　──俺が欲しいのはあなたの身体だけじゃないんだ。

　それどころか逆に、彼に告白された時の場面が蘇った。

　考えたくないのに、あんなに真剣な表情のジェフリーは初めて目にしたから、ディアナの瞼の裏にこびりついてしまっているようだ。別のことを考えようと必死になって、ようやくアップルパイを頬張るマーテルの顔が思い浮かんだ時、パメラから追撃を受けた。

「ディアナちゃん、聞いているの？　その方とお会いするなら、いつがいい？」

「あ、ごめんなさい。でも、私、本当にまだ結婚とか考えてなくて」

　パメラの提供する話題から気を逸らそうと再びワイングラスに手を伸ばしかけて、やめた。以前このような飲み方をして酔っ払い、取り返しのつかない事態に陥ってしまった。それを思い出したからだ。

　気のない返事を続けるディアナに、パメラもさすがに話題を変えようと思ったらしい。新しくできた歌劇場に、ウォレス家がボックス席を契約したと教えてくれた。歌劇を観に行く趣味があるのはパメラだが、父や兄もつき合いで使うことがある。

「内装も凝ってみたのよ。今度はディアナちゃんも一緒に行きましょうね」

　長期の契約とあって、内装や調度品は自由にできるようだった。そこにパメラの趣味が反映されているのならば、ずいぶん派手な空間となっていることだろう。ウォレス家の玄関ホールの景色を思い浮かべながら、ディアナは歌劇の話をぼんやりと聞いていた。










03．レイヴン近衛騎士団の面々






「宿舎の食堂で、ケンカ騒ぎがあったのですってね」

　セオドアの執務室にやって来ていたフローヴェリアの王女セレストは、お茶を一口飲んだ後にそう言った。

「おや。ずいぶんと耳が早いですね」

　セオドアは目を通していた書類から顔を上げた。

「わたくしの侍女たちが、そう話していたわ」

「侍女たちの噂話に耳を傾けたんですか。困ったお姫様だ」

「だって、あなたのところの騎士が絡んでいたのでしょう。わたくしが耳を傾けるのは、当然ではなくて？」

　セレストはくすくすと笑いながら、濃い栗色の豊かな髪をかき上げた。

「それに、騒ぎの中心となったのは、意外な二人なのでしょう？　アンバーリッジ伯爵の嫡男と……ウォレス海運のご令嬢。この二人は、とても折り合いが悪いと聞いているわ」

　セオドアは机の上に書類を置くと、椅子の背もたれに寄り掛かって、大きなため息を吐いた。

「まったく。貴女の侍女たちはそんなことまで……」

「いいえ。この情報は、わたくしの近衛騎士から聞いたのよ。わたくしの周囲は、今、二人の噂でもちきり」

　セレストの近衛騎士の多くは女性である。それに、いつもたくさんの侍女に取り囲まれているから、こういった話が多く飛び交うのも無理はない。

「わたくしの近衛騎士たちは、彼女……ディアナ・ウォレスは平民だから、殆どの騎士たちは彼女を相手にしないと言っていたけれど……」

　彼女は眉を寄せて、そこで言葉を切った。

　セオドアが見たところ、ディアナは他の騎士団の女性たちからは、つらく当たられることも多いようだった。「平民が王族に仕える」ということだけでも反感を抱かれるのだろう。そして何よりディアナは美しい娘だった。

　清楚で透明感があって儚げに見える。でも本人は肩肘を張ってどこか無理をしているような、そんな印象だ。下世話な物言いをすれば、男好きのするような雰囲気、という表現がしっくりくるとセオドアは思う。実際、ディアナとすれ違う男がふと彼女に視線を持って行かれる場面を、何度も目にしたことがあった。

　だが、ディアナから男っ気はまったくと言っていいほど窺えなかった。成り上がった商人の娘だから、という理由もあるのかもしれないが、一番大きな理由は──。

　──ねえ、待ってくださいよ。ディアナさあん。

　──ついてこないでっ。

　──そんなこと言わずに、俺と一緒に……。

　──いい加減にして！

　おそらくはジェフリーとのやり取りにあるのだろう。

　つき纏うジェフリーを激しく拒絶するディアナの姿は、レイヴン近衛騎士団のメンバーにとっては「また始まった」と片づけられる日常の光景の一部であった。

　しかし、他の騎士団の男たちにとってはそうではない。ディアナにうっかり誘いなどかけたら、あのような扱いを受けるのだと、強烈に印象づけられたに違いなかった。下心を持ってディアナに声をかける勇気のある者は、これまで存在しなかったのだ。今回の騒ぎが起こるまでは。

　王城巡警団の素行の悪い騎士からディアナを庇ったのが伯爵家の嫡男だということで、女騎士たちからのディアナに対する風当たりは、ますます強くなるかもしれない。

　ディアナと彼女を取り巻く環境について考えていると、セレストが言った。

「でもわたくし、ディアナ・ウォレスを知っているわ。兄の公務について行った時、彼女が護衛をしていたことがあるもの。あの、シナモン色の真っ直ぐな髪の毛の娘でしょう？　とても、きれいな娘……」

　セレストはふと俯いて続ける。

「わたくし、ずっと思っていたのだけれど」

　セオドアには、婚約者の次の科白が容易に想像できた。

「ディアナ・ウォレスは、あなたのことが好きなのではないかと」

「どうして、また」

「だって、わたくしはあなたを見ているから。他の人たちは気づかなくても、わたくしにはそう思えるの。本当に、ふとした時に」

　ディアナが、ひょっとしたらそうなのではないかと……セオドア自身も感じたことはあった。彼女は巧妙に隠していた。だがセレストが言うように、本当になんとなく、ふとした時に、気のせいかもしれないと思う程度に、ディアナからの熱を感じることがあったのだ。

　それが自惚れではなかったとしても、セオドアはどうするつもりもなかった。

　ディアナ・ウォレスはイームズ家にとって、何の得にもならない。露骨な言い方をすればその一点に尽きる。

　イームズ家は、フローヴェリア王国に存在する五大公爵家の一つである。古い歴史を持つ家なので、イームズ家の当主はルシール公爵として国王や王太子の側近を代々務めてきた。だが、他の四公爵家と比べて領地や資産が勝っているわけではなく、当主が──自分のことだ──若く、未熟である。

　ウォレス家の財産には心惹かれるものもあるが、イームズ家にとって今現在必要なものはそれではない。何よりも堅強な後ろ盾である。

　セオドアの父親は早世しており、前公爵である祖父が亡くなった時にセオドアは爵位を継いだ。年若き公爵に何ができるのかと揶揄する者もいた。自分の代で失敗を犯すことはできない。イームズ家の地位を盤石にするにあたって、財産は必要なものではなかった。

「姫。貴女の気のせいですよ」

「わたくし、あなたがわたくしの申し出を受け入れてくださったのは、家のためだと知っているわ」

　二人の婚約は、セレストからのプロポーズだった。「あなたが申し込んで下さらないなら、わたくしが申し込むわ」と彼女は言った。「ずっと待っていたのに」とも。

　セレストの元には他国王族からの求婚の手紙や使者がぞくぞくとやって来ていたから、イームズ家の入る余地などないと判断し、セオドアは何も行動を起こさなかった。こちらから申し込んで断られた場合、王城内での自分の立場が変わってしまうかもしれないと危惧したのだ。セレストからの求婚は、願ってもない話であった。

　セレストは癖のある髪をひと房摘まむ。

「わたくしは、美人ではないわ」

「何を仰るのですか、貴女は美しい」

「つり目だし、口は大きすぎるし、何より肌が浅黒いんだもの」

　確かに彼女の肌は、兄や両親に比べて浅黒かった。ヴィクターとセレストの曾祖母に他民族の血が入っていたせいだと言われている。それがセレストだけに顕著に表れてしまったのだと。

　彼女に、淡い色のドレスはあまり似合わなかった。婚約を発表した時の水色のドレスは、母親から「未婚の娘らしい装いを」と強く勧められて、仕方なく身に纏ったと彼女は言う。しかし今日身に着けている、渋い紅色のドレスはセレストによく似合っていた。

「わたくしはあの娘みたいに、綺麗ではないわ」

「何を、愚かなことを」

　ディアナが野辺に咲く小さな白い花だとすれば、セレストは南国に咲く真っ赤な花。彼女なりの美しさがある。

　セオドアは立ち上がり、机を回り込んでセレストの傍へ向かった。彼女の足元に跪いて手を握るが、セレストは首を振る。

「でも……あなたがわたくしを利用したように、わたくしも、自分の立場を利用してあなたを手に入れたのだわ。お互い様よね」

「そんなことはありません。私は、貴女の求婚を純粋に嬉しく思ったというのに」

「そういうことに、しておいてあげるわ」

「姫。そんな意地悪は仰らないでください」

　セレストはセオドアの幼馴染でもある。

　熱く滾たぎるようなものではないけれど、情愛は確かに存在していた。







＊＊＊








「はぁあああ……」

　宿舎の食堂で、マーテルはスコーンにクリームを塗りたくっていた。スコーンの体積と同じほどにクリームを盛りつける。

　ダラスとヒューゴ、アーヴィンはその様子を見ながら胸やけを覚えているようだった。

「マーテル。君、ため息と行動が一致してないぞ」

「そうですかあ？」

　アーヴィンの問いに答えつつ、マーテルはがぶりとスコーンにかぶりついた。そしてお茶を飲んだ後にリンゴのグラッセを口に入れると、周りに座っていた男衆がうっと呻き声をあげた。再びスコーンにクリームを塗りだしたマーテルに対し、ダラスが呟く。

「……女性に別腹があるって本当なんだな」

　食堂での騒ぎの後、ジェフリーが謹慎になり、ディアナは母親が倒れたようだと報せを受けて実家へ戻っている。一同は何とも言えない沈んだ気持ちで今日の仕事を終え、夕食を取ったところだった。

「ディアナさんのお母様、大丈夫なんですかねえ……ジェフリーさんは謹慎になっちゃうし、ディアナさんにまで何かあったら、あたし……」

「うん。何か、嫌な雰囲気だよね」

　アーヴィンは飲み物の入ったマグを握りしめた。

「むしろ、今までが平和過ぎたんじゃないか」

　ヒューゴの言葉になんとなく皆が頷く。

「しかし、ジェフリーが問題を起こすとはね。彼は人当たりもいいし、感情的になることって、あまりなさそうじゃないか？　ジェフリーが他人に手を上げたなんて、聞いた時は耳を疑ったよ」

「そうだな。相手があの巡警団の感じの悪い奴らだったとしても、ジェフリーの方が先に手を出すなんてな」

「それは……！」

　思わずマーテルは反論していた。

「ああ、わかってる。ディアナが絡まれたんだろう」

「そうそう。彼女を庇うためだったとしても、まさかあのジェフリーが暴力沙汰を起こすなんてね、って話さ」

「あの、だから、それは……」

　ここまで言ってマーテルは口ごもった。確信はないし、ここで皆に言っていいことなのかどうかもわからない。

「なんだよ、マーテル。何か知ってるのか？」

「……絡まれたのが、ディアナさんだったから、じゃないでしょうか」

　ダラスに促されてそう喋ったが、皆は首を傾げるばかりだ。

「もし、絡まれたのがあたしだったら……ジェフリーさんはいつもみたいに、ハイハイそこまでにしてね、って、あの不良騎士たちを適当にあしらってたと思うんですよね。ディアナさんだったから、あんなに怒ったんですよ」

　三人の男騎士たちは真顔でマーテルを見つめていたが、やがてため息を吐いたり肩を竦めたりし出した。まるで、真面目に耳を傾けたことを後悔するように。

「おいおい。それじゃ、ジェフリーがディアナを好きみたいじゃないか」

「あの二人、普段から折り合い悪いだろ。妄想が過ぎるよ」

「マーテル。君、疲れてるんじゃないか？」

　この鈍感ども！　と言いたくて口を開いたが、マーテルは声には出さなかった。口を開けたついでにスコーンを放り込み、席を立つ。






　本当に確信はない。だが、ジェフリーのディアナに対するあの態度……ディアナにだけはやたらと嫌味たらしい態度なのだ。必要以上に遜って、わざと彼女を苛立たせているように見えた。だからディアナもジェフリーに対してだけは頑なな姿勢を崩さない。「ウマが合わない」というやつなのだろう。

　初めの方こそマーテルは思っていた。ジェフリーさんって意外と大人げないんだな、と。

　ある時マーテルが実家へ帰省すると、弟が近所の女の子を苛めていた。マーテルは「あんた、十四にもなって何やってるの」と弟を叱り、その女の子に対して謝らせ……その時、あっと気がついたのだ。ジェフリーのアレは、好きな女の子に突っかかる男の子、そのものではないか？　と。一度その考えに辿り着いてしまうと、もうそうとしか考えられなくなった。

　改めて思う。やっぱり、ジェフリーさんって意外と大人げないんだな、と。

　ただ、ディアナの気持ちはというと……二年も一緒に仕事をしているのに、マーテルはディアナとそういった話をしたことが無かった。そう、個人的な恋の話は。

　ディアナに好きな人や恋人はいるか、初恋はいつだったか、なんて聞いても彼女は答えてくれないような気がしていた。それどころか時と場所を誤れば「マーテル。あなた、いったい何をしに職場に来ているの？」なんて怒られてしまいそうだ。

　そんな生真面目な人だから、ジェフリーの言動の裏にあるものには気づいてもいないだろう。

　だからこそあの不良騎士たちを相手に、ディアナの代わりに立ち向かったジェフリーの姿を見て、マーテルは感動すら覚えたのだ。これで二人の間の何かが変わるのではないか、他人事ながらマーテルはそう期待した。だが母親の容体によっては、ディアナはそれどころではなくなってしまう。不謹慎だが「どうしてこんな時に」と思わざるを得ない。

　だと言うのに、騎士団の皆は何も気がついてない。これ以上この話を続けたら、女は色恋の話ばかり、と呆れられてしまうかもしれない。

　そしてマーテルが不可解に思っているのは、パーティーの翌日、ジェフリーの頬についていた真っ赤な手形のことだ。彼はしょっちゅうメイドの娘たちと談笑しているが、ジェフリーが彼女らと揉め事を起こすとはとても考えられない。

　ディアナは彼がナンパ行為に勤しんでいると決めつけて目の敵にしているようだが、漏れ聞こえてくる会話は、城下に美味しいお店が新しくできたとか、靴の紐が切れて嫌な予感がしたとか、二度寝して遅刻した夢を見て焦ったとか、なんだかどうでもいいような、気の抜けた話題なのだ。いや、もちろん、美味しいお店に関してはとても大事なことなので聞き耳を立てているが。

　彼の頬を躊躇いも無く派手に張り飛ばすような人物は、マーテルには一人しか思いつかないが、平手打ちをお見舞いできるほどに、ディアナがジェフリーと急接近したとは想像し難い。当人たちに聞けるはずもなく、だが一人悶々と考えを巡らせるのも無粋な気がしている。






「あたしの思い違いなのかなあ」

　ローストしたチキンを皿に乗せて戻ったマーテルに、皆が目を剥いた。

「マーテル？　さっき、デザートを食べていなかったか？」

「あれは別腹です。別腹を満たしてたら、メインの腹に空きができちゃって」

「いや、普通、デザートはシメに食べるものじゃないのか……？」

「そうだよ。なんでデザートの後に肉を食べるんだよ」

　男衆は信じ難いものを見るような目つきでマーテルと、マーテルが手にしている皿を見比べている。

「じゃ、これを食べたら、デザートでシメます」

　皆が「げえっ」と悲鳴を上げて仰け反ったが、マーテルは知らぬ顔を決め込んでチキンを頬張った。










04．分水嶺ぶんすいれい






「おはよう、ディアナ。お母様の具合はもういいのかな」

　翌朝ディアナが騎士団の詰所へ行くと、セオドアが黒板の前に立っていた。

「あ、おはようございます。あの、ええ……」

「おはようございます！　あ、ディアナさん！　お母様大丈夫だったんですか？」

　皆にどう説明するか考えるのをすっかり忘れていた。言いよどんでいると、マーテルもやって来てパメラについて問う。

「え、ええ。少し、貧血気味だったみたい。でも、大したことはないと、お医者様も仰っていたので……」

　もちろんパメラは貧血を起こしたわけではないし、医者を呼んだ事実もなかった。こういう嘘はつきなれていないが、本当のことを言っても呆れられるだけだ。ディアナはなんとか言葉を絞り出した。

「そうか。では、ディアナ。君の仕事の予定を入れても構わないかい」

「はい」

　するとセオドアは来週の予定の欄に、チョークでディアナの名前を書き込んだ。

　来週はヴィクターの視察の予定がある。場所はカラナの町。朝に出立して到着は昼過ぎ。町を見て回った後はカラナの領主館に一泊し、王都へ戻るという予定だ。しかし、もともとこの護衛のメンバーに、ディアナは入ってはいなかったはずだ。誰かが抜けたのだろうかと、他のメンバーの名前を確認した。この予定を組んだダラスの筆跡で、セオドアにヒューゴ、マーテル、それからジェフリー……その他の騎士数名の名前が書かれている。誰かの名前が消されたような形跡はない。そして、セオドアの字で一番最後にディアナの名前がつけ足された状態だ。

　さっそくジェフリーと行動を共にしなくてはならない。ディアナは動揺した。

「どうかした？」

「……いえ」

　セオドアの、様子を窺うような視線に思わず俯いた。

　──問題になったことの真偽を、今ここで問うつもりはないけれど。

　ジェフリーが騒ぎを起こした日、セオドアはそう言った。

　ひょっとして、自分は試されているのではないだろうか。二人一緒に仕事をさせて、支障が出るか否かを。何かあれば進退に関わる──騒ぎを起こしたのはジェフリーだが、女であり平民であるディアナの方が退くことになるのだろう──のではないか。

　今はまだジェフリーのことは考えたくない、そう思っていたが、考えなくてはいけない時が来てしまったようだ。あの告白の後、彼はどう出るのだろう。そして自分はどうなってしまうのだろう。






　カラナの領主館へ到着すると、陽はすでに沈みかけていた。

　ディアナは領主館の番兵に夜の警備態勢の話などを聞きながら、屋敷の周辺をぐるりと回った。結果的に、皆よりも遅れて厩舎へ馬を預けに行くことになる。馬具を取り外そうとした時、背後からさっと誰かの手が伸びてきて、ディアナの代わりにそれを外してくれた。

「あ、ありが……」

　領主館の厩番うまやばんだと思い込んで振り仰ぐと、それはジェフリーだった。思わず絶句する。出立の時は慌ただしく、道中も互いの持ち場が離れていたので、彼と口をきく機会はなかったのだ。

「ありが、とう……」

「ディアナさん」

　厩舎に突然現れたジェフリー。以前、似たようなことがあった。あの時ジェフリーはディアナを脅した。ディアナがセオドアを好きだったこと、そして自分と寝たことを皆にばらすと言って。それを思い出して、ディアナはこの場から逃げ出したくなった。

　この後は何を言うべきか、どうするべきかわからず固まっていると、ジェフリーが作業をしながら口を開いた。

「こんなことで、あなたの気持ちが俺に向くとは思ってないけど。でも、自分を売り込むくらいはさせてください」

「う、売り込む……？」

「いわゆる、求愛ですよ。今まで、あなたに嫌われる行動ばかり取っていたので、今後は態度を改めます」

「それ……本気で言っているの」

「俺、信用ないですもんね。まずは、あなたの信頼を得るところから始めます」

　ジェフリーがこうしたストレートな行動に出るとは思っていなかった。

　意地悪なちょっかいや、皮肉な物言いであれば、こちらも冷たくあしらうことができた。他人の身体を弄ぶひどい男だと思っていた時には、憎むことだってできた。

　さんざん人の気持ちをかき乱しておいて、いまさら何を調子の良いことを──。ディアナ、言ってやりなさい。言ってやるの。ちょっと手伝ってもらったくらいで、私は何を動揺しているの。そうよ──……。

　何をどんな風に言ってやろうかとディアナが口をぱくぱくさせているうちに、ジェフリーに先手を取られてしまう。

「今回……俺たちがさっそく同じ仕事に入れられたのって、多分、試験的なものですよね」

　もちろんこれまでの間に、ジェフリーと同時に護衛のメンバーになる機会は多々あった。しかしセオドアによって、自分の名前が黒板に書き加えられた時のことを思うと、意図があって二人を一緒にしたと考えざるを得ない。

「やっぱり、そう思う？」

　ジェフリーは肩を竦めた。

「まあ、そうでしょうね」

　それから一瞬俯き、再びディアナを見つめた。

「……怒ってますか。食堂でのこと……騒ぎ、大きくしてしまって」

　自分はこの目の前の男を、今、どう思っているのだろう。

　怒りはもちろんある。憎いとも、信用ならないとも思っていた。

　思えば、ジェフリーとこんな風に話をするのは初めてかもしれない。身体を重ねていた時ですら、彼の本心は巧妙に隠されたままで、告白を受けた時は、ディアナが取り合わなかった。

「わ、わからない……他にも色々、あったから……」

　ジェフリーさえ。ジェフリーさえ現れなければ、ディアナの世界は平和だった。

　あのパーティーの夜、恋を失った後、ジェフリーに会わなければ。鍵の在処を忘れていなければ……ディアナは自室で一人、涙を流していただろう。たとえ鍵を無くしたままだったとしても、本当に外のベンチで泣きながら眠っていたかもしれない。きっと、翌朝はひどい顔で……ディアナは皆に「飲みすぎて顔がむくんでしまった」と嘘の説明をするだろう。セオドアの顔を見るたびに心は痛むけれど、それも時が経つにつれて和らいでいく。そして、その後は……。

　……その後は？　ジェフリーと関わっていなければ、自分は今頃どうしていたのだろう。彼に振り回されたせいで、失恋後の自己憐憫に耽ふける余裕など、まるでなかった。セオドアを前にしても、片恋など無かったかのように振る舞うことができている。改めてそんな自分に気づき、驚愕した。






　翌日、ヴィクターと近衛騎士団一行は領主館を出立し、ディアナは隊列の殿しんがりを務めていた。

　前方ではヴィクターとセオドアが馬を並べている。ヴィクターは──これが膝の悪い国王であれば考えられぬことだが──馬車を使わず自ら馬に乗って移動することも多い。身軽な分、今回のような強行日程が増える。

　今日の夕方には王都に到着する予定で、ヴィクターは明日、貴族の学校──セオドアやジェフリーの母校──の創立記念式典に参加することになっていた。ヴィクターの護衛にはセオドアと、今回の護衛に入らなかったメンバーがつくはずだとディアナは記憶している。ディアナのような一介の近衛騎士には代わりがいるが、団長と王太子にはいない。いつもながら、彼らは働き過ぎなのではないかと心配になる。

　その働き過ぎの二人とディアナの間には、マーテルとジェフリーがいた。彼らは時折会話をしているようだが、その内容はディアナの位置までは聞こえてこない。

　そして一行は、馬車がすれ違えない程度の幅の石橋に差し掛かった。

　しばらく前から激しい水音が聞こえていたが、川面を目にしたディアナは息をのんだ。濁った水が大きな飛沫をあげながら、激しく流れていたからだ。昨日ここを通った時は、透きとおるような静かな流れだったのに、今日はすべてをさらってしまうような激しさだ。きっと上流の方で強い雨が降ったのだろう。ディアナたちのいる場所の上空も、いつ雨が降り出してもおかしくはないような、黒い雲に覆われていた。

　ディアナが橋を渡り始めた時、馬が落ち着きのない仕草をみせた。前足が気になるようだ。怪我でもさせてしまったのかと思い、ディアナは確認のために馬を降りる。すると、蹄鉄に小石が挟まっているのがわかった。

「あれっ？　ディアナさん？」

　マーテルがディアナを振り返る。彼女につられるように、ジェフリーも振り返った。

「蹄鉄に石が挟まったみたいなの。すぐに追いつくから、先に行ってて」

　彼らにはそう告げて、ディアナは小石を取り除くために再び屈みこんだが、指では取れそうにない。細長い小枝か何か落ちていないだろうかと辺りを見回したが、そんなに都合のいいことは起こらなかった。そこで剣の先を使って小石を抉り出そうと思いつき、ブーツに挟んでいた短剣を取り出した。

「……さん！　ディアナさん！」

　まだマーテルが自分の名を呼んでいる。先ほど伝えた言葉が聞こえなかったのだろうか。水の音がうるさいのだから無理もない。もう一度説明しようと顔をあげかけた時、ジェフリーが叫んだ。

「ディアナさん、危ない！」

　何が危ないのかをディアナが理解する前に、馬が後ろ足立ちになって嘶いなないた。その直後、大きな音とともに強い衝撃が走り、足元が崩壊した。ディアナの身体は崩れた石橋とともに、川へと投げ出される。

　マーテルがまだ何かを叫んでいる。ジェフリーが必死な形相で馬から飛び降りた。そこまではわかった。

　だが、ディアナの身体は濁った水の流れに揉まれていく。そして何か硬いもの──崩れた石橋なのか、元から川に突き出ていた岩なのか──に思い切り背中を打ちつけ、意識は遠のいていった。










05．ふたり






　喉元を何かが逆流する感覚で目を覚ました。途端、ディアナは水を吐き出し、激しく咳込む。

「ディアナさん！　気がつきましたか？」

　むせているうちに涙や涎まで出てきて、みっともない有様だ。口を拭いたいが、思うように身体が動かない。

「大丈夫ですか」

　誰かが自分を支え、背中を撫でている。

「ディアナさん」

「ジェ、ジェフ、リ……？」

　自分の名を呼ぶ声が誰のものなのかに気づいて、返事をしようと思ったが、あり得ないほどにひどい声が出た。

「ああ。まだ、喋らなくてもいいです。とにかく、落ち着いてください」

　ディアナは再び咳込んだ。それから呼吸を整える作業に入る。自然に息ができるまでに、しばらく時間を要した。

「わ、私……？」

「痛いところはないですか？　怪我をしてないですか？　手足、動かしてみてください」

　身体中が怠くて痛い気がする。動かす気力もなかったが、ジェフリーが「まず、右手は」と声をかけるので、気乗りしないままなんとか動かしてみせる。そして、左手、左右の足、と動かしてみせたところで、ジェフリーがほっと息を吐いた。

「何が起こったか、わかりますか」

「……足元が……崩れて……後は、わからない」

「ええ。橋が崩れて、あなたは川に落ちたんです」

「……どうして、橋が？」

「あなたが馬の蹄を確認していた時、上流から巨木が流れてきて、橋脚に直撃したんです。巨木に気づいて、マーテルと俺とで叫んだんですが、間に合いませんでした……」

　濁流に乗った巨木が橋脚にぶつかった──そのせいで橋が崩れたらしい。あの水の勢いを思うと、そのまま瓦礫に揉まれて溺死する可能性もあったのではないだろうか。そう考えるとぞっとした。

　よくよく見てみれば、ジェフリーもずぶ濡れだった。金の髪から水が滴っている。

「貴方が、助けてくれたの……」

　その言葉に、ジェフリーは複雑そうな表情をみせた。

「……だと、いいんですが」

　彼に倣ってディアナも辺りを見回す。渡ろうとしていた石橋があった場所とは、まったく違う景色になっていた。

「すみません。せめて、皆のいる反対側の岸に辿り着ければよかったんですが、流れが激しくて、無理でした」

　目の前では大きな音を立てて水が激しく流れており、向こう側は切り立った崖になっている。こちら側は申し訳程度に河原と呼べそうな場所で、ディアナとジェフリーの二人はそこにいた。狭い河原のすぐ後ろは、森林地帯となっているようだ。こんな景色には見覚えがない。相当な距離を流されたとわかった。

「どれくらい流されたのか、俺にもわかりません。とにかく、必死だったので」

「サ、サブリナは……私の馬は……？」

　ジェフリーはディアナの馬は川には落ちなかったと思う、と言った。マーテルたちと一緒にいてくれたらいいのだが、驚いてどこかに駆けていってしまったかもしれない。馬の装備からフローヴェリア城の騎士のものだとわかるはずだが、悪い輩に捕まってしまえば、もうサブリナに会うことはできないだろう。

　その時、ディアナの頬を雨粒が打った。空は厚い雨雲に覆われていて、今、何時くらいなのか見当もつかない。

「多分、もう陽が暮れます。今は闇雲に歩き回るより、ここにいた方がいいでしょう」

　ジェフリーは河原に転がっている、大きな二つの岩の隙間を指し示した。あまり雨はしのげないが、風はしのげるかもしれない、そんな場所だ。

「あそこまで、動けますか」

　ジェフリーがディアナを支えようとしたので「平気よ」と答えて立ち上がろうとすると、足に力が入らなくて前方につんのめった。結局彼の肩を借りて、岩の隙間に収まった。ジェフリーは上着を脱ぐと簡単に絞り、それをディアナの頭に掛ける。

「マントがあればよかったんですけど。飛び込む前に外しちゃったんですよね。ディアナさんのマントは、水の中で俺が取り払いました。絡まって、危ない気がしたんで」

　改めて互いの姿を確認する。ずぶ濡れなのを抜きにしても、ひどい有様だった。ジェフリーのこめかみから、血が一筋流れている。

「血が……」

「え？　ああ。どうってことはありません」

　ジェフリーがシャツの袖で拭うと、濡れた生地に血の染みが広がっていく。

「俺、ちょっとだけその辺を見てきます。ディアナさんはここで休んでいてください」

　自分も行くと言いたかったが、身体は言うことを聞いてくれそうになかった。

　ディアナは岩の間に、膝を抱えてしゃがみ込む。そして対岸の崖を見やった。上向かなければ一番上を視界に入れることができない、険しい崖だ。騎士団の皆がこちらを探してくれているのではないかと期待したかったが、あんな場所から見つけてくれるだろうか。そもそも、自分たちは相当な距離を流されたようだから、再会は容易でない気もする。それに、ヴィクターは予定が詰まっている。溺死したかもしれない団員の捜索に、人員や時間を割いてくれるだろうか。せめて、こちらが無事だと知らせる術があったらいいのにと、無理なことを考えた。

　雨は降り止まない。ジェフリーが掛けてくれた上着のおかげで、雨粒が直接身体に当たることは無い。でも、乾いた服が欲しい。火にあたりたい。温かいスープが飲みたい。熱いお風呂に入りたい……。

　ジェフリーが探索を終えて戻ってくるころには、寒さのあまり、ディアナの歯の根が合わなくなっていた。

「ディアナさん。これ、下に敷いてください」

　ジェフリーは後方の林から、木の枝を抱えて戻ってきたようだった。枝の先には葉っぱがたくさんついている。それらを何度か振るって水滴を落とし、岩の隙間に敷き詰める。石だらけで、座っているとお尻が痛かったから、有難かった。

「あ、あの、あ、ありが、」

　歯ががちがちと音を立てて、上手く喋れない。

「……寒いですか？」

「だ、大丈夫、こうして、ほ、ほら」

　ディアナは身体を縮め、自分で自分を抱きしめるようにして両腕をさする。こうしていれば少しは温まるだろうと思ったのだが、濡れた服が体に貼りついていて、摩擦はあまり意味が無かった。見かねたのか、ジェフリーも岩の隙間に入り、ディアナの身体を後ろから抱いた。

「あ、」

「……かなり冷えてますね」

　そう言ってディアナの両手を自分の手で包む。

「……ディアナさん？」

　ディアナは息を呑んで固まっていた。

　こんな風に密着するのはいつ以来だろう。ジェフリーの触れ方は色気も何もない淡々としたものだったが、ディアナは思い出してしまったのだ。かつてジェフリーと過ごした夜を。彼がディアナの心を抉るような言葉を吐いたことを。

　今はそんなことを思い出している場合ではない。それはわかっていたが、ディアナはジェフリーを突き飛ばすことも叫ぶこともできず、ただただ身を固くして俯いているしかなかった。

「すみません」

　ディアナの様子から何かを悟ったのか、ジェフリーはそっと離れる。

「すみません」

　彼はもう一度言った。

　水の轟く音と、気まずい空気だけがそこにはあった。






　陽が暮れて、気温がさらに下がった。目の前の川は激しく流れ、乱暴な音を立てている。聞いているだけでますます寒くなってくる。やがてディアナの身体は、自分でも止められないほどにがたがたと震え出した。

「ディアナさん」

「な、なに、」

「服、脱いでください」

「な、でも、わたし、さ、ささ寒くて」

「だからですよ。このままくっついても、服が濡れているから意味がない。直接、肌を寄せ合うしかないでしょう」

　寒さのせいで、頭も働いてくれないらしい。ジェフリーの言っていることが、初めはよくわからなかった。

「え、あ、あの。だって、」

「俺も寒いです。でも、ディアナさんほど深刻じゃない。さっきみたいに……俺が、後ろから抱きこむ形にしますから」

　二人が身を寄せている岩の隙間は、それほど自由に動ける広さはない。ジェフリーはいったんそこから出ると、躊躇いもせずにシャツを脱いだ。その時、ディアナはようやくジェフリーの意図を理解した。

　これは、アレだ。雪山で遭難した人たちが、こうして助かった例もある……というアレだ。理解したと同時に、羞恥や困惑といった感情も蘇ってくる。

「……ほ、ほほ本気で、言っているの」

「本気です。急がないと、どんどん冷えますよ」

「だ、だって……」

「さすがに、何もしませんよ。ディアナさんが俺のこと、信用できないのはわかります。けど、ここでディアナさんの具合が悪くなったら、俺、どうしたらいいんですか？　あなたを背負って、馴染みのない土地を歩き回らなくちゃいけないんですよ。二人一緒に野垂れ死ぬ可能性だってあります。或いは、調子の悪いあなたを一人ここに置いて助けを呼びに行くか……ディアナさんは、そうなってもいいんですか？」

　ジェフリーの言葉にぞっとした。そして彼が言うことはもっともだと思った。

　ディアナも岩の間から出て上着の釦ぼたんに手をかけたが、指が強張ってしまっていてすぐには外れなかった。

「俺は、先に岩の隙間に入ってます。準備ができたら教えてください。暗いからそんなに見えないと思いますけど、ディアナさんが来る時は、一応、目を閉じますから」

　ディアナがもたついているうちに、ジェフリーはディアナの視界から消える。後ろでベルトを外す音が微かに聞こえた。全部、脱ぐらしい。それもそうか、とディアナは釦と格闘しながら思った。

「ぬ、脱いだわ」

「……じゃあ、こっちへどうぞ」

　陽は落ちているが、厚い雲に覆われた空には月も星も見えない。ジェフリーは岩の隙間に座り込んでいるようだ。闇の中で、彼の肌が白っぽく浮き上がって見える。

　本来ならば、これから裸で密着する行為に備えて、もう一度覚悟を決め直したりするべきかもしれない。だがディアナは寒くて寒くて、今、目の前に焼けた鉄板があったなら、迷わずその上にダイブするだろうというほどの極限状態に陥っていた。暖を取ろうと必死で、彼が目を閉じているかどうかの確認もせずにその懐へ飛び込んだ。

　ディアナを、後ろからジェフリーが包むように座る形になる。背中にジェフリーの胸板がくっついたのがわかった。初めは湿った肌の感触が思っていたよりも冷たいと思った。がたがた震えるディアナを押さえるように、ジェフリーは腕に力を入れて抱え込んでくれている。やがて、肌のくっついている部分が温かく感じられるようになった。ディアナはこのぬくもりが、なんとか全身に回ってくれないだろうかと期待する。

「ディアナさん？」

「……な、なに？」

「起きていられますか。この状態で、寝ないでくださいね」

「そうしたいところだけれど」

　できればこの現実から逃避したい。こんなに寒くて惨めな状況から、どうにかして逃げ出したい。油断したら気が遠くなりそうだった。

「何か、話をしませんか」

「話……？」

「そうですね……ディアナさんの家族の話とか、聞きたいです」

「貴方も知ってると思うけど、父は商人よ」

「ええ。ウォレス海運ですね。港にいくつも倉庫があるでしょう。船もたくさん所有してると聞いてます。すごいな」

「でも、何代遡っても、先祖に貴族はいないわよ」

「商人、結構じゃないですか。成功しているんでしょう？　うちは代々伯爵だったというだけで、俺や、俺の父が努力をしたわけではありませんから」

　貴族の多くは富を成した商人を煙たがる。労働でお金を稼ぐ行為を卑しいと言う人もいる。ジェフリーのように考える貴族は珍しいのではないだろうか。

「何代にも亘って領地を守ってきたのだから、じゅうぶんすごいと思うけど……お父様の領地は、いずれは貴方が継ぐのでしょう？」

「俺が長男ですから、順当に行けばそうなりますね。ディアナさんは、ご兄弟は？」

「兄が二人いるわ。二人とも、父と一緒に仕事をしているの」

「……俺、ディアナさんは一番上なのかと思ってました。ほら、しっかりしてるから」

「そんな。私、別にしっかりなんて……」

　自分がしっかりしていると思ったことはない。本当にしっかりしている人ならば、酒に酔って鍵を失くして子供のように泣いたりしないだろうし、ふらふらと男性について行った挙句、その部屋に入ったりもしない。それを思い出したと同時に、自分を包むように組まれたジェフリーの腕を意識してしまった。自分はこの腕に抱かれたことがあるのだと。この手は、自分の身体を識っているのだと。

　やめなさい、ディアナ。これは今考えることではないでしょう……？

　突如湧いて出た艶めかしい過去の記憶を、なんとか打ち払おうと試みる。

　だが、なお悪いことに、ディアナは気づいてしまった。自分の腰の辺りに何かが当たっている、と。

　……これは、やっぱり……あれよね。

　居心地が悪くなって、ディアナはますます身体を縮め、腰を彼のものから離そうとした。

「すみません」

　ジェフリーが気まずそうに呟く。

「これは、その。自然な反応というか、自分ではどうしようもないというか……ああ、なんか、言い訳に聞こえるな。とにかく俺、本当に何もしませんから」

「え、ええ」

「いくら俺でも、この状況で、やっていいことと悪いことの区別はついてるつもりです」

「ええ……」

　男の人だから、仕方ないのかもしれない。と、思うようにした。それに、身体を離すと背中が寒い。ディアナは再び、ゆっくりとジェフリーに寄り掛かる。
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「ディアナさん、さっきよりは温まってきましたね」

　ジェフリーは脱いだ上着を自分の肩に掛けていたが、それは身体に直接雨が当たらないようにするためだ。雨は降ったり止んだりで、雨脚が強まると彼は上着を引っ張り、ディアナを雨から庇うようにしてくれる。ジェフリーの肩や背中には濡れた上着がずっと貼りついているので、ひょっとしたらディアナよりも凍えているのではないだろうか。

「貴方の方が寒いんじゃない？」

「ディアナさんが温かいから平気ですよ」

　彼はそう答え、ディアナを抱き込んでいる腕に、ほんの少しだけ力を込めた。

　さすがにこの状況で行為に及ぼうとはしないだろうが、ジェフリーがその気になれば、ディアナをいくらでも好きにできるはずだ。力の差だってあるし、何より知らない場所に二人きりで、裸でくっつき合っているのだから。

　だが、彼はディアナに必要以上にくっついては来ないし、触れ方にも性的なものは感じられない。語る口調はゆっくりと静かで落ち着いている。ディアナの心が欲しいというジェフリーの言葉は、ひょっとしたら本当なのかもしれないと思った。

「さっきの話ですけど……もし、俺の方の具合が悪くなって、明日の朝動けなかったら、放っておいてもいいですよ」

「え？」

「ディアナさんはどうにかして、近くに住む人に助けを求めて……俺のことは言わなきゃいいんです。王都に戻った後も、皆には、俺とは会わなかったって言えば、それでいいんです」

　ジェフリーは、自分が動けなくなったら見殺しにしろと言っている……そう聞こえた。

「な、何言ってるの？」

「俺は、あなたにそうされても仕方のないことをしました」

「そんな……」

「少なくとも、あなたの気は済むかもしれませんよ。俺がやってきたことは、ここでちょっとあなたを温めたぐらいで取り返せることではない。そう、思います」

　確かに、この男を殺してやりたいと……それくらい憎たらしいと思ったことはあった。だが、ここで人知れず骸むくろとなるジェフリーの姿を想像すると、ディアナは泣きたくなった。そんなことは望んではいない。

「私が……私が貴方を殺す時は、貴方の口の中にレーズンを詰めて、それで命乞いさせてやるって決めてるのよ」

　ジェフリーが笑った。ディアナを抱える腕も揺れる。

「苦手なのは、サラダになってるやつです。パンやお菓子に入っているのは普通に食べますよ」

「そういう選り好みは、ますます性質が悪いんだから」

「そういえば、マーテルはパイナップルの入った肉料理が嫌いだと言っていました。肉と果物が一緒なのはまだいいとしても、温かいパイナップルが許せないんだとか」

　あたし、パイナップルが温かいのって、どうかと思うんです。そう口にするマーテルが容易に想像できて、ディアナも笑ってしまった。

「ディアナさんは、苦手な食べ物はないんですか」

「私……子供の頃、トマトが嫌いだったの。あの、中身のぷるぷるしたところが、どうしてもダメで。でも、今は平気よ」

「へえ。克服できたきっかけはあるんですか」

「うち、レイリッカムという所に別荘があってね、確か十歳の頃の夏を、そこで過ごしていて……家族皆で周辺の散策に出かけたの。農園の近くを通りかかった時、採れたてのトマトをもらってしまって」

　トマトをくれたのは農園の主だった。井戸水でトマトを洗ってくれて、トマトの表面に付着した水滴が、とても綺麗に見えたのを覚えている。その場で食さなければ失礼だというのもあったけれど、ディアナはその時とても喉が渇いていたのだ。

「びっくりするほど美味しかったわ。それから食べられるようになったけど……あの農園のトマトを超えるものには、未だに出会えないでいるわ」

「なるほど。俺にもそんなきっかけがあればいいんですが」

「…………。」

　このまま、三日も四日も遭難したままであれば、苦手なものでも食べられるのではないだろうか……だからと言って、さすがにレーズンは手に入らないだろうけれど。そう思ったが、あまりに不吉な考えだったのでディアナは言葉にはしなかった。

「ディアナさん、かなり身体温まりましたよね。もう、眠っても大丈夫だと思います。俺、こうしてくっついてますから」

　ジェフリーも同じことを思ったのかはわからないが、彼は食べ物の話を止める。

　言われてみれば、手足の先が冷たいくらいで、それほど寒くはなくなっていた。朝晩は冷え込むとはいえ、そもそも凍えるような季節ではないのだ。

　真っ暗闇の中、川の流れる音だけが聞こえている。今ここに一人でいたら、どれほど心細いだろう……いや、一人だったら……ディアナは今頃、生きてはいない。川の水を、喉から吐き出した時のことを思った。

「あの、ジェフリー……」

「はい」

「川から引きあげてもらった時……私、水をいっぱい吐き出したんだけど、それって……」

　やはり、口と口で蘇生させてもらったのだろうか。ディアナはそう考える。すると、彼がごくりと唾を飲み込んだ音が聞こえた。

「……すみません。ディアナさんが息をしていないように思えたんで、俺、必死で……すみません」

　気を失う前、ジェフリーが馬から飛び降りるところを見た。それは覚えている。彼はなりふり構わず濁流に飛び込んで、ディアナを助けてくれたのだ。自分が命を落とす可能性だってあったのに、それでも。

　ディアナは首を振った。別にジェフリーを責めようとして訊ねたわけではない。ディアナはただお礼が言いたかったのだ。

「ううん。貴方は私を、助けてくれたんでしょう？」

「ディアナさん……」

「だ、だから……ありがとう……」

　口にした途端、ぶわっと身体が熱くなった。すぐそこまで迫っていた、凍てつくような死の気配が遠ざかった気さえする。照れくさくなったディアナは、慌てて話題を変えた。

「あ、あの……朝になったら、どうする？」

　ひょっとしたら、騎士団の誰かが自分たちを探しているかもしれない。それならば川沿いから離れない方がいい。だが、向こう岸の崖の先はどうなっているのだろう。人が入れる地形なのだろうか。

「俺たち、かなり流されたと思うんですよね。だったら、もっと下流の方へ行ってみませんか。別の橋があるかもしれません。或いは、河口に近ければ川幅が広がって、流れも緩やかになるでしょう？　歩いて渡れるかもしれませんよ」

　ディアナは一生懸命、王城とカラナの位置、その周辺の地図を思い浮かべようとした。

　川岸を歩いて上流まで遡り、皆とはぐれた場所に戻っても、橋は落ちている。川を下れば王城からは離れてしまうが、向こう岸に渡れるかもしれない。来るかわからぬ助けをここで待つよりは、そっちの方がいい気がした。

「ええ、そうね」

「では、明朝に備えて、もう休みましょうか」

「あまり眠れそうにはないけれどね」

「そうですね。でも動かないで、目を閉じてじっとしていれば、少なくとも体力は温存できますから」

　この状況で眠れるわけがない……そう思いはしたものの、水流に揉まれたせいか身体は怠く、これ以上の考え事はしたくない気分だった。ディアナは、いつの間にかうとうとしていた。






　時折ハッと目が覚める。だが辺りは暗く、激しい水の音だけが聞こえている。川に落ちた時の恐怖と驚きを思い出して、頭を抱えて叫びだしたい衝動に駆られるが、背中に感じる温もりで、今の自分は一人ではないと安心し、再び浅い眠りに入る。ディアナはそれを何度か繰り返した。






「ディアナさん……」

　ジェフリーの囁き声に目を開けると、空は白み始めていた。水の音は相変わらず激しいが、昨日ほどではない。

「動けるようなら、出発しましょう。明るいうちにできるだけ進んでおきたいので」

　雨はすっかり止んでいた。今日は晴れそうだ。

　ディアナたちは濡れた衣服を絞ってから着込んだ。それはひんやりとしていたが、晴天のもと歩いていれば、そのうち乾くだろう。まずは下流に向かって歩き始めた。

　しばらく歩くと岩や石の転がっている河原は途切れ、川は土手を削るように流れていた。そこで川沿いを進むのは諦めて林の中へ入り、水の音を聞きながら歩き続ける。

　ふとジェフリーが立ち止まる。彼は大きな木の葉を摘むと、それを円錐状にくるりと丸めた。目の前にある小枝を揺すり、円錐の中に水滴を貯める。

「雨水ですが。どうぞ、ディアナさん」

　即席のコップに付着した水滴が、木漏れ日を反射して輝いている。そして唐突に、自分は喉が渇いていることに気がついた。水ならば近くに大量にあるが──普段は清き流れなのだろう──今は濁っていて、それはとても飲めそうにない。

「すごい……葉っぱを、こんな風に使ったりできるのね」

「俺の実家……アンバーリッジは田舎なんですよ。こういうのは、子供の頃によくやりました」

　ディアナは葉っぱのコップを受け取った。

「貴方のご家族の話……聞いてもいい？」

　昨日はディアナの家族の話をした。だが、ディアナが喋るだけでジェフリーの話を聞いてはいなかったし、彼がどんな環境で育ったのか、どんな家族がいるのか……ディアナは、初めて知りたいと思ったのだ。

「俺ですか？　両親と、姉と、弟がいます」

「まあ。真ん中なのね」

　姉がいることになんだか納得してしまう。女性に幻想を抱くことのない、斜に構えたような彼の言動。お姉さんの影響なのかもしれない、とディアナは思った。

「ええ、まあ。この姉が……ちょっと曲者でして」

　ジェフリーの姉は強烈な人物らしい。彼が大げさに語ったのかもしれないが、それを差し引いても、話を聞いている分にはとても面白かった。

　茂みをかき分けるようにしてしばらく進むと、倒木が転がっていた。それは昨夜の雨で濡れていたが、こちらの衣服も湿っているので、二人は気にせずそこに腰掛けて休憩をとる。

　少し休んだ後、ジェフリーはその辺を見てくると言って木々の間へ消えて行った。ディアナも一緒に行こうとしたが、彼は「ディアナさんは疲れているんですから、体力を温存しておいてください」と言う。

　しかし昨日もディアナは偵察をジェフリー任せにしていた。確かに昨日のディアナは動き回れる状態ではなかったが、ジェフリーの方がずっと体力を消耗しているのではないだろうか。彼はディアナを支えて泳ぎ、岸に引き上げ、一晩中温めてくれたのだから。なんだかジェフリーが心配になって、ディアナは彼の後を追った。

　木の葉の隙間から射す木漏れ日を受けて金色の髪が輝いていたので、ジェフリーのいる場所はすぐにわかった。彼は手に木の枝を持ち、中腰で地面にある黒っぽい塊──ディアナのいる場所からは、どう見ても動物のフンに見えた──をつついていた。

「な……にしてるの？」

「あ、ディアナさん」

　怪訝そうなディアナの問いに、ジェフリーは顔を上げた。

　彼に近寄って地面を確かめてみると、やはり、どう見ても何かのフンとしか思えない塊だった。だがジェフリーの表情は至って真剣なものだ。

「早めにここを離れましょう。多分、これ、イノシシのフンです」

「はあ」

　彼の真意が掴めずに曖昧な返事をする。

「この辺にまだイノシシがいるかもしれません。遭遇したくはないでしょう」

　そこでようやくディアナにも合点がいった。

「ええ」

　と、頷きはしたものの。もう一度ジェフリーの姿を見る。騎士の制服はすっかり草臥くたびれてしまっているが、それでも優男ぶりは健在だ。長めの前髪が頬にかかって、影を作っている。足はすらりと長くて……でも、手に枝を持って、動物の落とし物をつついていた。

「ふふっ」

　ディアナはとうとう噴き出した。

「あはははは！」

「え……ディ、ディアナさん？」

「ご、ごめんなさい。だ、だって……枝で……」

　ディアナはお腹を押さえながら笑う。

「いえ、昨日の雨で湿っただけで、古いものかもしれないって思ったんですよ。中身の方は乾いてるんじゃないかって」

　ジェフリーは木の枝を使って検分していた理由を述べた。

「でも、よくわかりませんでした。というか、見つけた時点で離れるべきですよね。俺、なんで確かめようなんて思ったんだろう……」

　ジェフリーの後に続いて件の落とし物から距離を取りながらも、ディアナの笑いは収まらぬままだった。

　ディアナは思う。この人、普通にしていれば人当たりはいいし、優しいし、面白いし、それに……じゅうぶん魅力的なんじゃない、と。初めからこんな風に接してくれていたら、彼に対するディアナの気持ちはまた違ったものになっていただろうに、と。

「そういうのって、やっぱり故郷で過ごしているうちに身についたの？」

「動物のフンの見分け方のことですか」

「それもあるけど、葉っぱでコップを作ったり、なんだか自然に慣れ親しんでいる気がしたから」

　二人きりになってからのジェフリーの行動は、とても落ち着いているように見えた。だから、アンバーリッジで過ごしていた頃は、頻繁に河原や山の中で遊んでいたのだろうかと思った。

「半分はそうかもしれません。でも、アカデミー時代にやった軍事演習で覚えたのもありますよ」

　彼は、森林地帯に分け入って、そこで七日間の模擬戦を行ったことがあると言う。士官候補生たちは二組に分かれ、戦果を競うのだ。

「たとえば、ほら」

　ジェフリーは上を指さした。ディアナも見上げる。木の葉の間から青空が見えた。

「茂っている木の葉は、南側の方が多いんですよ。これで大体の方角がわかります」

「まあ、ほんとね」

　瞬時にわかるものではなかったが、意識して見てみれば木の葉のつき方には偏りがある。

「山の中で、仲間とはぐれた時の合図なんかもありますよ」

「わかった。木の幹に印をつけたり、枝を折っておいたりするんでしょう」

「うーん、それだと敵にも気づかれてしまう可能性がありますから」

　ジェフリーは手近な場所の枝から葉をちぎった。それを地面に置き、小石を上に乗せる。

「こうして葉っぱで自分のいる方角を指したものを、不定の感覚で置いて行くんです。自然のものと区別をつけるために、葉っぱを少し千切って印をつけるんですけど、どんな風に千切るか事前に仲間内で相談して決めておくんですよ。ただ、すごく見つけ難いんですけど」

「探す方も大変ね」

　ジェフリーは確かに、と言って肩を竦めた。

「でも人間相手じゃなければ、ディアナさんが言った方法でじゅうぶんですよ。今ここにイノシシが現れて、逃げる時にはぐれてしまったら、その方法でいきましょう」

　その手段を使う時が来ませんようにと祈りつつ、ジェフリーのアカデミー時代の話を聞きながら、二人は先へ進んだ。

「ディアナさん。ここ、段差があります」

　二、三歩先を行くジェフリーが振り返った。

「滑るんで、気をつけてください」

　そう言って手を差し出す。彼はいとも簡単にディアナを段差の上に引き上げた。力強い手に、ディアナの胸はざわめいた。

　彼の手が離れて、思わずその温もりを確かめるようにディアナは自分の手の甲をさすった。

　……ジェフリーが、初めからこんな風に接してくれていたら？

　そんなことはわかっている。優しくて面白い仕事仲間として、アーヴィンやダラス、ヒューゴと同じように大切に思っていただろう。

　ディアナの心を乱すこともない、ただの良き仲間として。

　ならばあの夜、優しくされてふらつくことも無かったはずだ。

　彼がどんな風に女性を抱くのか、どんなことに傷つくのか、そして意外に直情的な面があることも知らず、ディアナは今頃失恋の傷を癒していただろう。

　静かに。自分の中に激しい感情が生まれることもなく、とても静かに。






　二度の休憩を挟んで林を抜けると、視界が広がった。山の向こう側に煙が上がっているのが見えた。民家の、煙突からの煙だろうと二人は期待し、そちらを目指して歩き続けた。

　煙の出どころは、猟師の一軒家からだった。集落らしきものはなく、その猟師の家だけがただぽつんと存在している。

　その家へ行き、上流の橋が壊れて流され、彷徨ってきたことをジェフリーが説明すると、初老の猟師とその妻は、二人を家の中に入れてくれた。彼らが言うには、川に沿ってもう半日ほど歩けば橋と村があるらしい。そして、今夜の寝床として納屋を貸してもいいと言う。ディアナたちは夕飯をごちそうになると、厚意に甘えて納屋へと向かった。

　ごちそうになったものは固くなったパンと、具が殆どないスープ、少しのチーズだった。きっと、楽ではない生活なのだろう。ディアナは申し訳なく思った。それに──。

　それに。ディアナは借りたランプで納屋の内部を照らした。

　中は狭く、狩猟に使うと思われる道具や、薪を割るための斧などが置いてある。それから藁布団に入れるためのものだろうか、藁が積んであった。寝床として使えそうな空間は少ししかない。

　ディアナとジェフリーは、自分たちのことを城の騎士だと説明していた。夫婦や恋人だとは一言も言っていない。そんな自分たちに躊躇なくこんな寝床を勧めるのだから、王都から離れて生活する農民や猟師たちにとっては、未婚の娘の評判などあまり重要ではないらしい。もっとも、ディアナはもうそんなことを気にする身体では無いのだが。

　寝床の狭さについてジェフリーが何を思ったかはわからない。でも彼は明るい口調で言った。

「藁を寝床にしましょう。詰めれば、二人とも横になれますよ」

「ええ」

　ディアナはランプを倒さないように気をつけながら下へ置くと、藁を広げて均しているジェフリーを手伝った。

「夕べと比べると、天国ですね」

「ええ、そうね」

　服はまだ若干湿っているもののちゃんと着ているし、身体を横たえることができる。そう考えると、ディアナの気持ちも上向きになった。

　ランプを消して藁の上で横になり、余った藁を身体の上にふり掛ける。チクチクしたが、昨日よりもずっと温かい。安心したせいか、ランプを消すと同時にディアナは眠りに落ちていた。






　カサ、という音でふと目を覚ます。周囲はまだ真っ暗だった。再びカサカサ、と藁が擦れるような音がして、ジェフリーが起き上がったとわかった。暗闇の中で、ジェフリーが動き出す気配がする。さらに身体にくっついた藁を払うような音と微かな足音がして、扉が軋んだ。ジェフリーは納屋を出て行ったのだ。用を足しに行ったのだろうかと、ディアナはぼんやり思った。

　再びうとうとしていたようだ。次に目を覚ました時、まだジェフリーの気配はない……ような気がした。そっと腕を伸ばし、彼が横たわっていた場所に触れる。手ごたえは、頼りない藁の感触だけだった。

　ディアナは起き上がった。ジェフリーはまだ戻っていない。用足しにしては長いのではないだろうか？　あれから自分はどれくらい眠っていたのだろう？　こんな夜中に、知らない土地で、一体どうしたというのだろう？　探しに行くべきかと考えたが、今は夜で、やはり知らない土地である。闇雲に動き回っていいはずがない。このまま彼が戻って来なかったらどうしようと不安に襲われた時、蝶番が軋む音がした。

「ジェ、ジェフリー……？」

「ディアナさん？」

　聞きなれた声が返ってきて、ディアナはほっと胸を撫で下ろした。

「すみません、起こしてしまいましたか」

　ジェフリーは囁くように言って、静かに藁の寝床へ入ってくる。

「い、いえ……目を覚ましたら、貴方がいないみたいだったから。あの……お腹の調子でも悪いの？」

　ディアナは遠慮がちに、だが気になっていたことを訊ねた。

「ごめんなさい。でも、ただの用足しにしては長かったみたいだから」

「ああ。そうなんです、ちょっと。……女性の前で、すみません」

「いえ。聞いたのは私の方だし……」

　ディアナは自分のお腹を押さえた。固くなったパン。野菜の切れ端が浮かんだスープ。ぽそぽそのチーズ。ジェフリーは、それをやたらとゆっくり食べていた。お腹がすいていたディアナは、鮮度や衛生状態など気にせず食べてしまったが。

「何がいけなかったのかしら」

「え？」

「いえ、あの……私も同じものを、食べたわけだから」

　ジェフリーがお腹を壊しているとなると、自分もそうなってもおかしくはない。すると、彼は「ああ、そうか」とため息を吐いた。

「ディアナさん」

「何？」

「あなたの不安を取り除こうとすれば、今度はあなたを不快にしてしまう」

　ジェフリーは謎かけのような物言いをした。

「ええと、すみません。腹の調子が悪いというのは、嘘です。ただ、えーと……」

　彼がこんな風に口ごもるのは珍しい。昨日彼が口にした「もし俺の具合が悪くなったら」という話を思い出して、ディアナは怖くなった。

「な、なに？　お腹じゃなければ、どこの具合が悪いの？　まさか、怪我でもしているの？」

「そうじゃなくて……俺、あのままじゃ、あなたを襲ってしまいそうだったんですよ！」

　ディアナは、やけくそ気味に吐き出された言葉の意味を考えようとした。彼がいるはずの方に顔を向けるが、真っ暗で何も見えない。ただ、藁がサラサラと音を立てている。

「すみません……けど、あなたを襲うよりいいでしょう」

　彼は、精を抜いてきたのだ。

　ようやくそのことに気づいたディアナは、混乱した。

「え、だ、だって。昨日はあんなに……」

　裸で、密着して過ごした。でも彼は──硬くなってはいたけれど──そのままディアナと過ごした。朝まで、何もせずに。

「昨日と今日じゃ、まるで違いますよ。そりゃ、あなたの身体に反応はしましたけれど……けど、考えることは他にたくさんありました。俺、あなたを死なせたらどうしようとか、どうやったら無事に帰れるんだろうとか……昨日はそういう心配事で、いっぱいいっぱいだったんです」

　また、カサカサと藁が動いた。

「けど、今日は違います。一応腹は満たされているし、ここは雨も風もしのげる寝床です。この先に村があることもわかっています。昨日とは、違うんですよ……」

　軽い混乱の後、ディアナは猛烈な恥ずかしさに襲われた。その次に、じわりと温かい気持ちがこみ上げる。昨日、ジェフリーはそんなことまで考えてくれていたのだ。

「あなたの寝息を聞いていたら、昨日の感触が生々しく蘇ってきて、それで、俺は……どうしようもなくなってしまったんです……すみません」

　ガサガサという大きな藁の音に続いたジェフリーの声は、若干遠く聞こえた。彼はこちらに背を向けたのだろう。

「これ以上あなたに嫌われたくなかったんですけど……なんだか、全然上手くいかない」

　独り言のようにジェフリーは呟き、それから黙った。

　暗闇には静寂だけが鎮座しており、藁の擦れる小さな音すらも聞こえない。

　ディアナは、ジェフリーがいる方をじっと見つめた。

　手淫してきたことを白状されたというのに、不思議と嫌な気持ちにはならなかった。嫌味ったらしく慇懃無礼いんぎんぶれいで、まったく本心がわからないと思っていたジェフリーの、等身大の泥臭さがそこに見えるような気がしたのだ。

「あの、私、別に……」

　嫌ではない、不快にはなっていないと伝えようとしたが、この状況でそんな科白を吐いたら、遠回しに誘っているみたいではないか。だから微妙に言い方を変える。

「別に……気にしないわ。だって、貴方に幻滅するのは今に始まったことではないし、今更という感じで」

「許してくれるんですか」

「許すも何も……男の人は大変ね、と思っただけ」

「ああ。けど、俺、前にも暴露しちゃいましたもんね。あなたを使って手淫してるって」

　彼が動いた気配はない。ディアナに背を向けたまま喋っているようだ。

　確かに、ジェフリーはディアナに言ったことがある。自分は想像の中で数えきれないくらいディアナを穢した、と。

「幻滅ついでに聞きますか？　俺の想像の中のディアナさんがどんな風か」

「なんだか、碌な話じゃなさそうね」

　ジェフリーが身体を揺らして笑うのがわかった。藁も一緒にカサカサと揺れる。

「俺とディアナさん、二人一緒に敵に捕まっちゃうんですよ。ディアナさんは敵兵に囲まれて……俺は、別の敵兵に押さえつけられて、『お前の仲間が犯されているところを見てろ』って言われるんです。ディアナさんは俺の目の前で服を剥かれていって……俺は、何もできない自分を呪いながらも、なぜかものすごく興奮してて」

「ちょっと待ってよ。そこは普通、貴方が敵をやっつけて、ヒーローになるべきでしょう」

「相手が大人数ですからね。俺、すぐやられちゃうんです」

「だらしないわね」

「すみません」

　ひどい話題だというのに、なぜか口角が持ち上がってきて、ディアナは笑ってしまっていた。

「他にも色々あるんですけど、俺の一番のお気に入りはウォレス少佐っていうやつです」

「私が少佐？」

「ええ。俺は一兵卒で、あなたは出世して、少佐辺りなんですよ」

「しかも、貴方が一兵卒ですって？」

　ジェフリーのような貴族であれば、たとえアカデミーを出ていなくても、そこそこの地位に就ける。一兵卒というのは考えられない。

「さては、何かへまをして降格になったのね。いい気味だわ」

　ジェフリーのくすくす笑いが聞こえる。

「まあまあ、俺の想像世界の話ですから」

「それを言うなら、妄想世界でしょう」

　そこで二人とも笑った。

「ウォレス少佐は勲章をたくさんつけた制服を格好よく着こなしていて、野郎どもの憧れの的なんですよ。俺はあなたから剣の手ほどきを受けるんだけど、どきどきして上手くいかない。あなたはため息を吐いて、俺に言うんです。『仕方ないわね、今夜、私の執務室にいらっしゃい、個人授業を行うわ』。それで、その個人授業の内容が──」

「もういいわ」

「色々あるんですよ。俺はこれをウォレス少佐シリーズって名づけて、繰り返し想像をめぐらせています」

「もうやめてったら」

　笑いすぎてお腹が痛くなってきた。

　ひとしきり笑って、苦しかった呼吸が落ち着くと、ディアナは不思議な解放感に包まれていた。

　ジェフリーが自分のこと──それも、ひどい内容の──を話してくれたせいか、そしてそれを二人で笑いながら共有したせいか、ディアナも自分のことを話してみようという気分になっていたのだ。家族や自分にまつわる話ではなく、心の内を。

「あの、聞いてくれる……？」

「はい。ディアナさんのことなら、なんでも」

　カサカサと藁が擦れる。彼がこちらを向いたのだ。

「団長のこと……」

　ディアナは、一度言葉を切り、唾を飲み込んだ。

「団長はね、本当に、私の夢だったの。完璧すぎて、神様みたいに思ってた。だって、私の中では、団長は用足しには行かないんだもの」

「ディアナさん、いくらなんでもそれは」

「もう。私の中ではって、言ったでしょう？　……私、団長のカッコ悪いところとか認めたくない部分とかを見てしまっても、自分の中でそれをなかったことにしてしまうと思うのね。貴方、私に聞いたことがあるでしょう。私が、その、団長を想ってひとりで、その……」

　──自分が団長と情交しているところを想像して、一人で慰めたりしていたんですか。

　──あなたの想像の中では、何回くらい団長とやったんですか。

　彼はディアナを抱きながら、そう訊ねてきたことがある。

「ああ、はい……」

　ジェフリーの声は気まずそうだった。

「私は、団長が誰かとそんなことするなんて、考えられないの」

「王女と婚約しましたよ。結婚したら、子供も生まれるでしょうね。それでも？」

「それはきっと、キャベツ畑で見つけたりするのよ……もう、笑わないで。だから、私にとっては夢だったの。私の理想を団長に重ねて、勝手に神様みたいに思ってた……そういうことなんだと思う。だって、神様と人間は、恋愛なんてできないでしょう？」

　ジェフリーは何も言わなかった。いい年齢をして、少女のように夢見ていたディアナを馬鹿だと思ったのかもしれない。こんな話を彼にすべきではなかったかも、とディアナが思い始めた時、ジェフリーが言った。

「ディアナさんの中で、俺は人間ですか」

　先ほどとは違う、真剣な声だ。

「俺とは。俺とは、恋愛できますか」

「そ、それは……」

　ディアナにとって、ジェフリーは生々しい現実そのものだった。

　彼がディアナの目の前でお腹を壊そうが、どれほど情けない姿を晒そうが、格好悪い真似をしようが、きっと、自分はあるがままのジェフリーを受け入れるだろう。

　ディアナにとって、ジェフリーは紛れもなく人間の男性である。だが、それは何を意味するのだろうか。ジェフリーと恋愛……できるという意味になるのだろうか。

　自分の中でジェフリーの評価が覆り始めている。そのことに気づいたディアナは、思わず身を起こしそうになった。

「……いえ、返事はまだいいです。今のは、忘れてください」

　ジェフリーは寝返りを打ち、ディアナに背を向けたようだ。

「早すぎる質問でした。俺はまず、あなたの信頼を勝ち取らなくちゃいけないんですから」










06．孵化の兆し






　夜が明けた後は納屋を使わせてくれた猟師夫婦にお礼を言って、二人は下流に向かって歩き始めた。川幅は徐々に広くなるが、人間が歩いて渡るにはまだまだ流れが速い。半日ほど歩いたところに村や橋があるという話だったので、焦らずに歩を進めた。

「村に、役人のいる施設があればいいんですけど」

　小さな集落らしきものが見えてきた時、ジェフリーはそう言って、自分の汚れた制服を見下ろした。

　昨夜の猟師夫婦は、二人の服装を見ても、城の騎士だと説明しても、ぴんと来ていないようだった。王都から離れた田舎ではそんなものなのかもしれない。だが、制服以外の装備は流され、二人は小銭すら持っていない。話の通じる村人や役人がいなければ、王都へ戻るのに苦労するだろう。

「ディアナさんだって、汚れ、流したいでしょう？」

　身体が乾いてくると、濁流の名残である土や砂が、髪の毛や服の繊維からざりざりと落ちてきて、気になるようになっていた。役人がいる村であれば、手持ちが無くとも宿屋を案内してもらえるはずだ。

　ジェフリーは自分の制服をあちこちと触り、銀の釦──いくつかは川に流されてしまっているが──やベルトのバックルを売ったらいくらぐらいになるのだろうと、ぶつぶつ呟いている。

　──俺とは、恋愛できますか。

　ディアナは、ジェフリーの言葉を思い返していた。彼は忘れろと言ったが、なぜかそれに腹が立った。どうして無かったことにしなくちゃならないの？　と。

　ディアナは俯いた。

　忘れろと言われて、どうして私は腹が立ったの？

　嬉しかったのだ。彼の問いが。

　けど。けれど……そんな馬鹿な。では、私は彼の気持ちに応える準備ができているというの？

　あのパーティーの夜みたいに、彼にちょっと気を使ってもらって、彼がちょっと優しかったから、ぐらついているだけなのではないの？

　ジェフリーはこうしてさんざんディアナに夢を見させて……。

　──大嫌いな俺に犯されて、今、どういう気分でよがってるんですか？

　結局はひどい言葉で、暗く冷たい深淵へと、叩き落とすのではないだろうか。

「ディアナさん？　どうしました」

　いつの間にか立ち止まっていたディアナに、ジェフリーが訝しげに声をかけた。

「どこか……痛いところでもあるんですか。それとも、疲れましたか」

　彼はディアナの様子を見ようと近づいてくる。

「い、いえ。何でも」

　そうだ。自分はまだ、彼を信頼しきれていないのだ。

　ジェフリーはそれを知っているからこそ「まずは信頼を勝ち取りたい」と言ったのだろう。彼は、ディアナ以上にディアナの気持ちに詳しいのかもしれない。

「ディアナさん？　本当に大丈夫ですか」

　ディアナと一緒に水流に揉まれ、林の中を歩き回り、ジェフリーもボロボロだ。制服はあちこち釦が千切れ、泥がこびりついて、かぎ裂きまでできている。みすぼらしい格好のはずなのに、ディアナの瞳に彼の姿はやたらと新鮮に映った。

「おおい！　そこの！　そこの、あんたら！」

　呼び声に、二人は顔を上げた。粗末な服を着た男がこちらへ手を振りながら駆けてくる。

「あんたら、お城の、騎士さんかい？」

　男は二人の前までやってくると、膝に手をついてぜえぜえと肩で息をした。男の問いにジェフリーが答える。

「……いかにも、我々はフローヴェリア城の騎士だが」

「ああ、やっぱりそうか」

「あの、失礼だが貴方は一体……？」

　男はしばらくの間苦しそうに息を整えていたが、ようやく二人に向き直った。

「お城の騎士さんが、あんたらのこと探してる。髪の短い女の子で……」

　そう言って遠くに見える集落を指さしたので、ディアナとジェフリーは顔を見合わせ、ほぼ同時に口にした。

「マーテルじゃない？」

「マーテルだ！」

　マーテルが集落へやって来たのは、昨日の昼前のことだったという。彼女は村人を集め、夜の間ずっと川面に向かって松明を掲げ、周囲にも篝火かがりびを焚き、何か──つまり、ジェフリーとディアナの死体──が流れてこないかと目を光らせていたようだ。

　彼女は夜通し河原で過ごしていたが、今は宿屋で仮眠をとっていると男は言った。マーテルは二人が見つかるまで眠らないと言い張ったらしいが、彼女は全力で馬を飛ばし、休む間もなく探したくもない探し物──仲間の死体など、探したくないはずだ──をしていたのだ。「いいかげん休むべきだ」と村人たちに言われ、しぶしぶ宿屋に入ったようだった。今は村人が代わる代わる、何かが流れてこないかと川面を見つめているという。

　二人は男の話を聞きながら集落へと向かった。案内された宿屋の入り口に、馬が繋いである。マーテルの馬と、それから……。

「サブリナ！」

　ディアナは自分の愛馬に駆け寄り、その首に抱きついた。

「その馬、やっぱりお城の騎士さんのものだったのかい」

　宿屋の主人は言った。サブリナは今朝早くこの村にやって来たらしい。サブリナを見たマーテルは「ディアナさんの馬だ」と言って泣き出し、村人たちはそのマーテルの姿に涙したそうだ。

「ああ、サブリナ……もう、会えないかと思っていたのよ」

　サブリナは小さく嘶いた。それとほぼ同時に、どたどたと、床を踏み抜きそうなほど乱暴に廊下を駆け抜ける音が聞こえてきた。

「ギャァアアアア！　ディアナさんっ！　ディアナさぁああん!!」

　そして宿屋の入り口からマーテルが飛び出してくる。

「マーテル！」

　ディアナは突進してきたマーテルの身体を、なんとか受け止めた。

「あたし！　あたし、ディアナさんのこと探しててぇええ！　でもっ、でもすっごく不安で！　だって、もし、ディアナさんが……うっ、うわぁああん」

「ま、マーテル、落ち着いて、私は大丈夫だから、ね？」

「お、俺の立場は、一体……？」

　マーテルはディアナしか目に入っていないようだ。ジェフリーがぼそりと呟く。

「ジェフリーが、私のこと、助けてくれたのよ」

　マーテルははたと顔を上げ、ジェフリーを見やり、

「ギャァアアア！　ジェフリーさんっ！　無事だったんですか！」

　再び叫んだ。






　宿でお湯を使わせてもらった後、女将が用意してくれた服を借りて、三人は食堂に集った。そしてマーテルはこれまでのことを説明してくれた。

「あの後、二人を探しに川を下ったんですけど。人や馬が入れない地形が続くようになって……でも殿下は予定が詰まってるから、どうしても王都に戻らなくちゃいけなくて」

　二人が落ちた川は、激しい濁流であった。生きているかどうかわからない人間のために、全員で捜索できるような状況ではなかった。そこで、マーテルだけが川沿いを下った。河口付近ならば、二人を──生きていても、そうでなくても──見つけやすいと考えたらしい。

　上流から何かが流れてくるたびに、不安で恐ろしくて仕方が無かったと言って、マーテルは涙をこぼした。

　ものすごく疲れていたから食事はほどほどにして切り上げ、ディアナは部屋へ下がった。ジェフリーが一部屋、マーテルとディアナで一部屋だ。

　ディアナはやはり宿から借りた寝巻に着替え、さっそく寝台を使おうとした。まだ陽は暮れていないが、寝台に入ったら明日の朝まで目を覚まさない自信がある。それほどディアナは疲れていた。ジェフリーもきっと同じだろう。

「ディアナさん、あの」

　毛布を捲った時、マーテルが躊躇いがちに口を開いた。

「大丈夫でしたか？　その……ジェフリーさんと二人きりで」

「え」

　ディアナは固まった。

　ジェフリーがディアナを助けて岸に上がり、二人は河原で一夜を過ごして、朝になって林を抜け、猟師の納屋に泊めてもらい、そしてこの村に行きついた。

　マーテルにはそう説明している。裸で温めあったことや、猟師の納屋でどんな風に過ごしたか……そこまで詳しい話をしてはいなかった。

　ひょっとしてマーテルは、ディアナがジェフリーと二晩も一緒だったから思うところがあるのだろうか。

「あっ、ああー！　違いますっ、そういう意味じゃなくてですね！」

　気まずそうな表情をしてしまっていたらしい。マーテルはディアナの顔を見て、焦ったように胸の前でバタバタと手を振った。

「あの、ディアナさんとジェフリーさんって、折り合い悪かったみたいだから。それで、ずっと一緒で大丈夫だったのかなって」

「え？　あ、ああ。そういうこと、ね」

　ホッとして、妙に白々しい言い方になってしまう。

「ええと、彼はとても親切にしてくれて」

　ジェフリーは可能な範囲で、ディアナに不自由がないようにしてくれたと思う。猟師の家では、質素な食事をジェフリーはやたらとゆっくり食べていた。そしてディアナが食べ終わったところで彼は言ったのだ。「食事、足りましたか」と。もちろん、猟師夫婦には聞こえないよう、囁くように。あれは、ディアナが食べ足りなかった場合に備えてのことだったのだ。

　今更気づいて、ディアナは目を見開いた。

「彼は……すべてにおいて、私を優先してくれたんじゃないかと、思う」

「へえ！」

　ディアナが寝台へ入るとマーテルはカーテンを閉めて光を遮り、眠りやすいようにしてくれた。

「ジェフリーさん、やるじゃないですか。そういう時って、その人の本質が現れるって言いますからねえ」

「そういう時？」

「だから、生命の危機とか……緊急事態の時ですよ」

　マーテルは王都に報せを送ってくると言って、部屋を出て行った。

　彼女がカーテンを閉めてくれたから、部屋の中は薄暗い。このまま瞳を閉じれば、数日ぶりに寝台で休めるというのに、ディアナの目は冴えてしまっていた。

　──そういう時って、その人間の本質が現れるって言いますからねえ。

　ディアナとジェフリーは、じゅうぶんに緊急事態に陥っていたと思う。近くに村があるとわかってからは少しだけ危機感が薄れたものの、最初の夜などは実際に生命の危機に晒された。

　ディアナはここ二日間の出来事を振り返る。

　ジェフリーは、ディアナに怪我がないか確かめ、一晩中温めてくれた。その間、ずっとディアナが死んだらどうしようと不安だったとも言った。それから……葉っぱのコップに水を入れてくれて……。

　──俺、あのままじゃ、あなたを襲ってしまいそうだったんですよ！

　ジェフリーは必死だった。彼はどんな表情で声を絞り出していたのだろう。見てみたかった。周りがもっと明るければよかったのに。

　だが暗闇の中ですら気恥ずかしかったのだ。きっと、ディアナの方こそ真っ赤になって、ジェフリーと口をきくのは難しくなっていたかもしれない。







＊＊＊








　割り当てられた部屋へ入ったジェフリーは、寝台の縁に腰掛けた。

　小さな村の小さな宿屋だが宿泊客はそれなりにいるようで、廊下からは使用人の忙しない足音や会話が聞こえてくる。しかしそれを決してうるさいとは思わない。生きている人間の気配は、今のジェフリーにとって有難いものだった。

　無事に人里へ辿り着くことはできた。だが王都へ戻るために体力の回復を図らなくてはならない。気分が高揚していて眠気は感じなかったが、ジェフリーは毛布を捲り、そこに身体を横たえる。

　目を閉じると、この数日間の出来事が瞼の裏に蘇った。






　川に飛び込んだ時はディアナを救うことで頭がいっぱいで、自分がどうなるかなんて考える暇もなかった。

　幸いディアナは崩れた石橋の残骸に引っかかっていたので、ジェフリーは狙いをつけて飛び込むことができた。しかし濁流の激しさは想像を超えるものだった。ジェフリーがディアナの腕に触れたと同時に、彼女の身体はどんどん押し流されていく。

　手を離してはいけないと思った。流れに揉まれながらも彼女のマントを引きちぎるように外し、顔が水に浸からないよう、上向かせた。ジェフリーも何度も溺れそうになったが、自分が意識を失ったらディアナも死んでしまう。だから必死で生せいにしがみついた。

　ようやく足が川底に触れるようになると、ジェフリーは岸に上がるために足掻いた。周囲を見渡せば、石橋があった辺りとは景色ががらりと変わっていて、どれくらいの距離を流されたのか見当もつかない。

　ディアナに大きな怪我がなかったことにホッとしたが、今度は凍死の恐怖が襲ってくる。彼女を死なせてはいけないと、ジェフリーはまた必死になった。

　そして次の夜。狭い納屋の中で、ジェフリーはひどく安堵していた。ディアナを死なせることなく、今夜の寝床に案内できたからだ。

　ディアナは横になってすぐに眠りに落ちたようで、暗闇の中、可愛らしい寝息がすうすうと聞こえてくる。

　ディアナの命がまだあることに、ジェフリーは泣きたくなった。

　騎士をやっているのだから、普通の女性よりは体力がある。それでもあのほっそりした身体で激流に耐え、寒さに耐え、短くはない距離を歩いて、今もジェフリーの隣にいる。これほど尊いことは二つとない。そう考えたら、泣きたくなったのだ。

　昂る感情のままに彼女を抱きしめたくなったが、起こしたら悪いし、何よりこの状況でそれをやったらまた嫌われてしまう。だからジェフリーは我慢した。

　そこで終わっていれば「いい話」だったかもしれない。

　ディアナを抱きしめる代わりに、ジェフリーは想像してしまったのだ。河原で二人、裸で温め合ったことを。あの時はそれどころではなかったが、後になって考えると……かなり際どいシチュエーションではないだろうか？　ちょっと手を彷徨わせたら触れられる場所にディアナの胸があって、ちょっと腰をずらしていたら……。

　そこまで想像したら、ディアナの寝息が艶めかしいものに思えてきた。

　深呼吸したり自分の太腿をつねったりしてみたが、脳裏に浮かんだ光景はどんどん煽情的なものになっていく。ジェフリーはとうとう起きあがり、納屋から出ることにした。

　そして欲望を吐き出してから納屋に戻るとディアナが起きていて、腹痛という言い訳も使えず、結局は「ひどくカッコ悪い話」になってしまった。

　ディアナが呆れた感じで笑ってくれたのが、せめてもの救いである。それに……。

　──あの、聞いてくれる……？

　──団長のこと……。

　彼女の口から、セオドアのことが語られたのは意外だった。

　セオドアはディアナにとって夢であり、神でもあった──それを聞いて、ジェフリーはまた泣きたくなった。二年もの間、そのような想いを秘めていたディアナが愛しく思えて堪らなかったからだ。

　そして同時に強く願った。

　ディアナにとって、自分は夢でも神でもありたくない、と。

　そして、つい「俺とは、恋愛できますか」と訊ねてしまった。早すぎる質問だった。

　ジェフリーは、大きく息を吐いた。

　その時、廊下からマーテルの声が聞こえてくる。

「二人とも無事だって、王都に報せを出してきますね！　ディアナさんは休んでてください！」

　扉の軋む音がして、足音が遠ざかっていった。

　マーテルが出て行ったということは、ディアナもこれから眠りにつくのかもしれない。

「ディアナさん。いつか、俺と……」

　小さな声で呟く。

　可愛い寝息と、細い肩と、形の良い額。シナモン色の真っ直ぐな髪。彼女にまつわるあらゆるものを思い浮かべつつ、ジェフリーも眠りについた。
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01．せかいはかがやいている






　セオドアの執務室の窓は大きく開放されていた。風がそよいで、カーテンが揺れている。

「申し訳なかった」

　王城へ戻った後、ディアナはセオドアから謝罪を受けていた。

　ディアナとジェフリーの捜索よりも、ヴィクターの予定が優先されるのは当たり前の話である。あの時は貴族の学校の創立記念式典に参加するために、一行は王都へ戻らなくてはならなかった。

　学校の式典、とは言っても王侯貴族の子息たちが集う学校で、国外からの留学生も多くいる。内政にも外交にも関わる重要な行事であった。ヴィクターとセオドアをはじめ、近衛騎士たちはこれに間に合うよう、王都へと急いでいたのだ。現地にマーテルを残してくれただけでもありがたい話だった。

「いえ。団長が謝ることではないと思っています」

「いや、君たちを置いて戻ったこともだけれど……君は、もともとカラナ行きのメンバーではなかったからね」

　そうだった。セオドアはディアナの名前を黒板に書き足したのだ。食堂でのケンカ騒ぎがあったせいで「団員同士の──ディアナと、ジェフリーの──関係性に問題があるのではないか。ひいては騎士団全体に影響が及ぶのではないか」と、懸念された結果だ。ディアナはそう受け止めている。

「私がいなかったら、川に流されていたのは他の誰かだったかもしれません。それこそ、団長やヴィクター様だったりしたら……」

　ディアナの言葉に、セオドアは笑った。

「確かに。それはそれで困るな」

　もしくはディアナがいなかったことで移動の時間に多少のずれが生じて、橋が壊れる前に皆が渡り切れていたかもしれない。逆に一行があの場所に到着する頃には、とっくに橋は流されてしまっていたかもしれない。今考えても仕方のないことだ。

「私もジェフリーも、こうして無事だったわけですし」

「では、もう大丈夫なんだね？」

　風が吹いて、外から緑の甘い匂いが運ばれてくる。

「ここしばらく、君は張り詰めた雰囲気だった。挙句、食堂での騒ぎだろう？　もう気づいていると思うけど、君をカラナ行きのメンバーに加えたのは……」

　セオドアはそこで言葉を濁したが、彼が言わんとしていることはすぐにわかった。

　ジェフリー。張り詰めた雰囲気を出してしまった原因は、どう考えても彼だ。ディアナはそう思った。仕事に影響が出ないよう、気をつけていたつもりだったのだが。

　ディアナが頷くと、セオドアは柔らかく微笑んだ。

「でも、今はいい表情に見えるよ」






　軽く稽古をした後、着替えるために宿舎へ戻ろうとすると、途中でばったりジェフリーと会った。ディアナとは入れ違いで、彼はこれから訓練場に向かうようだ。稽古着を身に着けたディアナを見て、彼は驚いたように眉を上げる。

「ディアナさん、稽古なんかして大丈夫なんですか？」

　マーテルと合流した村には、二日間滞在した。一日休んでだいぶ回復したとはいえ、帰路のことを考えてもう一日休息をとったのだ。ちなみにジェフリーの馬はセオドアが王都まで引いて行ってくれたらしい。帰りはマーテルの馬にディアナが同乗し、ジェフリーにサブリナを貸した。そして今日の午後遅くに王城に到着し、セオドアの部屋を訪ね、訓練場へ向かい、現在に至る。確かになかなかハードな日程である。

「ええ。大きな怪我は無かったけれど……武器を持った時にちゃんと身体が動くかどうか、確認したかっただけだから。貴方もそうなんでしょう？」

「まあ、そんなところです」

　夕闇が迫っている。ジェフリーの影が、地面に長く伸びていた。

「あの、ジェフリー。私、貴方に相談があって」

「え。な、なんですか」

　ジェフリーは真顔になって姿勢を正した。

　別に、改まった話をしようとしたわけではない。ディアナは戸惑う。

「ええと、ほら……私たちを泊めてくれた猟師の夫婦がいるでしょう？　彼らに、何かお礼の品を贈りたいと考えているの」

　河原でマーテルの捜索に協力してくれた村人たちには、騎士団からの礼状が届けられることになっている。自分の仕事を切り上げて協力してくれた人や、一晩中川面に向かって松明を掲げてくれていた人もいるからだ。

　猟師の夫婦も食事を出してくれて、寝床まで貸してくれた。セオドアは彼らにも礼状を出そうかと提案してくれたが、ディアナはもっと別のものでお返ししたいと思っている。

　彼らの質素な暮らしぶりを思い起こす。小さなあばら家のポーチは腐りかけていて、屋根には雨漏りを直した跡がたくさんついていた。彼らに子供がいれば、王都の人気店の焼き菓子などが喜ばれたかもしれない。だが子供たちはすでに独立した後らしく、夫婦二人だけの暮らしのようだった。では、田舎では手に入らない香辛料はどうだろうと考えた。しかしあの日食卓に並んだ食事を思うと、黒胡椒やサフランなどよりも、小麦や砂糖を贈った方が喜ばれそうな気もした。

「でも、それだとあからさまな施しみたいで、なんだか……」

「ああー、そうか……そうかもしれませんね……」

「実用的なところで、温かいブランケットもいいかなと思ったんだけれど、私たち、藁の中で眠ったじゃない？　それもあてこすりみたいで、ちょっとどうかと……」

「なるほど」

「私、明日の午後が休みになっているから、城下町でいろんなお店を見て回ろうと思っているの。でも、貴方の意見も聞きたいと思って、それで」

「あ、じゃあ。俺も。俺も行きます！」

「え……でも、」

　ディアナは近衛騎士の詰所にある、黒板の内容を思い出した。ヴィクターの予定と、近衛騎士たちの予定が書きこまれている黒板だ。ディアナは先ほど、猟師夫婦へ贈り物を買いに出かけるために自分の休日をチェックした。そして自分とジェフリーの休みは、当分の間重ならないことも確認していた。

「でも、貴方の休みは、明日じゃないでしょう……？」

「誰かに代わってもらいます！」

　ジェフリーは、身を乗り出さんばかりの勢いだ。

「明日の午後ですよね！」

「え、ええ」

　かと思いきや、彼は踵を返し、

「絶対！　俺も一緒に行きますから！」

　そう叫びながら詰所の方へと走って行ってしまった。きっと、休みを代わってもらえそうな人にあたりをつけるため、黒板を確認しに行ったのだろう。

　彼は……何というか、あんなに余裕のない人だっただろうかと、ディアナは思った。

　そういえば、かつてジェフリーはしきりにご飯を食べに行こうだの飲みに行こうだのディアナに誘いをかけてきたが、こうして一緒に出かけるのは初めてだ。彼の誘いは、自分をからかってのものだと決めつけていたけれど、あの軽い言動の裏に、彼の本心が隠されていたのだとしたら……頬が熱くなったような気がして、ディアナは俯いた。

　手のひらで頬をごしごしと擦り、それからジェフリーが消えた方角を見やる。

　ジェフリーと、ああして歪な形で関係を持ってしまった以上、何事も無かったかのようにやり直すのは難しい。彼が少し可愛く見えたからといって、不用意にその腕の中に飛び込んではいけないと、ディアナは知っている。だが……。

　──でも、今はいい表情に見えるよ。

　セオドアに言われて気がついたのだが、ずっとディアナの中に巣食い、澱みをもたらしていた何かはいつの間にか消えてなくなっていた。

　視界はやけにクリアだった。






　ジェフリーとの待ち合わせ場所は、王城の裏手にある馬車回しのエリアだった。

　王城に運ばれてくる荷物や手紙、逆に王城から街へ運ばれていく荷物、それらを積むための馬車や荷車がたくさん停まっており、多くの使用人たちが歩き回っている。

　また、休暇を過ごすために街に出かける者や、王城で働く家族に会いにやって来た者なども行き交っていたから、騎士やメイドの制服、または番兵の制服を身に着けていなくても、それほど目立つことはなかった。

　だが、その男性は目立っていた。

　立派な馬車に寄り掛かり、長い足を見せびらかすように軽く交差させている。

「ディアナさん」

　ジェフリーはディアナの姿を認めるや否や、急ぎ足でこちらへ向かって来た。彼は上品なダークブルーの上着を身に着けていた。シャツの襟は、顎に刺さるのではないかと心配になるほど糊づけされてピンと立っている。あのパーティーの夜も、彼は自分によく似合う上品な衣装を身に着けていたから、きっとお洒落が得意なのだろう。

　比べて昨晩のディアナときたら、姿見の前でずっと今日の服装を決めかねていた。変に気合いを入れた格好をして、ジェフリーと出かけるために張り切ったと思われるのは恥ずかしい。さりげないものを、と手持ちの服を物色したが、今度は「そのさりげなさが逆にわざとらしいのでは？」と頭を悩ませる羽目に陥った。

　結局ディアナは、首元まで覆われた女学生のようなドレスに、シンプルなボンネットをかぶって出かけることにした。

「ディアナさん、素敵な格好ですね。よく似合ってますよ」

「そ、そう？」

　これでは彼と並ぶと子供っぽいかもしれない。ディアナはなんとなくボンネットの位置を直してみる。

　ジェフリーは馬車の扉を開けて乗り込むと、ディアナに手を差し出した。

「どうぞ」

「この……馬車は？」

　ディアナは、王城と城下を行き来している乗合馬車を使って出かけるものだとばかり思っていた。だがこの馬車はやたらと立派で、外装は顔が映り込みそうなほどぴかぴかに磨きあげられている。

「クライアー家の、タウンハウスの馬車ですよ。昨日のうちに手配しておきました」

　クライアー家はアンバーリッジに領地を持っており、ジェフリーの家族はそこで暮らしている。そして田舎に領地を持つ多くの貴族がそうであるように、クライアー家も王都に屋敷を所持しているようだった。

「貴方のご家族は、よく王都に来るの？」

「毎年ではないけれど、社交シーズンの間なんかは王都に滞在してますよ。タウンハウスに関しては使用人が数人、常駐していまして、俺がたまに様子を見に行っています。あとは、弟も今は王都で暮らしていますから」

　ジェフリーの弟のジャスティンは、王都の寄宿学校に入っている。短期休暇の際には、ジャスティンもタウンハウスで過ごすことがあるようだとジェフリーは言った。

　馬車の中にエスコートされたディアナは、ジェフリーと対面して腰を掛ける。その時、自分が進行方向を向く側の席に、ごく自然に誘導されたのだと気がついた。城下までは大した距離でもないのに、ジェフリーの細やかな気配りに感心してしまう。

　ちらりとジェフリーを見やると、彼はディアナから視線を逸らし、口元に手を当ててそこを擦っている。

「あの。もしかして、引いてますか……？」

「え？」

「俺が、張り切って馬車まで手配したから……ひょっとして、ディアナさん、気が重くなったんじゃないかと」

「え……いえ、別に……」

　どう答えていいのかわからず、ディアナは押し黙ってしまう。必死な様子で約束を取りつけ、非常にスマートにディアナを馬車へ誘ったかと思うと、今度は自分の行動がどう思われたかを気にしている。かつて、頬にディアナの手形をつけてもなお飄々と振る舞っていた彼はどこへ行ってしまったのだろう。

　馬の蹄と、車輪の音が小さく聞こえているが、スプリングのきいた座席に振動はそれほど伝わってこない。二人の間には気まずい、というか、気恥ずかしい沈黙がある。その沈黙に、ディアナの方が先に耐えられなくなった。

「そんな……そんな風にされると、調子狂うじゃない」

「え。そんなって」

「なんだか、しおらしいっていうか」

「しおらしいですか、俺」

　それは、少なくともジェフリーを形容する言葉ではない気がする。ディアナの科白にジェフリーはくすくすと笑ったが、すぐに真顔になった。

「そりゃ、嫌われてもいいと思っていた頃は、好き勝手に振る舞いましたけど」

　彼は頬杖をついて窓の外を見ながら、言葉をひとつひとつ選んでいるかのようにゆっくり喋る。

「今は、ディアナさんに俺を好きになってもらいたくて、足掻いてます。ディアナさんとの約束を取りつけて一人で浮かれてみたり、あなたに引かれたんじゃないかと青くなったり……今も、つまらない男だと思われたらどうしようと、なんとかして気の利いた会話ができないかと、ぐるぐる考えているんですよ」

　ジェフリーはつまらない男ではない、と思う。カラナからの帰路、皆とはぐれて二人きりで過ごした時、彼はとても面白かった。猟師の納屋では、露骨な話をして二人で笑ったりもした。おそらく、あれは暗闇と非日常のなせる業だったのだろう。そうでなければ、どうして今はこんなに照れくさいのか説明がつかない。

　ディアナには、やはりどう返事をしていいのかわからなかった。彼が意地悪で皮肉な態度ばかり取っていた頃は、それなりに言い返すこともできた。でも今は違う。ストレートに自分の気持ちを伝えてくるジェフリーを憎からず思うし、一体どうしてしまったの、とも思う。

　その時馬車が止まって、御者が到着を告げた。ディアナはなんとなくホッとした。

「どの辺の店を見て回るか、決まってますか」

「ええ。噴水広場から南へ行ったところに、雑貨店がいくつか並んでいるでしょう？　そこでいいものがあれば。でも見つからなかったら、西地区の方にも足を延ばして……そんな感じで考えてるの」

「じゃあ、馬車はこの辺りで待たせておきましょうか。さあ、ディアナさん」

　ジェフリーは馬車を降りるとディアナをエスコートするために手を差し出した。彼に促されるままに馬車を降りる。するとディアナのボンネットが曲がっていたらしく、ジェフリーはそれを直してくれた。

　気恥ずかしさは募る一方だ。彼を正面から捉えることができず、ディアナは誤魔化すように視線を泳がせていた。










02．ふたり、城下にて






　大きな雑貨店で、ディアナは棚の上に置かれた花柄のティーポットを手に取り、それをじっくりと眺めている。

　彼女は女学生が着るような清楚で可愛らしい、若草色のドレスを身に着けている。クリーム色のボンネットには、ドレスと揃いの色のリボンがついていた。薄茶色の髪と真っ白い肌がボンネットから覗いている。

「このティーポット、可愛い」

「ほんとだ。可愛いですね」

　ディアナさんが。

　ジェフリーは心の中でそうつけ加えた。

　ディアナは隣の棚に視線を移し、今度は繊細なレース編みに指で触れる。

「わあ、綺麗……」

「ほんとだ。綺麗ですね」

　ディアナさんが。

　ジェフリーはまたまた心の中でつけ加える。

　おうむ返しのようなジェフリーの相槌に、ディアナは顔を上げた。

　見惚れていたことに気づかれたのだろうか。ジェフリーはぎくりとして背筋を伸ばす。

　今日は、世話になった猟師夫婦への贈り物を選ぶために町へやって来ているはずである。なんとかこぎ着けた嬉し恥ずかしの初デート……というわけではない。少なくともディアナにとっては真面目な用事なのだ。いや、ジェフリーもあの猟師夫婦には何か心がこもった贈り物をしたいと思っている。

　だがジェフリーはそれ以上にディアナと二人で出かけられたことが嬉しくて嬉しくて、未だに浮かれまくって隣のディアナを盗み見ては、一人でにやついていた。

「真面目に選んでよ」と、ムッとされるのかと思いきや、ディアナは店の入り口に並んだベンチを振り返った。そこには数人の男がぐったりとした様子で座っている。

「貴方も座っていても、いいのよ」

「いえ、とんでもない」

　ジェフリーはそう答えたが、これは「こんなに素敵なディアナさんから離れるなんてとんでもない」という意味である。

「だって、買うものが決まっていないのに、色々見て回るのって……男の人にとっては、苦痛なんじゃないの？」

　入り口のベンチに座っている男たちは、妻や恋人の買い物につき合わされて辟易しているのだろう。皆、虚ろな目で宙を見つめている。

「いいえ。そもそも、一緒に行くって言ったの俺ですし」

　それに女性の買い物につき合うのは、ジェフリーにとって苦痛でもなんでもない。メイドの娘たちとしょっちゅう城下の雑貨店や菓子店の話をしているせいもあるのだろう。それに、姉のイングリッドの買い物につき合わされた経験も何度かあるが……イングリッドときたら、考えなしに歩き回っては、疲れただの喉が渇いただの文句を言って、同行者を振り回す。

　ディアナはそんなことは決して言わないだろうし──いや、少しは我儘を言ってこちらを振り回して欲しいものだ──彼女の隣を歩けるのなら、このまま明日まで持ち越しても構わないとさえジェフリーは思う。

「でも、レース編みは実用的ではないわよね」

　ディアナはレース編みから手を離し、ティーポットの棚を振り返る。

「こっちも、デザイン重視のものだし」

　確かに、あばら家とも呼べそうな猟師夫婦の住まいに、可憐な花柄のティーポットはあまり似合わないだろう。

　ディアナは今度は卓上ランプを手に取って、考え込んだ。

「あの家……どんなランプを使っていたかしら」

「ええと」

　ジェフリーも、猟師夫婦の家のインテリアを思い出そうと試みた。

「テーブルの上に、燭台が置いてあったのは覚えてるんですけど……あ、俺たちが納屋に向かう際、ランプを借りましたよね。持ち手がついていて、古い、どっしりした感じの」

　ディアナが手に取ったランプは、細長くて不安定なデザインのものだった。彼女はそれを棚に戻し、周辺の商品を見渡したが、やはり可愛らしくて繊細な作りのものばかり並んでいる。

「ランプはやめましょう。というか、壊れ物自体、良くないわよね」

　郵便馬車は悪路でもかなり飛ばすと聞いている。丁寧に梱包しても、輸送の段階で割れてしまうかもしれない。

「じゃあ、向こうの方も見てみましょうか。クッションやラグが置いてありますよ」

「まあ。クッション、いいかも」

　ディアナの表情がぱっと輝いた。

　自分の考えに賛同──というか相槌に近いが──してもらえるのは、なんて嬉しいんだろうとジェフリーは思った。

　昨日、彼女から「相談がある」と改まった表情で言われた時は、何か、二人の間のこと……そう、たとえば「貴方のことはやっぱり好きになれそうもない」とか「前向きに検討しようと思う」とか、そういった話をされるのだと思い込み、ジェフリーはひどく緊張した。

　だがディアナの相談とは、なんとも可愛らしい話だった。ジェフリーもあの猟師夫婦には感謝しているが、騎士団名義で送付する礼状でじゅうぶんではないかと思っていた。フローヴェリア城から発送された、レイヴン近衛騎士団の印章が捺してある書状は、それだけでも価値がある。一般市民は、受け取ったら誇らしい気持ちになるだろう。

　しかしディアナは自ら選んだ贈り物で感謝の気持ちを示したいと言う。猟師夫婦にとって何が必要とされているだろうか、それは押しつけがましくないだろうかと、それは彼女らしく、誠実で真面目な相談事だった。

　これは一緒に出かけて一緒に選ぶしかない。休みを代わってもらったヒューゴには秘蔵のワインを要求されたが、それを惜しいとはまったく思わなかった。ジェフリーはタウンハウスに使いを遣って馬車を手配し、それからクローゼットをひっくり返して着るものを選んだ。

　馬車の手配は良かれと思ってしたことだったが、クライアー家の馬車を前に気後れしているディアナを見て、初めて自分は張り切り過ぎたのではないかと怖くなった。

　馬車の中でもなんとかディアナと会話を続けたい一心で考えをめぐらせ、焦り、自分はこんなに馬鹿だっただろうかと気づいて愕然とした。

　ディアナは今、綺麗に並べてあるクッションを一つ一つ手に取って吟味している。「金糸の刺繍が入った豪奢なものよりも、やっぱり使い心地よね」と呟いてクッションの房飾りに触れた。

　ディアナが屈んだ瞬間、彼女の肩が腕を掠めて、ジェフリーは震えた。

　自分はディアナの肌を識っている。どこを攻めたらどんな風に彼女が啼くかも識っている。ただ、何度身体を重ねても、ディアナの心は離れていく一方だった。ジェフリーは今、何とかしてディアナの心を手に入れようともがいている。

　では初めから彼女に誠実に対応していたら？　ディアナの怒りを煽るような態度を取らず、良き仲間として認めてもらえるよう接していたら……？

　きっと、アーヴィンやダラス、ヒューゴと同じように信頼してもらえたはずだ。ジェフリーとディアナの間には絆が芽生えていただろう。

　その他大勢の皆と同じような絆が。

　けれど、皆と同じでは嫌だった。

　ちらりとディアナを見ると、彼女は鮮やかな色合いのクッションを手に取って首を傾げていた。ボンネットからこぼれ出た髪の毛も一緒に揺れる。

　そう。皆と同じでは嫌だ。だが結局自分のしてきた行動は、ディアナの気持ちを何一つ考えていないものだった。

　最初は、彼女の身体だけでも自由にできればそれでいいと思っていた。しかし、やがてそれだけでは満足できなくなった。挙句、最悪のタイミングで気持ちをぶちまけ、ディアナを混乱させた。そしてきちんと求愛すると宣言したことによって、彼女はますます混乱したはずだ。

　自分がやってきたことは何なのだろう。結局は、イングリッドの傍若無人な振る舞いと大差ないのではないだろうか。

　ごめん。

　ごめんなさい、ディアナさん。

　でも、どうしようもないくらい、あなたが好きなんです。

「素材も見た目も申し分ないけれど……あの家で使うものとしては、どうかしら」

　他の誰にも渡したくないし、あなたを識っているのは、俺だけでいい。

「あの……ジェフリー？」

「え、あ。ああー……じゃあ、ほら。これとかどうです？」

　急に話題を振られてハッとしたジェフリーは、脇の棚に手を伸ばした。

「これは、ウールのひざ掛けね」

「そうそう。ブランケットほど大仰じゃないですし。ほら、色違いのものもありますよ」

　焦って適当に掴んだものだったが、贈り物としてそれなりに相応しい気がする。

　ディアナはくすんだ淡い紫色のひざ掛けを広げて、大きさや質感を確かめているようだ。それから次に、灰色と水色の中間の色合いのものを手に取って頷いている。

「こっちの方を旦那さんに。それで薄紫の方を奥さんに。いいかもしれないわ」

　彼女は二枚のひざ掛けを持ち、カウンターへと向かっていく。ジェフリーは「しまった」と思った。こんなに早く贈り物が決まってしまっては、もう帰るしかないではないか。

　ジェフリーは一緒にカウンターへ行って財布を出した。

「ディアナさん。ここは俺が」

「あら、だめよ。私だってあの夫婦にはお世話になったんだから」

「じゃ、送料をディアナさんが持つってことでどうですか？」

　送料は距離と荷物の重さで決まる。送付先は国内だし、ひざ掛け二枚は重いものではない。大した額にはならないだろうとジェフリーは踏んだ。そしてディアナが考え込んでいる隙に、支払いを済ませてしまう。二人はそのまま貨物輸送局のオフィスへ向かって、荷物を手配した。

　郵便馬車の並ぶスペースを抜けて通りへ出る際、ジェフリーは歩く速度を緩めて考え込んだ。「ディアナさん、お腹すきませんか？」そう言って誘ってみるのはどうだろう？　……いや、昼食はとってきたはずだ。町へ出てから食べる約束を、昨日のうちにしておけばよかった。じゃあ「ディアナさん、喉乾きませんか？」これならどうだろう？　……ちょっとあからさま過ぎるだろうか？

　かつてジェフリーは、こんな躊躇いなど抱くことなくディアナを町へ誘っていた。断られて当然だと思っていたし、実際、しつこく持ちかけた時のディアナの怒りの表情を、ジェフリーは楽しんですらいた。

　だが、今は断られるのが怖い。いや、前のようにそっけなく「結構よ」と言われたり「いい加減にして」と怒られるのならば、まだいいかもしれない。ジェフリーの気持ちを若干慮った挙句、困ったような表情をされたりしたら、それが一番きついような気がした。

「ディアナさん、足……痛くないですか。疲れてませんか」

　女性は大抵、つま先が細くて踵の高い靴を履いているものだ。喫茶店に入る理由になりそうな質問を投げかけてみる。

「いえ。私、もっと歩き回ると思っていたから、歩きやすい靴を履いてきたのよ。こんなに早く決まるなんてね」

「えっ」

　ディアナは「ほら」と言って、ドレスの裾をちらりと持ち上げ、ジェフリーに靴を見せる。どこか得意げなディアナの表情は、いつもより幼く見えて、とても可愛らしかった。しかし喫茶店に入る理由を失ったジェフリーは狼狽うろたえる。こんなことなら、最初から「喉乾きませんか？」と言っておけばよかった。

「じゃ、じゃあ、ディアナさん。えーと、えーと……」

　俺はこんなに間抜けな男だっただろうか。

　ディアナに対して、もっと大胆かつ失礼極まりない言動をとったこともあるのに、今は彼女の微かな反応すら怖くて軽い誘いもかけられないとは。

「あの、ジェフリー……？」

　ディアナが訝しげな表情を見せた時、配達を終えた郵便馬車が、大きな音を立てて通りからこちらへやってくる。馬車と接触するほどの距離ではなかったが、埃が舞い上がった。ジェフリーはディアナの手を掴んで身体を入れ替えた。

　なんとなく、手を繋いだ形になってしまう。もちろんジェフリーの側から、この状態を解く理由は一つもない。

「他にどこか……寄りたい場所はないですか」

「あ、あの。じゃあ」

　ディアナは一度視線を落としたが、すぐに顔を上げた。ディアナが手を引っ込める素振りを見せなかったことに、ジェフリーは安堵した。

「貴方が、アップルパイが美味しいって、マーテルに教えたお店があったでしょう？　他のお菓子も美味しいの？」

　ディアナは休憩の合間に口にする、ちょっとした菓子が欲しいと言った。

「ああ。あの店はマカロンも美味いって聞きましたけど……もっと日持ちするものの方がいいのかな。でしたら、ベーカリー・ダロアールのクッキーが有名ですよ。パンがメインの店ですけど、お菓子も作ってるんです」

「そのパン屋さん、近いの？」

「ええ。この通りを真っ直ぐ行って、二つ目の角を曲がった先です。行きましょうか」

　馬車を使うまでもない距離だ。ディアナが頷いたので、ジェフリーは大通りへと彼女を誘った。城下の菓子店についてもっとうん蓄を述べようかと思ったが、聞かれてもいないのに自分の知識をべらべら喋るのはただのうざったい男だ。それはやめておこうと考える。

　だが話題が途切れると、どうしても意識は繋いだ手に向かってしまう。ちょっと手をずらして、できれば指を組むように繋いでみたい。そんなことをしたら、さすがに振り払われるだろうか。

「今日はありがとう」

　ジェフリーが悶々としていると、ディアナが言った。

「男の人って、ほら。女性の買い物につき合うのを嫌がるから。買うものが決まっていない時なんて、特にそうでしょう？　うちの父や兄たちは、母の買い物につき合わなくちゃいけない時、いつもすごく嫌そうな顔をするの」

「いえ。あの猟師夫婦に世話になったのは俺もですし」

「でも、まさか一緒に選んでくれるなんて思ってなくて。だから、ありがとう」

　やばい。ディアナさんめちゃくちゃ可愛い。

　ジェフリーは、ディアナとは──それは、彼女の望んだことではなかったが──情交まで行っている。ディアナを裸に剥いて、あられもない格好をさせて散々啼かせた。世間の男と女がする行為として、もっとも深い交わりを果たしているわけである。

　それなのに今はただ手を繋いでいることに、ディアナが礼を言ってくれたことにひどく感動している。初めてディアナを抱いた夜よりも、ジェフリーの心は大きく動いていた。

　感動ついでに、今の自分は、結構脈ありなのではないかと図々しくも思ってしまう。猟師の納屋で、自分と恋愛できるかどうかをディアナに訊ねたことがあった。あの時は急いた質問だったと思ったが、今同じことを聞いたらディアナはなんと答えるのだろう？

　頬をうっすらと染めて「う、自惚れないでよね」と言い、ジェフリーから目を逸らすディアナの様子が容易に想像できた。

　そんな可愛い反応をされたら、人目を憚らず彼女を抱きしめてしまいそうだ。

　いや、しかし。困惑の表情や、気が重そうな素振りを見せられたら、しばらく立ち直れないかもしれない……。

　その時、背後から野太い声がした。

「おう、ディアナじゃねえか！」

「……！」

　ディアナの身体は魚のようにびくっと跳ねて、そして彼女は勢いよくジェフリーの手を振り払った。

「やっぱりディアナだ。久しぶり！」

「近衛の仕事はどうよ？」

　見ると、城下警備隊の制服を身に着けた二人の騎士が、こちらへ向かって歩いてくる。彼らがかつてのディアナの同僚だということは、ジェフリーにもわかった。そう。わかった。わかったが──振り払われた手のひらを思わず見つめる。

「リカルド！　それに、ファビオ！　久しぶりね」

　ディアナはボンネットをくいと上げ、彼らに笑みを見せる。

「ほんと久しぶりだな。たまにはこっちにも顔出せよ」

　野太い声の男は、ヒューゴと同じくらいの立派な体格をしていた。彼はボンネットの上からディアナの頭をぐしゃぐしゃと撫でる。

　あっ、ディアナさんになんてことを。ジェフリーは思ったが、ディアナは腹を立てる様子もなく笑っていた。

「他の皆は？　元気なの？」

　もう一人の、ディアナより少しだけ身長のある男が答えた。

「こないだ、レーゼが結婚して退役したよ」

「ええっ？　相手は？　同じ警備隊の人？」

「いや、親が用意した縁談だって言ってたから、故郷の人じゃないかな」

「そうなの……お祝い、言ってあげたかったな」

「だからさ、お前、もうちょっと詰所に顔出しに来いよ。南地区の警備隊はそれほどメンバー変わってないぜ。お前が来たら喜ぶって」

「そうよね。たまに、遊びに行こうかしら」

「あ、そうそう。ライナスの奴が出世して騎士団に上がったよ。城で見かけない？」

「まあ。ライナスが？　どこの騎士団かしら。王城で彼を見ることはないけど……」

「じゃ、どっか地方の砦にでも駐留してるのかな」

　ディアナはかつての仲間と気軽に会話を交わしている。彼女の表情は現在の仲間であるアーヴィンやヒューゴらに対して見せるものと変わりない、打ち解けたものだ。ジェフリーはディアナのその表情を何度も見たことがある。

　しかしジェフリーは、ディアナと、アーヴィンやヒューゴが仲間以上の関係ではないと知っている。彼女が今会話をしている、リカルドやファビオとやらもそうなのだろうが……ジェフリーは彼らを知らない。彼らと話すディアナも、まるで知らない人のように見えた。

　俺との仲を勘ぐられるのが、そんなに嫌だったのかな。

　疎外感を覚えながら、ジェフリーは振り払われた手をもう一度見つめた。










03．親愛のキス






　馬車の中には、焼き菓子の甘い香りがほんのりと漂っている。

　先ほどからなんとなく、ジェフリーの態度がそっけない。

　ディアナにはその理由がわかっていた。彼の手を振り払ってしまったからだ。挙句、かつての仲間との世間話に興じて、ジェフリーを放置した。リカルドとファビオに、ジェフリーを紹介すべきだと思ってはいたのだが、気がつくと彼は何歩も離れた、まるで無関係の者のような位置に立っていたのだ。ジェフリーに声をかけるタイミングを掴めずにいるうち、世間話は終了して二人は仕事に戻っていってしまった。

　その後、ジェフリーは焼き菓子を買うためにパン屋へとディアナを案内してくれたが、口数は少なかった。いや、今日の彼はいつもに比べて口数が少ない。でも、それはディアナがどこか落ち着かない気持ちになっているのと同じだと勝手に思っていた。仕事場とは別の場所で、制服も身につけずに一緒にいるのは妙に照れくさかった。だがその気まずさは決して不快なものではなくて──。

　馬車がガタンと揺れて、辺りに焼き菓子の香りが広がる。

　ジェフリーは頬杖をついて窓の外を見ている。往路でも彼はそうしていたが、今二人の間にある、愉快とは言い難い沈黙は……多分、自分のしたことが原因だ。

　謝らなくちゃ。

　けど、なんて言うの？　何に対して謝るの？

　だいたい、私たちは恋人同士でもなんでもないじゃない。そうよ、拗ねるなんて、男らしくない──いいえ、手を振り払ってさらに疎外感を与えるなんて、相手がただの友達でも失礼なことだわ。

　でも、ただの友達とは手を繋いだりしない……。

　ディアナは俯き、膝の上で拳を握った。ジェフリーと繋いだ手の感触は、まだ残っている。

　彼と手を繋ぐのが嫌だったのなら、その時点で自分の手を引っ込めるべきだったのだ。ジェフリーの手にはそれほど力はこもっていなかったから、そうできたはずだ。

　しかしディアナは嫌ではなかった。気遣うように郵便馬車から遠ざけてもらったのも嬉しかったし、馬車が去った後に彼が手を離そうとしないのも、嫌ではなかった。ひたすら恥ずかしかっただけで。

　そんな時に昔の知り合いに声をかけられて──リカルドの大きな太い声は、すぐにそれとわかった──ディアナは思わずジェフリーから離れてしまった。彼らに今の状況をどう説明したらいいのか、見当もつかなかったからだ。

　彼は、同じ騎士団の人なの。今の仕事仲間よ。──手を繋いでいるのに？

　ええ、実は彼に求愛されていて、今日は一緒に買い物をしているの。──そんなこと、リカルドやファビオに言えるわけないじゃない！

　ディアナが唇を引き結んだ時、ジェフリーがぼそりと言った。

「ディアナさん」

「な、何……？」

　なんだか後ろめたい。彼が何を言うつもりなのかまったくわからなかったし、それを耳にするのが怖いような気がして、顔を上げるのを若干躊躇った。

「俺、勝手に機嫌悪くしてて……すみません」

　ジェフリーはまっすぐにこちらを見つめている。

「俺、嫉妬してたんです。あの二人……というか、俺の知らない、ディアナさんの時間に」

「え……別に、あの二人とは」

　特別なことは何もない。アーヴィンやヒューゴ、ダラスと同じような、良き仲間としての関係があるだけだ。

「わかってます。俺が入り込めない絆を目の当たりにして、勝手に嫉妬したんです」

　ジェフリーは再び頬杖をついて外を見やる。

「筋違いだってわかってます。あなたは、俺のものじゃないのに……だから、すみません。空気悪くして」

　その時、カラナの領主館でジェフリーに「今後は態度を改める」と、求愛を宣言されたことを思い出した。

　彼はディアナの怒りを煽っていたかと思えば、あっさりと言葉巧みに籠絡し、散々気持ちをかき乱した。だから愛の告白を受けても、彼を信用することはできなかった。それがカラナからの帰路でトラブルに見舞われ、二人きりで不慣れな土地を彷徨うことになり、等身大のジェフリーを知って、彼に対する気持ちが変わったような気がする。

　だが、あまりに多様な面を見せられ、どれが本当の彼なのかと戸惑う気持ちの方が大きかった。

　多分、今、目の前にいる彼が本当の彼だ。つまり、求愛を宣言してからのジェフリーが。彼と二人きり、河原で過ごした夜も、猟師の納屋で眠った夜も、あれは非日常が見せる幻などではなかった。彼はずっと、本当の自分でディアナに接してくれていた。

　──筋違いだってわかってます。あなたは、俺のものじゃないのに……。

　醜い嫉妬を素直に認めたジェフリーに、ディアナは泣きたくなった。

　彼と納屋で過ごした夜に、ジェフリーのどんなに情けない面を見てしまっても、自分はそのままの彼を受け入れるだろうと感じたことがあった。実際にそれを目の当たりにしても、ちっとも嫌な気持ちにはならない。

「わ、私も……あんなこと、するつもりじゃ……」

「ディアナさん？」

「恥ずかしかったのよ。あの二人に、貴方のことをどう説明していいのか、わからなかったから。貴方のことが嫌だったわけじゃなくて……ただ、恥ずかしくて、それで」

「ディアナさん」

　自分の気持ちを言葉にするのは猛烈に照れくさくて、ジェフリーの顔を見ることができない。諭すような柔らかなジェフリーの声に、ディアナはますます恥ずかしくなった。

　それに、

　──ついてこないで！

　──私のことは放っておいて。

　かつてのように、心無い言葉を投げつけたいとも思わなかった。

「私、こういうの……本当に慣れてないのよ」

　ジェフリーがディアナに対して正直でいてくれるのなら、自分もそうでありたいと思う。

「貴方と一緒にいるのも、手を繋ぐのも、嫌じゃないの。でも……私のことを好きだって言ってくれる男性の存在に、舞い上がっているだけかもしれない。どきどきしているのは、ジェフリー……貴方だからかもしれないし、そうじゃないかもしれない。今の私には、それがわからないの。な、慣れてないから……」

　ジェフリーが傷つくような言葉は言いたくない。でも、これが今の自分の正直な気持ちだ。恐る恐るジェフリーを見上げると、彼は頬杖をつくのをやめて瞳を丸くし、ディアナを見つめている。

「ディアナさん……」

　それからゆっくりと背もたれに寄り掛かった。

「俺、ディアナさんが自分の気持ちを話してくれたことが嬉しいです。ディアナさん、結構意地っ張りで頑ななとこあるでしょう？　──いえ、そういうところも俺は好きですけど、でも」

　かと思うと、ジェフリーはゆっくりと身を乗り出し、ディアナの手を握った。

「……嫌じゃないですか」

　ディアナの右手を、彼は両手で包む。

「ええ……」

「俺、ずっと言わなくちゃって思ってたんですけど。ディアナさん、あなたは俺について、ひとつ誤解していることがあります」

「誤解？」

　ジェフリーについて読み誤っていたことならば、一つでは済まない気がする。

「ええ。俺は別に……気ままに女性を取り替えているわけじゃない。更に言えば、城の中で俺が関係を持った女性は一人もいませんよ。ええと、その、あなたを除けば」

「あ……」

　──したいなら、他をあたって。

　──貴方には、相手をしてくれる女性がたくさんいるのでしょう？

　あれこそが、ディアナが放った、ジェフリーにとっての心無い言葉だったのだ。

「そりゃ、童貞だったとは言いません。あなたは、俺がしょっちゅう話しているメイドの女の子たちのことを言っているのでしょうけれど、俺は、別に……ああ、言い訳じみた真似はあまりしたくないんですけど、でも」

「ジェ、ジェフリー」

「……はい」

　本当のジェフリーを知った今ならば、すんなりと彼の言葉を信じることができる。

　彼は、とても正直な人だったのだ。

　ただ不器用なだけで。

　そして彼と同等か、それ以上にディアナは不器用だった。

「もう、いいの。私、貴方の言葉を信じるから」

　ジェフリーは息を吸い込み、ディアナの手を離すと、再び背もたれに身体を預けた。それからやはり落ち着かないといった感じで姿勢を正し、ディアナに向かって言った。

「ディアナさん」

「な、何……？」

「隣に行ってもいいですか」

「え、ええ」

　ディアナも思わず姿勢を正す。

　ジェフリーが隣に掛けると、座席のスプリングが軋んだ。

「ディアナさん」

「な、何……？」

「キスしてもいいですか」

　ディアナは目を見開いた。そこまで許していいものかどうか、まだわからない。改めて訊ねられると答えに困ってしまう。

　ディアナの動揺を読み取ったのか、それとも自分の言葉が足りなかったと悟ったのか、ジェフリーは慌てたようにつけ足した。

「唇じゃなくて……親愛のキスです。あなたの、頬に」

「頬？」

「はい」

　ディアナのボンネットにジェフリーの手が添えられる。

「親愛の？」

「はい」

　それは後ろへと取り払われ、首元で結んだリボンによって、だらりと背中へ垂れ下がった。

　ジェフリーの顔が近づいてきて、ディアナは睫毛を伏せる。

「好きです。ディアナさん」

　もう、彼を嘘つきだとは思わない。

「俺、あなたが好きなんです」

　頬にジェフリーの唇を受けながら、辺りに広がる甘い香りに酔った。










04．北への旅路






　ヴィクターがリュートを手に取ると、焚き火の周りに集まっていた近衛騎士や兵士たちが歓声をあげて拍手をした。






　歌を歌おう　我々とともに

　これは　我らが行く道のための歌

　立ち上がり　手を取り合い　歌う　誇り高き歌






　ヴィクターはいい声をしていた。リュートの腕も悪くはない。聴き手たちはヴィクターに再び大きな拍手を送る。

　そこでヴィクターは一度咳払いをして、リュートを爪弾いた。

「ま、士気を高めるための、形式的なお堅い歌はこれだけにしておこう。あとは、そうだね……この前王城にやって来た吟遊詩人から教わったものにしようか」

　焚き火を囲む者たちを見回し、にやりと微笑む。

「仕えるべき主の妻に懸想けそうした騎士の歌と、旅の踊り子に恋した大国の王子の歌、どちらがいいかな」

　どちらも悲恋、かつスキャンダラスな匂いがする。周囲はざわついた……とは言っても、非難めいたものではなく好奇のざわめきである。

「民に賢王と呼ばれる君主が、毎晩王妃様に虐げられて悦んでいる歌もあるよ」

　ヴィクターがつけ加えると、周囲はどっと沸いた。

　そこでジェフリーはなんとなく身近な人物を思い出してしまい、そっと焚き火から距離をとった。その人物は国王でも王妃でもないが。
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　現在、ヴィクターとその近衛騎士団、そして数十名の兵士たちは国土を北上中だ。

　北の隣国レウスタと国境を接する位置にある、ミルニアス砦を目指している。

　ミルニアス砦に駐留している騎士団は、北牙ほくが騎士団。フローヴェリア王国の騎士団の中でも戦闘慣れしており、かなり強い部類に入ると言われている。

　というのも、ここ数年、レウスタとは小競り合いが続いている。フローヴェリアと国境を接する、レウスタ最南端に領地を持つ貴族──ディッケル伯爵──が、フローヴェリアの土地を自分の土地だと主張し、私兵団を率いて戦を仕掛けてくることが多々あるのだ。

　実際、三百年ほど前まではそこはレウスタの領土であったようだ。だが、当時の国家間の取り決め──武力を用いたものなのか話し合いのみだったのか、文献からではわからない──によって、そこは正式にフローヴェリアの国土となったはずである。

　永きに亘ってそこは荒れ果てた寂しい土地であったが、最近になって開墾かいこんが進み、穀物の収穫ができるようになると、ディッケル伯爵が「その土地は自分のものだ」と騒ぎ始めたのだ。

　国内で最もきな臭い場所に、北牙騎士団が配置されるのは当然の流れであった。

　ふた月ほど前に、王国に仕える騎士たちのためのパーティー──セオドアが婚約発表を行ったパーティーだ──が王城で開かれたが、地方に駐留する騎士団が参加できるものでは到底なかった。

　今回の遠征は、気候の厳しい北方の地に拠点を置く騎士団を王太子自らが労うための旅、そして最強と謳われる北牙騎士団と、レイヴン近衛騎士団が合同訓練を行うための旅でもあった。

　もちろん、ヴィクターが直々に北の地を訪ねることによって「ミルニアス地方はフローヴェリア王国の正式な領土である」と主張する目的も兼ねている。
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　やや離れた場所からヴィクターの歌声と手拍子が聞こえてくる。

　ディアナは野営地の端で倒木に腰掛け、熾おこした焚き火に小枝を投げ込んだ。

　近衛騎士団に身を置いて約二年が経つが、遠征と呼べるような長い旅は初めてかもしれない。王都からミルニアス砦まで約七日間。そして砦には地方視察と合同訓練のために、ひと月ほど滞在することになっている。

　道中は村や町の存在しないエリアも通過する。王城を出立して四日目までは町の中で休息をとることができた。ヴィクターや近衛騎士たちは宿屋で眠り、兵士たちは安宿の大部屋か、或いは町の外れで野営を行っていた。

　五日目の朝に最後の町を出てからは、荒涼とした土地が砦まで続くようだった。日が暮れる前に足を止め、火を熾おこして食事の支度をし、夕食の後は天幕や焚き火の周りで休むことになっている。

　携帯食や干した果物などは荷車に積んでいるが、従軍している誰かが森の中でウサギなどの野生動物を捕まえることもあったので、それで臨機応変にシチューを作ったりもした。ディアナにとってそれは新しい経験であった。

　ディアナは十八歳まで通っていたフリックス女学校で数学や古文、歴史などの学問はもちろんのこと、絵画や刺繍、運動の時間には乗馬や護身のための剣術を学んだ。だが、フリックス女学校は基本的に花嫁修業のための学校であった。貴族や金持ちの令嬢が、貴族や金持ちに嫁ぐための花嫁修業だ。そして貴族や金持ちに嫁いだ奥様たちは、その日の献立を決めて味つけに口を出すことはあっても、自ら料理をする機会はない。つまり、ディアナは料理を学んだことが無かった。実家にはコックがいたし、女学校時代も、騎士になってからも、決まった時間になれば食事が出てくるか、お腹が減った時に食堂に行けばお腹を満たすことができた。料理や、調理の手順について深く考えたことは一度も無かったのだ。

　頭の中に昨夜の失敗が蘇ってきて、ディアナは膝に顔を埋める。
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　石を積み上げて作った即席のかまどには、シチューの入った鍋が乗っていた。マーテルに『ディアナさん。ちょっと火を見ていてくれますか？』と頼まれ、ディアナは文字どおり火を見ていた。風で火が消えたりしなければそれでいいと思っていたのだ。隣で肉を串に刺す作業をしていたアーヴィンに『ディアナ、それ、焦げてないか？』と言われるまで、ディアナはただ黙って火を見つめていた。鍋からは煙が上がり始めていた。

　アーヴィンは『ああー……水っぽいスープとかならまだいいんだけどさ、こういう、とろみのあるものは、常に底からかき回すようにしてないと』と、説明してくれたが、彼の口元は引きつっていた。

　なんとか挽回しようと串に刺した肉を炙ると、火に近づけすぎたのか、肉から染み出した脂に引火した。幸い炭になる前に消火できたが、やはりアーヴィンとヒューゴに現場を押さえられていた。

『フランベだ』

『野外調理でディアナがフランベしたぞ』

『うん、焦げ目のついた肉の中に、美味しさがしっかり閉じ込められているね』

『さすがはウォレスシェフだ』
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　昨夜、ディアナには就寝までの間ずっと「シェフ」という皮肉めいたあだ名がついて回った。

　王城を出て六日目の今日、野営の準備を行う段階になると、ディアナは何もしなくていいと言われてしまった。戦力外通告を厳粛に受け止め、ディアナはヴィクターの傍についた。彼は「お互いヒマだよねえ」と言いながらリュートの調弦をしていたが、ディアナは「ここで何かされては困る人」なわけで、ヴィクターの「ここでは何もしなくていい人」とは根本的に意味が異なる。

　シチューが焦げるなんて知らなかった……。自分の無知を恥ずかしく思って悶えていると、背後で落ち葉を踏みしめる音がした。

「こんなところに一人でどうしたんですか、ディアナさん」

「……ジェフリー」

　向こう側の大きな焚き火の周りからは歓声が湧き起り、ヴィクターがまた別の曲を演奏し始めたとわかった。

「殿下の歌、聴かなくていいの？」

「ええ、ちょっとね」

　ジェフリーは一度後方を振り返ったが、自分があの場を離れた理由を教えてはくれなかった。次にディアナに視線を戻し、からかうように言った。

「殿下の歌より……俺も見たかったな。ウォレスシェフのフランベ」

　ディアナは足元に落ちていた松ぼっくりをジェフリーに投げつける。それはくすくすと笑うジェフリーの胸に当たって跳ね返り、焚き火の傍へと落ちた。

　彼は、水汲みに行っていたか何かで、調理の場にはいなかったのだ。ディアナにとっては幸いだったが、結局誰かの口から伝え聞いたようだ。

　ディアナは腰を下ろしていた場所を少しずらして、ジェフリーのための空間を空けた。ジェフリーは隣に座り、小枝で落ちた松ぼっくりをつつく。

「だいたい、フランベって何なのよ、もう」

「食材にアルコールで香りづけするんですよ。その際、勢いよく炎が上がるんです」

　ディアナはアルコールを使ってなどいなかったが、確かに食材は一瞬にして燃え上がった。その状態を揶揄されたのだろう。

「それ、正式な調理法なの？　危ないじゃない」

「城下に、それをショーのように売りにしているレストランがありますよ。この遠征が終わったら、行ってみませんか」

「え……」

　ジェフリーはすぐにつけ足した。

「ええと、皆で」

「ああ、皆で」

　ホッとしたような、けれども少し残念なような、複雑な気持ちだ。

　ジェフリーと二人で城下町へ出かけてから、二週間ほど経過している。

　妙にそわそわとした落ち着かない気分で買い物を終え、そしてかつての仲間にばったりと会ってしまって、ジェフリーとの間に沈黙が降り……帰りの馬車の中で自分の気持ちを伝えた。

　ジェフリーのことは嫌いではない。それどころか一緒にいると、どきどきする。ただ、自分は恋愛事に不慣れだから、自分を好きだと言ってくれる男性に対して舞い上がっているだけなのかもしれない、と。

　ジェフリーは、ディアナが自分の気持ちを正直に話してくれたことが嬉しいと言った。そして彼から頬にキスを受けた。親愛のキスを。

　それからは遠征の準備で慌ただしくなって、二人の関係に変化はないまま、こうして北にある砦を目指している。

「ほら、ショーと同じだから、燃え盛る炎に口笛を吹いたり囃はやし立てたりするんです。人数の多い方が盛り上がるんですよ」

　ジェフリーは松ぼっくりをつつくのを止めた。握っていた小枝を焚き火の中に放り込む。

「……もしかして、二人の方がよかったですか？」

「な、そ、そんなこと……」

「それに、ディアナさん。さっき俺の座る場所空けてくれたでしょう」

　ディアナはごく自然にそうしていた。ジェフリーがこのまま隣に座るものだと思い込んでいたし、そうされても嫌ではなかったのだ。

「嬉しかったです」

　自分の無意識の行動を指摘されたうえにストレートに気持ちを伝えられて、ディアナは慌てた。

「な、何言ってるの……」

　背後のリュートと手拍子の音がする方を振り返り、それから天幕の並んだエリアも見やる。自分はなぜきょろきょろとしているのだろうか。誰かや何かが目に入ったところで、どうしようというのだろうか。

「ディアナさん」

　ジェフリーが身を乗り出した。彼の手が、ディアナの頬にかかった髪の毛を払う。

　かつての夜の出来事が、ディアナの脳裏を掠めていった。

　ジェフリーの部屋に初めて入った夜、こうして髪の毛をそっと払われ、こめかみにキスをされたのだ。ディアナは失恋したばかりで混乱していて、やけっぱちにもなっていた。そして、なし崩しにジェフリーと関係を持ってしまった。

「あ、あの。あの」

　ジェフリーはディアナの頬に手を添えたまま、一瞬沈黙し、それからフッと笑って身を離した。

「ディアナさんって、すごく照れ屋ですよね」

「か、からかったのね」

「まさか」

　彼は立ち上がった。倒木から立ち上がるにしてはずいぶんと優雅な仕草で。

「たまにはどきどきしてもらわないと。俺、ただのいい奴で終わりたくないんです」

　ジェフリーはそろそろ皆のところへ戻ると言う。

「ディアナさんはどうしますか？」

「私はまだ、ここにいるわ」

　この焚き火は、辺りを見回っている兵士たちの拠点となる場所だ。消えないように、或いは燃え広がらないように、火の番をする者がいた方がいいだろう。ちなみに、鍋などはかかっていないから、これくらいの番ならばディアナにもできる。

　さすがに北の方は冷えますね、などと言いながらジェフリーは去っていた。






　ディアナは、ブーツのつま先で意味も無く地面をひっかいた。

　さっきはびっくりした。まだどきどきしている。

　──俺、ただのいい奴で終わりたくないんです。

　ジェフリーがいい奴だということはもう知っている。一方で、とてもひどい奴だったこともあるが。そして彼は彼なりに本気らしく、ディアナを戯れに口説いているわけではない。それも知っている。

　だが、自分は彼と、一体どうなりたいのだろう。

　自分がどうしたいかを考えようと思っても、先に身体の関係を持ってしまったせいで、かつて彼と過ごした夜が頭を過り、思考の邪魔をする。

　ジェフリーと恋人になったらどんな風なのだろう。瞼の裏に思い浮かべようとしても、彼の指先や唇に触れられたことを思い出してしまう。あの腕は自分の肌を識っているのだと、気恥ずかしくなって慌ててしまうのだ。

　ただ……彼が本当にキス──親愛のキスではなく、熱のこもったキス──をしてきても、自分は拒まないような、そんな気がしていた。










05．北牙騎士団






　あれがミルニアス砦だと、だいぶ遠くからでもよくわかった。

　物寂しげな荒涼とした大地の向こうに、大きな黒っぽい石造りの建物が聳そびえている。空は鉛色の雲で覆われていて、冷たい北の風が吹いていた。まるで牢獄のようにも見えた。

　だが、砦の入り口でレイヴン近衛騎士団を迎えた北牙騎士団の団長は、華やかな女性だった。

「レイヴン近衛騎士団諸君、よく来たね」

「シャアラ殿。ご無沙汰しております」

　セオドアが丁寧なお辞儀をする。

　北牙騎士団の団長、シャアラ・ドゥーニーはドゥーニー侯爵家の三女である。日焼けした浅黒い肌に、真っ黒な長い髪を頭のてっぺんで纏め上げ、涼しげな瞳を持っている女性だ。セオドアとは代が違うが、彼女もアカデミーの卒業生で、卒業生が在校生に稽古をつける場で何度も顔を合わせていたらしい。

「ちょっと、セオドア・イームズ。あんた、王女様と婚約したのですって？」

「ええ、畏れながら」

「おめでとう。やるじゃない……おっと」

　やや遅れて現れたヴィクターに、シャアラは向き直り、跪いた。

「殿下。このような僻地へわざわざお越しいただき……」

「ああ、いいよ。堅苦しいのは、無しでいこうよ」

　ヴィクターはそう言ってひらひらと手を振り、軽い足取りで砦の中へと入って行く。ヴィクターの為人ひととなりを知るらしいシャアラは片眉を上げただけだったが、後ろに控えた北牙騎士団の団員たちは慌てて敬礼しながら、ヴィクターの通り道に列を成した。

　この砦にはひと月ほど滞在することになる。レイヴン近衛騎士団に同行した兵士たちは敷地内の宿舎に、ディアナたち騎士団員は砦の中に部屋を与えられた。

　女性ということで、ディアナとマーテルはシャアラから直々に砦での生活について説明を受ける。

「ここが会議室……という名前なんだけど、まあ、詰所みたいなものね。うちの騎士たちは大抵、ここに集ってるの。レイヴン近衛騎士団の皆にも、普段はここを使ってもらうから」

　シャアラが示した方を見ると、北牙騎士団が使っているらしい机──上には本やら書類やらが無秩序に乗っている──の他に、それほど使用感のない机も並べられていた。ディアナたちはこの一角を使うことになるようだ。

　砦の中は所々に松明が燃やされていたが、それでも薄暗く、寒々しい空間であった。しかもシャアラはなんと、唯一の女騎士だと言う。

「ええっ。こんなに王都から離れた場所で女性一人って……寂しくないですか？」

　マーテルの問いにシャアラは明るい笑みを見せた。

「いいえ、ちっとも。一応私、この砦で一番偉いからね。一声で数百人の男どもを言いなりにできるのよぉ。素敵でしょ？」

「わー、すごーい」

　マーテルとシャアラの間で、呑気かつ物騒な会話が繰り広げられる。

「使用人なら女性もいるけどね」

　この砦はフローヴェリア王国の最北端に位置している。少し離れた場所には農場と集落があり、食材はそこから供給してもらっているとシャアラは言った。

「砦の敷地内にも畑と鶏舎があって、兵士たちが面倒見てるの。あとは山の方で狩りもするよ」

　食料の供給元に関しては心配なさそうだったが、買い物ができるような町までは馬車や荷車で二日かかる。日用品の類は月に一度か二度、交代で買い出しに行くらしい。

　つまり、ミルニアス砦はとんでもない僻地にあり、加えて戦の雰囲気も漂っている。

「だから、使用人の数も少ないのよねー。特に若い娘はこういう場所で進んで働きたいと思わないでしょう？　親御さんもいい顔しないだろうしね。あ、それで、ここが食堂」

　王城の宿舎の食堂は、夜勤の騎士たちや居残り作業をしている騎士たちがいつでも腹ごしらえできるように、一日中開いている。もちろん食事時ほどメニューが充実しているわけではない。余っている食材で、賄い方が臨機応変に作ってくれるのだ。

　だがこの砦では、食堂は決まった時間にしか開いていないらしい。

「夜勤の人や夜中にお腹が空いた人は、厨房に行って、自分で適当に調理して食べることになってるのよ」

　そこでマーテルはちらりとディアナを見た。「シェフ」を思い出したのだろう。食事はしっかり食べて、おかしな時間にお腹が空かないようにしよう。ディアナは心に誓った。

　砦の中をぐるりと歩きながら武器庫、医務室や書庫、浴室の場所などを説明してもらい、もう一度会議室へ戻る。するとそこには近衛騎士団の男性たちが集まっていた。北牙騎士団の団員と思われる者も何名かいる。ディアナたちと同じように、砦内部の説明を受けてきたのだろう。

「あ、レイヴン諸君は全員集まってる？　じゃ、ちょっと今のミルニアス地方の状況とか聞いてもらおっか」

　シャアラは部屋の前方にあるコルクボードの前へと歩いて行った。

　そこには砦周辺の地図などが貼ってある。北の隣国レウスタの地図もあった。

　レウスタとは、レウスタ大公国と、その他諸侯の領地からなる連合国家のようなものである。この砦に度々戦を仕掛けてくるディッケル伯爵も国家を成す一員だ。レウスタに大きな領地を持つ貴族たちは、隙あらば他の領地を併呑へいどんしようと──或いは、自分の領地を独立させようとしていて、常に国内のどこかで争い事が起こっている。

　そしてミルニアス砦周辺の開墾が進んだ土地をディッケル伯爵が欲しがっているという話は、ディアナも知っている。

「ディッケル伯爵の戦力は、今のところは大したことない規模なんだけど」

　だが、ディッケル伯爵の兵を派手に殲滅せんめつさせてしまえば、レウスタ大公を刺激してしまうかもしれない。現在は「ディッケル伯爵対北牙騎士団」という図式に収まっているが、このままでは国家間の戦に発展してしまうだろうと、シャアラは言った。

「本来ならば、一家臣の暴走としてレウスタ大公がディッケル伯爵を制止すべきなんだけれどねえ」

「大公がディッケル伯爵に命じて、我が国土を攻撃させているという可能性はありませんか？」

　セオドアの問いにシャアラは首を傾げる。

「どうかな。向こうは常に内乱状態だから、こんな僻地の揉め事にまで手が回らないだけかも」

　争いの絶えないレウスタの国力と兵力は疲弊しているように思える。連合国家の崩壊は近いと噂する者もいる。そんな状況でフローヴェリアとの全面戦争は避けたいはずだ。

「それで、襲撃の頻度はどれほどのものなのでしょう」

「大体、五、六か月おきね。兵力を整えるのにその位かかるんでしょうけど、でも」

　そこで、シャアラは眉間に皺を寄せた。

　三か月ほど前、ディッケル伯爵の兵がこの砦を攻めてきたが、北牙騎士団は難なくこれを追い返した。そして次の襲撃までに戦力の強化を図ろうと、シャアラは砦から離れた場所にある河川敷まで主力部隊を率いて行き、特別な訓練を行った。だが守備が手薄になった隙を突かれ、再び砦が攻撃されたのだ。

　幸い砦に残っていた騎士と兵士たちでも敵を追い返すことはできたが、前回の襲撃から、二週間も経っていない状態での出来事だった。

「私が油断したのがいけないんだけどさ。悔しいったらないわ」

　現在、最後の襲撃から二か月あまり。前回のことがあった以上、ディッケル伯爵の兵がいつ攻めてくるかはわからない。

　シャアラは地図の山間部を指した。フローヴェリアとレウスタの国境にまたがる、ラーバル山である。ディッケル伯爵はこの山を越えてやって来るようだ。ラーバル山を使えば、関所を通らずに国境間を行き来することが可能らしい。

　そこでセオドアが指摘する。

「こちらの特別訓練の話を、敵方が知っていたということですよね？　このラーバル山を使って、敵が情報収集にやって来ている……とは考えられませんか？」

「うーん……私は砦にいる者全員と、近くの村人の顔をちゃんと覚えてる。知らない奴がこの辺をうろついてたら、すぐにわかるはずなんだけどね。最近はラーバル山の見回りも強化してるし……」

　シャアラはそこでいったん言葉を切り、悔しそうに唇を噛む。敵に情報が漏れているかもしれない──指揮官にとっては相当に頭の痛い問題なのだろう。

「でも、こちらの情報が洩れている可能性も考えて、殿下の居室は毎日変えてもらうわ。それから予定していた合同訓練は、すべて砦の敷地内で行うようにしたいの」

　例の河川敷や森林地帯を利用しての訓練も考えていたんだけど、またいつ攻撃されるかわからないからね、とシャアラはため息をこぼした。






「この地方、話に聞いていたより、きな臭いですよね」

　マーテルは真新しい槍の穂先を指先でつんと突いた。ディアナは、初めて見る形の剣を鞘から出してじっくりと観察する。

　レイヴン近衛騎士団のメンバーは、先ほど案内してもらった武器庫にもう一度入り、改めて北牙騎士団の所有する武器を確認しているところだった。

　アーヴィンは興奮したように見慣れぬ武器を見て回っている。

「すごいな。こんな大剣、誰が振り回すんだろう」

「刃の厚みからして、鎧ごと叩き割るためのものだろうな。ヒューゴ、君ならいけるんじゃないか」

「重装備の相手に使う武器ってところか。どれ……うわ、重いな。両手でやっと、という感じだ」

　ダラスとヒューゴも物珍しそうに一つ一つの武器に触れ、持ち上げてみたりしている。

「見てみろよ、このハルバード！　王城にあるものよりでかいぞ！」

　アーヴィンが歓喜の声をあげた。レイヴン近衛騎士団でもハルバードは力に覚えのある者のみ稽古で扱う武器だが、この武器庫にあるのはそれより大型のものだった。

「ジェフリー、ちょっと持ってみろよ」

　アーヴィンに促されて、ジェフリーがハルバードを手にする。ここに大型の武器を振り回すスペースはなかったが、ジェフリーは上手くバランスをとって、片手で持ってみせた。

「うわ、君、ほんとにやるなあ」

「馬上で構えたらまた違った感覚になるんだろうけどね。けどさ、これ、重装備の兵士を相手にするとしても、ちょっと大げさな武器じゃないか？」

「まあまあ、そう言うなよ。こういう武器にはロマンがあるだろ。おおい、ヒューゴも持ってみろよ！」

　ジェフリーはハルバードを微妙に持ち替え、首を傾げていた。持ち手のどの辺りを持てばしっくりくるのかを、確かめているのだろう。その度に広い背中が動く。彼は──特に、なんといっても──足が長く、非常にスタイルがいい。これは初めて会った頃、つまり、ジェフリーに嫌悪感を抱いていた頃ですらディアナが思っていたことだ。

　それに、騎士団の中では一、二を争うくらいの力持ちだ。ヒューゴのように筋肉の鎧を纏っているわけではないのに、どこにあんな力が眠っているのだろうと不思議に思う。

「アーヴィンさんって、ほんとにああいうの好きですよねえ」

　大型のハルバードに群がる男騎士を横目に、マーテルが呟いた。

「え？　あ、ああ。そうよね」

　ジェフリーに見惚れていたディアナは、自分の手元にある剣に慌てて視線を移した。

「でも、男の人って、大抵あんな感じじゃない？」

　目新しい武器や防具を見ると色めき立つ。

「ああー、そういえば、うちの弟もです。実家に行くたびに、姉ちゃんの使ってる剣見せてよ、なんて言ってきて」

「マーテルの弟さんって、いくつだったかしら」

「十四ですよ。身長、追い越されちゃったんですけど……でも、中身はまだまだガキですね！」

　そこからマーテルの弟の話になりかけた時、背後から声をかけられた。

「ディアナ？」

　なんとなく聞き覚えのある声に、ディアナは振り向いた。

　武器庫の入り口には、北牙騎士団の制服を身に纏い、黒髪を短くカットした男が立っている。

「やっぱり！　ディアナじゃないか！」

「まあ、ライナス？」

　ライナス・バートレット。彼は、ディアナが城下警備隊にいた頃の仲間であった。
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「そういえばお前、近衛騎士団に上がるっつって警備隊からいなくなったんだもんな。そっか、そっか」

　ライナスはよく通る大きな声で笑った。

　もちろん彼はミルニアス砦にやって来るのがレイヴン近衛騎士団だと知ってはいたが、ディアナの存在とは頭の中で繋がっていなかったらしく、再会に驚いている様子だ。

「私、こないだ城下でリカルドとファビオに偶然会ってね、それで貴方の話になったの。出世してどこかの騎士団に入ったと聞いていたけど、まさか、ここにいるなんて。ねえ、一体どんな手柄を立てたの？」

　ディアナのように運が良かっただけの人間はあまりいないかもしれないが、警備隊から騎士団に上がった例はいくつか存在する。酔っ払いや強盗、暴漢から助けた相手が貴族だったりした場合だ。それが力のある貴族であれば、警備隊の人間を騎士団に推薦してやることもできた。

　だが、ライナスは照れくさそうに頭を掻いた。

「だったらまだカッコいいんだけどよ。俺の妹が、アトキンズ侯爵に嫁いだんだ」

　ライナスもディアナと同じ、商人の家の息子であった。彼の妹が大きなパーティーに参加した際、侯爵に見初められたのだという。

「で、侯爵の義兄が城下警備隊に所属する下っ端騎士ってのは世間体がどうとかでさ。要は妹の恩恵に与あずかったってわけ。恥ずかしい話だが」

「そんな、恥ずかしい話だなんて。私だって、たまたま声がかかっただけだもの」

　ディアナとライナスの二人は、夕食の後、砦内部の食堂でお茶を飲みながら話をしていた。

　シャアラが説明していたとおり、騎士たちが食事をとった後、賄い方は皿洗いを済ませてさっさと自室へ戻ってしまったようだ。厨房に人の気配はない。だがディアナたちと同じように、食事の後にお茶やお酒を酌み交わしながら、食堂に居座って話をしている者もちらほらといる。

「ねえ、騎士団に上がったばかりの時……色々言われなかった？」

「色々？　平民のくせにって？」

「まあ、そうね。そんな感じのこと」

　実際、ディアナは色々と言われたものだ。平民上がりの人間が王太子に仕えるなんて、と。それに女騎士は数が少ないからなおさら目立つ。

「何？　お前、苛められてるのか？」

「ううん。ちょっと陰口を言われたくらいだけど……でも、男の人だとそんなこともないのかしら」

「いや、確かに言う奴もいたな。けどよ、そういうこと言う奴に限って、貴族の血筋に縋りついてるだけの、一人じゃ何もできない嬢ちゃん坊ちゃんなんだぜ。訓練中にでも、どさくさでぶっ飛ばしてやりゃあいいんだよ」

　ライナスのように体格が良くて腕っぷしも強ければ、そういうこともできるだろう。

「女が女を力で捻じ伏せてもねえ」

　男性ほど力の誇示にはならないし、ましてディアナの場合、相手は他の騎士団の人間だ。他の騎士団と揉め事を起こしたりしたら、レイヴン近衛騎士団全体に迷惑が掛かってしまう。

「ま、でもウチの場合、シャアラ団長が鬼のように厳しいからな。団長以外の騎士団員は、すべて平等。これが守れない奴は根性叩き直されるんだ。あの人、武器の扱いもかなりのものなんだぜ」

　ディアナはやや慄いた。近衛騎士団と北牙騎士団で合同訓練を行うことになっているが、ディアナとマーテルが男性の中に加わるのは無理がある。だから二人は、シャアラに稽古をつけてもらう予定なのだ。

　ディアナの様子を見たライナスは豪快に笑った。

「はははは。大丈夫だって。あの人は腑抜けた男に我慢がならないだけで、女の子には優しいはずだから。実際、使用人の娘なんかにはめちゃくちゃ親切にしてるぜ」

　それは、辞められては困るからなのでは……？　人手不足だと言っていたし、このような僻地では使用人の補充も大変だからだろう。
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　ジェフリーは夕食後、早々に食堂から退散した。

　食事自体は近衛騎士団の皆と食べていたディアナだったが、食べ終わると、まるで申し合わせていたかのようにテーブルを移り、以前同僚だったらしいライナスとかいう騎士と話をし始めたのだ。お茶まで淹れたことからして、話はすぐに終わるものではないのだろう。多分、顔を合わせていなかった二年間をどんな風に過ごしたのか、互いに報告しあうのではないだろうか。

　自分に割り当てられた居室へ向かおうとしたが、案内してもらった覚えの無い、知らない場所に出てしまった。曲がり角を一つ間違えてしまったのだろう。だが、ジェフリーは来た道を戻ることはせず、迷ったついでに砦内部を探索することにした。

　前方の部屋は扉が開け放たれ、そこから灯りがもれていて、男たちの話し声も聞こえる。笑い声の混じる陽気な話し方からして、仕事ではなく、空いた部屋で一杯やっている騎士たちだろう。そう見当をつける。

「綺麗な娘だったよなあ」

「ウォレス海運のご令嬢だろ」

　そこでジェフリーはぴたりと歩みを止めた。

「平民か」

「でも、そこらの貴族より大金持ちじゃん」

「俺はあっちの髪の短い娘がいいな」

「ああ、美味そうにメシ食ってたよな」

「けど、やっぱディアナさんだろ」

「恋人いるのかなあ」

　足音を立てないように気をつけながら部屋の中を覗いてみれば、机を囲んで四人の騎士たちがカードゲームをしていた。腹立たしいことに「お前、声かけてみろよ」などと好き勝手に言っている。

　ジェフリーは面白くない気持ちで砦の探索を止め、居室へと向かった。

　王城で働く騎士たちの中にも、ディアナを物欲しそうに眺めている男は多くいた。だが……。

　──ねえ、ディアナさん。今度俺と……。

　──いい加減にしてっ。

　だが、ジェフリーとのやり取りを目の当たりにした男は、ディアナの頑なな態度ときつい科白に大抵が怯んでしまう。「ディアナ・ウォレスを誘っても、完膚なきまでに叩きのめされてしまうだけだ」と。ジェフリーはディアナに構ってもらいたくて彼女の気持ちを逆撫でするような行動ばかりとっていたが、それは結果的に捨て身戦法の体を成していたのだ。ジェフリー自身もダメージを食らうが、他の男もディアナを敬遠するといった形で。

　しかし、ディアナとの関係は前とは違ったものになってきている、と思う。思いたい。今のジェフリーがディアナに誘いをかけたとしても、彼女が激しく拒絶することはないだろう。それはとても良い兆しではあるが、如何せん間が悪い。

　この砦にはひと月の間滞在することになっている。長い一か月になりそうだとジェフリーは思った。
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　一夜明けて、ディアナはラーバル山へと向かっていた。

　シャアラやセオドアに命じられたわけではない。見回りは北牙騎士団が当番制で行っているので、それはレイヴン近衛騎士団の仕事でもない。ただ、馬を走らせるついでに山の入り口だけでも見ておきたいと思ったのだ。

　北の地は王都に比べて朝の冷え込みが激しい上に、今は霧も出ている。まだ慣れぬ場所だから方角を間違えないように、ディアナは注意深く進んだ。

　夕べはライナスと話した後に割り当てられた部屋へと戻ると、すぐに寝支度をして寝台に入った。移動の疲れもあって寝つきは良かったが、このような遠征は初めてで気が昂たかぶっていたのだろうか、途中で数度覚醒した。何度目かに目を覚ました時、このまま早めに起きて馬を出し、周囲の地形を把握しておこうと考えたディアナだった。

　今日はシャアラとの稽古の予定がある。少しでも身体を休めておけばいいものを、どうして私は勝手に仕事を増やしてしまうのかしら、とディアナはあくびを噛み殺しながら思う。

　会議室で見た周辺の地図を頭に浮かべ、実際の景色と照らし合わせながら馬を進めたいのだが、霧はなかなか晴れてくれない。仕方がないのでこのまま引き返してしまおうかと思い始めた時、前方の霧の中から騎乗した人影が現れる。ディアナは馬の足を止めた。こんな朝早くに出歩くなんて、いったい誰だろうと思ったのだ。でも、向こうも同じようにディアナを不審に思うかもしれない。ぼんやりとした影だったものは、近づいてくるにつれて姿が明瞭になってくる。

「……ライナス？」

　顔まではっきり見えたわけではないが、なんとなく見知った体格と短く刈り上げて逆立った髪型をした人物に、ディアナは声をかけた。

「ディアナか？」

　ライナスは前方にいた人物がディアナだと知ると、馬を駆けさせてこちらへやって来る。

「どうした、こんな朝早くに」

「早く目が覚めちゃったから、ラーバル山の入り口を見ておこうと思ったの。あなたこそ……あ、もしかして、見回りの当番なの？」

「ああ」

　ライナスは今朝が見回り当番だったらしい。

「見回りって、どんな感じなの？　山の中にも入るの？」

「ああ。馬じゃ入っていけないから、山の入り口の辺りに繋いでおくんだ」

「それで、山の中ってどうなってるの？　迷ったりしないの？　それとも決まったルートがあるのかしら」

「おいおい。そんなの知ってどうするんだ。レイヴン近衛騎士団に見回りの仕事を任せることはないと思うぜ」

　質問攻めをするディアナに、ライナスが笑った。

「一応知っておきたくて」

「あー……お前、昔からそんな感じだったよなあ。警備隊の詰所にも自主的に朝早く来て、その辺片づけたりしててさ」

「そ、そうだった？」

「そうそう。あと休みの前の日なんか、居残って雑用こなしてたじゃん。今もそうなんだろ？　損な性格だよなあ」

　確かに「どうして自分は勝手に仕事を増やしてしまうのだろう」と、つい先ほど思ったばかりだ。ライナスに指摘されてディアナは思わず俯く。

「『自分がやらなくてもディアナ・ウォレスがやってくれるだろう』って皆が考えちまうから、お前の仕事が増えて悪循環に陥ってたじゃないか。居残ったって給料なんか変わんねえのによ。お前、まさか今もいいように雑用押しつけられてるんじゃねえだろうな」

「そんなことは……」

　警備隊にいた頃、時間外の雑務を買って出るものはディアナ以外には無かった。そして何よりディアナ自身が、自分でできることを他人に任せる必要はない、という考えの持ち主であった。仕事が増えてしまうのは、当たり前の結果である。

「何？　今もお前だけこき使われてんの？　ひょっとして、昨日言ってた平民上がりがどうこうっていうやつは……」

「違う、違う。そんなことないのよ」

　ライナスの言葉を、ディアナは慌てて否定する。確かに現在も、居残ったり自主的に早出したりはしているが、押しつけられているということはない。それにダラスはディアナ並に居残ることが多い。アーヴィンは武器防具の手入れを買って出てくれるし、マーテルだって城下への使いには進んで出掛ける。そして必ずと言っていいほどお菓子を買ってくる。まあ、彼女の場合は城下の菓子店を覗くこと目当てで外出しているのかもしれないが、天気が悪い日でもマーテルは「あたしが行きます！」と、張り切って出掛けてくれるのだ。

「皆、いい人よ。私の出自をとやかく言う人もいないし。本当よ」

「ならいいんだけどよ」

　ライナスは、山の入り口は霧が晴れている時にでも見ておけばいいと言って、砦に戻ろうとする。彼の言うとおり、別の機会が巡って来るだろうと考えたディアナは馬首を返した。

「ディアナ。そういえばお前……男いるのか？」

「えっ」

　思いもよらぬ質問に手綱を取り落しそうになる。同時に頭の中をジェフリーとのこと──彼と凍えそうになりながら河原で過ごしたり、暗闇の中で心の内を話し合ったり、城下で買い物をしたり……それから、心を乱しながらも肌を重ねたこと──が物凄い速さで過っていき、ディアナは狼狽えた。

　だがライナスはそんなディアナの考えを知るはずもない。彼は取り繕うように言い添える。

「ああ、悪い。別にお前の私事を暴こうとかそういうんじゃなくてだな。騎士団の他の奴らが、お前と、もう一人の娘に興味津々で紹介しろってうるさいんだ」

「私……ここに来たのは仕事のためだし」

　レイヴン近衛騎士団皆揃っての紹介ならば昨日のうちに済んでいる。改めて紹介されることによって仕事の進み具合が円滑になるのならそれでも構わないが、個人的な交誼こうぎを結ぶ目的があるのならば、それはちょっと遠慮しておきたい。ディアナがそう告げると、ライナスは小さく肩を竦めた。

「だろうな。お前ならそう言うと思ってた。けど皆、女に飢えてるからなあ。俺の紹介なんかなくても、そのうち言い寄る奴も出てくると思うぜ」

「言い寄るって、そんな……」

　食堂で王城巡警団と揉めたことを思い出した。もっとも、あれは好意的に言い寄られたわけではないし、一緒に仕事をする機会もないから、平気で失礼極まりない声のかけ方をしてきたのだろう。北牙騎士団とはひと月の間ともに行動するのだし、頼りになりそうなシャアラもいる。今回はあのような惨事は起こらないと思いたい。何より、自分がもっと毅然としていればいいだけの話だ。いや、まだ実際に言い寄られたわけではないのに、こんな風に考えるのはちょっと自惚れが過ぎるかもしれない。

「まあまあ、そんな真面目に考えんなって」

　ディアナが俯いたまま考え込んでいると、ライナスが笑う。

「適当に相手してやれば皆喜ぶぜ」

　その「適当」がディアナにとっては難しいというのに。ジェフリーを「適当」にあしらえなかったせいで、彼の印象は二年間ずっと、最悪そのものだった。

　だがこういったことはマーテルの方が得意だ。北牙騎士団の男性たちに相対しなくてはならなくなった場合は、彼女に合わせておけば問題ないだろう。

　そんなことを考えているうちに、砦の厩舎に到着した。ライナスは朝食の前にいったん自室へ戻ると言って、一足先に行ってしまった。ディアナはサブリナの馬具をゆっくりと外しながら、今日の予定を頭の中で反芻する。朝食の後は会議室での打ち合わせに参加する予定だ。滞在中の合同訓練や日々の過ごし方はざっと決めてあるものの、詳細ははっきりしていない。それを少しずつ詰めていくのだ。そして昼食の後に、シャアラとの稽古。どんな風にしごかれるのだろう。結局、ラーバル山の入り口を見ておくことはできなかったので、どうせならばぎりぎりまで休んでおけばよかったかも。そこまで考えて、ふと気がついた。

　霧の中、ディアナよりも早くラーバル山へ行って戻って来たライナスは、よほどの早起きをしたのではないだろうか。見回り当番も大変そうだ。ディアナはそう思った。










07．斧槍ハルバード






　その日の午後、ディアナとマーテルは地面にへたり込んでいた。

「あなたたち、もうちょっと握力つけないとだめよお」

　シャアラは刃を潰した練習用の剣を、箱の中に放り込む。

　シャアラの剣は、速い上に重かった。手合せを始めた時、受け止めるだけでも精一杯だと思ったのに、彼女の動きはどんどん速くなり、力も増していく。ディアナが剣を弾き飛ばされるまでにそれほど時間はかからなかった。まだ腕が痺れている。マーテルも同じだったようで、手を振ってみたり揉み合わせてみたりしていた。

「まあ、あなたたちは、他の軍隊と正面からぶつかる機会はないだろうけど……剣を抜くことは、あるかもしれないでしょう？」

　シャアラの問いに、ディアナとマーテルは同時に頷いた。ヴィクターを衛るのがディアナたちの役目である。たとえ他国と戦になっても、最前線で剣を振るうことはないだろう。剣を抜く機会があるとすれば、暗殺者や暴漢に対してだ。剣を素早く操り、相手の動きを封じなくてはならない。

　近衛騎士が剣を抜く機会について答えると、シャアラは肩を竦めた。

「それでも、相手が大ぶりのナイフなんて持ってたら、そんなんじゃ力負けしちゃうわよ」

　かといって近衛騎士の剣で、厚みのある厳つい武器に真正面から対応しようとすれば、折れたり曲がったりする可能性がある。そこで、とシャアラは二人に向き直った。軽い打ち合いで相手の得物の質量や硬度を見極め、受け流す術を伝授してくれるらしい。

「受け流して、そこから接近して体術に持っていくわけ」

　最低限の護身術や、相手の腕を捻り上げたりする程度のものならディアナやマーテルも心得ているが、武器の打ち合いから体術に移行させるものはやったことが無い。そう答えると、シャアラは今後の訓練は基礎体力の強化と体術に重きを置くと二人に告げた。

　さっそくシャアラの特訓が始まったが、ディアナとマーテルが気力と体力の限界を覚えて座り込みそうになっても、彼女は息ひとつ乱していなかった。

「休憩にする？」

「えっ。いいんですか？」

　ぐったりしていたマーテルだったが、シャアラの言葉に勢いよく顔を上げ、だがすぐに「まずい」と思ったらしく慌てて口を押さえた。

「あはは。いいよ、いいよ。疲れたでしょ。女の子と稽古するの久しぶりだから、つい張り切っちゃった。ごめんねえ」

　そして休憩がてら、シャアラは自分が生まれ育ったドゥーニー侯爵家について話をしてくれた。

　ドゥーニー侯爵家は、名前だけならばディアナもよく知っている。騎士の家系として有名なのだ。シャアラには兄が二人と姉が二人いて、兄はどちらも騎士だが、姉二人は侯爵家の娘としての責務を果たすべく、女学校を出た後に相応しい家柄の男性に嫁いでいったという。

「私は小さい頃から騎士になるのが夢だったの。祖父や父や、兄たちのようにね」

　シャアラは女学校を卒業するとそのままアカデミーに入学し、卒業と同時に騎士になった。この砦を拠点として活動する北牙騎士団の前団長は、シャアラの長兄であったようだ。この長兄が、すべての騎士団を統括する王国軍本部に身を移す運びとなり──要は、出世である──新団長に妹のシャアラが抜擢された。「前団長の血縁」という理由で、シャアラが不当な扱いを受けることは無かったらしい。

「けど、『侯爵家の力で君臨する、お飾りの団長』って思われるのも癪でしょう？　だから、男たちと同じだけ……いえ、それ以上に訓練してるの」

　いつか私も兄と同じところまで上がっていってやるんだから、と、シャアラは国境地帯にあるラーバル山を眺める。そんなシャアラを、ディアナは感嘆の思いで見つめた。

　ライナスが言っていたとおり、シャアラは怖い女性ではない。さっぱりしていて気持ちのいい性格で、ディアナやマーテルに対して声を荒げたりすることも無い。しかし、彼女が厳しい女性だというのはひしひしと伝わってくる。何より自分に厳しいのだ。だからこそ北牙騎士団の団員や、砦に駐留する数多くの兵士たちを束ねることができるのだろう。

「へえ、あの子、ハルバード振り回せるんだあ」

　隣の敷地を目にしたシャアラが感心したように呟いた。

　ディアナたちがいる訓練場と柵で隔てられた敷地では、レイヴン近衛騎士団と北牙騎士団の男性たちが合同訓練をしている。近衛騎士団の男性たちは、砦内の武器庫から持ち出してきた目新しい武器の使い心地をさっそく試しているようだ。

　シャアラがジェフリーを「あの子」と呼んだので、ディアナは思わず笑いそうになった。女傑と呼べそうな彼女からしたら、ジェフリーは若輩者に見えるのかもしれない。

「そうそう、ジェフリーさん、見かけによらず力持ちなんですよ」

「ふうん。ジェフリーっていうんだ」

「はい。お父様がアンバーリッジ伯爵の」

「ああ、あの子がそうなんだあ。あっちの、体格のいい男は？」

「あの人は、ヒューゴさんです。お父さんもおじいさんも騎士だったんですって」

　マーテルとシャアラの会話を聞きながら、ディアナも彼らの練習風景を眺めた。騎乗して剣を交える者もいれば、地上で槍術の型を取っている者もいる。

「あのハルバード、王城に置いてあるものよりもかなり大きいですよ」

　王城で使用しているハルバードは武器の特性上、振り下ろせば相手の鎧ごと叩き割ることができる。だが、この砦に置いてあるハルバードは人間相手に使うには過剰と思えるほどに大きい。マーテルがそんなことを言うと、シャアラは頷いた。

「そう。あれね、籠城した敵の拠点の、門や扉を破壊するために作られた物なの。力のない人が使ったら、振りかぶった途端に後ろにひっくり返っちゃうから、気をつけてねぇ」

「あー、籠城。そっか」

　城仕えの近衛騎士が敵地の扉を破りに赴くことは無い。可能性があるとすれば、その逆だ。

「じゃ、あたしたちはあのハルバードに耐え得る扉を用意しないといけませんよね」

　縁起でもない話だが、有事の際のディアナたちの役目は、防戦し、ヴィクターの安全を確保することだ。状況によっては籠城する場合もあるだろう。

　ディアナは訓練場から砦を振り返った。もしも、ミルニアス砦滞在中にディッケル伯爵の兵が攻めてきたら……？　と、砦の構造を思い浮かべてみる。ヴィクターの居室はその日によって違うし、襲撃が深夜か朝方か、時間帯によってもディアナたちが取る行動は変わってくる。おそらくは襲撃に気づいた兵士が警鐘を鳴らすだろう。ディアナは急いで武器を身に着け、ヴィクターの元へ向かうわけだが……。その時に使うルートを、頭の中で明確に思い描くことができなかった。

　だめだ。もっと砦の内部を詳しく覚えないと、万が一の時に慌てることになってしまう。

「ディアナさん？　なんで難しい顔してるんですか？」

「えっ」

　びっくりして顔を上げる。マーテルは怪訝そうな表情でディアナを見つめていた。自分が考えていた内容を正直に話したら、「ディアナさんは心配し過ぎですよ」と笑い飛ばされてしまいそうだ。

「え、ええ。あの……あら？　シャアラさんは？」

　気がつけばシャアラの姿が無い。

「だから、砦に戻ったんですってば」

「今、兵士の男の人が呼びに来てたじゃないですか」

　マーテルはそう言ったが、ディアナはまったく気がつかなかった。起こるか起こらないかの襲撃を心配して上の空だった自分に呆れてしまう。

「やだ。私ったら、ぼうっとしてて」

　額に手を当ててため息を吐いた。

「あはは。普段やってる訓練と違うから、疲れちゃったんじゃないですか？　実はあたしも、シャアラさんの訓練についていけるかちょっと心配なんですよね。食事をしっかりとって、体力つけないと……あっ。そういえば、ここの砦の食堂、思ってたより美味しいですよね！」

　それはディアナも思っていた。寂れた地方の砦ということもあって、食事にはまったく期待していなかったのだ。実際に王城の宿舎の料理より質素ではあったが、そのぶん家庭的な味で食べやすかった。年輩の賄い方が多いせいだろうか。

　食べ物の話になって、マーテルの瞳が輝きだした時、

「あの。あのさ……」

　後ろから男性の声が聞こえたので二人は振り返る。

　訓練場を囲う柵の所に、北牙騎士団の団員たちが四人ほど立っており、こちらを見ながら小突き合っているところだった。「お前が行けよ」などと言い合っているようだ。

　なんとなく、ライナスに言われたことが頭を過ってディアナは身を固くした。でも本当に純粋な用事なのかもしれない。だとしたら、一方的に警戒するのもなんだか悪い気がする。などとディアナが考えているうちに、

「何か用ですかあ？」

　マーテルが彼らに訊ねた。ずいぶんとのん気な口調だったせいか、男性たちはホッとしたように笑顔を見せ、一歩二歩とこちらへ近づいてくる。

「あのさ……よかったら、今晩、俺たちと一緒にカードとかやらない？」

「へっ？　カード……？」

　ディアナの胸には「やっぱり」という失望感が染み渡ったが、マーテルは意表を突かれたようだ。彼女の口調を非難と受け止めたのか、彼らは慌てて説明する。

「いや、賭けとかじゃなくてさ。気軽なやつだよ」

「そうそう。知ってる？　この地方のポーカーのルール、王都とちょっと違うんだぜ」

「俺たちが教えるからさ、一緒にやろうよ」

　シャアラが姿を消したタイミングでこんな風に近寄ってくるなんて、ずるいと思う。ディアナは彼らに対してもやもやとした気持ちを抱いた。もちろん、かつてジェフリーにやっていたように、刺々しい態度を取るつもりも理由もないが。

「いいワインも用意してあるよ」

「この地方ではさ、ワインと一緒に焼いたチーズをつまむのが一般的なんだ」

「えっ、チーズを焼くんですか!?」

　それまで不思議そうな顔をしていたマーテルだったが、食べ物の話題に嬉しそうに飛びついた。

「ちょ、ちょっと、マーテル……」

　このままでは、彼女は誘いに乗ってしまうのではないだろうか。ディアナはマーテルを諭そうとしたが、北牙騎士団の男性たちはここぞとばかりに熱弁を振るう。

「夕食の後なら厨房が空くだろう？　そこで、チーズの塊をスライスして、フライパンで焼くだけなんだ。野郎でも簡単に作れるから、俺たちよく食べてるよ」

「わあ、美味しそう……」

　焦げたチーズの匂いでも想像しているのか、マーテルは目を閉じて鼻をクンクンとさせる。それからぱっと目を見開いた。

「いいですね！　行きましょうよ、ディアナさん！」

「あの、マーテル。私……」

「他の皆も誘って！」

　いよいよ焦り出したディアナだったが、マーテルのつけ加えた言葉に男性たちは愕然とした表情で「えっ？」と漏らした。

「絶対、皆喜びますよ！　ヒューゴさんなんて意外とグルメだし、それに、ダラスさんだったら違うルールのポーカーでもすぐ覚えちゃいそうじゃないですか？」

「あの。いや、そうじゃなくて。俺たち……」

「……なあ？」

　彼らは後ずさりながら顔を見合わせ、もごもごと呟いている。「察してくれよ」とマーテルに告げたいのだろうが、彼女が察する様子はまるで無い。

「そのチーズって、日持ちするやつですか？　あたし実家へのお土産どうしようかと思ってたんですけど、チーズならいいかも！　昨日の夕食に出たマトンの煮込みも美味しかったけど、さすがに持って帰れませんからねえ」

「あ。いや……その……じゃ、詳しいことが決まったらまた話しに来るよ」

　口ごもっていた男性らは、それだけ言うと小走りで去って行ってしまった。

「そうですかあ」と、その後ろ姿に手を振っていたマーテルだったが、彼らが再び接触してくることはあるのだろうか？　ディアナは込み上げてくる笑いを抑えるのに必死だった。
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「ごめんなさい。夜は、ちょっと。近衛騎士団の皆でなら行くけど……」

「え。じゃ、じゃあさ。昼間に一緒に出かけようよ。ここにいる間も休みの日くらいあるんだろ？　景色の綺麗な場所があるんだ」

「それも、ちょっと」

　マーテルのように天然を装う──彼女は装っているわけではないのだが──のはディアナには無理だった。そして一人の時に誘いをかけられると、どうしても重い会話になってしまう。

　ディアナは今、砦の廊下の片隅で、北牙騎士団の男性の誘いをなんとか振り切ろうとしているところだった。

「じゃあ、いつならいいの？　一緒に出かけるくらいいいだろ？」

　この人、しつこい。

　あれ以来、北牙騎士団の人たちに、夜に一緒に飲まないかと誘われることが何度かあったが「レイヴン近衛騎士団の皆でなら参加する」と言えば大抵は諦めてくれる。しかし今日の人は引き際が悪い。

「ひょっとして、もう恋人がいるの？」

「そういうわけじゃ……」

「じゃ、君フリーなんだ」

　ここでそうだと答えておけば丸く収まったかもしれないものを、うっかり正直に答えてしまい、ディアナは自分の迂闊さを呪った。

「ここにいる間、俺とお試しで交際してみるってどう？」

「いえ、そんなことは……」

「絶対楽しいって！　損はさせないからさ」

　その男性はそう言いながらにじり寄って来たので、さすがにディアナも苛ついた。息を吸い込み「いい加減にして」と言いそうになった時、しつこい彼の後ろをライナスが横切っていくのが見えた。

「ライナス！」

　見知った顔にホッとした。言い寄ってきていた男性を振り切り、ライナスに駆け寄る。

「貴方を探してたところなの。あの、えーと、シャアラさんから伝言があって」

　これはもちろん出まかせだった。ライナスはシャアラの名を聞いて「げ」という表情を浮かべたが、ディアナは早くこの場を離れたくて、ライナスの腕をぐいぐいと引っ張った。

「お前な。俺をダシに使うなよなあ」

「ごめんなさい」

　廊下の角を曲がったところで、なんとなく状況を察したらしいライナスは足を止めてため息を吐いた。ライナスは北牙騎士団の中でも新しい団員になる。陰湿な中傷こそないが、新入りならではの使い走りにされることも多いようだ。彼はシャアラに頼まれた仕事をしている途中だったから、ディアナの口から団長の名を聞いて動揺したらしい。

「本当にごめんなさい。お詫びに仕事手伝うわ。シャアラさんに、何を頼まれているの？」

　そう言うと、ライナスは抱えていた羊皮紙を広げてみせた。

「この砦のぶっ壊れそうな場所、チェックしとけって言われてんだ」

　羊皮紙には砦の見取り図が描かれていた。古い砦だから修繕の必要な個所がたくさんあるようだ。修繕費用は、すべての騎士団を統べる王国軍本部の予算会議によってそれぞれの騎士団に割り当てられる。そこで「王太子の滞在中に直談判して多めに頂いてしまおうというのが、うちの団長の魂胆だ」と、ライナスは読んでいるらしい。

　そういえば、王城では誰がこのような仕事を請負っているのだろうとディアナは考えた。どこかの騎士団だろうか、それとも兵士だろうか。或いは専門の建築士や修理屋がいるのかもしれない。だが、この砦ではシャアラの命令の元、管理と運用はすべて団員たちで行っていると窺えた。同じ騎士と一口に言っても、稽古の内容も仕事の内容もまったく違う。そんなことを言うと、ライナスは呆れたようにディアナを見下ろした。

「そりゃ騎士団の中でも、近衛騎士ってかなり仕事が限られるだろ」

「多分、そうよね」

　ヴィクターの護衛につく他は、稽古と書類仕事が主だ。

「……へえ。書類仕事って、具体的に何やってんだ？」

「それは、まあ……殿下の外出先の下調べとか。その日の公務の報告書も書くし、それなりに打合せが多いから議事録も取るでしょ」

「ふうん。じゃあ、殿下と顔を合わせるのって、殿下の護衛につく時だけなのか？」

「団長の手が空いてない時に、代わりに印章をもらいに行ったりもするわよ」

　それがちょうどヴィクターのお茶の時間だったりすると、彼は菓子を分けてくれることがある。宿舎の食事も美味しいが、専門の料理人が拵こしらえた菓子はまた格別だ。マーテルなどはその時間を見計らってヴィクターの部屋へ足を運んでいる。

「殿下のことって、城下警備やってた頃に遠目にしか見る機会なかったんだよなあ。王族なんて皆近寄りがたい人間かと思ってたけど」

「わりと、気さくな方でしょ」

　ディアナがヴィクターの部屋を訪ねると、窓辺に腰掛けてリュートを爪弾いていることもある。

「上手なのよ。こっちが忙しい時に『聴いていけ』って言われると困っちゃうんだけどね」

「そういえば、殿下ってまだ独身なんだっけ。愛人とか囲ってんの？」

　何がそういえばなのか、ずいぶんと不躾な質問だと思った。だが、王族の噂話に興味津々な人も多い。ライナスもそうなのだろうか。

「そういう女性の話は聞かないけれど」

「けど、殿下だっていい年齢だろ。まさか、女に興味ないとかじゃないよな」

「もう。どうしてそっちの方向に考えるの？　殿下だって、たまに会いに行く女性はいるわよ」

「会いに行くって……ああ、娼館とか、そういう宿屋のことか。お前もついて行ったりするのか？」

「私は行ったことが無いわ。もういいでしょ、殿下のそんな個人的な話は」

　半ば無理やり話を切り上げたディアナは仕事の概要を確認し、書き込み用の木炭と数枚の見取り図をライナスから受け取った。この砦は地下一階、地上二階建てだが、部分的に三階と四階が存在するエリアもある。ディアナの担当はその三階、四階部分だ。

「そういえば、王太子ってどの部屋使ってんの？　大抵は一階にいるみたいだけど」

「さあ……殿下は毎日違う部屋をお使いになるから」

　ディッケル伯爵にこの砦の情報が洩れているかもしれないと懸念したシャアラの案で、ヴィクターは日毎に居室を変更している。その日ヴィクターが使う部屋はセオドアとシャアラが相談して決めているようだ。それは近衛騎士たちにも就寝ぎりぎりの時間になってから知らされることになっていた。

「ふうん。それってちょっと警戒し過ぎじゃないか？」

「殿下もそう仰っているのだけれど」

　ディアナはヴィクターの部屋の荷物を移す手伝いを何度かしに行った。「皆、ちょっと心配し過ぎだと思わないかい。毎日の引越し、面倒臭いんだよねえ」なんて彼は笑っていたが、セオドアとシャアラ相手にヴィクターの意見が通るはずも無い。彼は大人しく毎日ちょっとした引越しをしている。

「あ、お前、さっきのことだけどさ」

「何？」

　作業が終わった際に落ち合う場所を決めた後、ライナスが言った。

「別に力尽くで襲われたわけじゃないんだしさ。あんなことぐらい、自分一人で捌けなくてどうすんだよ」

　ライナスはこちらの返事も待たずに去って行ったが、彼の言葉はディアナの胸にぐさりと突き刺さった。

　自分はああいうことが本当に苦手だ。マーテルに頼り切るか、先ほどのようにライナスをダシにして逃げるかしか思いつかない。

　かつて似たような誘いをかけてくるジェフリーに対して、いちいち腹を立て、噛みつくように怒鳴り返していたが、北牙騎士団の人たちにディアナの心をそこまで苛立たせるような何かはなかった。そもそもこの砦に滞在する間だけのことだ。別にきつい態度を取らずとも、ひと月の間やり過ごせばいいのだ。……それが上手くできないのだが。

　ディアナはこめかみを揉んだ。

　滞在中は、他の騎士団の仕事内容や砦での生活について見聞を広めておきたいのに、こんなことまで考えなくてはいけないなんて……。私も毅然とした態度を取りきれなかったかもしれないけれど、だいたい、あの人だってしつこかったじゃない？

　考えているうちに、苛立ちが募ってきた。

「……ディアナさん」

　ライナスもライナスだわ。全部聞いていたわけじゃないのに、あんな風に感じの悪い言い方をしなくたって。

「ディアナさん」

「なによ！」

　昂った感情のままに振り返ると、そこにはジェフリーがいた。目を見開いたまま固まっている。

「お、俺……何かしましたか……」

「あ……ご、ごめんなさい！　考え事してて」

　ジェフリーは壁を見つめたまま立ち尽くしているディアナを目にして、不思議に思ったらしい。考え事をしていたからといって声を荒げる理由にはならないが、彼は気を悪くする風でもなく、肩を竦めて柔らかく微笑んでみせる。

「懐かしいな。こんな風にディアナさんに怒鳴られるの」

　ディアナもつい先ほど、ちょうどかつての自分とジェフリーに想いを馳せたばかりだ。

　以前はとにかくジェフリーが気に入らなくて、彼に対していつも腹を立てていた。彼の言動を適当に流すことができず、思えば、ある意味全力でジェフリーの相手をしていたのかもしれない。

「何か難しい仕事でも頼まれたんですか？」

　ジェフリーはディアナが手にしている羊皮紙を指した。

「いえ、特に難しいということでもないんだけど」

　修繕が必要と思われる個所を、見取り図に書き込んでいく作業だとディアナは説明した。

「へえ。俺も手伝っていいですか」

「え、ええ。でも」

　ディアナは手元の羊皮紙に視線を落とす。これはライナスから預かった仕事だ。頼まれた分は責任を持ってすべて自分でやっておきたいし、何よりディアナはまだ砦の内部を完全に把握できていない。この作業を行いながら、じっくりと階段や曲がり角の位置を覚えておきたかった。

「じゃあ……一緒に、見て回る？」

　そう言って羊皮紙から顔を上げ、ジェフリーを見た。

「い、一緒に……」

　彼は呆然とディアナの言葉を繰り返す。

「え。い、いいんですか」
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　そして軽い動揺を交えつつ、喜びを噛み締めるような表情で訊ねてきた。途端にディアナは照れくさくなった。

「や、やっぱり今のなし」

「えっ、ちょっと」

　手早く羊皮紙を丸めてジェフリーに背中を向ける。

「ねえ。待ってください、ディアナさん」

「待ってください、ディアナさん」。彼のこの科白を耳にするのは久しぶりだ。だがそれは以前のようにディアナを苛立たせる響きを帯びてはいなかったし、ディアナの口からも「ついてこないで」という言葉は出てこなかった。

　本気で逃げようと思っていたわけではないから、ジェフリーにはあっさりと追いつかれてしまう。彼はディアナの正面に回り込んだ。

「俺、ちゃんと真面目にやりますから。ほら」

　ジェフリーは両の手のひらをディアナに差し出してみせる。

「誠心誠意、この両手であなたにお仕えしますよ」

「なによ、大げさね……」

　彼は以前も同じような科白を口にした。それは寝台を前にしてのことだった。そして宣言したとおりにした。

「ディアナさん？　これ、三階と四階の見取り図でしょう。どっちから始めますか」

「え、ええ。えーと」

　ジェフリーとの関係──心よりも先に身体を識ってしまった関係──は、とんでもなく厄介だと思う。ジェフリーのさりげない言葉からも、かつて過ごした夜を思い浮かべてしまって、その度にディアナは狼狽える。

　今も健全な状況で向き合っているというのに、妙な想像を巡らせて一人で慌てる始末だ。

「この砦、やっぱり古いんですね」

　三階の薄暗い場所で、ジェフリーは屈み込んだ。その一角は所々壁が崩れており、隙間風を防ぐためなのか板で補強がしてある。こういった場所がいくつか見られたので、目にする度に見取り図に書き込んでいった。

「この隙間なんか、ネズミが出そうだな」

「やだっ」

　ネズミという言葉にディアナは飛び退いた。

「出そうって言っただけで、実際出てきたわけじゃないですよ。ディアナさん……ネズミ、怖いんですか」

　辺りをきょろきょろし出したディアナを見て、ジェフリーは面白がるような表情を浮かべる。なんとなく、そこにかつて彼が垣間見せていた嫌味ったらしさがあるような気がしたが、嫌な気持ちになるどころか少し懐かしいとさえ思ってしまう。そういえば、ジェフリーも先ほど、ディアナに怒鳴られるのが懐かしいと言っていた。

　以前のようなやり取りではあるが、その実、全然違う。過渡期のようなものを経て、二人の間柄はまったく違うものになっているのだ。そのことに、彼は気づいているだろうか。

「だって……病気とか、運んでくるって言うじゃない」

「この砦、猫がいるからネズミが出たら捕まえてくれるんじゃないかな」

「え？　猫がいるの？　どこに？」

「俺は食堂の近くで見ましたよ。このくらいの大きさで」

　ジェフリーは猫の大きさを手で表した。

「全体的にはクリーム色なんですけど、尻尾だけ縞模様でした」

「まあ」

「アーヴィンは厩舎の方で真っ黒な猫を見たって言ってましたから、他にも何匹かいるのかもしれませんね。ディアナさん、猫、好きなんですか」

「猫はもちろん、動物はなんだって好きよ。あ、ネズミは嫌だけど。私の実家には犬がいるの。黒くて、大きな犬」

「へえ。俺なんか、身近な動物と言えば馬くらいですよ」

　たわいない話を続けながら、二人で周辺の壁や天井、床を見て回る。四階へ移動した時、ふと、ジェフリーが顔を上げた。

「やっぱり、この砦にも隠し通路はあるのかな」

「隠し通路？」

「ええ。王城にもあるって言うでしょう」

　王城が他国の軍隊に襲撃された場合、または革命や暴動が起こった場合に備えてのことだ。大抵の城にはそういった王族専用の避難通路が用意されているから、隠し通路の存在だけは皆が知っていた。だが、通路の位置や仕掛けについては王族にしかわからない……と、言われている。王族の私室の鏡に仕掛けがあるとか、暖炉の中の隠されたスイッチを押せば本棚の裏に通路が現れるとか、好き勝手に噂をする者もいるが、いずれも憶測の域を出なかった。

　だが有事の際、王族がすぐに、どこへでも逃げられるようにしてあるとすれば、通路の入り口は複数存在し、出口も一つではないと考えられる。城の敷地の奥にある霊廟れいびょうや、城下町の下水道、そして国境沿いの崖や森周辺にも繋がっているのではないかと言われていた。

　ジェフリーは続ける。

「殿下の休む部屋、何となく決まってるじゃないですか」

　毎日部屋替えをするとはいっても、一階にある四つほどの部屋の間を、不規則に移動しているような形だ。中には、王族が使うには質素というか、みすぼらし過ぎる部屋もあったが、当のヴィクターはそれを面白がっていた。

「それで俺、万が一の時に、すぐに殿下を逃がせるようにしているのかなって、思ったんです」

「言われてみれば、そうよね。この砦にそういったものがあっても、不思議ではないわ」

　この砦はかなり前から北牙騎士団が守っている。シャアラは前線に赴いて指揮を執るだけの器があるが、そうでない人が団長になることもあるだろう。戦う術を持たない貴人が、お飾りの団長を務める場合だってあるのだ。また「死なれては困る人」が砦に滞在することもある。今回ヴィクターがそうしているように。

　案外、ジェフリーの読みは当たっているのかもしれない。そういった通路が存在するとしたら、やはり一階、或いは地下になるのだろうか……。

　その時、背後から誰かが近づいてくる気配がした。

「諸君！　何してるのかな？」

　はきはきした大きな声はシャアラのものだ。壁の隅をこそこそと見ているから怪しい感じがしたのかもしれない。ディアナは見取り図をぱっと広げ、シャアラによく見えるようにした。

「あの、これ。今、ライナスの仕事を手伝っていたんです」

「ああ！　修繕箇所の点検」

「ええ。あ、彼に頼まれたわけじゃなく、私がやりたいって言ったんです。砦の構造をちゃんと覚えたいので」

　ライナスの名誉のためにそうつけ加える。

「感心、感心。警備隊出身はやる気のある子が多いねー。この仕事、次の訓練で一番最初にへばった奴に押しつけようと思ってたんだけど。ライナス・バートレットが『ぜひ俺にやらせてください』って言うからさ」

　シャアラはうんうんと頷き、ディアナとジェフリーに労いの言葉をかけて去って行った。

「ずいぶん、さっぱりした方ですよね」

　ジェフリーが言う。

「ええ。とても素敵な人だと思うわ……」

　シャアラの言葉に何となく引っ掛かりを覚えていたディアナは、曖昧な相槌を打った。

　そうだ。ライナスはこの仕事を、まるでシャアラに押しつけられたかのように話していたのだ。だが、実は自発的に請け負っていたものだった。彼はディアナのことを「一人で勝手に仕事を増やしている」とか「損な性格」とか言っていたけれど、自分だってそういうとこあるんじゃない。ディアナは思った。
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「ようし、いい子だね。おいで、おいで」

　ディアナとの共同作業を終えた後、ジェフリーは中庭に面した通路にやって来ていた。そこで窓の縁に居座っている、尻尾だけ縞模様のクリーム色の猫に向かって、指をちょいちょいと動かした。

「おいで……」

　猫は冷めた目でこちらを見つめている。

　前に見かけた時は暗がりだったせいか、可愛らしく大きな目をした猫に見えたのだが、日当たりが良い場所で見るとその瞳孔は狭まり、若干凶悪そうな顔に思えるから不思議だ。

「ジェフリー。君、何やってんの？」

　そう声をかけてきたアーヴィンは稽古着を身に着けていた。所々に草の汁や土の汚れがついているから、稽古を終えてきたところなのだろう。

「いや、猫がね」

「猫？　ああ。前に君が言っていた猫か。本当だ、尻尾だけシマシマだ」

　アーヴィンもジェフリーの隣に並んだが、猫は逃げなかった。だが、こちらに靡なびく様子もない。

　ディアナが猫に興味を示していたから、この猫を彼女に見せてあげたいとジェフリーは思ったのだが、簡単に捕まえられるわけではなさそうだ。猫の好みそうな餌でも持ってきてやればよかったのだろうか。

「猫って、何を食べるんだろう」

「さあ……」

　アーヴィンはしばらく猫を見つめていたが、やがて首を傾げて言った。

「この猫、結構太ってないか？　きっと、厨房の辺りでたくさん餌をもらってるんだよ。食べ物で釣るのは難しいんじゃないかな」

　ジェフリーは猫の生態に詳しくはないが、言われてみれば猫はムチムチとしていて肉づきがいい。アーヴィンの言うように食堂や厨房の近くをうろついているみたいだから、あまり飢えることがないのだろう。

「けど……食いしん坊なら、それこそ餌で釣れるんじゃないか？」

「ああ、そうか。マーテルなんていつも食べ足りてない感じだしね」

　彼女は太っているわけではないが、いつも食べ物や、食べ物の話に吸い寄せられるようにやって来る。

　そこでジェフリーは、猫に向かって笑顔で両手を広げた。

「お嬢さん、俺と一緒に遊びませんか」

　途端、猫は狭い窓の縁でバランスよく立ち上がり、ぶわっと尻尾を膨らませた。

「フギャァアアア」

「うわ」

　思わずのけぞると、猫は音も立てずにジェフリーの前から消えた。太っている割には俊敏な動きだった。

　アーヴィンは腹を抱えて笑っている。

「動物がそんな誘いに乗るわけないだろう」

「もしかしたら、って思ったんだけどな。引っかかれるのかと思ってびっくりしたよ」

　そもそもあの猫が雌なのかすらジェフリーにはわからないのだが。

　よほどおかしかったのか、アーヴィンはまだ肩を揺らしている。

「それにしても今の猫、ディアナにそっくりだったなあ」

「……え？」

　ディアナさんをあんな凶悪そうなデブ猫にたとえるなんてとんでもない。アーヴィン、君は視力に問題があるんじゃないのか？　そう言ってやりたくなった。

「だってさ、ジェフリー。軟派な誘いをかけて、あんな風に牙を剥かれてさ。今のやりとり、以前の君とディアナそのものだったよ」

　そこでジェフリーも「言われてみれば……なるほど」と納得してしまう。

「でも君たち、最近はいがみ合ってないね。やっぱり一緒に遭難してから、友情ってやつが芽生えたのかな」

　アーヴィンは「着替えてくるよ」と言って去って行った。ジェフリーは先ほどまで猫がいた窓の縁を見つめる。

　いがみ合っていたというか、自分が一方的にディアナの気持ちを逆撫でしていたに過ぎないのだが、確かに彼女との関係は一緒に川に流されて以来、変化してきている。それは友情で片づけられるものではないと、ジェフリーは信じたい。

　それにしても、と、ジェフリーは唇を歪めた。

　実はあの時──ディアナが北牙騎士団の男にしつこく言い寄られている時──ジェフリーは少し離れた場所の物陰にいて、彼女の様子を悶々としながら窺っていた。自分が出て行こうかとも考えた。だがディアナはそれをどう思うだろう。助かったと思うだろうか。恋人面してしゃしゃり出てきた図々しい男だと思うだろうか。

　先に身体の関係を持ってしまったせいで──あれはディアナの本意ではなかったとわかっているのに──頭のどこかでは、ディアナには自分のものでいて欲しいと思ってしまっている。そして、どうしてディアナは他の男たちをはっきり拒絶してくれないのだろうと、彼女に対してお門違いな苛立ちすら覚えてしまう始末だ。

　……などとジェフリーが葛藤を重ねている間に、ディアナは逃げ道を見出した。だが、その逃げ道がライナス・バートレットだったことにもジェフリーは不服を覚えた。この砦の他の男たちのように下心を持ってディアナに接しているわけではなさそうだが、何となくジェフリーはライナスが気に入らない。ディアナとライナスの間にはジェフリーの知らない時間と絆がある。その時間と絆に対して、ジェフリーは大人げない嫉妬心と疎外感を抱いていた。城下で、ディアナとかつての仲間たちが親しげに喋るのを目の当たりにした時みたいに。

　だからこそディアナが砦を一緒に見て回ろうと言ってくれたのは意外で、嬉しかった。そして以前の自分たちでは考えられなかったほどに近しい距離で、雑談を交えながら仕事をした。ディアナは気づかなかったようだが、途中、先ほどディアナに言い寄っていた男騎士が物欲しそうな顔でこちらを見つめていて、ジェフリーは意地の悪い優越感を覚えた。

　この砦に滞在している限りは、また似たようなことが起こるのだろう。ディアナは周囲の男たちに愛想を振りまいているわけではない。それはわかっている。彼女はただ仕事をし、自分の一日を過ごしているだけなのだ。だが、次にあんな場面を目にしたら「俺以外の男と喋らないでください」と訴えてしまいそうだ。そんな科白を口にしては呆れられるだけだとわかってはいるが、それでも。

　二人で城下へ出かけた日、ディアナは馬車の中で今の気持ちを伝えてくれた。あの時のディアナは、頬を染めて照れまくっていて、とても可愛かった……。ジェフリーはほうっとため息を吐いた。いや、今はそのことではなくて、と気を取り直す。ディアナはどういう形であれ、ジェフリーを意識してくれている。だがディアナが自分と恋愛的な意味で向き合ってくれるまでには、もっと時間が必要なのだと思う。

　この砦にやって来て十日ほどが経過していた。今後もディアナの周囲を北牙騎士団の男たちがうろつくのかと考えると、まだ日程の半分も消化できていないことに嘆息する。

　ディアナとの間に、もっと確かな絆が欲しい。そうでなければ、焦って彼女の気持ちをよそに、先を急いでしまいそうな自分がいた。







＊＊＊








　修繕個所のチェックを終えた後、ディアナはラーバル山の入り口までやって来ていた。今の時期この地域は、早朝に霧深くなることが多いらしく、あれ以来──砦にやって来た翌朝、ライナスと会った時以来──朝早くにここを訪れるのは諦めていた。また、日中は日中でそれなりに自由時間はあるものの、一人でここまでやって来る機会には恵まれなかった。

　ようやく纏まった時間が取れた今、ラーバル山の麓ふもとまでサブリナを駆けさせることができたのだ。山の入り口らしき場所には、馬が二頭繋がれている。ひょっとしたら、見回り当番の騎士の馬かもしれない。馬の装備を確認しようとそこに近寄った時、山の方からガサガサと茂みをかき分ける音がして、北牙騎士団の制服を着た男性が二人、姿を現した。

「あれっ、君は……」

　ディアナの姿を視界に入れた騎士は、当たり前だが驚いている。なぜレイヴン近衛騎士団の人間がこんな場所にいるのだろうと、不思議に思っているに違いない。

　二人とも顔を知ってはいるが、話したことはない騎士だった。彼らには物欲しげな視線を向けられたことも無かったはずだ。ディアナは警戒を解いて、自分がここに来た理由を説明した。見回りがどんな風に行われているのか興味があったこと、この砦に滞在している間は、できるだけ見聞を広めておきたいというようなことを。

「ああ、それなら」

「うん。俺たち、二人組で見回りを終えてきたところなんだ」

　騎士たちはディアナに説明を始めた。

「決まった時間に見回りを行うわけじゃないよ。見回りの時間を敵兵に読まれるのはまずいからね」

「そうそう。一日に何度も行うこともあれば、一度だけの日もある」

　ふと、疑問が芽生えた。

「二人組……？　いつも、そうなの？」

「いや、三人以上の時もあるさ。万が一だけど、敵兵と遭遇した時、一人だとまずいだろう？　絶対に二人以上で行動しろって、シャアラ団長からのお達しなんだ」

　あの時、ライナスは一人だった。

　ディアナと遭遇する前に仲間と別れて、一人で行動していたのだろうか。それとも、自主的に一人で見回りを行っただけ？

　何となく引っ掛かるものを覚えながら、ディアナは騎士たちの説明を聞き終え、砦へと戻った。

　北牙騎士団の詰所へ入ると、ライナスがいた。椅子の背もたれに寄り掛かり、机に足をあげて何かの書類に目を通している。彼はディアナの気配に気づくとふと顔を上げた。

「おう。さっきはどうもな」

「ライナス。貴方ちょっと、行儀が悪いんじゃない」

「まあまあ、いいじゃねえか。休憩時間ぐらいは寛がないとな」

　ライナスが手にしていたのは先ほど使った砦の見取り図だった。ディアナは砦のほんの一部分、三階と四階を任されただけであった。一方でライナスが請負っているエリアは一階、二階と地下部分。一人で点検して回るとしたら、すぐに終わるわけがない。

「まだ終わっていないのなら、手伝いましょうか」

「いや、いい」

　ライナスは見取り図を机の上に伏せる。

「あの……」

　一人でラーバル山まで見回りに行くこともあるの？　私を真面目で損な性格だなんて言っておいて、自分もそういうとこ、あるんじゃない。そんな風に切り出そうと思った。だが、

「なんだ？」

　ライナスの顔は一つ一つのパーツがはっきりとしている。濃い眉に黒目がちな瞳は、相対するものに意思の強そうな印象を与える。野太い声で問われ、ディアナは及び腰になってしまった。

　この砦の情報が、隣国に洩れているかもしれない。国を跨いで位置するラーバル山を経由して。

　ライナス。貴方はどうして一人で山に入ったの？

　伏せられた見取り図。彼にこの仕事をさせてくれとディアナが言った時、どんな話になっただろうか。

　ライナス。貴方はどうして殿下の部屋を知りたがったの？

　そしてシャアラは言っていた。この仕事はライナスが「ぜひ俺にやらせてください」と、買って出たのだと。

　ライナス。貴方は……修繕が必要な個所、つまり、脆い部分を把握して、それでどうするの？　いいえ、シャアラさんに報告するだけよね？　それに……まさか、隠し通路なんか探してないわよね？　あれは、私とジェフリーが勝手に想像して話していたことだもの。

　立ちすくんだディアナの脳裏に、途方もない考えが次から次へと湧き出してきた。それはまるで、透明な水の中に黒のインクを一滴落としたかのように、捉えどころ無く、もやもやと広がっていった。

　私の考え過ぎよね？　ライナス、貴方、仕事熱心なだけなのでしょう？

　ディアナは唾を飲み込んだ。

「おい。どうしたんだよ」

　考え過ぎだと笑い飛ばして欲しいけれど、でも。

「な、なんでもないわ……」

　ライナスの答えを知るのが怖くて、ディアナは彼に疑問をぶつけることができなかった。










10．手合わせ






　ある日の昼近く、ディアナは訓練場であくびを噛み殺そうと必死になっていた。

「ディアナさん、眠そう～」

　その様子を目ざとく見つけたマーテルが、からかうように言う。

「お昼寝した方がいいんじゃないですか？」

「え、ええ。そうしようかしら」

　ここ数日の間、ディアナは朝早く起きて、厩舎へと通っていた。ライナスの馬が馬房にいるかどうかを確認したかったのだ。そして今朝、ライナスの馬はいなかった。霧の中、ラーバル山へ向かったのだろうか。

　ディアナも後を追おうと思ったが、彼と鉢合わせしてしまったらと考えると、それもできなかった。いったん自室に引き上げたディアナであったが、もう一度眠る気にはなれず、そのまま一人で鬱々と思い悩んでいる状態だ。

　一度疑念を抱いてしまうと、ライナスの行動に注意を払うようになった。彼は、北牙騎士団の男たちと稽古をし、食事をとり、詰所では何やら書き物をしている時もある。厩舎の近くで馬を洗っている場面も目にした。もちろん、常にディアナの視界に入る場所にいるわけではないし、夜はどう過ごしているのかもわからない。

　だがここ数日間の彼は北牙騎士団の団員として、いたって普通に過ごしているように見えた。

　今朝、彼の馬がいなくなっていたことを除けば。

　こうして悶々とするくらいならば、思い切ってライナスに訊ね、すっきりさせてしまいたい。彼が笑い飛ばしてくれれば、ディアナは彼を疑ったことを詫びて一件落着である。

　しかし、彼に後ろ暗いところがあったなら？　ライナスはもちろん否定するか誤魔化すかするだろう。そしてディアナを警戒し、二度と隙を見せなくなる。そう考えると直截ちょくせつに訊ねるのはまずい気がした。

　しかしそれでは、まるでライナスを泳がせ、尻尾を掴もうとしているみたいではないか。かつての仲間を相手に。自分がすごく嫌な人間になったみたいだ。

　ディアナはどうすることもできずにいた。

　二人に稽古をつけていたシャアラが引き上げると、ディアナとマーテルは後片づけに取り掛かる。稽古用の武器を木箱にしまう前に、付着した泥の汚れを布で拭き取る作業をしながら、ディアナはマーテルをちらりと見やった。

「ねえ、マーテル……この砦に来た時の、シャアラさんの話を覚えてる？」

　マーテルは顔を上げたが「シャアラさんの、話？」と首を傾げる。シャアラから聞いた話は一つではないのだから、ピンと来ないのは当たり前である。だが話題を限定するのには勇気が要った。

「その……この砦の、情報が洩れてるかもしれないって……」

「ああ、それですか！」

　三か月ほど前、ミルニアス砦の騎士たちが特別訓練を行うために砦を留守にしたところ、そこをディッケル伯爵に攻め込まれた。シャアラはこの砦の情報が洩れている可能性があると言った。

　フローヴェリア王国のミルニアス地方と、隣国レウスタの間にはラーバル山が存在している。関所を通らずに両国間を行き来するには、ラーバル山を抜けなければならない。

「でも、山を抜けて砦に向かって来るんだったら、物見台からわかるんじゃないですか？」

「ええ。だから……情報を盗まれているんじゃなくて、こちら側の人間が向こうに情報を渡しているのだったら……」

　マーテルがぎょっと目を見開いた。自分が突飛な発言をしているような気がしてきて、ディアナの声は次第に小さくなる。

「な、なんてね……」

「それ、北牙騎士団に裏切り者がいるってことですか？」

「た、たとえばの話よ。というか、妄想！　私の妄想だから」

「あはは。ディアナさんったら面白ーい。でもそんなことになったら、シャアラさんめちゃくちゃ怒りそうですよねっ」

　この砦の中に、外部に情報を洩らしている者がいるとしたら──。ディアナが思うに、それはすでにシャアラも想定しているのかもしれない。彼女はディアナたちにすべてを語ったわけではないのだろう。王都から遠征でやって来た近衛騎士団相手に「この北牙騎士団内に裏切り者がいるかもしれない」なんて、わざわざ話すとは思えない。ひょっとしたら、セオドアやヴィクター辺りには相談済みかもしれないが。ただ……「裏切り者は誰なのか」。シャアラに、そこまでの見当はついているのだろうか。

　ディアナは先のことを想像してみた。

「ライナスの行動が怪しい」などとディアナが訴えたら、彼は取り調べを受けるかもしれない。それでもし……ライナスが潔白だったら？　騒ぎが大きくなった後で、彼に後ろ暗いことなど何もなかったと判明したら……。

　私、軍法会議にかけられてしまうのではないかしら？

　軍法会議ほどの大事にはならなくても、セオドアはもちろん、他の団員たちにまで影響が及ぶのは必至だ。

　やっぱりだめだ。他の人には言えない。マーテルがあまり本気にしてくれなくて助かった。でも、どうにかしてライナスの思惑を確かめる方法はないだろうか。

　悩みながら訓練中に地面にあけてしまった穴を踏み固めていると、

「あの。て、手伝おうか」

「俺も手伝うよ」

　シャアラが消えた所を見計らって、また北牙騎士団の人たちがやって来た。

「あの、あたしたち、別に……」

　手伝いは必要としていない、とマーテルが言いかけたが、彼らはお構いなしに武器の入った木箱を抱える。

「これ、武器庫に戻すのかな。それとも、あっちの納屋？」

「終わったら、一緒に昼飯食おうよ」

「ちょっと待って。こういうの、困る……」

　ディアナも言い返してはみるが、また別の男性が口を開く。

「昼休憩って何時までなの？　飯食ったらちょっと話そうよ」

「俺らも実家は王都にある奴が多いんだぜ。きっと、話も合うからさ」

　以前よりも騎士の数が多い。七、八人ほどいるだろうか。ディアナとマーテルはあっという間に取り囲まれてしまう。

「行こうよ、な？」

「や……ちょっと、放して」

　ディアナがその中の一人に半ば無理やり手首を掴まれた時、すぐ近くでザクッという音がした。

　皆話すのを止め、音のした方を見る。ディアナとマーテルを囲む騎士たちの近くの地面に、長槍が突き刺さっていた。その長い柄はまだ小さく震えている。慄いた騎士たちの群れは、槍を中心に二つに割れた。よって、ディアナのいる場所からも槍を投げた人物が見えた。

「すみませんね。手元が、狂っちゃって」

　ジェフリーは、例の皮肉めいた笑みを浮かべながらこちらへ近づいてくる。

「どーも、どーも。すみませんでした」

　科白とは裏腹に悪びれる風もなく、彼は地面から槍を引き抜いた。

　我に返った北牙騎士団の団員らが声を荒げる。

「お、おい！　危ないじゃないか」

「どこ見てやがる、下手くそめ！」

「そうなんですよ。俺、下手くそなんですよねえ……」

　ジェフリーはそこでわざとらしく、ふーっとため息を吐く。

「そうだ」

　彼は笑みを湛えたままゆっくりと、だが力強く言った。

「手合わせ、願えませんか」






　訓練場ではジェフリーと北牙騎士団の男性たちが対峙している。

　手合わせの申し出に彼らは面食らったようだったが、ジェフリーは煽るように「どうですか。下手くそで哀れな俺に、稽古をつけてくれませんかね」とつけ加えた。彼らはその言葉に乗せられ、憤った。各々が得物を手にし、訓練場の中央へと集い始めたのだった。

「うわあ。あいつ、何やってるんだよ」

　そこへ、騒ぎに気づいたアーヴィンたちがやってきた。

「どうする？　団長に知らせた方がいいのかな」

「でも稽古って名目なんだろ？」

　ダラスとヒューゴはディアナの頭上でひそひそと相談していた。

「ど、どうしよう。ジェフリーさん、あたしたちが絡まれてたから助けてくれたんですよ」

　焦ったらしいマーテルは皆に説明を始めたが、男性陣の口調は意外とのんびりしている。

「あいつ、一度やらかしてるもんなあ」

「だからこそ稽古の形を取ったんだろ。大丈夫だよ」

　どちらかというと彼らは、ジェフリーが一人で北牙騎士団の男八人と稽古──という名の勝負、或いはケンカ──することに興味があるらしい。

　ディアナはハラハラとしながらジェフリーを見守った。

　互いの得物は長槍に見立てた棒だった。それは成人男性の平均的な身長よりも長く、両の先端には安全のために、丸めた布切れが取りつけられている。ジェフリーはそれを器用に操り、突いたり薙ぎ払ったり、或いは殴ったりもして北牙騎士団の相手をしていた。

　ジェフリーは基本的に温和で、たとえケンカを売られるようなことがあってものらりくらりとかわすタイプだ。少なくともこの二年間ではそんな風に思えた。ディアナの知る限り、ジェフリーが慇懃無礼に振る舞う相手はディアナだけだった。彼とはとことんウマが合わないせいだと勝手に思っていたのだが……。

「ジェフリーって、気性が激しいようには見えないんだけどなあ」

「ああ。たまにやたらと好戦的になるんだよな。おっと、一人目をやっつけたぞ」

　手合わせを見学しているアーヴィンたちが、そんなことを話し合っている。

　ここふた月ほどの間で、ジェフリーは二度も身体を張った行動をとっている。そのどちらもディアナ絡みである。

　ほんと、何やってるのよ……。

　顔が熱くなったような気がして、ディアナは思わず自分の頬に触れた。

　ジェフリーが二人目、三人目と相手を倒したところで、北牙騎士団の団員たちはようやく彼は下手くそではないと気づき始めたようだ。四人目の相手はかなり警戒しながら挑んだが、ジェフリーは相手の出方も読んでいたのか速攻で制してしまった。

　そこで、相手側の陣地がざわめき始めた。「自称・下手くそ」の口車に乗せられた挙句、舐めてかかった者は倒され、警戒して挑んでも無駄だった。このまま全員が倒されるような事態になったら、騎士団の沽券こけんに関わるとでも考えたのだろうか、ジェフリーと戦う順番や戦法について揉め始めたようだった。

「なーにやってんだ」

　そこに、ライナスの太い声が響き渡る。彼は農夫の引く荷車につき添っているところだった。荷車にはたくさんの荷物が載せられていて、ライナスは北牙騎士団の制服を纏い騎乗している。おそらくは、農場から食材を届けにやって来た農夫の護衛につく仕事だったのだろう。その道すがら、訓練場から漂ってくる物騒な雰囲気に気がついたようだ。ライナスは農夫を先に行かせると、自分は馬をおりて訓練場の柵の中へと入ってきた。北牙騎士団の団員たちはライナスに事の次第を説明したらしいが、

「ぎゃははは！　情けねえ」

　再び、ライナスの大声が響き渡っただけだった。

「おいライナス、黙れよ」

「あの男、結構やるんだぜ」

「けど、あの男から売られたケンカを八人で受けて、負けそうなんだろ？　じゅうぶん情けねえじゃん」

「くそっ」

　気安い、というか殺伐としたやり取りがディアナのいる方にも聞こえてくる。

　ライナスは北牙騎士団の中でも新顔の部類なはずだが、あのように遠慮のない会話をしていることからして、他の人たちも古株とは呼べない団員なのだろうか。いや、ライナスにはどこか怖いもの知らずな面がある。先輩相手に不躾な物言いをしているだけかもしれない。

「そうだ。ライナス、お前がいけよ」

「はあ？　なんで俺が」

「この中でなら、お前が一番強いだろ」

「そうだよ。いいのかよ、あんなよそ者相手に一方的にやられて、悔しくないのかよ」

　北牙騎士団の団員たちはずいぶんと情けないことを言い出した。ライナス本人もそう感じたようだ。

「おいおい、俺関係ねえし。今の科白、団長に聞かれてみろよ。惰弱だじゃくな男だって、張り飛ばされるぜ」

　彼らの会話はジェフリーにももちろん聞こえていたようだ。

「じゃ、もう止めましょうか。残り四人は、俺の不戦勝ってことで……それでいいですよね？」

　ジェフリーの不遜な態度に、北牙騎士団の陣地の空気は一気に凍りついた様子だ。

「くそ、舐めやがって……！」

「こうなったら玉砕覚悟だ。俺はやる」

　尻込みしていた騎士たちがジェフリーの挑発に乗って武器を手にし始める。

　何煽ってるのよ……と、ディアナも気が気ではない。

「ああー。わかった、わかった。じゃ、こうしようぜ」

　さすがのライナスも、この状態で勝負に入ってしまえば怪我人が出るかもしれないと思ったのだろう。仲間を宥めながらジェフリーを振り返る。

「俺が残りの四人分、あんたの相手をするってことでどうかな」

　ジェフリーが怪訝そうに瞳を狭めた。

「貴方が、四人分？」

「ああ。まだあんたと勝負してない四人の分を俺が受け持つ。だから、俺とあんたが勝負して、どっちが勝ってもこの揉め事は終わり。それで勘弁してくんない？」

　提示されたルールを把握したジェフリーが、不穏な笑みを見せる。

「いいでしょう」










11．ばかじゃないの






　ディアナは砦の中にある医務室に向かっていた。

　ここまで来てしまったが、ジェフリーの顔を見たらなんて声をかけたらいいのだろう。医務室の扉の前で躊躇っていると、中からアーヴィンが顔を出した。

「何？　ジェフリーのお見舞い？」

「え、ええ……まあ……」

「あいつなら、大したことないよ。ちょっとした打撲と擦り傷だけだってさ」

「あの、それで……彼は中にいるの？」

　ディアナの問いにアーヴィンは首を振り、肩を竦めた。

「アタマ冷やすって言って、さっき出て行ったよ。屋上かどっかにいるんじゃない？」






　ライナスは強かった。

　彼はこの砦でディアナと再会した時に、自分の出自についてとやかく言う輩は、稽古中のどさくさでぶっ飛ばしてやればいいと言っていた。ライナスはそれを実践済みだったのだろう。だから新参者のわりに大きな態度でいられたのだ。

　ライナスはマントを外して制服の上着を脱ぐと、武器を手に取って訓練場の中央へ行き、ジェフリーと向かい合った。

　そして勝負が始まる。二人は、初めのうちは互いに様子を見ながら打ち合っているようだった。

　ジェフリーが棒の先でライナスを突くと、ライナスも似たような攻撃を返す。ジェフリーが薙なぐように攻撃するとライナスはそれを躱かわし、自分もまた同じ反撃をした。

　そうしているうちは、まったくの互角のようにディアナの目には映った。

　やがて、ジェフリーの武器がライナスの身体に当たるようになってくる。だがライナスは急所には当たらないよう、身体の軸を僅かにずらして攻撃を受け止めていたらしい。しかもライナスはとんでもなく打たれ強かった。まともに入ったように見えたジェフリーの突きにも、ライナスが倒れることはなかった。

　途中までジェフリー優位に見えていたが、タフなライナスに対し、ジェフリーは疲れを覚え始めたようだった。次第にライナスの攻撃が強めに入るようになってくる。

　そしてジェフリーが放った渾身の突きは、ライナスが片手一本で受け止めた。ジェフリーが棒を引こうとしても、ライナスはそれを強く握って離さない。ジェフリーが両手を使って武器を引っ込めようとした一瞬の隙に、肩の辺りをライナスの得物に思い切り突かれてしまった。

　ジェフリーが自分の武器から手を離し、膝をついたところで勝負は終わったのだった。

　北牙騎士団の陣地は湧き、こちら側は静まり返る。いち早くアーヴィンが訓練場の中央へ駆けつけ、ジェフリーの怪我の具合を確かめた。ディアナとマーテルは気が重いままに稽古の片づけの続きに取り掛かった。片づけが終わったので鬱々たる足取りで医務室に向かったが、ジェフリーとはどうやらすれ違ってしまったらしい。

　砦の中で一番高い場所は四階部分の屋上だった。そこは物見台も兼ねているから必ず誰かがいるはずで、一人になりたい時に向かう場所ではない。ディアナは二階部分の屋上へと足を運ぶ。

　ジェフリーは、屋上のど真ん中で手足を投げ出して仰向けに寝転がっていた。

　ディアナは彼に近寄っていく。ブーツの踵が音を立てても、彼は反応を示さない。ディアナの影が彼に被さった時、ようやくジェフリーはこちらを見た。だが、すぐに視線を逸らしてしまう。

「ばかじゃないの……」

　彼の顔を見たら何を言うべきか色々と思い悩んでいたのに、口をついて出たのはその言葉だった。

　ジェフリーはディアナから目を逸らしたまま、自嘲するかのように口元を歪める。

「そうですよ、俺は馬鹿です。あなたのことになると、どうも頭に血が昇りやすくなる」

「わ、私のせいにしないでよ。私、貴方にわざわざ出てきてもらわなくても、あのくらい自分で……」

　群がってくる北牙騎士団の人たちを上手にあしらうことはできないが、誘いに乗るつもりもない。

「わかってますよ、あなたのせいじゃない。俺が、ある奴に……勝手に嫉妬してるだけです」

「ある奴」とは誰だろう。ディアナは自分に誘いをかけてきた北牙騎士団の面々を思い浮かべたが、個人的に親しくなった人は誰もいない。特定できずに困惑していると、ジェフリーはむくりと起き上がった。

　彼は胸壁に向かって歩き出す。そこに身体を預け、景色を見ながら風に金の髪をそよがせた。ディアナはそんな彼の様子を見守った。

　あの後──ジェフリーが敗北した後──、どうしても彼と話しておかなければと、ディアナは強く思った。

　彼に対し、呆れる気持ちはもちろんある。嫉妬心から大人げない勝負を仕掛け、それで負けたのだから自業自得とも言えるだろう。野生の動物ならば、敗北した雄はすべての権利を失ってしまう。群れのリーダーから引きずりおろされたり、群れ自体から追い出されたりする種もあるのだろう。もちろんディアナもジェフリーも野生の動物ではない。だが、なんとなくこれをジェフリーに重ねてしまったのだ。そして間を置けば置くほど、彼と顔を合わせ辛くなるような気がしていた。

　しかし彼は、女のディアナには想像も及ばぬほどに傷ついているのではないだろうか。ディアナが彼の前に姿を現すのは、ますますジェフリーの矜持きょうじを傷つけることになるかもしれない。

　ここへ来たのは間違いだっただろうかとディアナが思い始めた時、ジェフリーがこちらを振り返った。

「ひょっとして、慰めに来てくれたんですか」

「ば、ばか言わないでよ」

　ディアナは咄嗟に言い返す。彼の軽い物言いに「心配して損した」とも思った。

　呆れはしても、見損なったわけではないし、勝負に負けたからと言って彼が魅力を失ったわけでもない。ディアナはそう思う。

「一番負けたくない奴に負けちゃいました。結構、きついですね」

「負けたくないって……ライナス？」

　ジェフリーが──勝手に──嫉妬していた相手がライナスだとは、意外であった。ライナスはディアナに言い寄るどころか、厳しい部類ではないか。

「な、なんでよ。ライナスとは別に、そんな」

「でも、あいつ、ディアナさんに遠慮がないし。気安いっていうか……」

　そこでジェフリーはふーっとため息を吐く。

「ディアナさん、俺のこと、大人げないって思ってるでしょう」

「……思ってるけど、でも」

　ディアナがいつまでも答えを出せずにいるせいで、ジェフリーをこのような行動に走らせてしまったのかもしれない。そんなに心配しなくても、ジェフリーほどにディアナの心を動かす存在は、他にいない。彼にそう伝えるべきなのだろう。

　ただ、今のディアナにはジェフリーと一対一で向き合う余裕がなかった。

　どうしてライナスが一人で山へ行ったのか……彼が怪しいわけではないと、それを確信したくて今はいっぱいいっぱいなのだ。ジェフリーとのことは王都に戻ってから、ゆっくり考えたいと思っている。

　そこでディアナは考えた。ライナスのことをジェフリーに相談してみるのはどうだろう、と。男性同士で合同訓練をしているのだから、ライナスが視界に入っている時間は、ディアナよりもジェフリーの方が多いはずだ。

　ふと顔を上げると、ジェフリーもこちらを見ていた。

　彼は熱心にディアナを見つめていて、ゆっくりとこちらに彼の顔が近づいてくる。ジェフリーの手が、ディアナの肩に添えられた。

「あ、あの……」

　ディアナが身体を固くしたのが伝わったらしい。ジェフリーは手を離し、顔を逸らした。

「すみません……。魔が、差しました」

　この砦への道中、ジェフリーがキスをしてきても、今度は拒まないだろうと考えたことがあった。

　だが今はその時ではない。

　ディアナは複数の物事を、同時に器用に進められる性質ではない。それが人間関係であればなおさらだ。まして他の騎士団の本拠地で自分の恋愛事に感かまけるなど、以ての外だとディアナは思っている。

　それに、こんな風に焦っているジェフリーにそのまま応えてしまうのも、なんだか違う気がした。

　ジェフリーは胸壁に手をかけ、遠くを見ている。聳えるのはラーバル山。それは隣国レウスタのディッケル伯爵領と繋がっている。

「ねえ……」

　話しかけると、ジェフリーがこちらを向く。

　しかしディアナは先の言葉を紡ぐことができなかった。

　今この状況でライナスの名前を出すのは、いい考えとは思えない。ただでさえジェフリーはライナスを──勝手に、大人げない理由で──敵視しているようだし、ここでライナスの言動に疑問があるなんて伝えたら……ジェフリーは公正な目で判断してくれるだろうか？　怪しくないことまで怪しいと受け止めてしまわないだろうか？　必要以上に騒いだ挙句、疑わしいことが何も出てこなかったら──。

　軍法会議。ディアナの脳裏を重たい単語が掠めていく。

　だめだ。ジェフリーには話せない。彼を巻き込むわけにはいかない。

「どうしました？」

　柔らかな口調で問われ、ディアナの心は痛んだ。

「いえ……陽射しは強くても、風は冷たいのね」

　無難な話題にすり替えて誤魔化してみる。

「北の地方ですからね。俺の部屋、朝晩は暖炉に火を入れてますよ」

「えっ。私の使っている部屋は、それほど寒くならないわよ」

「あなたとマーテルの部屋は南側にあるからでしょう。女性だから、シャアラさんが配慮したんでしょうね。野郎の多くは北側か、西日の激しい部屋ですよ」

「シャアラさんらしいわね。感謝しなくっちゃ」

「そろそろ戻りましょうか。確かに風、結構冷たいです」

　そのまま和やかに天気や気候の話をしながら屋上を後にしたが、ディアナは頭の中で、一人で何とかする方法はないかと考えを巡らせていた。やはり、早朝──もしくは深夜──山へ向かうライナスの後をつけるしかないのだろうか。










12．ひとの気も知らないで






　数日後。ディアナは眠気と戦いながら夕食を終えたところだった。割り当てられている自分の部屋へ向かう際に、隣を歩いていたマーテルが不思議そうに問う。

「ディアナさん、最近ずっと眠そうですけど大丈夫ですか？」

「ええ、ちょっと」

「もしかして、枕が変わって眠れないとかですか？　医務室にいる軍医さんに相談したら、よく眠れるお茶とか処方してもらえるんじゃないですかね」

「いえ、そういうんじゃないけど……」

　マーテルの表情が心配そうなものに変わった。

「ひょっとして、普通の睡眠じゃ足りないくらい稽古きついですか？」

「いえ、そんなこと、ないのよ」

　ディアナは慌てて否定した。

　仕事や日常生活にまで影響を及ぼし始めている。これではまずいと思った。

　ここのところずっと、ディアナは夜中に起き出して厩舎を見張っていた。ライナスが山へ向かうのには規則性があるのではないかと考えたからだ。数日間待ち伏せを続け、それから今までに彼が山へ行った日、馬房から馬が無くなっていた日を考えると、中三日ほどを空けてライナスは馬を出しているように思えた。

　そんなことを続けていたから、ディアナの睡眠時間はがたがたに崩れてしまったのである。夕食後は熟睡してしまわないように椅子で眠り、あとはちょっとした休憩時間にうとうとするのみだ。

　こんな生活を続けていたら、注意力が散漫になって稽古で怪我をしてしまうかもしれない。

　睡魔と戦う日々に決着をつけるためにも、そろそろライナスの後をつけてみようか。ディアナの予想によれば今夜辺り、ライナスは動くはずだ。どれほど山の奥深くまで踏み込むのだろうか。だがライナスは日付が変わった頃に馬を出し、朝方、食事の前には戻って来ているのだから大仰な装備は要らないように思える。

　自室に戻ったディアナは、仮眠をとる前に袋に荷物を詰め始めた。短剣、皮手袋、灯りは……尾行するのに灯りを点けるのはまずい。だが夜の山道だ。ライナスは松明でも持って歩いているのだろうか。

　何を持っていくか考えながら部屋の中をうろうろと歩く。そしてぱたりと足を止め、俯いた。一体、私は何をやっているのだろうと。

　ライナスが一人で山へ入ったという理由で、彼がヴィクターについてやけに知りたがっていたという理由で、ライナスが敵に情報を渡しているのではないかと……ディアナは勝手に疑惑の芽を膨らませ、ついには後をつけて山へ入ろうとしている。

　これで何もなかったら、私、馬鹿みたい。

　でも、何もない方がいいのよね。

　彼がヴィクターについて知りたがったのは、王族の噂話を興味本位で求めただけのことかもしれない。……私、何を喋ってしまったかしら？　と、ディアナは思い返す。ヴィクターの居室については、どの部屋を使ったかは答えていないはずだ。だが、風華園のことは話してしまった。しかしそれは、敵──ディッケル伯爵側──に知られてはまずい情報なのだろうか？　そんな判断はディアナにはつけられない。

　ライナスが一人で山へ行ったのは、本当に自主的に見回っているだけなのかもしれない。……でもディアナが知る限り、ライナスのそれはいつも夜中から朝方にかけて行われている。自主的と言っても掃除や整理整頓とはわけが違うのだ。

　考えれば考えるほど胃が痛くなってきて、ディアナはその辺りに手を当てて蹲った。

　食事も体力を保つために無理やり詰め込んでいるようなものだ。このままでは本当に倒れてしまうかもしれない。

　今夜ライナスが馬を出したら、私は後をつける。そうよ、ディアナ。覚悟を決めなさい。

　そう自分を叱咤してなんとか立ち上がる。それからフラスクを掴み、厨房へ向かった。朝晩、山の中はぐっと冷えるだろうから、ウイスキーかブランデーでも注いで持って行こうと考えたのだ。

　厨房へ向かう途中、詰所にある大きなコルクボードのことを思い出して、そちらへ足を向ける。そこには北牙騎士団の団員たちの予定が貼られていた。村への買い出し係の順番が貼られているのは確認している。ひょっとしたら、ラーバル山の見回りについても貼ってあるかもしれないと気づいたのだ。なぜ今まで思い当たらなかったのだろうか。ディアナがライナスを見た日付と時間帯──それが見回り当番の内容と違えば、大きな裏づけとなるだろう。

　詰所には誰もおらず、真っ暗だった。かえって好都合かもしれない。ディアナは手にしていたランプを掲げ、コルクボードに近寄っていく。たくさんの紙がピンで留められていた。以前見たとおり、村への買い出し当番が貼ってある。それから農場から食材が届けられる日に、農夫の護衛につく当番。ジェフリーが北牙騎士団相手に手合せをした日は、確かにライナスがその当番だったらしい。

　一番目立つ場所には騎士たちの休暇の割り当て表があった。大抵は一日か半日の休みを定期的にとっているようだ。こんな僻地では、王都とは違って出かける場所もないのだろう。ディアナが見た感じでは、多くの騎士たちは自室で過ごすか砦の近くをぶらぶらし、冷やかし程度に稽古に参加するといった風に、それほど休暇らしくない時間を過ごしていた。

　他には「厩舎の掃除当番」と書かれた紙がある。それから……と、視線を動かした時「ラーバル山」という文字が目に入った。これが探していたものかもしれないとハッとなった時、

「おい、何やってんだ？」

　背後でライナスの声がして、ディアナはランプを落としそうになった。

「誰だ？」

　ランプを持っているとはいえ、辺りが暗すぎて互いの顔がはっきりとわかるほどではない。彼はのしのしと部屋の中へ入ってくる。ディアナの心臓が、物凄い音を立て始めた。

「ラ、ライナス？　私。ディアナ」

　声が震えたが、なんとか答える。

　自分は悪いことをしているわけではない。確かに誰もいない部屋でこそこそとしているように見えたかもしれないが、この部屋はレイヴン近衛騎士団だって使っているし、堂々と掲示されているものを確認していただけだ。

「うん？　ディアナか。どうしたんだよ」

　彼はコルクボードとディアナを見比べる。

「……何見てたんだ？」

　悪いことをしているわけじゃない……そう思うのに、ライナスの声にはやたらと迫力がこもっているように聞こえた。ディアナの足はすくんでしまう。彼に心臓の音が聞こえませんように。そう思いながら、言葉を絞り出した。

「こ、献立……」

「は？」

「明日の朝食の献立、知りたいなって思ったの。それで、ここに貼ってあるんじゃないかしら、って」

「なんだよ、腹減ってんのか。待ちきれないのかよ」

「え、ええ」

　空腹など覚えてはいなかったが、ライナスが気を抜いたように見えた。これ幸いとばかりに、ディアナは彼に向かってこくこくと頷いた。

「食事の献立なら、食堂に貼ってある。こっちだ。来いよ」

　ライナスは親指をくいと上げて食堂の方を指す。これではついて行かざるを得ないので、ディアナは彼の後に続いた。

　ライナスが言ったとおり、食堂の壁には一週間分の献立表が貼られている。目立たない場所だから、今まで気がつかなかった。

「豆のスープと、ハーブのソーセージ。マッシュポテト、ピクルス……」

　献立が知りたかったわけではないが、ライナスの手前、声に出して読んでみたりして、頭に入れるふりをする。

「げえっ。ピクルスかよ」

　ライナスは表情を曇らせた。

「嫌いなの？」

「ああ、嫌いだね。何だったら俺の分、お前にやるから取りに来いよ」

「お皿を持って貴方の席までピクルスをもらいに行くなんて、イヤよ」

　画的にも間抜けだし、ライナスは北牙騎士団の人たちと一緒に食事をとっている。その中にお皿を持って行くなんて、目立って仕方がない。

「もらって欲しいのなら、貴方が私の席まで来なくちゃ」

「ええー？　皿を持って、ピクルスもらってくれってか？　なんか間抜けじゃん」

「私もそれを言っているの」

　そこで二人は笑った。

　この感じは、とても懐かしい。

　そうだ。城下警備隊にいた頃、ライナスとはこんな風に遠慮なくものを言い合っていたはずだ。かつての仲間を疑うのは心苦しい。だが、ほんの一瞬だけ昔のような空気に包まれたからといって、ライナスへの疑いを捨てるつもりもなかった。ディアナが考え過ぎだというのもあるのだろう。でも、ライナスだって怪しすぎる。

「こっち来いよ」

　ライナスは厨房へと手招きする。

「俺はもともと厨房に用があったんだよ。腹減ってたから、なんか食おうと思ってな。お前も食うだろ？」

　自由に使ってもいい食材は区別して置かれているようで、ライナスは棚やカゴの中を覗きながら何かを呟き、一人で頷いている。そして彼はフライパンを手にし、かまどの火を熾した。ずいぶんと手馴れた様子だったので、ディアナは驚く。

「ライナス。貴方……料理ができるの？」

「おう。この砦に来てから覚えた」

　決まった食事だけでは足りないこともあるらしい。ライナスは身体が大きいし、北牙騎士団の訓練はハードだから、頷ける話だった。

「つっても、簡単なモンしかできないけどな。卵にハムとチーズ入れて焼くぐらいでいいかあ？」

「え、ええ」

　ここまでくると断れない。それに、ハムとチーズのオムレツくらいならば入るだろう。すると、ライナスはボウルをディアナに手渡してきた。

「俺がハムとチーズ刻むから、お前は卵割っといてくれ」

「え、ええ……」

　ディアナはボウルを受け取った。

「おい、卵……何やってんだ？」

　ハムとチーズの下準備を終えたライナスがこちらを振り返る。その時、ディアナはフォークを使ってボウルの中をつつき回していた。

「え。あの、ちょっと、今……」

　ライナスの視界からボウルを隠そうとしたが無駄で、あっさりと覗きこまれる。

　ディアナは、ボウルに入ってしまった卵の殻を取り除こうと必死になっているところだった。

「ええ？　お前、卵も割れねえの!?」

　厨房に、大きな声が響き渡る。ディアナは恥ずかしくなって俯いた。

　卵を割るくらい、簡単にできると思ったのだ。ウォレス家のコックはいとも簡単に片手で割っている。そんな風景を何度も見ていたし、片手とまではいかなくても、難しいものではないと思い込んでいた。

　卵をボウルの縁にぶつけてヒビを入れる。ここまではできた。だが、指を入れて割れ目を広げようとした時、卵はぐしゃりと潰れてしまった。ボウルの中では黄身の破れた卵がマーブル状になって、そこに白い殻の欠片が点々と散っている状態だ。

「ま、ウォレス海運のご令嬢が料理なんてするわけねえか」

「ち、ちが……今のは、たまたま失敗して」

「しかし、卵も割れねえとはなあー！」

「うう……」

　ディアナの嘘っぽい言い訳もライナスには通じない。彼は大笑いしながら自分で卵を割った。

　ライナスに作ってもらった、ハムとチーズのオムレツを食べながら──食欲が無かったせいで半ば無理やり口の中へ押し込んだが、お腹が空いている時に食べたなら、とても美味しかったと思う──料理の腕についてさんざん馬鹿にされた後に、ディアナは食堂を出た。

　ライナスは他にもリンゴや残り物のパンなどを食べていた。これから山に向かうつもりであれば「一仕事する前の腹ごしらえ」とも考えられるような気がする。一方、彼が一緒にいたせいで、ディアナはフラスクに飲み物を注げなかった。フラスクを腰に下げていることに何か突っ込みが入るかもと心配だったが、冷え込む夜は酒をちびちびやりながら砦をうろつく者も多い。ライナスがディアナをそういった類の人間だと思ったのならば少し残念だが、ここは安心しておくべきだろう。

　少し間を置いて厨房に戻ろうか。そして詰所にも行って、さっきは見ることができなかった紙──「ラーバル山」と書かれた紙──を見ておきたいと考えた。でも、ライナスと鉢合わせした時の緊迫感を思うと、それは物凄く勇気の要る行動だ。

「ずいぶん、楽しそうでしたね」

「……！」

　角を曲がったところでいきなり声をかけられて、ディアナは飛び上がった。

「ジェ、ジェフリー……」

　今夜はこういうことばかりだ。勘弁してほしい。

「女学生みたいにはしゃぐ声が、廊下まで聞こえてましたよ」

　やたらと棘のある言い方だった。

「いつから聞いてたの」

「盗み聞きしてたわけじゃありませんよ。俺は、薪置き場に行こうとしていただけです。ただ、食堂の奥からあなたの声が聞こえてきて。それで、ああ、楽しそうだなあって」

　ジェフリーは皮肉な言い方をした。ライナスは声が大きいから、きっと、彼と一緒だったこともジェフリーにはわかっているのだろう。だから面白くなさそうなのだ。

「べ、別に、楽しんでいたわけじゃないわ」

「そうですか？　本当はあいつといて、楽しかったんでしょう。ねえ、ディアナさん？」

「な……」

　なんで私、浮気を責められてる人みたいになってるの？

　思わず弁解しようとしていた自分に、そして人の気も知らずに突っかかってくるジェフリーに、この状況の理不尽さに、すべてに、無性に腹が立ってきた。

「ディアナさん、最近変ですよ。ぼんやりしてたり、あくびばっかりしてたり。夜、ちゃんと眠れてないでしょう。それに、顔色も悪いみたいだ……それは、あいつと関係があるんですか？」

「ち、違う」

　確かにライナスのことばかり考えてはいるが、それは懸想しているわけではない。

「俺、警備隊にいた頃のディアナさんを知らないけど……ひょっとして、あいつのこと好きだったんですか？」

「は？　な、何言ってるの？」

「違いますか？　久しぶりに再会して……あいつ、俺に勝ったし……やっぱり、あいつの方が良くなったんじゃないですか？」

「違うわよ。変なこと言わないで」

「俺、そんなに変なこと言ってますか？」

　ディアナにしてみれば突飛な考えもいいところだが、ジェフリーからしたら、そう思えるのかもしれない。だがディアナは、今夜ライナスの後をつけて白黒はっきりさせる──そのことで、頭の中がいっぱいだった。しかもさっきから心臓に悪い出来事の連続で、いい加減、神経が切れそうにもなっていた。

　ライナスのことを、大げさに騒ぐわけにはいかない。間違いだったら大変なことになる。かといって見て見ぬふりをするわけにもいかない。ヴィクターの身の安全に関わるのだから。ディアナが自分で確かめるしかないのだ。

「ディアナさんは、あいつと俺、どっちが好きなんですか？」

　私は目の前のことに集中したいだけなのに、どうしてそうさせてくれないの？

　ジェフリーに腕を掴まれ、ディアナは反射的に彼の手をぴしゃりと打ってしまった。

「いっ、いい加減にしてっ」

「ディアナさん……」

「ひ、人の気も知らないで……私は貴方みたいに色惚けしてるわけじゃないっ」

「色惚け、って……」

　ジェフリーは放心したように繰り返していたが、ディアナは踵を返し、自室へ向かって走り出した。










13．追跡と対峙






　時折、雲の隙間から月が顔を出している。

　ディアナは厩舎がよく見える場所に潜んでいた。

　月の光に反射したり、音を立てたりしてはまずいから、金具がついている物を身に着けるのは極力避けた。武器もブーツに差した短剣だけだ。心許無いが、普段腰に佩いている騎士剣では鍔鳴りの恐れがあるし、山道では邪魔になるかもしれない。

　吐き出す息が白くなっていることに気づき、苦し紛れに上着の襟を引っ張り、口元に当てた。冬山で待ち伏せする際、吐いた息で敵に居場所が知られるのを避けるために、雪を口に含んでおくと聞いたことがある。でも今は雪の降る季節でもなかった。

　砦の中でライナスに会ってしまったり、ジェフリーに捕まってしまったりしていたせいで、結局仮眠をとる時間も無くディアナは厩舎を見張っている。冷たい空気は眠気覚ましにもなるから、逆に有難いのかもしれない。

　ほどなくして厩舎に人影が現れ、騎乗して出て行くのが見えた。体躯からしてライナスのように思える。ディアナはその後で厩舎に入り、中を確かめた。やはりライナスの馬の馬房が空になっている。さっそく自分の馬を出して、ラーバル山の方へ向かった。

　ラーバル山の入り口には、馬を繋ぐための支柱が設えられている。見回りの兵士が使うためのものだ。だが、そこにライナスの馬は無かった。

　彼は山へ入ったのではないのかもしれない。やはりライナスは裏切ってなどいなかったという淡い安堵と、では彼はどこへ行ったのだろうという更なる疑問が湧いてくる。

　時折射してくる月明かりを利用して辺りを見回すと、ライナスの馬は茂みの近くに目立たないように繋がれていた。やはり、彼にはこそこそしなくてはいけない理由があるのだ。

　ディアナは半ば失望しながらも、自分の馬も隠すように繋いだ。

　山へ入ったライナスは灯りを点けたようだ。茂みの向こうに、ちらちらとオレンジ色の光が見えている。暗くて足元がどうなっているのかよくわからないが、こちらが灯りを点けるわけにはいかない。ディアナはライナスが持つ灯りを見失わないように気をつけながら、山道を進んだ。

　ある地点で灯りの動きが止まる。ライナスが背後を確認しているような気がして、ディアナは慌てて身を伏せた。幸い音を立てることはなかったが、地面はぬかるんでいた。べちゃりという不快な感触が衣服を通して伝わってくる。

　ディアナはそのまま手と膝を使って這いながら、ライナスが立ち止まった地点まで到達した。そこで、彼がなぜ背後の確認をしたのか理解する。今まで通ってきた道は、見回りの時に使うルートだったのだ。だから、背の低い茂みや草木はある程度踏みならされ、獣道のようなものが出来上がっていた。しかし、この地点からライナスはルートを外れたようだ。

　ここからは、完全に藪の中を進まなくてはならない。先を行くライナスが茂みをかき分ける音が聞こえているが、だからといってディアナも不用心に音を立てるわけにはいかない。ディアナはライナスの持つ灯りが遠ざかっていくのを待った。

　衣服がどろどろに汚れたせいで身体は冷えるし、気持ちが悪い。冷や汗なのだろうか。寒いのに、こめかみを汗が伝う。ディアナは泥まみれの皮手袋を外して、手の甲で汗を拭おうとした。そこでハッとする。針葉樹の他は葉の落ちてしまった木が多いようで、月明かりが射し込んでいる。月光に照らされて、自分の肌は青白く浮き立っていた。

　これでは、遠目にもわかってしまうかもしれない。ディアナは地面のぬかるみを掬い取ると、一瞬躊躇ったが、思い切ってそれを頬に塗った。薄茶色の髪も目立つかもしれないと、もう一度泥を掬って髪にも広げていく。

　私、ほんとに何やってるのかしら？

　これで何もなければとんだ笑い話だ。でも、できればその方がいい。見回りのルートを外れ、どんどん奥へ踏み入っていくライナスを追いながらそう思う。

　空が白み始めてきた頃、ライナスが小屋のような建物に向かっているのがわかった。

　嵐が来たら吹き飛んでしまいそうな、粗末な掘っ立て小屋だ。その周囲は木々が少なく、やや開けた場所になっている。あの中で敵──ライナスにとっては味方？　──と落ち合うのだろうか。ディアナは警戒しながら大きな木の幹に張りつき、ブーツに差した短剣を引き抜く。そしてライナスの動向を窺った。小屋は本当に粗末な造りで、大人の男が二人以上入るには小さすぎる。ライナス一人でも狭すぎるような気がした。

　ライナスは小屋の入り口──というか、壁のない部分──に身体を入れて、中腰で何かを取り出したようだった。

　鳩。

　鳩だ。手紙を括りつけて飛ばす鳥だ。

　ライナスは、夜が明けると同時に鳥を飛ばせるように、暗いうちから行動していたのだろう。ディアナは息を吸い込んだ。また心臓が早鐘を打つ。ライナスは小さな筒を鳥の足に括りつけようとしている。あれを飛ばしてはいけない。いや、ライナスが何度も一人で山に入っていることからして、鳩はもう何度も飛ばされているのだろう。だからといって、目の前で行われている行為を見過ごすわけにはいかないと思った。

「そのまま。動かないで」

　木立の中から飛び出したディアナは、できる限りライナスとの距離を詰めた。物音や気配で彼が振り向くと同時に、短剣を向けてそう告げる。

「その声……ディアナか？」

　彼は怪訝そうな表情を見せた。そういえば、自分は泥だらけだった。顔も、身体も、髪の毛も。

「おいおい。どっかの未開の地の部族かと思ったぜ。そういうの、本で見たことがある」

「動かないで。その筒、こっちに投げてよこして」

「チッ、つけられてたか……」

　ライナスは面白くなさそうにため息を吐く。彼は腰に剣を下げていた。得物のリーチで言えばライナスの方に分があるが、ディアナはすでに短剣を鞘から抜いている。彼が剣を抜く素振りを見せたら、それよりも早く詰め寄ればいい。

　手紙が入っているであろう筒が、ディアナの足元に転がった。だが、まだ拾ってはいけない。ライナスの武器を没収する方が先だ。

「手をあげて。それで、その小屋の壁に手をついて」

　彼はゆるゆると両手をあげ始めた。片手に抱えていた鳩がその隙に飛んで行く。ディアナに余裕があれば鳩が向かう先を方角だけでも確認できるのだが、あいにく今は手一杯だ。

　ライナスは両手をあげたところで、いったん動きを止めた。

「は、早く手をついて」

「ヤダって言ったら、お前、どうすんの？」

　ライナスが一歩、こちらへ踏み出した。

「だめ、動かないで……ライナス、貴方、裏切っていたのね？」

「さあ」

「そうなんでしょう？」

　ライナスはディアナの足元に転がった小さな筒を顎で指した。

「確かめてみりゃいいじゃん」

　彼の武器を奪わない限り、ディアナにそんな余裕はない。そしてライナスは焦った様子もなく、例の威圧感を放っている。

　武器を向けているのは自分だというのに、どうしてこれほどまでに気圧されているのだろう。

　ライナスがもう一歩、前に出る。

「来ないで！」

　だがもう一歩、彼は進んだ。ディアナの短剣の先が、ライナスの胸に触れそうになった。思わず腕を引っ込めたくなるが、なんとか耐える。

　ディアナは他人を斬ったことがない。警備隊にいた頃ですら、泥棒やスリを鞘で打ったり、腕を捻り上げたりするくらいだった。ヴィクターに仇なす者が相手であれば、その覚悟を決める自信はもちろんある。だが──ヴィクターに仇なす存在なのかもしれないが──ライナスはかつての仲間だ。今も、フローヴェリア王国軍という括りであれば仲間と言えよう。

　ライナスが胸をせり出してきたので、そこに短剣の先が食い込んでいく。ディアナの力が抜けそうになった。

「どうした。血を見るのが怖いか？」

　自分の方が有利だとわかっているのだろう。ライナスは余裕の笑みを浮かべている。胸に突きつけられた切っ先をちらりと見下ろして言った。

「ほら、胸骨の隙間だ。ここから斜め上に突きあげれば、俺の心臓に届くぜ……やってみろよ」

「う、」

　そんな風に具体的に言われると、短剣を持つ腕にますます力が入らなくなってしまう。ライナスはそれも読んでいたのか、ディアナが躊躇した隙に、自分に向けられた短剣を刃の上から掴んだ。

「あっ」

　そんなことをしたら怪我をしてしまう。当たり前だが、ディアナはそう思った。短剣を奪い取ろうとするライナスの手に力がこもる。ディアナは反射的に短剣を引こうとしたが、ライナスの長くて太い指が鍔の部分に引っ掛けられており、びくともしない。

　でも、こちらも手を放してはいけない。ライナスは認める言葉を口にしてはいないが、その素振りからして、おそらくは敵に情報を渡しているのだろう。

　北牙騎士団の中にスパイがいる。それは、ライナスかもしれない──その考えは間違ってはいなかった。けれどもディアナには覚悟が足りなかった。かつての仲間を傷つける覚悟が。ライナスを追跡すると決意した時点で、彼と命のやり取りをする可能性があることも、考慮に入れておくべきだったのだ。そしてライナスを傷つけてでも止めるチャンスは、すでに失われてしまった。

　ライナスはさらに力を込め、短剣をもぎ取ろうとする。彼の手から血が滴った。

「だ、だめ。手を、放して」

　ライナスが空いている方の手を、自分の腰の剣に伸ばした。

　その動作は、ディアナの目にはやたらとゆっくり映った。しかし「ああ、私、このまま斬られるんだ……」そう思うだけで、どうすることもできない。

　──ディアナさん。

　厚みのある、けれども柔らかな声。こんな時に思い出すのはジェフリーのことだ。出がけに、彼にひどい言葉を投げつけた。ライナスへの疑いで思考が窮屈に縛られている時に、思いの丈をぶつけられ、説明を求められ、つい怒鳴ってしまったのだ。

　もう少し優しく接してあげればよかった。余裕のない自分が嫌になる。彼に……ジェフリーに、もう一度会いたかった。彼の気持ちに、もっと素直に応えてあげればよかった。

　近くの茂みでガサッと音がした。

　ライナスは剣の柄に触れようとしていた手を止め、周囲の茂みに視線をやる。

「誰だ？」

　返事はない。今度は反対側の茂みで似た音がした。ライナスはさっと視線を走らせたが、そちらにも人の気配は無いように思えた。

「ディアナ……お前、仲間がいたのか？」

　そうだったら、どんなにいいだろう。今の音はきっと、野生の動物が立てた音に過ぎない。ディアナはどう返事をするべきかと答えに迷った。

　ライナスはライナスで、このまま剣を引き抜いてディアナを斬ってしまうべきかどうか、迷っているようだった。彼は再び最初に音がした方の茂みに警戒の視線を向ける。

　彼は右の手は迷わせたままだったが、左手は未だにディアナの短剣をしっかりと握っている。この隙に、どうにか短剣を奪い返せないだろうかとライナスを見ると──。

　彼の後ろで、ジェフリーが剣を振り上げていた。

「……！」

　ディアナが思わず叫び声を漏らしそうになったと同時に、ジェフリーは剣をライナスの頭めがけて振り下ろしたのだった。






　後頭部を剣の柄頭で思い切り殴られたライナスは、うつ伏せに倒れており、動く様子はない。そのことを確認すると、ジェフリーはディアナを振り返った。その際に小石をぽんとお手玉してみせる。彼は茂みに石を投げて、ライナスの注意を削いだのだとわかった。

「ディアナさん、怪我はありませんか？」

「な、な、なんで……」

　ディアナは地面に座り込んでいた。情けないが、この展開に腰が抜けてしまったようだ。

「ディアナさん。怪我は」

　ジェフリーはもう一度問い、しゃがみ込んでディアナの手を取った。そしてひっくり返したりして、ディアナに怪我がないかを確かめる。

　泥まみれになった手には血がついていたが、これは短剣を伝ってきたライナスのものだ。山の中を四つん這いで進んだせいでズボンの膝は擦り切れ、手のひらと膝がひりひりと痛むが、大きな怪我ではない。

「な、ない……」

　そう答えると、ジェフリーは再び立ち上がって今度はライナスの元に膝をつく。

「こいつを縛るもの、何か持ってたりしませんか」

「その人……死んでないわよね？　生きてるの？」

「多分。一応、気をつけたんですけど。死んだら口を割ってもらえませんからね」

　ディアナは腰に下げていた袋に手を伸ばした。ちょうど、ロープが入っている。ライナスを縛るためではなく、山道で急斜面に遭遇したら必要になるかもしれないと考えて持ってきたのだ。ただ自分の所持品にロープといったものはなく、砦の備品を漁る暇もなかったので、厩舎の中に引っ掛けてあったものを拝借してきた。

　手が震えて袋が開けられない。

「ロ、ロープ……ここに……」

　声まで震えている。

　ジェフリーは「準備がいいですね」と言って、ディアナの代わりに袋を開けて、ロープを取り出した。

　ライナスを縛っている彼の背中に向かって、ディアナはもう一度言った。

「な、なんで……」

「それは、追い追い説明します」

　彼はライナスを縛める作業に集中している。ここでさらに同じ質問を投げかけるのも良くないと思い、ディアナはライナスの放った小さな筒を手に取った。

　中を開けると、小さく折りたたまれた紙が入っている。

〝隠し通路。一階。南東の角部屋、本棚裏に確認。西、北側から数えて三番目の部屋、額縁裏に確認。砦の北にある河原の洞窟と連結。他、調査中。〟

　やっぱり……。暗くて重たい失望感がディアナの胸に広がっていく。

　以前、ディアナとジェフリーが噂したように、攻め込まれた時に要人を逃すためのルートがミルニアス砦にも用意されていたのだ。ライナスはやはりそれをこっそりと調査していた。「誰」に情報を流していたのかはまだわからないが……それがディッケル伯爵だったら？　大変なことになる。また伯爵が砦を攻めてきたら、シャアラは隠し通路を使ってヴィクターを逃がそうとするだろう。ディッケル伯爵は、隠し通路の出口に自分の兵を配置しておくに違いない。ライナスは自国の王太子を、敵方に差し出そうとしていたことになる。この手紙を携えた鳩が飛んでいたらと考えると、ぞっとした。

「これ、訓練された鳩なんでしょうね」

　ジェフリーが小屋の中を覗きこんでいる。ディアナも──まだ、ちゃんと立てるか自信が無かった──四つん這いになって、その場を動かずに小屋の中を覗ける体勢をとった。檻の中に鳩が数羽、残っているようだ。

「放したら、多分、レウスタの方角へ飛んでいくんでしょうけれど。そういう検証は、シャアラさんとうちの団長に報告を済ませてからにしましょう。さて」

　ジェフリーは気を失ったままのライナスを一瞥し、それからディアナの方へやって来た。

「いったん、砦に戻りましょう。ディアナさん、歩けますか？　それとも俺が背負って帰りましょうか？」

「た、立てるし、歩けるわ」

　ジェフリーが手を差し出したので、彼の手を借りてディアナは立ち上がった。

　なんとなく、そのまま見つめ合ってしまう。

　どうしてここにジェフリーがいるのか、不思議で仕方がないし、まだ信じられない。

　彼の手がディアナの方に伸びて、その親指が頬を優しく擦った。

「ディアナさん。泥んこで、可愛い」

「な……！」

　自分が泥だらけということはわかっている。ライナスに未開の地の部族のようだと揶揄された時も、ああそういえば、とふと思っただけなのに、こうして真正面から可愛いなどと言われては──。

　真っ赤になっているであろう顔を見られずに済んで、泥だらけでよかったとディアナは思った。










14．暖炉のそばで






「貴様、いつから裏切っていた！」

　薄暗い空間に、シャアラの怒鳴り声が反響している。ミルニアス砦の地下室で、ライナスは尋問を受けていた。

　あの後、ジェフリーはディアナと二人で山を下り、シャアラとセオドアに報告を済ませた。そして十数名の北牙騎士団員たちが現地へ向かい、検分とライナスの回収を済ませてきたところである。

　ライナスは後ろ手に縛られた状態で椅子に座っている。とっくに意識は取り戻しているが、一言も喋らないままだ。

「誰の命令でやった？　ディッケル伯爵か？」

　シャアラは剣を鞘ごと腰から外し、それでライナスの顎をくいと持ち上げた。彼は一度シャアラを見上げたが、やはり口を開くことはなく目を逸らす。

「貴様、口がきけないのか！」

　シャアラが剣の鞘でライナスの頬を打った。口の中を切ったのか、細かな血の飛沫が壁に飛んだ。

「あ、あわわ……」

　様子を見ていたヴィクターが慄く。

　シャアラさん、怖い……。

　平静を装ってはいたが、ジェフリーもシャアラの様相には恐れをなした。

　だがヴィクターの動揺もお構いなしといった感じで、シャアラはライナスの首根っこを掴む。

「今からこいつを、拷問にかける」

「シャアラ殿。それは、さすがに」

　それまで黙っていたセオドアがシャアラを制止した。

「何？　さっさと吐かせるべきでしょう？」

「いえ、拷問は軍規に反するので」

「じゃあどうしろって言うの！」

　彼女はそう怒鳴って剣を机に叩きつける。自分の部下が裏切っていたなんて不名誉極まりないし、シャアラ・ドゥーニー個人としても傷ついているのだろう。そのことはわかっていながらも、ジェフリーは自分の上官がシャアラでなくてよかったと密かに胸を撫で下ろしていた。

　シャアラが熱くなっても、セオドアは冷静さを保ったまま手元の書類を読む。

「ライナス・バートレット。実家は製粉業を営んでいる。広大な小麦畑に、風車小屋や水車小屋をいくつも所持していて王国内でも五本の指に入る規模。……金銭に困って敵方に雇われたわけではなさそうですが」

　それはライナスの身辺について書かれたものだった。大抵の騎士団員にはこうして略歴を記した書類が用意されている。セオドアはシャアラが管理しているものを借りて目を通しているらしい。

「うん？　……妹がアトキンズ侯爵に嫁いでいますね。なるほど、城下警備隊から騎士団にあがったのは妹の婚姻がきっかけ、と」

　城下警備隊には兵士も多く含まれており、騎士のみで構成されている騎士団ほどの格式はない。侯爵の義兄が警備隊所属では世間体が悪いという理由で、ライナスは北牙騎士団にあがったようだ。本人の功績とは関係のない出世だ。ディアナと似たような境遇である。昔の仲間という事情を抜きにしても、共感を覚える存在だったのかもしれない。少なくとも、ディアナの側からは、だが。

「私は、アトキンズ侯爵の周辺から洗ってみるべきだと考えますね。詳しい調査は、王都に戻ってからになりますが」

「アトキンズ……そうか」

　シャアラはぴくりと眉を動かした。そのままライナスを見下ろすが、彼は俯いたまま何も言わない。

「よし、まずはアトキンズ侯爵を洗う」

　ライナスは砦の地下牢へ移動させられる運びとなった。

　尋問に一区切りついて、ジェフリーは顔を上げる。ライナスを捕縛したのは早朝の出来事で、今はもう夕暮れ近い時間のはずだ。長い一日だった。そして自室に戻る前に、医務室へ寄って薬箱を借りなければとジェフリーは考えた。
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　ディアナはジェフリーの居室にいた。

　砦に戻ってセオドアに報告──ライナスの言動に疑問を持ったディアナが、ジェフリーと協力して伝書鳩のいる小屋を突き止め、そこでライナスを捕えた。表向きには、そういうことにしておいた──を済ませた後は、マーテルに泣きながら詫びられた。ディアナが情報漏洩について口にした時、本気にしなかったせいでディアナを危険な目に遭わせてしまったと、彼女は自分を責めていた。

　だが、あの時点ではマーテルが本気にしてくれなくて助かったとディアナは思っているし、マーテルのせいだとはちっとも思っていない。彼女を宥めた後は、今度は他の近衛騎士団員たちに囲まれ──王都では大きな騒動もなく仕事を回していたから、皆事件に飢えていたのだろう──興味津々といった感じで質問を浴びせられた。ディアナは泥だらけのまま彼らの好奇心を満足させ、ようやく湯を使う時間ができたのだった。

　ディアナの部屋は南側にあるので男性たちの使っている居室ほど冷え込まず、これまでに一度も暖炉を使う機会がなかった。だが今日は泥まみれで身体が冷え切っていたし、湯を使った後は暖炉の前でゆっくり温まりたいと考えた。そこで着替えを取りに行った際に火を入れてみたのだが、途端に黒煙が部屋に充満した。どうやら煙突の掃除が必要だったらしい。

　ディアナは部屋の窓を開け放ち、掃除を頼めそうな使用人を探したが、あいにく皆忙しそうにしている。そんな時にジェフリーが声をかけてくれたのだ。俺の部屋の暖炉に火を入れておくから使ってください、と。汚れた格好でこれ以上砦の中をうろつきたくなかったディアナは、ジェフリーの言葉に従うことにした。

　暖炉の前に椅子を持ってきて、浴室で洗った制服をその背もたれに掛ける。上着はまだ使えるが、ズボンの方は膝が破れて泥の染みが頑固にこびりついている。捨てるしかなさそうだ。

　今は替えの稽古着を身につけているが、それほど着替えを持ってきてはいないから、ズボンが一着ダメになったのは痛い。王都に戻る日は近いはずだが、今回の事件を受けて、帰還が前後するかもしれない。どうにかして手持ちの衣服で間に合わせなくては。

　今後の着回しについて考えながら暖炉の前に敷かれたラグに座り、清潔な布で、生乾き状態だった髪の毛を拭き始めた。

「ディアナさん、俺です」

　ノックと同時にジェフリーの声がする。ディアナは手を止めた。

「入っても、大丈夫ですか」

「ええ」

　扉が開いて、ジェフリーが入ってくる。

「ライナスの尋問は……終わったの？」

「ええ。まあ、一区切りという感じですけどね」

　ディアナはジェフリーからの報告を聞いた。ライナスは何も喋らなかったこと、だがアトキンズ侯爵が一枚噛んでいるのかもしれない、という報告を。

　小屋にいた鳩に関しては、レウスタのどこかに向かうよう訓練してあるものだと予想された。砦で生活しているライナス自身がそういった訓練を行うのは不可能だから、おそらくは敵方から持ち込まれたものだと。すでに書簡を持たない鳩が一羽飛んでしまった後である。残った鳩を放しては相手方に「何かあったのかもしれない」と怪しまれるだろう。小屋には、北牙騎士団の団員が交代で見張りにつくことになった。

「薬箱、借りてきました。擦りむいたところ、みせてください」

「たいした怪我はしていないのよ。出血も殆どないし」

「けど、化膿止めの軟膏くらいは塗っておいた方がいいです。ディアナさん、泥だらけになったんですから」

　ディアナは擦りむいた手のひらを見つめた。浴室で綺麗に洗い流したが、衛生的とは言い難い状況に長時間身を置いたのだから、ジェフリーの言うとおりにした方がいいだろう。

　彼は軟膏の瓶を開け、ディアナの手を取った。

「あ、あの……どうしてラーバル山まで来てくれたの……？」

　ようやく、ジェフリーとゆっくり話す機会がやってきた。山を下りている時は、ディアナは半ば恐慌状態にあったし、足場も悪くて会話をするどころではなかったのだ。

「夕べ、ディアナさん、俺みたいに色惚けしてるわけじゃないって、言ったでしょう」

「ご、ごめんなさい……」

「いえ。嫉妬して勝手に騒いだのは俺ですし。それで、ディアナさんの様子が最近おかしかったのは、他の理由なんだろうなって思ったんです」

　ジェフリーは軟膏を掬い取り、ディアナの傷に丁寧に伸ばしていく。

「俺、それで……あの後、ディアナさんの部屋に向かったんです。謝ろうと思って」

「えっ」

「もちろん、中に入ろうなんて思ってませんでしたよ。夜も遅かったし、ディアナさんが眠っているようだったら、そのまま戻るつもりでした」

　砦の南側にある部屋は主に女性が使っていて、シャアラやマーテルの他、使用人たちの部屋もある。そういった後ろめたさもあって、ジェフリーはこっそりと廊下を覗いたという。

「そしたら、ディアナさんが部屋から出てきて……なんだかきょろきょろしているし、荷物を持って、皮手袋までつけてて。何かあるんじゃないかって、俺、あなたの後をつけたんですよね」

　まさか、自分が尾行されているとは思わなかった。

「あなたはしばらく厩舎を見張っていて……なんでそんなことしてるのか、俺、ほんと不思議で……何度も声をかけそうになりましたよ。けど、あいつ……ライナス・バートレットが厩舎に入って……あなたは、その後をつけた」

「ええ、そのとおりだわ」

　あの、それで、とジェフリーはきまり悪そうに白状した。

「俺、やっぱり、あいつとディアナさんが、どこかでこっそり逢引きしてるんじゃないかと疑ってしまって」

「なんですって」

「すみません」

　再び妙な嫉妬心に駆られたジェフリーは、ディアナの後を追ってそのまま山へ入ったそうだ。だが、獣道のようなものが辛うじてあるだけで、辺りは暗く、ほどなくしてディアナを見失ってしまった。

「でも、ディアナさん……枝を、折っておいてくれたでしょう？」

「あ……」

　そうだった。ライナスが獣道から外れるルートを進んだ際に、ディアナはなるべく音を立てないように気をつけながら、その場所の枝を折った。まったく知らない場所だし周囲は暗くて方向感覚に自信が持てなかったので、少し進む度にそれを繰り返した。

　──山の中で、仲間とはぐれた時の合図なんかもありますよ。

　前にジェフリーから聞いた方法だ。山の中で仲間とはぐれた時に、自分の居場所を知らせる合図だと。ジェフリーはそれで、ディアナには何か他の目的があるのではないかと予想できたようだった。

「折ったばかりの枝でしたから、断面が白っぽくて、闇の中でもわかりました」

　実を言うと、ジェフリーが後を追ってきているなんて知らなかったし、彼のために折ったのではない。ただ、自分が山で迷って戻って来られなかった時──もしかしたら、ライナスの手によって命を落とすことになった時──のためにやったことだ。朝食の席にも稽古にも現れず、部屋にも姿がなければ、近衛騎士団の仲間が自分を探してくれるだろう。山の入り口でディアナの馬が見つかれば、山へ入ったと皆思うはずだ。そして獣道との分かれ目に、目印のようなものがあれば……ディアナはそう思ったのだ。生きた状態で発見されなくても骨ぐらいは拾ってもらえるかもしれないし、上手くいけばライナスの企みが明るみに出るかもしれないと、そう考えた。

　そのやり方では、後にライナスが尾行に気づいてしまうかもしれないが、すべてが終わった後──どのような結末にせよ──であれば、問題ないとディアナは判断していた。

「明るくなってくるにつれて、ディアナさんの目印も探しやすくなってきました。それで、なんとか追いついたと思ったら、ディアナさん、泥だらけで戦ってるし……心臓が凍るかと思いましたよ。さ、手の方は塗り終わりました。足は？」

　ジェフリーは軟膏の瓶を持ったまま言う。

「足は、自分でやるわ……」

　ズボンを捲り上げて彼の方に足を差し出すのはなんだか恥ずかしい。ディアナは瓶を受け取り、擦りむいた部分に軟膏を塗っていく。

「ちゃんと、傷全体に塗らなくちゃだめですよ」

「わ、わかってる」

　ジェフリーは面倒見がいいと、改めて思う。ディアナが熱を出した時も、二人で川に流された時もそうだった。そして意外と忍耐強い。大人げない嫉妬心を見せることはよくあるが、ディアナのように頑なで可愛げもない女に、根気よくつき合ってくれている。しかも、泥まみれになった姿ですら可愛いと言ってくれて……そこまで考えると頬が熱くなってきて、ディアナは俯きながら、黙々と、必要以上に薬を塗りこんだ。

　ディアナが薬を塗り終わると、ジェフリーは軟膏の瓶を薬箱にしまい、立ち上がる。

「じゃあ俺、薬箱を医務室に返してきます。ディアナさんはゆっくりしてていいですよ。あ、食事。ここに持ってきましょうか？　パンとスープくらいなら持って来られると思いますよ」

「いえ……」

　自分はジェフリーに甘えっぱなしだ。彼はいつまでディアナを甘やかしてくれるのだろう。このままでは、素直に自分の気持ちを表現できないディアナに、彼が愛想を尽かす日がやって来るのではないだろうか。

「じゃあ、もう休みますか？　今日は冷え込むから、暖炉があった方がいいでしょう。俺、アーヴィンの部屋にでも泊めてもらいますから、ここを使って大丈夫ですよ」

「あの、そうじゃなくて……」

「ああ、やっぱり自分の部屋の方が落ち着きますよね。煙突の掃除を頼めそうな人、探してきましょうか」

　ジェフリーが、いつか自分の前からいなくなるのではないかと思うと、胸が苦しくなった。あの時……ディアナが寝込んで、彼が他の女性のところへ行ったのではないかと想像した時よりも、ずっと苦しくて、悲しくて、そして怖い。

「そうじゃなくて……」

「ディアナさん……どうしました？」

　ディアナの様子がおかしいと思ったのか、怪訝そうな顔でジェフリーがこちらに向き直る。

　一歩前に出て、ディアナはジェフリーの上着の襟を掴んだ。

　そして彼を引き寄せながらつま先立ちして、ジェフリーの唇に、自分のそれを押しつけたのだった。

　自分はジェフリーのように巧みな口づけはできない。稚拙な、だが、精一杯のキス。

　顔を離すと、彼は呆然とした表情でディアナを見つめている。

　ジェフリーが我に返る前に、ディアナは言った。

「……好き」
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　暖炉で薪のはぜる音がした。それ以外は至って静かで──。

　ジェフリーは呆然と、微動だにせずディアナを見下ろしている。

　そしてディアナは照れくささから顔を伏せてしまい、ジェフリーのつま先を見ていたが、彼は動かないまま時間が経った。ここまで黙っていられると、自分は何か間違いを犯しているのではないかと不安になってくる。

「あの。な、何か言ってよ……」

　ディアナが言葉を発すると同時に、ジェフリーは薬箱を落とした。

「あ痛っ」

　自分の足の上に落としてしまったようで、彼は片方のつま先を掴みながら、もう片方の足でぴょんぴょん跳ねる。

「なにやってるのよ……」

　ジェフリーは悪態のような言葉をぶつくさ吐きながら痛めたつま先を揉んでいたが、薬箱を開けて中身に損傷がないのを確かめた後、それを椅子の上に置いた。それから、ゆっくりとディアナの方を振り返る。

「あ、あの……ディアナさん。今の、ほんとですか？」

　改めて言い直すのは恥ずかしい。ましてこのような寸劇を見せられた後では、もう一度あの勇気が出せるとも思えない。ディアナは黙って、こくこくと頷いた。

「ディアナさん……」

　ジェフリーはディアナの肩に手をかけたが、そこで一瞬考え込んだ。

「あの。確認したいんですけど……俺があなたを助けたから、そういう錯覚を起こしてるってことは」

「ち、違う」

　錯覚ではない。ジェフリーに助けてもらったことは、気持ちを告げるきっかけになったに過ぎない。もともとディアナは遠征先で愛だ恋だと騒ぐのに抵抗があっただけで、ジェフリーとの関係については、王都に戻ってからゆっくり考えたいと思っていたのだ。それも、前向きな方向に。

「違う。錯覚じゃ、ない……ライナスに、斬られそうになった時……貴方の事を考えたの」

　自分の命はここで潰える──そう思った時、ディアナの脳裏に浮かんだのはジェフリーのことだった。

「私、貴方に何も伝えてない。ジェフリー、貴方にもう一度会いたいって……」

　そう言った途端、ディアナは抱きすくめられ、口づけを受けた。ディアナが彼にしたものよりも、何倍も巧みで何倍も情熱的なものだった。

「ディアナさん。俺も。俺も好きです。ずっと好きだったんです」

　一度唇を離し、ジェフリーはそう呟いた。そしてまたキスを繰り返す。

「ん……ふ、」

　ディアナはジェフリーの背中にしがみつくように腕を回し、彼の口づけに応えていた。

「ディアナさん。好きです」

「ん……」

「ほんとに。俺、あなたが好きなんです」

　ジェフリーはディアナの唇を食み、吸い、そして愛の言葉を囁く。今ならどさくさで「私も好き」と、もう一度言えそうな気がしたが、すぐに唇を塞がれてしまうのでそれもままならない。せめて、と彼の背中に回した腕に力を込めると、同じようにジェフリーも返す。

「あ、」

　ふいに、ジェフリーはディアナから離れた。彼は気まずそうに詫びる。

「すみません」

　ディアナのお腹に、彼の硬くなったものが当たっていたのだ。

　だが嫌悪感はまったくなかった。それどころか本能的に、ディアナはジェフリーに抱きついて身を寄せ、口づけをせがんでいた。

「ディアナさん……」

　彼も息が上がっているようだ。ディアナを抱きすくめながら、耳元で囁く。

「あの。このまま……嫌ですか？」

　ジェフリーとはかつて何度も肌を重ねたが、それはディアナが望んだことではなかった。彼が快楽を与えてくれると知ってはいても、進んでジェフリーに抱かれたいと思ったことは、一度も無かったのだ。

　彼に何を求められているのか、もちろんわかっている。そして今のディアナには拒む理由が無い。むしろジェフリーにもっと触れたいし、触れてほしいと思っている。

「イヤじゃない……」

　ジェフリーにだけ聞こえるような小さな声で囁くと、ひょいと抱きかかえられた。このまま寝台へ向かうのだ。互いの気持ちを知った上で、互いが望んだ上で肌を重ねたら、どんな風なのだろう。ディアナはジェフリーの首にしがみついた。






　二人はしばらくの間、寝台の上で絡み合い、互いの唇を貪っていたが、やがてジェフリーの唇はディアナの首筋を辿り、手は服の裾を探り始める。上着を取り払われ、大きな手で乳房をゆっくりと掴まれた時、ディアナははたと気がついた。

「あっ。し、下も……脱がないと」

　ジェフリーが「もう？」とでも問いかけるように片方の眉を上げた。以前、彼は服を脱がせるのが好きだと言っていた。きっと、ゆっくりと一枚一枚剥いでいく行為に愉しみを見出しているのだろう。だがディアナはそれどころではない。

「汚れちゃう……替えの服、そんなに持ってきてないから……」

　先ほどズボンを一本ダメにしてしまったばかりだ。今穿いているものまで汚したくはない。これを洗濯することになっては、あとは騎士団の制服と……ディアナは自分の荷物にあと何枚着替えがあるかを考えた。

「そういうことでしたら」

　ジェフリーがウエスト部分に手を差し入れたので、ディアナは協力して腰を浮かせる。こうしてジェフリーに服を脱がされるのは初めてではない。最初の夜は、ディアナは半ば戸惑いながらも自棄になっていた。その次からは、早く行為を終わらせてもらうために素直に、だが嫌々と衣服を剥ぎ取られていた。

　こうして自ら望んで抱かれたいと思うのは初めてで、肌が露わになっていくにつれて、期待と、恥ずかしさで胸がいっぱいになってくる。

「ズボンは無事ですけど……ああ、下穿きは手遅れですね」

　今穿いている下穿きは、制服や稽古着の下につけるものだから、身体に合わせてぴったりと作られている。レースやフリルなどの装飾はついておらず、色気も可愛らしさもない。着替えを選んだ時にはこんなことになるとは思っていなかったし、そもそもこの遠征には洒落た衣服や下着など持ってきてはいない。

「これは洗濯しないと。下穿きの替えはあるんですか」

「下穿きは、なんとか」

　ディアナは、なぜ彼と自分の手持ちの下着について話しているのだろうと戸惑ったし、質素な下穿きを見られるのに抵抗があったが、ジェフリーはまったく気にしていないようだ。楽しそうにすら見える。

　ジェフリーは少しずつそれを下ろしていき、そっとディアナの下腹部に手を這わせた。

「俺、まだ何もしてないのに」

「だ、だって、キスとか、したじゃない……あっ」

　じゅうぶんに潤った襞をぬるぬると辿られて、ディアナは喘いだ。

「へえ、すごいな。キスだけでこんなになるんですか？」

「も、もういいっ。やめるっ」

　愉快そうに言われて、羞恥心を煽られたディアナは思わず身体を起こしかける。

「ああ、待ってください。ディアナさん。俺は、嬉しいんですよ」

　ジェフリーは自分の服を脱いでディアナに覆いかぶさると、胸の先を咥えた。舌で乳首を転がしながら濡れた溝の愛撫も続けている。

「あなたがこんな風になってくれて、嬉しいです」

「や、ああっ……」

「ディアナさん、可愛い」

　自分はきっと、やめるつもりなんてなかったのだ。ジェフリーが笑いながら宥めてくれると心のどこかでわかっていたから、可愛げのない態度が取れた。これも彼に甘えているということなのかもしれない。

　こんな自分を好きだと言ってくれて、根気よくつき合ってくれて、彼に対して申し訳ないとも思うし、とても愛しいとも思う。好きの一言と拙いキスで、この気持ちはどれほど彼に伝わっているのだろう。

　ディアナの中に彼の指が入ってくる。音を立てて出し入れされると、考え事も吹き飛んでしまった。

「あっ、あう……」

「ディアナさん、めちゃくちゃ可愛い……」

「ああっ。そ、それっ……」

「ディアナさんの好いところ、俺、ちゃんと覚えてますよ。ほら」

　彼は巧みに指を動かし、ディアナの中を擦り、突起を撫でた。

「あっ、ひぁっ……ああーっ」

　与えられた快楽に、ディアナの身体が跳ねる。ジェフリーの指を中に収めたまま、ディアナは達した。

　ジェフリーはもう一度「可愛い」と呟いて、ディアナの髪を梳き、頬に、瞼にキスを落とす。そしてディアナの息が整ったのを認めると、ディアナの膝に手を添え、ゆっくりと身体を起こした。

「ディアナさん、いいですか……？」

「ええ……」

　ジェフリーの身体が間に入りやすいように、ディアナは自然と膝の力を抜いていた。

　唇を求め合いながら、ディアナはジェフリーを迎え入れる。

「ん……」

「ディアナさん、あなたが好きです……本当に」

「ん、うん……ジェフリー……」

「ディアナさん、可愛い……」

「ん、……」

　繰り返される愛の言葉に、口づけに、ディアナは蕩けそうになる。求め、求められて肌を重ねる行為は、こんなに素敵なものだったのだ。

　ぴったりと腰を合わせたが、彼はまだ動かずにキスを続けている。

「あの、ディアナさん……」

　ふと唇を離し、ジェフリーが呟いた。

「あの。ちょっと、俺……」

　気まずさを含むような声音だ。不思議に思ったディアナが何事か訊ねようとした時、ジェフリーは素早く腰を引いてディアナから離れる。ほぼ同時に、ディアナの内腿に生暖かいものがかかった。

「すみません」

　ディアナは驚きはしたものの、失望したわけではなかった。彼がこの行為を巧みにこなせることは、身を以って識っている。

「すみません。俺……異常に興奮してて」

　ジェフリーはシーツを手繰り寄せ、汚れてしまったディアナの内腿を拭った。そしてこちらが恥ずかしくなるような言葉をつけ加える。

「ディアナさんに、好きって言ってもらえて、嬉しくて。それで」

「え……」

　この人、そんなに私のことが好きなの……？

　だが頬を染めて照れる暇もなく、再び組み敷かれてしまう。

「埋め合わせは、ちゃんとします」

「あ、そんな……ああっ」

　一度吐精したものの、まったく勢いを失っていなかったジェフリーは、ディアナの腰を掴んで浮かせ、自分の方へ引き寄せた。繋がった後は、ゆっくりとディアナを揺さぶっていく。ジェフリーのリードに倣ってディアナも腰をくねらせると、やがて淫らな音が聞こえてきた。

「ああ、ん……」

「……気持ちいいですか、ディアナさん」

　以前はこの音が嫌いだった。ディアナの気持ちを裏切って、勝手に身体が悦んでいる。そんな音だったからだ。でも今は違う。ジェフリーと睦み合いながら奏でる音は、嬉しくて恥ずかしくて、さらなる熱を煽るものでしかない。

「んっ……気持ち、いい……」

「ディアナさん……」

　ディアナがそう答えると、彼は、今度はシーツにディアナの身体を押しつけて力強く貫いてくる。身体の一番深いところで、彼を感じた。

「あっ。お、奥に……」

「ええ。深く、繋がってますね。ディアナさん、奥も好いんですか？」

「あっ、あっ、」

「ディアナさん、可愛い……」

　ジェフリーの身体の重みも、汗ばんだ肌も、ちっとも嫌ではない。これ以上無いほど深く繋がっているのに、まだ足りないような気がして、ディアナは彼の背中を強く抱きしめ、その腰には足を絡めていた。






　ジェフリーは「埋め合わせをする」と言っていたが。

　達するたびにディアナの気が遠くなりかける。だが再びジェフリーが動き始めるので、ディアナの意識は引き戻され、喘ぎ、身体を捩って、叫びながらまた達する。

「ね、ねえ……」

「ディアナさん、もしかして疲れちゃいましたか……？」

　ジェフリーは息も絶え絶えになったディアナの頬に手を伸ばし、汗で貼りついた髪の毛を退けてそこに口づける。

「そうですよね。ディアナさん、夕べは寝てないでしょうし……今日一日、色んなことがあって大変でしたもんね」

「そ、それ、はっ……」

　それは貴方もでしょう、と言いたかったが、胸の先を摘まれて、ディアナはぴくんと震える。

「あなたともうちょっと繋がっていたかったけど……そろそろ終わりにしましょうか」

「あっ、なに……？」

　ジェフリーはディアナの身体をうつ伏せに転がして少し足を開かせ、その状態で覆い被さってきた。

「ディアナさんは楽にしててください。何もしなくて大丈夫ですよ」

「や。あっ、これ、ちょっと……！」

「あんまり深い場所は突いてあげられないんですけど……でも、ディアナさんの好いところに当たるでしょう？」

「あっ、ああーっ」
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　確かに、筋力や柔軟性が必要とされる姿勢ではない。けれど、ディアナにとっては刺激が強すぎた。ジェフリーが動くたびに、ディアナの視界に火花のようなものが散る。

「ゆっくり擦るのと、小刻みに突くのはどっちがいいですか」

「ああーっ」

「聞いていますか、ディアナさん？」

　ジェフリーがくすくす笑っている。なにが「楽にしててください」なのよ。そう言い返したくても無理だった。

　やがてディアナは、大きく痙攣しながら激しい絶頂を迎える。腰の辺りにジェフリーの精が吐き出されるのを感じながら、ディアナは目を閉じた。






　ハッと目を覚ますと、部屋の中は薄暗かった。暖炉の炎だけが控えめな明るさをもたらしている。まだ夜明けではないことにほっとしながらも、自分はどれくらい眠っていた──それとも、気を失っていた？　──のだろうと考えた。

　ジェフリーの腕は、ディアナを背後から抱きしめるように回されていた。

「目が覚めましたか」

「あ、あの。私、いったい……」

「まだ日付も変わってませんよ」

　ディアナは寝台から這い出そうとしたが、腰に彼の手が絡んできて引き戻される。

「もう少し、一緒にいてくれてもいいでしょう……？」

「でも……」

　ディアナが躊躇いを見せると、ジェフリーが上に乗ってディアナの身体を押さえつけた。

「でしたら、ほんとに動けないようにしちゃいますよ」

「ば、ばかっ。ダメっ」

　これ以上したら、本当に腰が砕けてしまう。朝稽古に出られない。いや、ライナスの騒動があったから、予定の変更があるだろう。とにかく、明日は早く起きてどのような事態にでも対処できるようにしておかないと。

　そう伝えると、ジェフリーは本気で抱こうとしていたわけではなかったようで、すぐに拘束を解いてくれた。

「もう少しだけ、一緒にいてください。ディアナさん、用が済むとすぐ帰っちゃってたから……あなたが隣で寝てるのが、俺、嬉しいんです」

「もう……」

　以前ジェフリーと身体を重ねていた頃、ディアナは情交が済むとすぐに彼から離れ、自分の部屋へ戻っていた。不本意な関係だったし、彼を好きだとも思っていなかった。隣で眠る理由などなかったのだ。

「じゃあ、ほんとに、少しだけ。明るくなる前には戻らなくちゃ」

「ええ、それでもいいです」

　ディアナがジェフリーの隣に身を横たえると、彼はディアナを抱きすくめる。ディアナもジェフリーの背中に手を回し、彼の胸に頬を寄せた。

　裸でくっつき合っているだけでこんなにも心地いいなんて、今まで知らなかった。そう思いながら。










16．弩おおゆみ






「あれ。昼くらいまでは休んでいてもよかったのに」

　翌朝ディアナが詰所へ向かうと、セオドアがいた。彼はディアナの姿を見てびっくりしているようだ。

「ジェフリーももう来てるし」

　セオドアは部屋の隅を見やる。そこにはレイヴン近衛騎士団が滞在中に使えるように、机や椅子が暫定的に置かれている。ジェフリーは椅子に座って涼しい顔で何かの本を読んでいた。

　ディアナは慌てて彼から目を逸らした。あんなことをしておいて、よく堂々としていられるものだ。顔に出ない人が羨ましい。

「ええと。じゃあ、今後の予定を説明してもいいかな」

「あ、はい」

「ライナス・バートレットの身柄を王都に移すと決まったよ。そこで、私たちと一緒にシャアラ殿も王都へ向かうけれど、この砦を空けることになるからね」

　いつディッケル伯爵の兵がやってくるかわからない。そこで、自分が留守にする間の砦の守備について、今、シャアラは指示を出しているところらしい。

「準備が整い次第出発だ。シャアラ殿は今日明日で片をつけると言っていたから、順調にいけば出立は明後日だね。その間、部屋の荷物を纏めて、馬の状態確認や武器の点検を済ませておくように。稽古は余裕のある者だけ自主的に行うこと。これくらいかな」

「はい」

　セオドアは言い終えた後もじっとディアナの顔を見ていた。

「ディアナ。君、やっぱり、疲れているんじゃないかい？　寝不足に見えるよ。昨日は大変だったのだから、今日はゆっくり休むといい」

「え。は、はあ……」

　確かに疲れている。睡眠もとらずに山の中を這い回り、砦に戻って来たと思ったら……あんなことになったのだから。横目でちらりとジェフリーを見る。彼はまだ本を読んでいたが、聞こえているのだろう、口元だけをにやつかせていた。

　……なによあれ。むかつく。

　ディアナは馬の世話をしてから居室を片づけ、昼食の後に少しの睡眠をとった。それから夕食の時間まで部屋の片づけの続きと、武器の手入れをして過ごす。ディアナにしてはのんびりと過ごした方だから、だいぶ体力も回復したように思えた。明日もこの調子で過ごしておけば、王都への旅も問題なくこなすことができるだろう。






　ジェフリーと口をきく機会がやってきたのは、夕食を終えて部屋へ戻ろうとしていた時だった。

「ディアナさん」

「な、なに？」

「部屋に戻るんですか？　あれ……そういえば、マーテルは」

　食堂への行き来は大抵マーテルとしているから、ディアナが一人でいるのを不思議に思ったらしい。

「厨房の人たちがこれからお菓子を焼いて、明日の休憩時に出してくれるんですって。もうすぐお別れだから、きっと、手向けのようなものね」

「ああ。それで厨房の手伝いに行ったんですね」

「いえ、味見」

「なるほど」

　ジェフリーが笑った。ひとしきり笑うと、今度は真顔になる。そして小声で言った。

「俺の部屋に来ませんか」

「な……」

　ディアナは思わず辺りを見回した。幸い、近くに人の気配はないようだ。だがなんとなく小声で返す。

「何言ってるの」

「いえ。ヘンなことしようってわけじゃなくて……ただ、二人で喋ったりしたいなって思ったんです。なんなら、どこかの空いてる部屋でもいいですし」

「でも……」

「俺、まだ信じられないんです。ディアナさんが、俺のこと……。だから、二人で話したりする時間が増えれば、もうちょっと実感湧くかなって思ったんですけど」

「なによ。朝、にやにやしてたくせに」

「ああ。挙動不審になってるディアナさん、可愛かったなあ」

「もうっ」

　ディアナはばしばしとジェフリーの腕を叩いた。といっても本気で叩いているわけではない。ジェフリーは笑いながら叩かれるままになっていた。

「ほら。こういう風に……何でもないこと喋ったりしたいなって」

　確かに、何でもない、くだらないやり取りなのに、ディアナは今とても楽しかった。もっとこんな風に過ごせたら、きっと幸せだと思う。でも。

「でも、ここ……他の騎士団の本拠地だし。それに色々あったから、今そういうことをするのは、ちょっと他の人たちに悪いような気がするの」

「そっか。そうですよね」

「ごめんなさい……」

「いえ。そういう考え方、ディアナさんらしいですよ。俺も考えが足りませんでした。勝手に浮かれてて、すみません」

　わかってくれて有難いとも思うし、申し訳ないとも思う。

　ジェフリーは左右にさっと視線を走らせると、ディアナの手を掴んで素早く物陰に引き込んだ。

「あっ？」

「ごめんなさい、少しだけ」

　彼はそう言ってぎゅっとディアナの身体を抱きしめる。

「少しだけ……」

　熱いため息とともにもう一度囁き、ジェフリーはディアナの首筋に顔を埋めた。

「ちょっと、ジェフリー……」

　こんな場所で、こんなことをしてはいけない。そう思うのに、彼から身体を離す気にはなれなかった。

「昨夜のこと、俺の夢じゃないですよね……？」

　ジェフリーの手は、ディアナの存在を確かめるように動いている。

　昨夜の情交は、彼にとってはあまりに現実離れした出来事だったのだろう。自信無さげな言葉とともに、無防備な魂を差し出されたような気持ちになる。愛しさがこみ上げた。ディアナもジェフリーを確かめるように彼の腕に、胸に触れる。

「う、うん……夢じゃ、ないから……」

「……そうですよね、夢じゃない」

　ジェフリーは「夢じゃないんだ」と繰り返して大きく息をつくと、未練たっぷりといった感じでなんとか身体を離す。そこで改めてディアナを見つめた。

「ディアナさん。王都に戻ったら、ゆっくり逢ってくれますか？」

「ええ」

　王都に戻ったら。頭の中で彼の科白を繰り返し、ディアナは今までとは違う不安に襲われた。

　王都に戻ったら──私たち、どうなるの？

　また、夜中にこそこそと会うような真似をするの？

　そんなことした後で、何食わぬ顔で皆と仕事するの？

　それとも、恋人同士になったって、皆に報告するわけ？

　それって、周りに気を使わせるだけじゃないの？

　以前ディアナとジェフリーはそりが合わないと思われていた。試験的に、同じ仕事に組み込まれたことすらある。団長であるセオドアは頭が痛かったに違いない。しかし今度は恋人になったなんて……。

　騎士団内での恋愛は禁止とは言われていないが、そもそもそんな事態が想定されていないのだろう。

「ディアナさん？」

「あの……」

　ジェフリーはそこまで考えているのだろうか。

　ディアナには、こそこそ逢引きして素知らぬ顔でいるなんて、いつまでも続けられる自信が無い。かといって公表なんてしたら……。

　ケンカした時や関係がダメになった時、どうするの？

　皆に気を使わせないように、私、公私を分けられる？

　それにセオドアのことだ。表沙汰にした以上はけじめをつけろと言い出すのではないだろうか。つまり、結婚をしろと。ジェフリーはそれを負担に思うかもしれない。

「ディアナさん。あの、王都に戻ったら……」

　ジェフリーが何かを言いかけた時、足元が揺れた気がした。天井から埃が落ちてきて、二人とも顔を上げる。今度は大きな音とともに、はっきりと揺れた。

　そして警鐘が鳴り響き、騎士たちの怒号が飛び交った。

「砦が攻撃されてる！」

「武器を持て！　シャアラ団長の元に集合！」






　砦の石壁が崩れ、使用人の女性たちが悲鳴をあげながら逃げ惑っている。大広間には北牙騎士団の団員たちが集っていた。中央にはシャアラがいて、腕を拘束された状態のライナスが、左右を騎士に固められている。

「相手は誰!?　ディッケル!?」

「おそらくそうです！」

　シャアラが怒鳴ると、北牙騎士団の男が怒鳴り返す。

　また、轟音とともに壁が崩れた。

「何!?　これ、一体何で攻撃されてるの!?」

「超大型の、弩おおゆみであります！」

　破壊力に優れた武器だ。超大型ともなると命中率は下がるが、敵が密集した場所に打ち込むと陣形を崩すことができる。それを使って砦を攻撃しているのだ。しかも、矢ではなく鉄製の槍を番えているようだ。

「団長！　北の二階部分の胸壁が崩されました！　今、一階部分が攻撃を受けています！」

「チッ！」

　シャアラは隣にいた騎士から遠眼鏡を奪い取り、「団長危ないですよ」という言葉を無視して外を覗いている。

　崩れた壁のせいで埃が舞い上がり、騎士たちがどたばたと行き交っているから視界は良くない。レイヴン近衛騎士団の団員はヴィクターを囲むようにして、シャアラの動向を窺う。

「弩は車輪がついた台で運んだようですね」

「そんなの見ればわかる！　あれ、何台あるの？　数えた？」

「ここから確認できる分では、五台」

「ライナス・バートレット！　貴様、知っていることを吐け！　ディッケルはあれをいくつ所持している？」

　シャアラはライナスを振り返ったが、彼は何も言わない。

「それにディッケルは、どうやって国境を越えた？　バートレット、貴様が手引きしたのか!?」

　これまでディッケル伯爵は兵を率いて山越えを行っていたようだが、現在ラーバル山は北牙騎士団が見張りについている。また、あれだけ巨大な兵器をいくつも持って山を越えたとは考え難い。山越えしないとなると関所を通るしかないが、レウスタ側はともかくとして、フローヴェリア側の関所が彼らを黙って通すはずがない。

「吐け！　貴様が何かやったのか!?」

「さあ……知らないっす」

　ライナスはぼそりとそう答えた。

　シャアラはライナスの態度に舌打ちする。

「しかし……砦は堅強なはずだ。なぜ、こうも簡単に……」

　腕組みして独り言を呟きながらうろうろしていたシャアラだったが、急にハッとした表情になって、ライナスの胸ぐらを掴んだ。

「貴様！　砦の見取り図を敵に売ったな!?」

「……団長。貴女が承諾したんでしょうが。修繕が必要な個所を、この俺が調査してもいいって」

「クッ……！」

「ついでに言うと、貴女に提出した方には、肝心な個所を書き忘れちまったみたいですね」

　シャアラは偽の報告書を掴まされていた。ライナスは、正式に調査した方の情報を敵側に渡してあったのだ。堅強な砦と言っても、何しろ古い。劣化した場所を重点的に狙われたら、崩れることも考えられる。

「バートレット、貴様ぁあ」

　シャアラはライナスの胸ぐらを掴んだまま、彼を片手で持ち上げていく。首が締まり、ライナスの顔が赤黒く染まっていった。

「うわー、団長！　落ち着いてください！」

　彼女の憤怒を目の当たりにしたレイヴン近衛騎士団の面々はぎょっとして尻込みしたが、北牙騎士団の団員たちはある程度慣れているのか、恐々としつつも彼女を宥める。

　床に放り出されたライナスはしばらく咳込んでいたが、シャアラは気を取り直したようで、騎士団の男たちに向き直った。

「まあ、こいつのことは後だ。今はディッケルの攻撃を止める、それが第一。あの弩に対抗できる飛び道具はうちにはないの？　武器庫を見てきて」

「はっ」

　命じられた騎士が武器庫の方へ走っていく。その間にも敵の攻撃は続いていて、辺りは揺れ、壁や天井の欠片がパラパラと落ちる音がしていた。

　セオドアがすっと手を上げ、一歩前に出る。

「シャアラ殿、武器庫にあったハルバードで、弩を破壊しに向かうというのはどうですか」

「なんですって。それは、危険……過ぎる」

　セオドアは槍を手に取った。敵方から撃ち込まれたものを、北牙騎士団の男が回収してきたのだ。作りはかなり粗末だが、破壊目的で遠距離から使用するだけなら不足はない。

「しかし、敵の槍が切れるのを待っていては、砦は破壊される一方でしょう。このままでは、砦の中に攻め込まれますよ」

「う、む……けど、誰が行くの。誰が。死んで来いって言うようなものじゃない」

　その時、武器庫に行っていた騎士が大型の弓を持って帰ってくる。

「シャアラ団長。遠距離攻撃可能で、そこそこ破壊力もあるのは、この弓ぐらいで……」

「ふん。敵方の弩に比べるとずいぶんしみったれてるね。まあいい。これで、敵陣に火矢を撃ち込んでみようか」

　何度か火矢が撃ち込まれたが、なかなか命中はしなかった。敵が扱っている弩は金属製のようだから、命中したとしても大したダメージは与えられないだろう。

　セオドアの発言を聞いてから、ディアナはなんとなく嫌な予感がしていた。あの大型のハルバードを振り回せる人なんてそうそういない。北牙騎士団に何名かいるかもしれないが、レイヴン近衛騎士団ではジェフリーとヒューゴだけだ。セオドアも力はある方だけれど、ヴィクターの護衛を差し置いて団長自ら敵陣に突っ込むわけにはいかないだろう。

「うー……」

　シャアラは唸りながらつま先で床を叩いている。その時、セオドアが片手をあげた。

「シャアラ殿。試しに、私が行ってみましょうか」

「はっ？」

「ちょ、ちょっと。団長？」

　シャアラとマーテルの驚く声が一際大きかったが、辺りにいる全員がざわめきだす。セオドアは「まあ、まあ」と周囲を宥めた。

「言い出したのは私ですからね。ただ、あれほど巨大な弩であれば、照準を合わせるのに少し時間を要するでしょう。ハルバードを携えて機敏に動ける身体と、立派な軍馬があればいけると私は踏みますね。実証してみましょう」

　皆しばらく唖然としていたが、セオドアが武器庫へ向かおうとするのを、アーヴィンやヒューゴが全力で引き止める。

「い、いけませんって、団長！　貴方に何かあったら……」

「そうですよ！　団長はまず、何があっても殿下のお側についていないと」

「まあ、それはそうなんだけれど。怖気づいている人間に無理に命じても、成功するとは思えない作戦だからね。だから、ここは私が」

　セオドアはわりと無茶をする人だった。彼の意外性にディアナは驚いたが、そこでジェフリーが一歩前に出る。

「俺が行きますよ」

　皆、一斉にジェフリーを見る。誰もが無言になった。「無茶だ」「でも、ジェフリーならばできるかもしれない」「しかし危険すぎる」そういった心の声が飛び交っているのが伝わってくる。

　ディアナは思わず「行かないで」と叫んでしまいそうになった。でも心のどこかで「やっぱり」と、そう思った。










17．約束事など、なにも






　レイヴン近衛騎士団のやりとりに感化されたのか、北牙騎士団の団員たちもこの作戦に名乗り出た。ハルバードを携えた者が、小隊を従えて先陣を切る。弩がこちらに向けられたら散って敵を撹乱こうらんする。弩を破壊した後、小隊はそのまま敵陣に突っ込む。そういう算段だ。

　ハルバードを用意し、軍馬の装備も整える。分厚い盾や、頑丈な鎧を用意してくる者もいた。

　ジェフリーは一度盾を手にしたが、やめる。手綱を操るのが困難になるだけだし、馬の負担も考えるとできるだけ身軽でいた方がいい。また、鎧も装備しないことにした。相手はあの弩から放たれる槍だ。鎧を纏ったとしても、攻撃が当たってしまった時点で防具は意味をなさなくなる。

「どうか、気をつけて」

　セオドアがやってきてジェフリーに声をかける。

「団長、貴方の作戦でしょう。大丈夫ですよ」

「かつてディアナが好いていた男」という意味では、彼に対して複雑な気持ちを抱いている。だが、常に冷静で公正だ。上官としては最高の男だと思っている。それに先ほどの無茶は意外であったが、ジェフリーはかえって彼を好ましいと感じた。

　セオドアの肩越しにディアナを見やる。彼女は真っ白い顔をしてジェフリーを見つめていた。表情もない。心配してくれているのだろうか。安心させたくて、ほんの少しだけ口の端を持ち上げてみせたが、ディアナの表情は硬いままだった。

　まあ、俺も余裕があるわけじゃないからな。

　手のひらに滲んできた汗を制服のズボンに擦り、手袋をし、ハルバードを握り直した。そして同じように準備を終えたヒューゴに声をかける。

「行こうか」






　バシュッ……という音とほぼ同時に、自分のすぐ脇を槍が飛んでいく。幸い月が出ているから、弩が動くたびに本体の金属が煌めき、狙った先が漠然と予測できた。

　自分の前を行く北牙騎士団の男が落馬した。持っていた盾を槍が掠めたらしい。盾ごと身体を持っていかれたのだろう。盾はひしゃげ、彼はその衝撃で骨を折ったようだ。心配ではあるが、馬を止めるのは危険だ。申し訳ないと思いつつも、ジェフリーは蹲うずくまる騎士を横目に平野を駆け抜ける。

　ハルバードを装備する者は八人──さっき、七人になってしまったが──いて、各々が後方に小隊を従えている。敵の武器の特性上、密集するのはまずい。ある程度の距離を保って馬を進めているが、弩を破壊し次第、そのまま楔形陣形を取って敵兵たちに突っ込むという計画である。

　気づくと、自分が先頭になっていた。極力防具を取り払ったせいだろう。重たい武器を携えているとはいえ、他の騎士たちに比べれば馬のスピードも上がる。

　ギギギ、という錆びついた音がして、弩がこちらへ向けられるのがわかった。同時に弩の影から、敵兵が湧いてくる。ジェフリーは一振りで三人を薙ぎ払い、弩に向かって一気に距離を詰めた。
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　先ほどから弩の攻撃が止んでいる。破壊できたのだろうか。代わりに男たちの怒号や、武器のぶつかる音が鳴り響き、接近戦になっていると窺えた。

　ディアナは気を揉みながら、砦の入り口をうろうろとしていた。

　ジェフリーたちが出撃して間もなく、怪我をした騎士が戻って来た。彼が盾を持っていた方の腕は、骨が複雑に砕けてしまっているらしい。命に別状がなかったのは幸いだが、まともに食らってしまえば命はない──頭ではわかっていたことだが、怪我人を目の当たりにして改めてぞっとした。

「あっ。誰か来ましたよ！」

　遠眼鏡で向こうを覗いていたマーテルが叫んだ。

　敵兵の可能性もあるので、皆が武器を構えて警戒する。

「多分、ヒューゴさんです……ヒューゴさあん！」

　マーテルが叫びながら手を振ると、ヒューゴは馬の足を速めてこちらへ戻ってくる。そしてセオドアに向かって報告を始めた。

「弩は六台、すべて破壊しました」

「六台あったのか」

「はい後方に一つ……傍に、ディッケル伯爵と見られる男がいましたが、逃走しました」

「ああ。今回の目的は弩の破壊だ。深追いは必要ない」

　伯爵の兵士は大多数が傭兵である。雇い主が逃走したとなると、彼らが戦う意味はない。したがって、名誉よりも金や命を重んじる傭兵たちは、疎まばらに散って逃げ出したようだった。

「小競り合いになっている隊もあるようですが、大部分は片がつきました」

　その時、まだ遠眼鏡を覗いていたマーテルが指さしながら言った。

「あ。多分、あれ、ジェフリーさん」

　マーテルの指す方向を見ても、ディアナには暗くてよくわからない。だが、目を凝らしていると小さな影のようなものが動いていて、だんだんと近づいてくる。

「団長。あいつ、一人で二台も破壊したんですよ。速攻で片がついたのは、ジェフリーの働きが大きいですね」

「なるほど。それはシャアラ殿にも報告しておこう」

「ジェフリーさん、すごーい」

　皆の会話は、耳を右から左へと通り過ぎていく。ディアナは黙ってジェフリーを見つめていた。

　やがて、その騎乗したシルエットからでも彼だと認識できるようになると、ディアナはたまらず駆け出していた。

「ディアナさん」

　ディアナの姿に気づいたジェフリーは、左手にハルバードを携え、静かに言った。

「ジェ、ジェフリー……」

　ジェフリーがもし自分の前からいなくなったら……そう考えたらどうしようもなく辛くて悲しくて、ディアナは昨日自分の想いを伝えた。その翌日にこの展開である。彼の心ではなく、命そのものが失われたら自分はどうなってしまうのだろうと、気が気ではなかった。

「俺を、待っててくれたんですか」

「え、ええ、もちろん……」

　その時、ぽたっ、ぱたぱたっ……と、地面に雨粒の落ちるような音がした。

　ディアナは空を見上げる。雲は出ているが月はくっきりと見えている。雨が降りそうには見えなかった。

　ガランと大きな音を立てて、ジェフリーの手からハルバードが落ちた。そして、ジェフリーの身体を伝って、黒っぽい液体が滴り落ちているのをディアナは見た。

「ちょ、ちょっと！　ジェフリー、ジェフリー!?」

　ディアナの尋常ではない声に気づいた騎士団の皆が、傍に駆け寄ってくる。

「すみません。ちょっと、油断してしまいました」

　ジェフリーは、そう言って馬の首に突っ伏した。






　戦闘から丸一日が経過した。

　砦の医務室は敵の攻撃に晒されることも無かったようで、幸いすぐに使えた。

　ジェフリーは今そこで眠っている。彼は鎖骨を折っていて、さらに右腕に裂傷を負ったせいで大量の血を失っていた。

　ディアナはジェフリーが横たわる寝台脇のスツールに腰掛け、濡らした布で彼の額を拭ってやった。怪我のせいで熱が出ているのだ。ジェフリーの唇がひび割れているのに気づき、海綿を水に浸して、そこへ水滴を垂らしてやる。その時、ジェフリーがふと目を開けた。

「……ディアナさん」

「痛くて眠れないの？　先生に、鎮痛作用のある薬を煎じてもらいましょうか」

　今回の戦闘で負傷者が多数出たため、軍医は大忙しであった。手が足りないので、専門的な処置が済んだジェフリーの看護は、近衛騎士団の者が交代で行っている。

「痛いことは痛いんですが、我慢できないほどじゃないです。それに、昼間じゅうぶん眠ったので。今夜は、ディアナさんがついててくれるんですか？」

「ええ」

「昼間はダラスが来てたんですけど、男に世話されても気色悪いだけなんで、ずっと寝てたんですよ。あいつもあいつで本を読んでましたしね。でも、ディアナさんがいてくれるのなら、寝るのは勿体無いです」

「そんな戯言が口にできるのなら、あまり心配しなくてもよさそうね」
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　ジェフリーは、最前線に設置されていた弩を叩き割るのに成功すると、そのまま敵陣を突っ切った。後ろについていた北牙騎士団の小隊が、壊れた弩の周りにいた敵兵たちと戦闘を繰り広げている。ジェフリーはぐるりと馬首を返して戦闘に参加するつもりであったが、敵陣の奥にもう一台、弩が控えていることに気がついた。しかも、弩の脇には白銀の鎧を身に纏い、真っ赤な羽根飾りのある兜をつけた、恐ろしく目立つ男がいた。おそらくは敵将のディッケルだ。

　ディッケルは傍の兵士に命じ、弩をジェフリーに向けた。だが、ジェフリーの後ろは敵味方入り交じっての乱戦状態になっている。装填した槍を放てば、自分の兵も巻き添えになるのは必至だった。威嚇だろうと踏んだジェフリーはハルバードを構え、弩に向かって馬を駆った。

　だが弩は発射され、槍はジェフリーの右腕を掠めていった。これには驚いた。仲間を巻き添えにするはずがない──それは騎士ならではの考え方である。傭兵を使い捨てにするディッケル伯爵とは根本的に戦のやり方が異なるのだ。

　不意を突かれる形となったが、気分が高揚していたせいか痛みは感じなかった。ただ、やたらと腕が熱く痺れているような気がした。そこでジェフリーは武器を左腕に持ち替えた。左利きではないが、的が大きいから細かく狙いを定める必要がない。そして思い切り弩にハルバードを振り下ろした時、勢い余ってバランスを崩し、落馬してしまった。鎖骨はその時に折ったのだ。

　敵陣の真ん中で落馬など命を失ったも同然であるが、幸いすぐ後ろにヒューゴの隊がいて、戦闘を請け負ってくれた。

　そしてハルバードを支えになんとか起き上がり、苦労しながら馬に乗ったのだが、砦に戻る途中、右腕の辺りがびしょびしょに濡れているのに気がついた。生ぬるく、纏わりつくような不快な濡れ方である。夜だったし、身に着けていた近衛騎士団の黒い制服のせいで、右腕に深い傷を負っていると理解するまで時間を要した。

　怪我を意識した途端、熱い痺れは激しい痛みに変わり、血で濡れた衣服の気持ち悪さ、地面に滴って失われていく血の感覚に、だんだん気分が悪くなっていった。そしてジェフリーは、砦に到着してすぐに気を失ってしまったのだった。
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　ディアナは、ジェフリーが眠っている間に決まったことを告げた。

「この話、聞いてる？　私たち、明後日には王都へ出発するけれど、貴方は……」

　当初の予定──王都を出立した時に予定されていた日程──よりも少しだけ早いが、ライナスの身柄を移すため、そしてこの地で起こったことを国王や軍の本部に報告するために、ディアナたちは王都へ戻らなくてはならない。今日と明日を使って、砦の片づけと崩れた場所の応急処置をできる範囲で済ませることになっている。

　しかし、軍医の話ではジェフリーを動かすのはまだ危険らしい。大怪我をしているのだから当たり前だが、彼を馬に乗せて一週間も旅をさせるわけにはいかない。

「ええ。夕方に団長が来て、聞きました」

　ジェフリーはある程度傷が癒えるまで、ミルニアス砦で過ごすことに決まった。

「王都に戻ったらゆっくり逢おうって言ったのに、こんなことになってすみません」

「いえ、いいのよ。せっかくだから、のんびり過ごせばいいわ」

「こんな僻地で稽古もできないんじゃ、のんびりするくらいしかないですけどね」

　王都に戻った時、二人の関係を周りにどう説明するのだろうとディアナは思い煩っていた。こそこそと逢引きしていながら、素知らぬ顔で仕事を続けられるのだろうか、と。だが、公にしてしまえば皆が自分たちに気を使うかもしれない。そのせいで職務や人間関係に影響が出てくれば、またセオドアを悩ませることになる。それに、公にしてしまった後で二人が上手くいかなくなったら……。

　ジェフリーには申し訳ないが、色々と先延ばしになったのでディアナは少しほっとしていた。






　ディアナが王都に戻り、ひと月が経とうとしていた。

　その間、ライナスの取り調べは進められ、次第に彼の背後にあるものが明らかになってきていた。ライナスの義弟であり、彼を北牙騎士団へ推薦したアトキンズ侯爵は、陰で──もちろん名前を変えて──武器の研究と設計、製作に加え、売買を行っていた。あの超大型の弩は、アトキンズ侯爵が売り物として扱っていたものだ。

　アトキンズ侯爵はディッケル伯爵を唆そそのかし、ライナスを諜報員にすることで戦を起こそうとしていたようだった。ミルニアス砦の情報を流して、今ならば制圧できる、領地を広げるチャンスだ、とけしかけた。さらに、ヴィクター滞在中を狙った攻撃であれば、国家間の戦に発展する可能性は大いにあった。

　すべては、自分が開発した武器の性能を試したいという、身勝手で狂気じみた理由からであった。

　押収した弩を間近で見たシャアラが「いいね。うちもこういうの、欲しいね」などと言っていたことからして、侯爵の武器に関する感性には、光るものがあるのかもしれない。

　ディッケル伯爵があのタイミングで攻撃してきたのは、やはり書簡を持たない鳩がやってきたのが原因らしい。飛んだのは一羽きりで、その後の状況を説明するような書簡も届かなかった。それでライナスの諜報活動が失敗したことを察したのだ。ライナスがすべてを吐いてしまった後では、領地を広げるチャンスが失われてしまうと焦ったのだろう。

　また、伯爵がどのようにして国境を越えてきたか、であるが──フローヴェリア側の関所にいる兵士をアトキンズ侯爵が、レウスタ側の関所にいる兵士をディッケル伯爵が、それぞれ買収していたことも明らかになった。

　関所を押さえてしまえば、大きな兵器を持って山越えをする必要がない。関所は大きな街とは遠く離れた僻地に位置している。よって、そこにいる兵士たちの士気は高いとは言えない。ちょっとした賄賂──金品と、新しい仕事の斡旋──で、彼らは簡単に靡いてしまったようだ。

　可哀想なのは、ライナスの両親と妹である。アトキンズ侯爵は夜会で彼女を見初めた……ということになっているが、実のところ、侯爵は自分の手駒にできる騎士、ライナス・バートレットの存在の方を重要視していた。隙を見せない表情と堂々とした振る舞い、それに加えて高い戦闘力。さらには平民出身。そこに目をつけたのだ。商家であるバートレット家は「娘を貴族に嫁がせることができた」と、大喜びだったというのに。

　侯爵とライナスの間でどういった取引が行われていたのかは、まだ判明していない。共謀したのではなく、侯爵がライナスの出世や彼の妹との婚姻を盾に取り、一方的に彼を従わせていたのであれば、ライナスの罪は少しだけ軽くなるかもしれない、という話だ。

　ディッケル伯爵はというと、今回の騒動でアトキンズ侯爵──レウスタにとっては敵国の貴族──と手を結んでいたことが明るみに出たため、レウスタ大公の憲兵隊に身柄を拘束された。爵位は剥奪され、領地も没収となったが、空いたポストを巡って周辺の諸侯が揉め始めているらしい。このことから、今度こそ連合国家の崩壊が近いのではないかと噂されている。

　帰還した直後は色々と慌ただしかったが、一週間ほど前からやっと日常を取り戻し始めている。ヴィクターは暇を見てはリュートを爪弾き、マーテルは「美味しそうなお店が新しく城下にできたけど、いつもたくさん人が並んでいて入れないんですっ」とぼやいているし、セオドアとセレストの結婚式の準備は着々と進んでいるようだ。

　そしてディアナは、そろそろジェフリーが復帰するのではないかと考えていた。砦で別れて以来連絡はない。だが完治とまではいかなくても、砦から王都までの約七日間の旅を乗り切れる身体になっているのではないかと思う。

　ディアナがそんな物思いに耽っていると、ちょうど、レイヴン近衛騎士団宛てに書簡が届いた。

　封筒にはクライアー家の印章が捺されていた。ジェフリーからの連絡かもしれないと、セオドアが開封する。

　しかしそれは、ジェフリーが退役するという報せであった。






「ジェフリー様が辞めちゃったって、ほんとですかあ」

「あたしたち、なんにも聞いてないんですけどっ」

　詰所の入り口にメイドの娘たちが集まっていて、セオドアが対応している。

「騎士団にとっても、急な話だったよ。戦闘で負った怪我の治りが、どうやら思わしくないみたいでね」

「ええっ、そんなにひどい怪我してたんですか？」

「嘘ぉ。じゃ、あたし、お見舞い行きたいっ。ジェフリー様って今どこにいるんですかぁ？」

「実家の、アンバーリッジで静養しているみたいだよ」

　セオドアがそう答えると、メイドたちは顔を見合わせた。

「……アンバーリッジって、どこにあるんですか？」

「うーん。ちょっと、遠いね。一日じゃ、王都とは行き来できないと思うよ」

「じゃ、手紙にしましょうよ。お見舞いの手紙！」

「あたし、可愛い便箋持ってる！」

「まずは住所調べなくっちゃ。書庫に行ってみましょうよ」

「ジェフリー様の住所って、すぐにわかるかしら？」

「お父様はそのアンバーリッジのご領主なんでしょ？　わかるんじゃない？　とにかく書庫まで行ってみましょ！」

　彼女らが去った後、セオドアはやれやれといった感じで肩を竦め、自分の席に着く。

　ディアナは暗い気持ちで彼らのやりとりを聞いていた。あの事務的な書簡が届いた数日後、クライアー家の使用人が宿舎にやって来て、彼の私物を片づけていった。ディアナ個人に、ジェフリーからの連絡や言伝ことづては何もなかったのだ。

　ディアナもアンバーリッジの住所を調べ、ジェフリーに手紙を書いた。二人に関することを訊ねるのはなんだか恐ろしくて、ただ、報せを聞いてびっくりしたこと、それから怪我の具合を心配していることを記して。

　ジェフリーからの返事は、やたらと遅く──王都からアンバーリッジまでは、馬車で一日半ほどのはずだ──二週間以上経ってから届いた。

　そこには、驚かせて申し訳ないという謝罪と、怪我は思っていたよりもひどかったが、命に関わるようなものではないと──ディアナの問いに対する答えだけが、やはり事務的に書かれていた。

　そしてその手紙は、明らかにジェフリーの文字ではなかった。ディアナにはそれが、彼からの拒絶のように思えた。

　手紙を読んだディアナは、不安の後、諦めに襲われた。

　彼に好きだと言われて、自分も彼を好きになった。肌を重ねもした。

　だが、それが何だというのだろう。

　将来を誓ったわけではない。ただ、王都に戻ったらゆっくり逢いたいと言われていただけだ。始まったばかりの関係だから、たわいない会話をして、一緒に過ごしたいと。それだけだ。

　自分とジェフリーの間には、約束事など何一つなかったのだ。










18．匙






　ジェフリーはアンバーリッジの生家にいた。

　目の前には、スープの器と匙がある。

　ジェフリーはまず、左手で匙を掴んだ。それを、右手に逆手の状態で乗せる。左手で補いながら拳を作って、匙を握った。やはり左手で補助しながら、匙でスープを掬う。

　だが、口元に運ぶ前に、匙を取り落してしまった。

「くそっ」

　自分らしくない苛立ちの言葉が口をついた。

　俺の右手は、ずっとこのままなのか……？






　軍医に告げられたのは、近衛騎士団の皆が王都へ向けて出立してからだった。おそらくは事実を知らされた後の、ジェフリーの精神面を考慮したのだろう。

　軍医は淡々と言った。もう、今までのように武器を振るうのは無理だと。時間をかけて訓練をしても、日常生活に支障のない程度に達するか否かで、騎士としてやっていくのは諦める他無いと。

　初めは信じられなかった。しかし何重にも巻かれていた包帯を解くと、顔を背けたくなるような傷痕があった。縫える場所は縫ってある。だが、槍で抉られた状態の傷口を完全に塞ぐのは無理だったようで、ところどころ皮膚と肉が引き攣れていた。

　鎖骨の方は順調に治っていったが、腕の傷はそうではなかった。

『なあに、戦闘での怪我ってだけでも恰好がつく。中にはくだらない理由で再起不能になる奴がたくさんいるんだぞ。稽古中の怪我ならまだマシだ。薪割りで足をざっくりやった奴もいれば、泥酔したせいで命を落とした奴もいる』

　そういった事例をたくさん知っているであろう軍医の言葉だったが、ジェフリーにとってはなんの慰めにもならなかった。

　やがて「これ以上、ここでの治療は必要無し」と判断されてミルニアス砦を出ることになったが、乗馬は危うかったので馬車を手配して生家のアンバーリッジへと向かった。






　取り落した匙を見つめながら、ジェフリーは腕を擦った。ぴりぴりと痺れるような感覚がある。動くことは動くが、力がまったく入らない。

　今度は左手で匙を持ちスープを掬って飲もうとしたが、上手く狙いがつけられず、匙を歯にぶつけたり、唇の脇にぶつけたりした。

「くそっ……」

　もう一度呟いて、自らの意思で匙を放った。大きくため息を吐いて背もたれに寄り掛かり、ここ数週間の出来事を思い起こした。

　怪我をして生家に戻った息子を、両親は優しく迎えてくれた。ゆっくり身体を休めて、これからは少しずつ領地管理の仕事を覚えていけばいいと父親は言う。ジェフリーは長子だから、いつかは退役して爵位と領地を継がなくてはならなかったのだし、今回の怪我はその機会が早まっただけだ、と。

　弟のジャスティンは報せを受けて、王都の寄宿学校からアンバーリッジに一度帰ってきた。心配してくれるのは有難かった。だが、気遣われるのは苦しかった。何事も無く武器を振り回していた頃、周りに怪力と言われていた頃を思い出すからだ。そして今の自分と比べ、落ち込んでしまう。

　そんな時にディアナからの手紙が届いて、冷や汗が出た。

　手紙には、ジェフリーの退役に驚いていること、怪我の具合を心配していることが記されていた。

　実はジェフリーは、王都に戻ったら、自分との結婚を考えてほしいとディアナに告げるつもりであった。このまま交際を続けるのであれば、皆に隠れて、こそこそと夜中に会うような真似をしたくない。肌を重ねた後でも自分は何食わぬ顔で職務に就くことができるが、彼女には難しいだろう。かといって公にしてしまえば、それはそれでディアナが落ち着かないだろう。

　ジェフリーはとにかく、ディアナに後ろめたい思いをさせたくなかったのだ。

　二人でよく話し合って、ディアナが仕事を続けたいというのであれば、自分の方が退役して父の仕事──領地管理の他、資産の運用や社交的なつき合いもある。どうせ将来は自分がやる予定だ──の補佐を務めるつもりだった。

　それが今の自分ときたら、手紙さえ満足に書けない。訓練を続けても、元通りにはならないだろうと宣言されている。ディアナに本当のことを告げたら、彼女はどう思うのだろう。愛想を尽かすのだろうか。それとも、憐れんで一緒にいてくれるのだろうか。

　どちらもごめんだ。ずっとずっと彼女が欲しかった。そしてやっと、こちらを向いてもらったのだ。しかし、こんなことになった以上、彼女を解放するべきだとわかってはいるが、それもできそうになかった。

　卑怯な真似をしていると思いながらも、ディアナに真実を告げるのは先延ばしにした。使用人に代筆を頼み、肝心な言葉は何も記さなかったのである。






　この時ジェフリーは食堂にいたが──このように食事する姿を家族に晒したくなかったため、時間をずらすか、部屋で食事をとるようにしている──玄関の方が騒がしくなった。来客があったらしい。

　客が食堂までやって来ることはないだろう。だが夕食時まで居座るタイプの人間であれば厄介だ。ジェフリーは、今のうちに自室に引き上げようと立ち上がった。

　だが、バタバタバタと足音が大きくなってくる。この足音の立て方は、まさか──。

　その正体にジェフリーが気づいたと同時に、乱暴に食堂の扉が開けられた。

「ああら、ジェフリー。帰って来てるって、本当だったのね」

「……姉さん」

「ずいぶん、変な時間に食事をするのね」

　食卓の上を見たイングリッドは腰に手を当て、尊大な態度で言った。

「姉さん……なんで、ここに」

　イングリッドは銀行家の息子、イアンと結婚した。現在イアンは王都から少し離れた町にある支店を任されていて、イングリッドもそこに住んでいるはずだった。

　イアンに追い出されたのか？　と口をついて出そうになったが、その後どんな目に遭わされるか容易に予想ができたし、何しろ今はこんな身体だから分が悪い。

「あら。私がいたら、おかしいって言うの？　別に実家に帰ってくるくらい、いいでしょ」

　フン、と鼻を鳴らし、金の巻き毛をぱっとかき上げる。

「でも、あんたの食事の邪魔をしてしまったみたいね。それは悪かったわ。さ、どうぞ続けて」

　イングリッドは食卓の上のトレイを指した。そしてジェフリーの顔を真っ直ぐに見る。

「食事を、続けなさい」

　結婚しても偉そうに振る舞うのは変わっていない。だが、あんな状態で食事する様子をイングリッドに披露するつもりはなかった。

「いや、もう終えたところだよ」

「なによ。全然食べてないじゃない。用意してくれた人に、申し訳ないと思わないの？」

　どの口が言うか、と返したくなるような科白だ。

「知ってるんだろ。俺の……怪我のこと」

「でも、左は大丈夫なんでしょう。だったら、左で食べなさいよ」

　やはり怪我のことは知っているらしい。なんだよ、ケンカを売りに来たのか？　と、心がささくれ立った。

「……無理だよ。俺は右利きなんだし、左じゃ、上手く持てないんだ」

「練習すればいいじゃない。今はその時期なんでしょう？」

「簡単に言わないでもらえるかな、俺の気持ちなんて知りもしないで」

　声を荒げたわけではないが、思わず本音を零してしまう。イングリッドを相手に弱みを曝け出してしまったようで、言葉にしたことをすぐに後悔した。

　早くどこかに立ち去ってくれないだろうかと、ジェフリーは気まずい思いで食堂の床を見つめていたが、

「あんたの気持ちなんて、わかるわけないじゃない。私は、あんたじゃないんだから」

　イングリッドはそう言って、食卓の上のトレイを手に持った。

「でも、良い方の手を使う努力もしないなんて、やっぱりあんたは犬……いいえ、犬以下ね。だったら、ほら」

　そしてトレイを乱暴に床の上に置く。

「這いつくばって、食べなさい」

　静かにそう言った後、イングリッドの姿は食堂から消えた。

「イングリッド？　もう帰るの？　来たばかりじゃない」

　玄関の方から母の声がする。

「ええ、お母様。物置に置いてある、本を取りに来ただけなのよ」

「せっかく帰ってきたのだから、もう少しゆっくりして行けばいいじゃないの」

「ごめんなさい、お母様。でも、馬車を待たせたままなのよ」

「もう、慌ただしいんだから……」

　ジェフリーは彼女らの会話を聞きながら、床に置かれたトレイを見つめていた。










19．あなたに仕える両手（最終話）






　ディアナは王都にある王立歌劇場のボックス席にいた。歌劇が始まったらステージがよく見えるバルコニーに移動することになっているが、今ディアナが座っているのは開演前や幕間に休憩するためのソファだ。ウォレス家が年間を通して契約している席──ほぼ個室──なので、ボックス内の調度品はディアナの母の趣味で固められている。

　ジェフリー退役の報せを受けてから三か月が経とうとしている。その間ディアナは仕事に打ち込み、だが夜は自室でジェフリーに宛てた手紙を書こうとして、破っては捨てることを繰り返していた。

　確かめたいことは色々あるのに、また他人の筆跡で無機質な返事が届いたら……そう考えると怖くなって、結局手紙は出せなかった。もう終わったのだ、いい加減忘れる方向に気持ちを切りかえるべきだと、めそめそしたくなる夜もあれば、私とあんなことまでしておいて、そっけない手紙一通で終わらせようと言うわけ？　と、無性に腹の立つ日もあった。悶々と日々を過ごしていたら、パメラから一緒に歌劇を観に行こうと声がかかった。

　気乗りしたわけではないが、鬱々とした気分から抜け出したい一心でこうして着飾り、ウォレス家が契約したボックス席に座っている。開演まで時間があるせいか、外の廊下はざわついていた。

「あの……あのね、ディアナちゃん？」

「どうしたの、お母様」

　先ほどから、パメラがそわそわとしているような気がする。

「喉が渇いたの？　レモネードをもらってきましょうか。それとも、シャンパンにする？」

「いえ……いいえ、あのね、ディアナちゃん？」

　パメラは扇子を取り出して広げると、ぱたぱたと自分の顔を扇ぎ出した。なんだか嫌な予感がした。

「実は……ディアナちゃんに、会って欲しい男の子がいるの」

　やっぱり、そういうことのようだ。

「あのね、お母様。私……」

「実は、今日ここに来てもらっているのよ」

「な、何ですって？」

　ディアナは思わずソファから立ち上がった。

「まあ。まあ。怒らないで、ディアナちゃん？　ほら、落ち着いて、座って。ね？」

　落ち着いていられるわけがない。パメラの策略にまんまとはめられた。こうして逃げも隠れもできない状況で引き合わせるなんて。もしかして観劇の際、ここにやって来るのだろうか。

「今度の方はね、なんと、子爵様なの！　レノックス子爵！」

　レノックス子爵？　聞いたことがない。それって、どんな人？　おじさん？　おじいさん？　絶対イヤ。

「それにね、ウォレス海運への投資を考えてくれているのですって！　ね、いいお話でしょ？　うちに娘がいるってお話したらね、その方、是非、ディアナちゃんに会ってみたいのですって！」

　母や父の会社にとっては「いいお話」なのかもしれないが、ディアナ個人にとってはまったく魅力のない話だ。しかしここでディアナが怒って席を立ってしまったら、父の仕事に影響を及ぼしてしまうのだろうか。そんなことを考え始めた時、パメラが立ち上がって扉を開けた。そして外の廊下に向かって呼びかける。

「さ。いらっしゃい、ジェフリーちゃん！」

　一瞬、その名前にディアナの心臓が止まりそうになった。だが珍しい名前ではない。それに彼は次期伯爵であって、子爵ではない……。同じ名前なんて、なんという皮肉なのだろう。ディアナはそう思った。

　でもそこに現れたのは、ディアナが良く知る男性だった。

「お久しぶりです、ディアナさん……」

　彼は、少し痩せたかもしれない。けれども豊富な金の髪や長い足は、ディアナの記憶にあるままだ。

「な、なんで……」

　ディアナは棒立ちになって、呆然とジェフリーを見やる。

「なんで、ここに……」

　その様子を目にしたパメラが、きょろきょろと二人を見比べる。

「あ、あら？　もしかして、ディアナちゃんのお知り合いだったの？」

「ええ。彼女とは……レイヴン近衛騎士団で一緒でした」

　ジェフリーが、ふっと柔らかい笑みをパメラに向ける。

「あ、あら、あら。まあ、まあ！」

　パメラはディアナのドレスの袖を引っ張った。

「お友達だったのなら、ディアナちゃんも大丈夫でしょう？　おかあさん、ワイアット夫人のお席に入れてもらうから、二人でゆっくりお話ししなさい、ね？」

「あ、お母様……」

　そしてディアナの返事も待たずに出て行ってしまう。

　扉が閉まり、ボックス席の中にはディアナとジェフリー、二人だけが残された。とは言っても、歌劇を観るためのバルコニーがあるので完全な密室ではない。

「し、子爵ですって？」

　それがディアナの口から最初に出てきた科白だった。

「ああ……もともとクライアー家は、爵位を二つ持っているんです。アンバーリッジ伯爵と、レノックス子爵。将来アンバーリッジ伯爵を継ぐ者は、レノックス子爵を名乗ることができるんです……騎士をやってた時は、名乗ったことがありませんでしたが」

「ふ、ふうん……」

　確かに爵位を複数持つ者はいる。でもクライアー家がそうだとは思っていなかった。ディアナは俯いて、意味も無くボックス席の床の模様を目で追った。

　なんだか二人の間の空気がぎこちない。彼に聞きたいことはたくさんあるはずだ。彼が子爵だということはわかった。でも、どうしてここにいるのか。今まで何をしていたのか。あのそっけない手紙は何だったのか……聞きたいことは、たくさんある。

　何から訊ねるべきか迷っていると、ジェフリーが先に口を開いた。

「すみません。いきなり、いなくなって」

「……怪我が、思ったよりひどかったって……」

「ええ、まあ」

　そう言ってジェフリーがゆっくりと右腕を持ち上げる。握手を求められているような位置で止まったので、なんとなくディアナは彼の手を取ってしまった。彼はきゅっと、優しく、ディアナの手を掴んだ。

「これが、今の俺の精一杯の力です」

　ディアナは顔を上げた。辛うじて握られている、といった力強さだったからだ。

「今でも毎日、元の状態に近づけるための訓練はしています。でも、剣を持って戦うのは無理だそうです」

「それで……退役したのね……」

「ええ」

　ジェフリーは語り出した。ミルニアス砦の軍医に真実を告げられた時の気持ちと、包帯を解いて傷口を目にした時の衝撃。初めは「そんなはずはない」と信じられなかったが、腕が思うように動かず絶望したこと。生家で燻り続けた日々。ディアナの手紙にまともに返事を書けなかった理由を。

「そうだったの……」

　その時、会場全体が静まり返り、幕が上がった。

「せっかくだから、観ましょうか」

　ジェフリーがそう言って、ステージを観覧するバルコニーの椅子を指したが、ディアナは首を振った。

「頭に入りそうにないから……」

「実は、俺もです」

　ジェフリーが笑う。二人はボックス席の奥のソファに向かい合って座った。

　演奏が始まり、歌手が歌い出す。この歌劇場は優れた反響装置が売りらしい。ボックス席の奥にいても、演奏と歌声はよく響いてきた。だが、何を話したらいいのかわからず、ディアナはしばらくの間ソファの刺繍を指で辿っていた。

「……あの、ディアナさん」

「な、何？」

　ジェフリーは大きな声ではっきりと言う。

「俺、怪我をする前に……王都に戻ったら、二人でゆっくり逢いたいと言いました。覚えてますか？」

「ええ」

　取りとめのない話を、くだらないやり取りをして過ごしたいと彼は言った。そんな風に過ごせたら、とても楽しいだろうとディアナも思った。

「あなたに、結婚を申し込むつもりでした」

「……。」

「ディアナさんは騎士団の皆に隠れて二人で逢ったり、逆に公表したりするのも嫌でしょう？　そう思ったんです。俺たち二人、関係を続けるには、どちらかが騎士団を去らなくちゃいけない。それは、わかってました。そして俺は、どちらでもよかった。いつかは爵位を継いで退役する予定でしたからね。だからディアナさんがどうしたいか、聞こうと思っていたんです」

　それはまさしく、ディアナが訊ねたくても訊ねられなかったことだ。だが、ジェフリーがそこまで考えていなかったら……訊ねたせいで、重くて厄介な存在だと思われたらどうしようと、聞けなかったのだ。でも、彼は考えてくれていた。

「けど、こんなことになっちゃって……今、左手も使えるように練習中なんですけど……あの。正直に言います。右腕は、剣を持つどころか、普通の男程度の力が戻るかどうかも、怪しいと言われています」

　そうなんだ。と、ディアナはあっさりと思った。もう戦場に出ることは無いのだから、別にそれでもいいじゃない、と。そしてそんな自分に驚いた。ジェフリーがこれ以上無いほど重く考えていることを、同じように受け止めてあげられない自分に。

「こんな状態になった俺を……あなたに知られるのが怖くて。愛想を尽かされるんじゃないかと、ずっと不安でした。連絡が遅くなって、すみません」

「私、別にそんなことで……気持ちが変わったりなんかしない……」

　ディアナはすぐに言い添えた。

「あ、ごめんなさい、そんなことなんて言って。でも私、もっと最低でひどい貴方を知ってるわけだし」

　もっともそれは身体的なものではないが、ディアナはずっとジェフリーが嫌いだった。わざわざ遜るところが嫌味ったらしくて、かえって尊大に思えて、本当に最低な男だと……二年間もそう思っていたのだ。そして本来のジェフリーを知るようになって、彼に対しての気持ちは、ゆっくりと丁寧に覆っていった。

　それにディアナはジェフリーに対して、こう思ったことがある。彼がどんなに情けなくても格好悪くても、きっと自分はあるがままのジェフリーを受け入れるだろう、と。

「どんな貴方でも、嫌いになるわけないでしょう？　貴方の心が変わっていないのなら、私の方に変わる理由はないわ」

「ディアナさん……」

　ジェフリーは驚いたようにこちらを見つめている。なんだかとんでもなく恥ずかしい科白を吐いてしまったような気がしてきた。しかも、ステージでは演奏が続いているから、それに負けじとジェフリーに聞こえるように大きな声で言ってしまった。慌ててジェフリーから目を逸らすと扇子を取り出し、ぱたぱたと顔を扇ぐ。

「ディアナさん。もちろん、俺のあなたに対する気持ちが変わったわけじゃない。俺、自分の身体が思うように動かなくて、かなり落ち込んだし、苛立ったりして……とにかく、すべてを悪いように考えてしまって」

「ええ……」

　ディアナも、城下警備隊にいた頃から数えると四年以上、騎士として宿舎で集団生活を送ってきた。その中には、病を患う者や怪我をする者もいた。身体的に一番苦しい時期を過ぎると、思うように治らないことや身体を動かせないことに、苛立ちを覚える者が多かった。ジェフリーもそうだったのだろう。しかも、元には戻らないと宣言されたのならば尚更だ。

「姉がケンカを売りに来たんです」

　どのようにその時期を乗り越えたのか訊ねると、ジェフリーはそう答えた。

「今ならば、姉なりに俺を励ましに来たのかもしれないと……ひょっとしたらそうなのかもしれないと、ちょっとだけ、本当にちょっとだけ思うんですが。あの時はとにかく、ケンカを売りに来たとしか思えませんでした」

　ジェフリーの姉のイングリッドは、良い方の手を使う練習もしないのなら這いつくばって食べなさいと言って、食事のトレイを床に置いたらしい。これを聞いたディアナは唖然としたが、だんだん可笑しくなってきてしまった。

「お姉さん、すごい」

「まあ、それで俺は奮起したんですけど。それが姉の作戦だったのなら、まんまと乗せられたわけですね。これはこれでちょっと腹が立ちます」

　こうしてジェフリーの口からイングリッドのことが語られると、姉弟仲が良いのか悪いのかよくわからない。

　イングリッドの一件からジェフリーは、両方の手を万遍なく訓練することに決めたようだ。

「そこで俺は、身の回りのこと……まあ、食事や着替えですね。それをすべて自分でできるようになってから、あなたに逢いに行こうと決めました」

　ジェフリーは、上着の釦を留めるのも、靴の紐を結ぶのも自分ではできなかったと言う。もちろん使用人に頼めば身に着けることはできるが、すべてを彼らに任せてしまったら、訓練にはならない。だから小さなことから一つ一つ始めたらしい。

「今も、ナイフとフォークで肉を切り分けるのは、かなり時間がかかります。文字は、右でも左でも練習しています。子供みたいな字ですが、なんとか読める文字を書けるようになってきました」

　ジェフリーは身体の機能を回復させるための知識に富んだ医師にかかり、治療の一環として右手と左手、両方の手で、手持ちの本を書き写す訓練をしていると言った。

「この前、何とか自分に及第点を与えることができまして……ああ、採点はかなり甘いんですけれどね。それで、クライアー家の資産運用を一部受け持つことになったので、拠点を王都のタウンハウスに移しました。最初の仕事として、ウォレス海運に投資を持ちかけたんです」

　ジェフリーはぎこちない動きで上着の両襟を正し、ソファから立ち上がるとディアナの前に跪いた。ディアナはびっくりして仰け反りそうになったが、彼は真面目な表情でディアナの手を取る。

「俺、あなたに言ったことがあります。俺はこの両手であなたに仕えると。あれは、俺の心からの言葉でした」

　確かに彼は言ったことがある。初めてディアナを抱く時。それから砦でディアナを手伝ってくれた時だ。ジェフリーはいつもそうだ。何気なく言った科白に、彼の本心が巧妙に隠されている。

「今はちょっと……頼りがいがあるとは言えないかもしれませんが。でも、誠心誠意、この両手であなたに仕えます──ディアナさん。俺と、結婚してください」

　彼が跪いた時から、こういう展開になるかもしれないと予想はできていた。だが実際に起こってみると、これは夢なのではないかと思えてくる。ディアナの前から突然姿を消したと思ったら、やっぱり突然現れて、こうして跪いてプロポーズしているのだから。

「ほ、本気で言っているの……？」

「もちろん本気ですよ」

「しょ、商人の娘と結婚なんかしたら、クライアー家はお金に困ってるんじゃないかって、噂されるのよ」

「クライアー家の資産に疑問があるのでしたら、調べてもらってもいいですよ。そりゃ、ウォレス家のような富豪とは言えませんが、余裕はそれなりにある方だと思います」

「そ、そうじゃなくて。社交界で、色々、噂されるじゃない……」

「俺は気にしませんが……ディアナさんは、色々言われるの、嫌ですか？」

　王城で働く騎士たちの間でも、社交界のようなものは出来上がっている。貴族出身の、気位の高い女騎士たちには様々な嫌味を言われたものだ。

「いえ、今に始まったことではないから……」

「貴族と商人の夫婦なんて、他にもたくさんいますよ」

　事実はどうであれ、貴族側は金に困って子供を売ったと言われるし、商人側は貴族の血統欲しさに子供を売ったと言われる。だが貴族と商家との間の結婚は珍しいわけではない。

「その組み合わせが、一つ増えるだけです……それだけですか？　ディアナさんが気にしているのは」

　思えば、彼はディアナの家柄についてあれこれ悪いように言ってきたことはないし、実際、気にしないらしい。ジェフリーがそれで良いと言うのなら、ディアナの方にも躊躇う理由は無かった。ジェフリーに向かってこくりと頷く。

「じゃ、改めて。ディアナさん、俺と、結婚してください」

「は、はい」

「やった。よかった……」

　途端、ジェフリーは破顔した。

「実は、断られるんじゃないかと心臓がばくばくしてました。ほら」

　彼はディアナの手を取り、自分の心臓に当てさせた。確かにジェフリーの鼓動は恐ろしく激しいものだったが、ディアナも似たようなものである。だからと言って同じことを彼にさせて喜ばせるつもりはないが。
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　何となく互いの距離が縮まったついでに、ジェフリーが顔を寄せる。

「俺、あなたを失望させないように、色々、ちゃんと頑張りますから」

「そんな。私、別に失望なんて……焦らないでゆっくり、治していけばいいじゃない」

「いえ、でも。あっちの方とか、ほら」

「え？　あっちって……な、なな、なに言い出すのよっ」

　ジェフリーが真顔で仄めかしたことがすぐにはわからなかったが、理解した瞬間ディアナは赤面して叫んでいた。






「まあま。ディアナちゃんも、ジェフリーちゃんも、仲が良いのね。おかあさん、嬉しいわあ」

　いつの間にか歌劇は幕間に入っており、様子を見にやって来たパメラがにこやかに言う。顔を寄せ合い、手を握り合っている二人を見たパメラは、その様子を呑気に言い表した。

　ジェフリーは握っていたディアナの手の、その指先に軽く口づけを落としてから立ち上がると、パメラの方へ向き直る。

「お義母さん！　ディアナさんが、たった今、結婚の申し込みを承諾してくれたんですよ」

「まあ！　歌劇場でプロポーズなんて、ロマンチックねえ。ね、ディアナちゃん？　よかったわねえ」

〝お義母さん〟って。ちょっと、気が早すぎるんじゃないの。

　ディアナは心の中で呟きながら、口づけられた指先をもじもじと擦る。

「ひょっとして、ジェフリーちゃんがお城の騎士様だった頃から、二人は仲良しだったのかしら？」

　パメラが期待したような眼差しで二人を見比べる。ディアナは言葉に詰まってしまったが、

「そのとおり、仲良くやってましたよ。ねえ、ディアナさん？」

　ジェフリーがこちらに向かって片目を瞑って見せたので、思わず笑いそうになって扇子で口元を隠す。

　そして笑みをかみ殺しながら、ディアナは頷いたのだった。







（月と狩人～大嫌いな同僚騎士に身も心も奪われました～　了）



















後日談・こめかみにキス












「私は自分の執務室にいるよ。用があったらそちらを訪ねてほしい」

　セオドアがそう言って近衛騎士団の詰所を後にしてから、二十分ほど経過しただろうか。

　ディアナは視線だけで左右を確認し、さりげなく席を立った。誰かに呼び止められたら「お手洗い」と答えるつもりだったが、幸いそういったことは起こらなかった。

　セオドアはヴィクターの側近でもあるため、専用の執務室を与えられている。それは近衛騎士団の詰所よりもヴィクターの居室に近い位置にあった。

　ディアナは詰所を出ると、セオドアの執務室を目指す。廊下を二度曲がると軍のお偉いさんや内政に携わる貴族たちが行き交うエリアとなり、ぐっと厳粛な雰囲気になる。

　それほど馴染みのない顔──ディアナのことだ──は警備につく騎士たちから注目を集めたが、彼らはディアナが纏うレイヴン近衛騎士団の制服を認めると、さっと警戒を解いた。

　このエリアの張り詰めた空気が苦手だ。悪いことをしているわけではないのにドキドキしてしまう。

　セオドアの執務室の前まで来るとディアナは立ち止まり、胸のあたりに手をあてた。

　制服の内ポケットには「退役願い」と記された封筒が入っている。

　そして大きく深呼吸し、扉をノックした。

「ディアナじゃないか。何かあった？」

　セオドアは来訪者がディアナだと知ると、やや驚いた様子だ。

「私のサインが必要な書類でもあったのかい？」

　彼は筆記用具の準備を始めたので、ディアナは慌てて首を振る。

「あの、団長……」

「うん？」

　いきなり退役願いを突きつけるのは乱暴かもしれない。かといって口頭で「辞めます」と告げるのも、ちょっと軽すぎると思った。そもそも「職を辞する」というのがディアナにとって初めてのことである。先人たちはどのようにしてこの場を乗り切ってきたのだろうと不思議に思う。

「団長。あの、突然、すみません……！」

　結局ディアナは深々と頭を下げながら、セオドアに向かって両手で封筒を突き出していた。

「…………ええと。いったい、どうしたんだい？」

　少しの沈黙の後、セオドアは封筒を受け取ってそう言った。彼の声からは若干の動揺が窺えた。

　ディアナは顔をあげたが、これから口にすることを考えたら恥ずかしくなって再び俯く。

「その。突然で、申し訳ありません……」

「何か事情があるのかい？」

「は、はい。あの……あのー……」

　ディアナは口ごもった。

「……ディアナ。もしかして困った状況に陥っているのかい？」

「……え？」

「辞めたくないのに、辞めなくてはならないような状況のことだよ。ならば、できるだけ力になろう。事情を話してごらん」

　彼なりにいろいろと察した結果、そのような考えに行き着いたようだ。しかし自分はただ恥ずかしくて口にできないだけである。急激に申し訳なくなってきて、ディアナは思い切って吐き出した。

「いえ。け、けけ結婚することになりまして、それで」

「……結婚……なるほど。それはおめでとう……相手を聞いてもいいかい？」

　セオドアはただの好奇心で訊ねているわけではない。ウォレス海運の娘であるディアナの結婚相手ともなれば、社交界の重要人物かもしれないと予想したのだ。きっとセオドアは、騎士団長としてではなくルシール公爵として質問している。

　いつまでも少女のように恥ずかしがっているのはよくないので、ディアナも覚悟を決めた。

「…………アーです……」

「うん？　もう一度、いいかい？」

「あ、相手は……ジェ、ジェフリー・クライアーです！」

　そう答えると、セオドアはディアナをじっと見つめた。彼はしばらく無言だったが、やがて口を開く。

「…………冗談だよね？」

　ディアナは首を振る。

「本当の話です。ジェフリー・クライアーと、結婚することになりました」

「そ……うだよね。君がこんな冗談を言うはずがない。うん……」

　彼はもう一度「うん」と呟き、深呼吸をし、何度も瞬きを繰り返した。その後でもう一度ディアナを見つめる。

「……本当に？」

　ディアナが頷くと、なぜかセオドアも頷いた。






「ああ、俺もその時の団長の様子、見たかったなあ……」

　ウォレス邸の応接間で、ジェフリーはお腹を抱えて笑っていた。

　婚約者としてディアナを訪ねてきたジェフリーに、退役願いを出した時の話を聞かせると、彼は大笑いしたのである。つねに冷静なセオドアの、おかしな動揺ぶりがツボに入ったらしい。

　ジェフリーはヒイヒイ喘ぎながら、目じりに滲んだ涙を拭った。

「じゃあ、退役願いは受け取ってもらえたんですね」

「ええ」

「いえ、俺もね、団長に説明の手紙を送ってはいたんですけど、あなたとの婚約には一切触れなかったので……」

　彼は王都に戻ってディアナと再会した後、改めてセオドア宛てに手紙を書いたという。あのそっけない退役願いだけではよくないと、ようやく考える余裕が出てきたらしい。

　だが、そこにディアナとのことは記さなかったそうだ。婚約を公にしたら、ディアナは騎士としての進退を問われることになる。いつ、どのようにして退役するかはディアナが決めることだから、ジェフリーはセオドア宛ての手紙に婚約のことは記さなかったと言った。彼の心遣いが嬉しかった。

　ディアナは仕事と結婚の準備を同時に進め、結婚式が近づいたら退役しようと当初は考えていた。だが思っていたよりもずっとやることが多い。嫁入り道具の選定、宝石商や仕立て屋との打ち合わせが続き、体力の限界も近かった。このままでは護衛任務に影響を及ぼしかねない。そう考えたディアナは、退役願いを出すことに決めたのだった。

「そうか。そんなに驚いてましたかあ……」

「ええ。いま思うと……あれは、かなり……驚いていたと思うわ」

　退役願いを出した時はディアナも緊張していたので気づく余裕は無かった。だが今思うと、セオドアの様子は普段の彼と比べると、かなりおかしかったのではないだろうか。

　執務室での出来事を思い出して、ディアナも笑う。すると、ジェフリーが言った。

「けど、ディアナさんはディアナさんで、緊張しまくりだったんでしょう？」

「え？　ええ、多分……」

「ああー。挙動不審になってるディアナさん、可愛かっただろうなあ……俺も見たかったなあー」

「も、もう！　すごく、恥ずかしかったんだから」

「ふっ……あはははは」

　ディアナは自分の向かいの長椅子で、未だに笑っている婚約者を見つめた。

　彼は真っ白いシャツに黒いベストという出で立ちで、首元にはダークブルーのクラバットをお洒落に結んでいる。王都の社交界では精力的に人脈作りに励み、新進気鋭の子爵様としてもっぱらの評判である。

　それにしても、こんなに大笑いしているジェフリーを目にするのは初めてかもしれない。いつもは取り澄まして柔らかな笑みを浮かべている彼だが、今はなんだか少年のように見えた。

　普段の彼は、物凄くハンサムだと思う。でも今の彼は……可愛い。ジェフリーの新たな一面を発見した気分だ。

　ふとジェフリーと目が合って、彼の笑い声が止む。時まで止まったような気がした。

　先に口を開いたのはジェフリーだ。

「……どうしました？」

「い、いえ……何も」

「何も？　でも、今のディアナさん……俺が初めて見る表情でした」

「そ、そう……？」

　いったいどんな表情をしていたのだろうと興味を覚えたが、見惚れていたなんて言えるわけがない。ディアナは無意味に髪を撫でつけ、二人のほかには誰もいないというのに左右を見回し、ごまかすようにお茶を飲んだ。

「え？　え？　何ですか？　俺、何かしましたか……？」

「別に、何も……」

　彼の方を見もせずにそう答えると、ジェフリーはテーブルを回り込んで隣にやって来て、左腕をディアナの肩に回した。

「……ディアナさん」

「な、何……？」

「教えてくださいよ。さっき、何を考えていたんですか？」

　ジェフリーの右手がゆっくり動いて、ディアナのサイドの髪をそっと持ち上げた。彼はディアナのこめかみに唇をくっつける。

「……教えてくれないと、キスしちゃいますよ。今度はあなたの唇に」

「な……！」

　異議を唱えようとしてジェフリーを見ると、そこにはあの懐かしい皮肉な笑みが浮かんでいた。ああ、と、ディアナは思い出す。彼とのはじまりはこんな風だった。あの夜、彼の部屋の長椅子に二人で腰掛けていて、ディアナはこめかみにキスを受けたのだ。

「教えてくださいよ。ねえ、ディアナさん？」

「きゃ。ちょ、ちょっと……」

　二度、三度とこめかみにキスを受け、さすがにディアナも怯む。

　彼は追い打ちをかけるようにディアナの耳元で囁いた。

「俺を見て、何を考えていたんですか……？」

「……そっ、それは……」

「知りたい。知りたいなあ～」

　こんなに余裕たっぷりの態度を取っていることからして、ディアナはジェフリーに見惚れていたと、彼はとっくに気がついているのではないだろうか。

　つまり白状してもしなくても、ジェフリーはひたすらニヤニヤできて、ディアナはひたすら恥ずかしい思いをすることになる。

「も、もうっ。ずるい！」

「あはは。ディアナさん、可愛い……」

　彼の右手がまたゆっくりと動いて、ディアナの頬に添えられる。

　こうして追いつめられるのも、あの時と一緒だ。

　でも決定的に違うこともあった。ジェフリーの瞳が優しくディアナを捉えていること。彼にキスをされても、ディアナは驚かないということ……ものすごく恥ずかしいけれど。

「可愛い」

　彼は再び囁き、唇を寄せる。

　柔らかな声で紡がれる甘い言葉を聞きながら、ディアナは瞳を閉じた。







（後日談・こめかみにキス　了）
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